






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　アースクリアに残されし三つの国。

　かつて日本と呼ばれた国、『ヘキサルドリア王国』。

　かつてロシアと呼ばれた国、『フォルティニア王国』。

　かつてアメリカと呼ばれた国、『グリドニア王国』。

　我は英雄を待ち続けた。だが、数百年の時を経ても未だ英雄は現れない。

　三つの国から様々な者たちが我の元へと訪れた。だが、全て真の英雄と呼ぶにはほど遠かった。

　英雄は……本当に現れるのだろうか？

　いや、英雄とは……何なのだろうか？　その答えは、我にもわからない。

　世界を救った者がそう呼ばれるのであろう。ならば、そう成り得るために必要な力とは？

　力を持った者なら気が遠くなるほど目にしてきた。だが皆、英雄には成り得なかった。

　我が知る、力、知恵、勇気を兼ね備えた最高の勇者でさえ英雄には成り得ず、命を燃やした。

　我が真に望むのは、力を持った者ではなく、未来を切り拓く者。

　それはきっと、全ての常識を覆し、抗えぬ運命さえ……変えてしまう存在なのだろう。
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「まさかクルルがな……信じられん話だが」

　かつて東京と呼ばれた土地の中央に広がるヘキサルドリア王国内で最も巨大な都市、『王都ヘキサルドリア』。

　王都内は中央にある城を囲うように貴族街が広がり、さらに王都全体を囲う防壁とは別に防壁を隔てて貴族街の周囲は平民街で囲われている。その広さは平民街だけでもヴァルマンの街の全土を優に超えており、歩いて往復するだけでも数時間を要するだろう。

　王都のシンボルとなっている城は、王都を囲う防壁の外からでもわかるほどに巨大で、天に届くのではないかと思うほどに高く、要塞と呼んでも過言ではない。さらに中心にある城への道は山のように盛り上がっており、陸路から攻め入るのは不可能に近かった。

　実際、囲むように円形に設置された巨大な石造りの防壁に守られたその場所は、つい先日に魔王軍の襲撃があったにもかかわらず、モンスターと魔族の侵入を許したことは一度もない。

　二重に作られた巨大な防壁に加え、熟練の冒険者にも引けを取らない強つわ者ものたちが王都を守っているからだ。

　そしてそんな王都の中央にある城の内部、螺ら旋せん状に続く果てしなく長い階段を上りきった最上階にある王の間、そこに王は存在する。

「レベル９９９の村人、そして人間と和睦を望む魔族……か、にわかには信じがたい話だが」

　王の間の最奥に置かれた玉座に腰を掛け、目の前に立てば思わず萎縮してしまうであろう威厳のある凜り々りしい顔立ちをした初老の男性、国王シモン・ヘキサルドリアは深い溜ため息を吐つきながらそうつぶやいた。

　王は代々ヘキサルドリア国王のみが着用を許されたマントと王冠以外、高い身分であるにもかかわらず高価な装飾を一切つけることなく、いつどんな時に敵と対たい峙じしても戦えるようにしているのか重厚な黒い鎧よろいを身に纏まとっている。それがまた、威圧的な雰囲気を周囲へと放っていた。

「ですが……事実です。悲しいことに、その事実はあなたが目指している結末とは大きく異なるはず。そうならないためにも、ご決断を」

　そんな王の目の前で膝をつき、どこか妖艶な色気を放つ紫色の長いウェーブのかかった髪をした魔法使いの女性は、顔を上げることなく地面を見つめながらそう言葉を吐き出す。

　その言葉を受けて、もみあげから顎にまで伸びた黒い髭ひげを右手でいじりながら、王は相手を見透かすかのような鋭い視線を目の前にいる存在へと浴びせかけた。

「そう早まるな。それが事実かどうかを今確かめているのだ」

「確かめるまでもありませんわ。私がこの目で見てきたのですから」

「……ワシは、お主がクルルとレックスのパーティーに入っていたことを知らん。故に、お主の言葉をそうやすやすと信じるわけにはいかんのだ。だが、クルルがついこの間に金銭面での協力を申し出てきてな、クルルが金銭を要求してきた理由にもお主の話は繫つながる……作り話と片付けるのも愚かだ」

「時間の問題ですわ。たとえすぐに信じていただけなくとも……事実には変わりありませんから」

「パルナ……といったか？　あれほどまでに魔族を憎むよう洗脳を施したクルルの意志を曲げさせるその村人はどんな人間なのだ？」

「……洗脳？」

　不可解な言葉にパルナは表情を歪ゆがませる。

「……言葉が悪かったな。魔族を倒す信念が崩れないように徹底的に教育を施したということだ。それにもかかわらずクルルの意志はお主が言うには変わってしまったのだろう？」

「ええ、最も早はやあの娘には魔王どころか魔族を倒す意志すらないでしょうね」

「……わからんな。それほどまでに影響力のあるその村人とやらに、なぜお主は惹ひかれなかった？　ワシにこのことを報告すれば、富と地位が与えられるとでも考えたか？」

　王のその言葉にずっと顔を伏せていたパルナは、「馬鹿馬鹿しい」とでも言いたげな皮肉った表情を浮かべ、首を左右に振ってそれを否定する。

「富と地位なんて私には必要ありません。それに私はあの村人に惹かれるどころか……ずっと不可解でなりませんでした。あの娘たちにはどう見えたかはわかりませんけど」

「ならお主は、何を望むのだ？」

「魔族がこの世に存在しない世界。それこそが私が求める報酬」

　パルナの酷ひどく歪んだ表情と共に吐き出されたその言葉にシモンは怪け訝げんな表情を浮かべる。

　魔族がこの世に存在しない世界を求めるのは、この世界の人間であれば誰もが望むことではあるが、それはそうなって欲しいという願望でしかない。

　王はパルナの表情から願望ではなく、そうしなければならないという使命感と、憎悪を感じ取り、厄介な存在を抱え込んでしまったのではないかと溜め息を吐いた。

　だが王はすぐに口元をにやつかせた。そのような存在は同時に価値があったからだ。

「もし、お主の言っていることが事実であるならば……」

　早急に手を打つ必要がある。手塩にかけて育てた戦力をみすみす奪われるわけにはいかない。奪われたのならば、奪い返せばいい。心が揺れているのならば、また自分の元に戻せばいい。

　再び魔族を憎むように仕向ける手段は、天啓とも呼べる『王』の役割を持つシモンにはいくらでもある。

「それでは王よ……私はこれにて。既に調査の者を送り出しているとの情報、安心致しました」

　そう言うとパルナはその場から立ち上がり、踵きびすを返して王の間から立ち去った。

　パルナが王の間の扉を閉じた時、先ほど見せていた醜悪な表情とはうって変わって、しおらしくどこか寂しげな表情を浮かべて溜め息を吐き、まるで王の前では『そういう自分』を演じていたかのように、震える手をぎゅっと握り締めて押さえる。

「…………魔族は、滅びるべき存在なのよ」

　短い間ではあったが共に過ごした仲間と、おかしな村人と魔族たちを思い浮かべながら、覚悟を決めたかのような強こわ張ばった表情でパルナは城内の螺旋階段を一段ずつゆっくりと下りていく。

「ようやくチャンスが巡ってきたんだもの。あたしは絶対に諦めない」

　ずっと昔、今とは違い、何でも素直に聞き入れてクルルのように一生懸命努力をしていた時期がパルナにもあった。

　大好きな師匠がいた。二つ年上で、頭一つ分背が高くて、緑色の長い髪をゴム紐ひもで括くくり、本ばかり読んでいるせいで眼鏡を手放せなくなってしまった優しい笑顔を浮かべる人。

　魔法使いの役割を受けて生まれ、多くの呪文を覚えるため、幼い頃から公共にも開放している王都の図書館に毎日通わされ続けていた自分に、魔法の面白さを教えてくれた人。

　昔は、魔法が嫌いだった。というより勉強が嫌いだった。元々住んでいたのは王都から少し離れた場所にある小さな村で、親に命じられ、言われるがままに嫌々通っていた。

　魔法は知識の量と想像力がものをいう。知識を得てその理から魔法の存在をイメージし、現実に具現化させるだけの魔力と、その魔法を形にするための魔力を操作する技量がなければ魔法は発動しない。

　レベル１で魔力も少なく、ステータスも判断力も乏しい幼い魔法使いの多くは、知識量を蓄えるために本を読み続けるよう指示される。

「お前は魔法の才能がある」と、神が役割という形で最初から教えてくれているのだ。その勉強をさせない親の方がむしろ少なかった。

　でもそれは、魔法使いだから勉強しろと親が言っているだけで、パルナからすればやりたくもないことを無理やりやらされているのに等しかった。

『本…………嫌いなのかい？』

　そう言われるほどに、嫌そうな表情を浮かべていたのだろう。それが最初の出会いだった。

『誰……あんた？』

『君と同じで無理やりここに通わされている者だよ』

『あっそ……何？　何か用？』

『本が嫌いなら、これを読むといい』

　師匠がパルナに渡したのは結局本だった。自分とそんな歳としも変わらない少年が、本が嫌いならこれを読めと言って本を渡してきた時、『何こいつ？』と思ったのを今でも覚えている。

　でもその考えはすぐに変わった。渡してきた本は、魔法を覚えるための魔導書ではなく、一人の勇者の英雄譚たんを描いた、ただの絵本だったから。

『図書館は別に、魔法を覚えるためだけの施設じゃないよ？』

『返す。怒られるから』

『誰に怒られるの？　ここには君のお父さんやお母さんはいないよ？』

　勝ったとでも言わんばかりに笑顔を見せるその少年を見て、呆あきれながらも渡された絵本を開いた瞬間から、パルナは図書館がそんなに嫌いではなくなった。

　その少年は天才だった。明らかにほかの同年代の魔法使いの子供たちよりも多くの知識を蓄えており、魔力を操作する技量もとびぬけていた。

『僕は殻に閉じこもって生きるのは嫌いだからね』

　どうしてそんなにも魔法を自由に使えるのかを聞いた時、そんな不可解な言葉が返ってきた。

　当時はどういう意味なのか全くわからなかったが、今ならわかる。単純に知識欲がずば抜けていたのだ。知りたいと思う気持ちを抑えきれなくて、よく図書館という殻を抜け出して気になったことを片っ端から調べにでかけていたのが良い証拠だ。

　そしてパルナは、そんな少年に惹かれていた。惹かれていつの間にか自分から付きまとうようになり、いつしか師匠と呼ぶようになっていた。師匠から得られた知識や経験は、決して図書館に通うだけでは得ることのできないものだった。

　師匠は何でも知ろうとしていた。好奇心旺盛で、これがこうなったらいいのにと理想を語っては、それを実現するために行動してきた。

　だがそれは長所でもあり、短所でもあった。

　師匠の知りたいと思う衝動は、いまだに謎の多い魔族へと向けられてしまったのだ。

　魔族の研究だけが目的なら、魔族の集落から一人を拉致して調べればよかった。だが師匠はそれをしなかった。そして師匠は踏み越えてはいけない一線を越えてしまう。

　魔族との交流を図り、お互いが持っている知識を共有し合おうとしたのだ。師匠は魔族の存在を忌み嫌っていなかった。むしろ、可能性すら感じていたのだ。

『二つの種族が手を取り合えば、今よりもずっと豊かで暮らしやすい世界になる』

　そう言っていた。何も疑わず真っ直ぐに、その可能性だけを信じて突き進んでいた。

　無論、パルナは反対し続けた。何があるかわかったものではないと、その思想はとても危険なものだと、ずっと訴え続けていた。

　だが同時に期待もしていた。もし本当にそうなったら？　と。そしてそうなるであろう可能性を師匠から感じていた。だから結局、諦めさせようとはしなかった。

　今では、はっきりとその考えは愚かだったと感じられる。そう思えるほどに、事の結末は呆あっ気けなかったのだ。

『これでもう……終わりだ。皆殺しにしてやる』

　師匠の胸に大きな穴が開いたのは、そんな言葉が吐かれた直後のことだった。

　全ては順調なはずだった。魔族の集落を見つけ、警戒されながらも接触を試みた師匠は、十数日の期間をかけて敵意はなく友好的であることをずっと主張し続けた。その甲か斐いあってか、師匠は遂ついに魔族と打ち解けることに成功する。

　交流には利害関係が必要不可欠だった。それ故に、師匠は魔族の者たちにメリットを提示した。それは、魔族にとって好条件以外の何ものでもなく、人間が取り扱う食料や物資を分け与える代わりに、人間が暮らす村に来てもらって交流を図るというものだった。

　魔族の連中は人里に来て情報を提供し、少し身体からだを調べさせるだけで、魔族にとっては貴重であろう物資が手に入れられる。魔族に嫌悪感を抱く人間が多くいる場所に行くとはいえ、安全が保証されているのであればそれは好条件だった。

　それも、魔族にとって後ろめたい情報を提供しろと言っているのではなく、単純に文化の交流をしようと言っているだけである。

　交流の地として選ばれた村は、パルナの生まれ故郷だった。農業の発展に伴い食料の生産量が高く、王都にも近いため魔族も近寄りがたい村。それ故に村の中には魔族を直接知る者が多くなく、魔族に対する敵対心もほかの村や街に比べればそれほど大きくないため、交流の地として選ばれたのだ。

『絶対に危害は加えない……信じて欲しい！』

　師匠は、必死にそう訴え続けた。たとえ大きなメリットがあったとしても、それが罠わなでない保証はない。それ故に、最初はひたすら頼み続けた。逆に村の人間を魔族の集落に何人か連れていくことで警戒心を解いたり、手土産に多くの物資を運んだりもした。

　そして、その集落にいた魔族の長が頭を縦に頷うなずかせた時、師匠は心の底から喜んでいた。あまりの嬉うれしさで無意識にパルナを抱きしめてしまうほどに。

　子供のように歓喜する師匠を見て、思わずこちらまで嬉しくなって笑顔を浮かべたのを、パルナは今でも覚えている。

　だが、終わりは呆気なかった。約束通り、師匠は一切の危害を加えず、パルナの生まれ故郷へと導いた。友好の証として、魔族が用意した大量の荷車を曳ひいて村へと向かった。

　本来なら警戒が厳重で、魔族ならばまともに近付くこともできないルートを通って村に辿たどり着くと同時に、それは始まった。

　歓迎するために村で待機していたパルナが、魔族を連れて嬉しそうに手を振る師匠を目の当たりにしたその瞬間、師匠は、魔族の一人に至近距離で魔法を放たれて絶命した。

　そのまま運んでいた荷車から次々に他の魔族が現れ、あらかじめ待機していた護衛の冒険者や王都から派遣されていた兵士たち、その村に住む女子供も関係なく命を奪っていった。

　そして食料と物資を奪って村を蹂じゅう躙りんし尽くした後、魔族は逃げるように去っていった。

　王国の兵団が到着した頃には全てが終わっていた。村は、見るも堪えない姿へと変貌し、あとには、ほとぼりが冷めるまで隠れていた者たちだけが残った。

　パルナもその一人だった。敬愛する人が目の前で殺され、放心状態になっていたパルナは、村にいた護衛の冒険者に連れられ、安全な場所へと隠れさせられていたのだ。

『絶対に危害は加えない……信じて欲しい！』

　その言葉を思い出して、パルナは盛大に笑った。師匠はその優しさが故に、魔族を信じきっていた。誠意を見せれば、きっと応えてくれると思っていた。でもその考えは間違っていた。信じてはいけなかったのだ。疑わなければならなかったのだ。こういう事態にならないように。

『何が……信じて欲しいよ』

　パルナは激しく後悔した。信じてもらわなくてもよかったのだと、初めから、魔族は倒すべき敵で、信じてもらうも信じるも何もない、ただの害だったのだとパルナは泣き叫び、後悔し続けた。

　少しでも、魔族と人間が手を取り合う未来を恋い焦がれた自分に、激しく嫌悪感を抱いた。

　それと同時に確信した。魔族は殺すべき悪で、たとえどんな理由があろうと一人たりとも生かしてはならない害であると。

「……あれから、もう四年もたつのね」

　それからのパルナは目指すべき目標を失って自由に生きていた。無論、魔族を倒すために強くなる努力はした。だが、自分一人の力では結局どうにもならないことであると理解もしていた。だから、流れるままに適当に生きていたのだ。

　復ふく讐しゅうを果たすのではなく、あの時の忌まわしき記憶を忘れるために面白おかしく生きようとしていた。それがパルナにとって精いっぱいの生へのしがみつきだったから。

　でもパルナは出会ってしまった。勇者のレックス、そして賢者のクルルと。

　魔族を束ねる最大の敵、魔王を倒せる可能性を持ち、戦うことを宿命付けられた二人の存在に出会った。

　パルナにはそれが、復讐するために神がもたらした天啓であると感じられた。だから、迷わず死ぬ可能性だって高いその戦いの旅に参加しようと思った。二人の力を逆に利用してやろうと考えた。なのに、自分が求めている結果へと導く道から、あの二人はすっかりと外れてしまった。一人の村人と、一人の魔族の少女によって。

「悪いけど取られるわけにはいかないわ。折角手に入れたチャンスなのよ？　たとえこの世界の仕組みが神様のせいだったとしても、魔族があたしの大切なものを奪った事実は変わらない」

　パルナも苦悩した。あの村人の言葉を受けて、本当にこの世界の仕組みが、誰かに意図されたものであるならば、その仕組みを作った者が一番許せない存在なのではないのかと。だが、それでも、師匠を殺したのは神でもなく、人間でもなく、魔族なのだ。

「返してもらうわよ村人……私の復讐のためにもね」

　パルナはそうつぶやくと、懐に入れてあった手紙を取り出して視線を向ける。まるで、招待状のようにデザインされたその手紙には、大きくでかでかとした文字でこう書かれていた。

『ヴァルマンの街の新たな名物！　鏡かがみ浩こう二じが運営するカジノへぜひお越しくださいませ！』
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「今日集まってもらったのはほかでもない……オープン一週間前を控えた今、俺たちがそれぞれ何の仕事を担当するかの話し合いをするためだ」

　ヴァルマンの街の中央近く、住宅街の隅にある薄暗い妖艶な雰囲気が漂うバーにて、鏡かがみが深刻そうな表情を浮かべながらダンッと机を叩たたいた。

　バーの中央にあるテーブルには鏡、アリス、クルル、ティナが、カウンター席にはタカコ、メノウ、レックスが座り、黙りながら鏡を注視している。

　カウンターの奥では、上半身は人間で下半身は馬のモンスター、ケンタ・ウロスが店長を務めているタカコに代わってグラスを磨く仕事をしていた。

「いいかしら？」

　鏡が机を叩いてこの会議のお題を口にしてから少しの間続いた沈黙を破るかのように、タカコがスーッと手を挙げる。

「私は……バニーガールを希望するわ」

　そしてその言葉が放たれた瞬間、その場にいた全員が戦慄した。戦慄しすぎて全員額から変な汗を浮かばせ、タカコの隣に座っていたメノウに至っては、「こいつ……マジか」とでも言わんばかりに口を開いて驚きょう愕がくし、至って真面目な表情で手を挙げている堂々たるタカコの姿を凝視している。

「た、タカコ殿？　タカコ殿にはほかにもっと相応ふさわしい仕事があると私は思うのだが」

「バニーガール以外に相応しい仕事なんて……あるの？」

　気迫のこもったタカコのバニーガール欲により、戦慄がさらに加速する。

　魔王軍によるサルマリアの襲撃から二ヶ月の時間が経過していた。

　鏡の活躍により、魔王の力を利用して人間に戦争を仕掛けようとしていたエステラーの陰謀を一時的に止めることはできた。だが、治安管理ギルドが販売している１万ゴールドのアイテムを一年以内に手に入れなければ、エステラーは再び魔王を使って戦争を仕掛けてくる。

　エステラーが一時的にとはいえ戦いの手を止め、そのルールを設けた意図は誰にもわからないが、鏡も元々１万ゴールドのアイテムを手に入れるつもりではいたため、人間と魔族の戦争が起きるのを防ぎ、アリスの父親である魔王を取り戻すためにも、お金を稼ぐ手段を色々と模索していた。

　国王の娘であるクルルを通じてお金を国からカンパしてもらえないか、『魔族が１万ゴールドのアイテムを渡さなければ一年後に再び攻めてくる』というのを理由に国王に頼んでもらったが、それならそれで元々倒す予定だった相手とぶつかることになるだけと、拒否されている。

　元々クルルも魔王討伐の旅に出る時、ギルドに置かれている強力な装備やアイテムを手に入れてもらえないかを頼んだらしいが、「自力で揃そろえるのもまた修行のうち」と協力してもらえず、王家に伝わる伝説の聖剣がある場所だけ教えてもらう形になったらしい。

　クルルの頼みだったからか、レックスのレベルが90を超えていたからその聖剣を与えたのかはわからないが、自分の娘が命をかけて戦おうとしているのに直接的な協力はしないことに鏡は違和感を覚えた。とはいえ、国王の考えなんて平民の自分にわかるわけがなく、すぐに切り替えて自分たちの力だけで１万ゴールドを集めるための方法を模索した。

　そのうちの一つの案がカジノの建設である。鏡がモンスターを討伐してお金を稼ぐのがもっとも効率的な方法ではあったが、それでも稼げる額にも限度がある。そのため、鏡が外でモンスターを倒してお金を稼いでいる間、カジノで収益を得ようとしていた。カジノの賭け金のレートを高く見積もれば大きく稼げると考えたからだ。

　無論、勝敗によってはカジノ側が負担しなければならないためリスクはあるが、それはカジノ側に有利なゲームを用意、考案することで乗り切るつもりでいた。

　カジノの建設、準備にかかった費用が１１４３ゴールド。そしてこの二ヶ月間で鏡は約６００ゴールドを自力で稼ぎ、元々鏡が持っていた総資産である５５４７ゴールドと合わせて残り約５０００ゴールドをあと十ヶ月近くで稼ぐ必要がある。

　本来なら稼ぐ方法を考えるのに時間を割くべきなのだが、それ以前に、準備は進めていたものの来週オープンを控えたカジノについて誰がどこを担当するか全く決めていなかったため、鏡はこうしてタカコが運営するバーへと皆を呼び集めていた。

「タカコ殿……タカコ殿はカジノ内にあるバーの管理をするのがよいと思うのだ」

「あらメノウちゃん？　それはバニーガールをしながらでもできるんじゃない？」

　タカコの一ひと睨にらみでメノウは口籠もる。

　ちょうど一ヶ月前、鏡が街で発行されていた古いにしえの洞窟内のモンスターを討伐するクエストをこなしている最中、偶然にも生成されたばかりのスポーンブロックを発見し、メノウにもアリスと同じくそれを素材に使うことで作れる魔族の魔力を抑えるための布が支給された。

　それまで魔族が持つ角から放たれる魔力を隠せず、ヴァルマンの街の外壁で野宿生活をしていたメノウはようやく街の中で生活できるようになり、この一ヶ月間タカコが同じく運営するこのバーの隣にある店、クラブＧＡＣＨＩ★ＭＵＣＨＩの手伝いをしつつ、稼いだお金でアリスにお小遣いを渡すというデンジャラスな毎日を過ごしていた。

　魔族であるということを隠せたとしてもいつばれるかわかったものではなく、安全を選んで事情を知っているタカコが運営する店で働きだしたメノウいわく、クラブで働く日々は野宿生活よりもやばいとのことだった。どうやばいのかは誰も聞けなかったが、今回鏡のカジノ運営が開始されるにあたり、「ようやくまともな仕事ができる！」と、一番喜んでいるのは実はメノウだったりもする。

「タカコちゃんのバニーガールはあれだ。男たちには刺激が強すぎると思うんだよ。刺激が強すぎてあれだ、教育によくない。いや、ほんと」

　そこでようやく鏡がメノウに助け舟を出す。

「ぼ、ボクもタカコさんのバニーガール姿は刺激が強すぎると思うなぁ……色んな意味で」

「あら……アリスちゃんまで？　そうよねぇ……色気が溢あふれ出ちゃうわよねぇ」

　タカコの言葉にアリスは視線を一切合わさず、「ウン……ソウダネ」と言葉を返す。

　アリスはこの二ヶ月間、鏡と共にカジノ運営に向けた準備や、お金集めの旅に同行していた。まるで、兄妹かのように傍そばを離れようとせず、「鏡さんのため」という名目のもと、鏡のサポートをずっと行っている。鏡も最初は足手まといになるかと考えていたが、手際が良いせいか色々と助かる場面が多く、今では傍にいないと逆に落ち着かなくなっているほどだった。

「そうよねぇ……私がバニーガールだと目に毒よねぇ？」

「そうそう、目に毒すぎてもう溶けちゃうくらいだから、バーの管理を頼む」

　最後に鏡が念を押すと、タカコは溜め息を吐きながら「仕方ないわね」と承諾する。

「バニーガールはクルルちゃんに譲るわ」

「え!?　いや、わ、私はそんなハレンチな格好は絶対にしませんよ!?」

「じゃあ何をするつもりなの？」

「それを今から決めるんです！」

　顔を真っ赤にしながらタカコに向かってクルルはそう叫んだ。

　金銭面での協力を得るために一度王都へと戻り、鏡とアリスが魔王を助けようとしていることを伏せて国王に事情を話したクルルは協力を得られないのがわかると、「その日が来るまで修行します」と言ってアリスと同じく鏡の手助けをするためにヴァルマンの街に滞在していた。

　王族育ちとはいえ、元々冒険者として旅に出ていた身でもあるクルルは、貴族の暮らしとはかけ離れた一般市民の生活になんの困難もなく過ごしている。

「…………チラッとこっち見ないでください」

「あら？　だって私はティナちゃんでもいいと思っているのよ？　ティナちゃん身長は低いけどスタイルいいし……適役だと思うんだけどねぇ」

　身長の低さを言葉にされ、少し怒ったのかふんっと視線をタカコから逸そらし、「チビなのでお断りします！」とはっきりとティナは拒絶する。

　ティナは街の北側にある住宅街を越えた先の教会に身を置き、日々迷える子羊（本人談）を導きながら、親のいない子供たちの面倒を見る生活を送っていたが、カジノの運営が始まった時は必ず手伝うという約束をしていたため、今日こうしてここに足を運んでいる。

「ティナティナは駄目だ。バニーガール以上にやってもらわないといけないことがあるからな」

「ティナティナ…………はともかく、私にやってほしいことって何ですか？」

「教祖」

「え？　すみません。よく聞こえなかったです。何をやれって言いました？」

「教祖」

　至って真面目な表情で宣言したその言葉にティナは少しだけ頭を抱え、「教祖って……つまりえーっと」とつぶやきながら一考する。

「私に……宗教を開けと？」

「その通りでございます教祖様」

「いやでございます」

　きっぱりと言い切ったティナを見て、鏡は信じられないとでも言いたげな表情を浮かべながら、「それは……ギャグで言っているのか？」と、ガタッと席から立ちあがる。

「本気で言ってます！　っていうかなんで教祖なんですか？」

「あれだ。カジノで負け続けて心が黒く濁りに濁りまくった人たちの心をティナが救い、運気アップグッズを売りつけてまたカジノに来てもらうって寸法よ」

　啞あ然ぜんとした表情で話を聞き続ける周囲を気にせず鏡は、「ティナさんの宗教に入ってから世界が変わりました。今では毎日カジノに行っています。宝くじも当たりました。売り文句はこれでいこう」と提案し、その後も宗教に関する言葉をつらつらと述べ続ける。

　鏡の話をまとめると、カジノの中に礼拝堂を作ったので利用して儲もうけようという腹黒い考えを提案してきただけだった。

「神に仕える私に神を利用して金儲けをしろと!?」

「ばっきゃろぉティナ！　ティナばっきゃろぉ！　俺たちは神をぶっ飛ばすという最終目標のためにとりあえずお金を貯めるんだ、つまりぶっ飛ばす対象の神を使って儲けるのは別に変ではない！　なぜなら敵だから！　モンスターと一緒！」

「いや……ええっと、それって私の存在理由を否定していません？」

「ソンナコトナイヨ」

　その後、交渉に交渉を重ねた結果、街の教会でもやっている仕事をカジノでもやりつつ、カジノと提携している運気アップ関係のアクセサリーグッズをカジノ内にある礼拝堂に置いて飾るという条件で、ティナはカジノ内の礼拝堂で働くことを承諾した。

「それで師匠、僕はどうすればいい？」

　次にレックスが、カウンター席を立って鏡の元へと近付く。

「んーチクビ君、その師匠って言うのそろそろやめません？」

「ならあんたもチクビって言うのをやめろ」

　レックスはサルマリアの襲撃以来、鏡を師匠と呼ぶようになった。自分の今までの生き方を改めるために、鏡の傍で色々と学びたいという目的からそう呼ぶようになったのだ。

　今まで魔王を討伐するために、勇者という役割に縛り付けられて生きてきたレックスは、鏡の役割に縛られない自由な生き方に素直に憧れ、自分の意志で本当にやりたいことを見つけるために、鏡の生き様を追うことを決意した。その決意の証か、特に稽古をつけられているわけでもなくレックスは勝手に鏡を師匠と呼んでいる。

　勇者が村人に教えを乞うという普通ならありえない行為。価値観を自分から壊し、前に進もうとする姿勢を嬉しく思っているのか、鏡も師匠と呼ばれること以外はとやかく言わず、一緒になって色々と行動している。

「レックスよ……師匠として命じる。師匠と言うのをやめるのじゃ……！　免許皆伝！」

「勘違いするな。僕があんたを師匠って呼んでいるのは敬意を持っているからだ。立場はイーブン……僕が勝手にあんたを師匠って呼んで、あんたの生き様を観察しているだけだからな」

「え？　たち悪くない？」

「だから、その代わりに色々と手伝っているだろう！　１万ゴールドを集めるというのは、あの魔族の男……エステラーの言葉の真意を知れるという意味では僕のためでもあるしな」

「なるほど、じゃあお前はトイレ掃除係で」

「待ってくれ師匠」

　それから十数分間、鏡とレックスによる役割分担の討論が行われた。

　そんな最さ中なか、目の前で言い争う二人を見ながら、その集まりの中に魔族である自分が自然に混ざれていることを嬉しく思い、アリスは笑みを浮かべる。

「じゃあトイレ掃除はアリスで」

「ちょっと待って欲しいな鏡さん」

　そして、火の粉が飛んできたかのような結論にアリスは真顔になりながらストップをかける。

　今度は鏡とレックスだけではなく、ティナ、クルル、アリスも加わってぎゃーぎゃーと言い合いが始まり、その光景を見てタカコとメノウが微笑ほほえましく笑みを浮かべた。

「ところで鏡ちゃん。根本的な問題になるんだけど、私たちだけじゃ人手は足りないでしょ？　スタッフの募集はちゃんとしてるのよね？」

　そこで、タカコが役割分担の話から抜け出せない鏡に向かって言葉をかける。すると、鏡は一瞬思い浮かべるように悩む素振りを見せた後──、

「人……足りなくない？」

　全然考えていなかったとでも言いたげな表情で言葉を返した。

　海と面しているヴァルマンの街は広大だ。貿易商だけではなく多くの行商人、傭よう兵へい団、冒険者が集まって朝も夜も関係なく騒いでいる。そんな広大な街に集まる全員を含め、王都の貴族たちもターゲットにしたカジノを建てるとなればそれなりに大規模な施設を作る必要がある。

　カジノであれば金を持て余した連中がじゃぶじゃぶお金を落とすだろうという汚い発想も相まって、ヴァルマンの街の南西にある使われていなかった港の一部と周辺の土地を買い取り、とにかく稼げることなら何でもするということでカジノ施設以外にもレストラン、バー、酒場、礼拝堂、大浴場等の娯楽施設を揃えた結果、ヴァルマンの街全体の二十分の一はあるであろう巨大なカジノが出来上がった。

　だが、そんな大規模なカジノを運営するのには大人数のスタッフが必要になる。

「いや、アホでしょう」

「アホね……鏡ちゃん」

　本当にそれでお金を稼げるのか、管理はできるのか等の不安から、建設する段階で猛反対をしていたタカコとティナが呆れかえった様子で溜め息を吐いた。

「鏡さんがここまでアホだと思ってませんでした。アホコンテストに出たら優勝できますよ」

「マジで……いつ開催されるのそれ？」

「出ようとしないでください！　タカコさんも何とか言ってやってくださいよ！」

　タカコもさすがにここまで考えていなかったとは思っておらず、困った表情を浮かべながらとりあえず鏡を正座させる。

「あの……その……気合でなんとかなると思ってました」

「ならないから今の段階で焦あせっているんじゃないの？　もっと早くに人手は募集しなきゃダメでしょ？　この二ヶ月間……何をしていたのかしら？」

「あの、その……ダンジョンに潜って……その……モンスターを……ぶっ飛ばしてました」

　そして一人の経営者としてタカコは鏡に説教を始める。前途多難すぎる現状に、鏡を除く全員が深い溜め息を吐いてこれからどうするかを考えた。

「仕方ないわねぇ……今からでもまあ、方法はなくもないわ」

　説教を終えた後、タカコはヤレヤレと溜め息を吐きながらそう言った。

「どんな方法なのタカコさん？」

　相変わらず頼りになるタカコに対し、アリスは期待を込めた眼まな差ざしを向ける。

「ヴァルマンの街にはパーティーを募集するための広場があるでしょ？　そこで演説してカジノの店員を募集すればいいのよ」

「なるほど……でも、広場に集まる奴やつなんてほとんどが冒険者だぞ？　あいつらはモンスターを倒してた方が稼げるだろうし、カジノで働きたい人ーって言ってもそんなにすぐ集まるとは思えないけどなぁ」

「そんなことないわよ？　住宅街にいる村人の人たちも案外街の広場にいたりするのよ。仲介でパーティーメンバーを探してあげたりする人とか、同じように仕事の募集を街の広場でしてたりするところもあるし、人が来るかどうかは労働条件次第よ。それにほら、レックスちゃんとクルルちゃんのカリスマ性があればこんな人と一緒に働きたいって思わせることができるかもしれないし」

　タカコがニコっと笑顔を浮かべて視線を向けると、レックスとクルルは少しバツが悪そうに顔を背けた。クルルは自然に出窓へと視線を向け、レックスは間違えてカウンターにいたケンタ・ウロスへと視線を向けてしまう。

「人間よ。我々のようなカリスマ性が高い存在に憧れ羨望の眼差しを向けるのはわかる。だが、お前のようなただ金髪なだけのチャラ男のゴミには不可能だ。諦めろ」

「やかましいわ」

　あまりにも不快な存在を目の当たりにしてレックスは再び鏡たちに視線を向け直す。するとクルルを除く全員がレックスを注視しており、レックスは観念して溜め息を吐いた。

「僕は魔王を倒すために広場でパーティーの募集をかけた身だ。それを早くも諦めてカジノの店員になろうとしていると思われるのはいささか……な」

「なんだプライドの問題かよ。そんなつまらないのに縛られんなよな。折角新しい道を進もうとしてるんだろ？　今までとは違う生活を歩むためのいい一歩じゃねえか」

　鏡はくだらないと言わんばかりにヤレヤレと顔を左右に振った。「どの口が言っているんだ」と思ったのは恐らくティナだけではないだろう。

「クルルさんどうしたの？」

　そこで、苦悩するレックスとは異なり、辛しん辣らつな表情を浮かべるクルルの様子を見て、アリスが心配して声をかける。

「私は……王家の人間です。そんな人間が民の前でカジノの店員を募集するとなると、幻滅される可能性があります……私じゃなくて王家に。そうなればきっとご迷惑をおかけします」

　アリスにもそれがどういうことなのかなんとなく察することができた。要はレックスと同じプライドの問題だが、それは本人じゃなくて他人のプライドであるが故の悩み。もしそれを阻害するとなれば、自分には制御しようのない怒りを買う可能性がある。

「まあ仕方ないさ。それでも手伝ってくれるだけで充分ありがたいし嬉しいよ」

「…………鏡さん」

　鏡の言葉にクルルは安心したのか、微笑みを浮かべる。

「宣伝募集はレックスにやらせればいい。勇者やめてアイドル始めました、このカジノで働くので一緒に皆も働いてみないか？　みたいな感じで人を集めよう」

「っふぁ!?」

「適当に言ったアイデアだけど……案外ありかもしれないな。レックスはなんだかんだでイケメンだし、アイドルの素質あるぞ……よし、これでいこう」

「ちょ、ちょっと待て師匠！　僕は一言もやるなんて言っていないぞ！　勇者がアイドルだと？　そんな前代未聞なふざけた話は聞いたことないぞ！」

　あまりにも突拍子もないアイデアに、レックスは慌てふためいた様子で鏡に詰め寄る。

「いいじゃんアイドル。勇者もほとんどアイドルみたいなもんだろ。モテモテだぞ？　きゃーきゃー言われるぞ？　勇者で強くてイケメンのアイドルとか女の子よりどりみどりだぜ？」

「も……モテモテ？　きゃー……きゃー……。よりどり……みど……り？」

　まるで洗脳されていくかのように、レックスは鏡の言葉を鵜う吞のみにしていく、その様子を冷めた目線でクルルとティナとアリスは見ていた。

「アイドルといえばキャラ付けは大事だよな、どんな感じにする？　とりあえず喋しゃべる時は、『えへへ……』と冒頭につけてあざとさをアピールしつつ、笑い方は『ゲェハハハ！　コポォ！』で豪快に、デビュー曲は『底なしの沼』。これでいこう」

「キャラ……濃！　さすがにそれはレックスさんがかわいそうですよ！」

　意味不明なキャラコンセプトを聞いてティナが思わずツッコミを入れる。だが、女の子にモテモテというフレーズに捉われてか、レックスはまんざらでもなさそうだった。

　その後、「とりあえず時間もないし人集めのために動いた方が良いのでは？」というメノウのもっともな提案により、鏡は仕事内容については一旦置いて、レックス、アリス、ティナを連れて広場へと向かうことにした。
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　街で労働の募集をかける場合、街の治安管理ギルドで募集のビラを作り、治安管理ギルド内にある労働者募集の掲示板と街の広場にある掲示板に貼って声が掛かるのを待つのが基本である。討伐してほしいモンスターがいてクエストを発行する場合も、パーティーを募集する場合も同じ要領だ。

　だが、クエストをこなすのに期限があったりしてパーティーを急募しなければならない時や、長い期間にわたってパーティーを組む者を集めるときは街の広場を利用して声掛けをする。レックスがパーティーを募集するために街の広場で演説を行っていたのもこのためだ。

「はい。予想通り全然人が集まらんね」

「注目は凄すごく集まっているんですけどねぇ……まあ、冒険者がほとんどですし」

　広場の片隅にあるベンチに腰を掛けながらぼそっとつぶやいた鏡の言葉に、ティナは両肘を膝について溜め息を吐きながら賛同した。

　鏡の隣では、レックスが必死に勧誘をしている様を、ベンチに足をぷらぷらさせながら座り、ペロペロとソフトクリームをなめて機嫌良さそうに眺めるアリスの姿がある。

　現在、レックスが一人で勇者の役割をステータスウインドウにちらつかせながら、演説を行っている。アイドル設定はむしろ逆効果だからというティナの提案により、とりあえず勇者の役割を利用して広場を行き交う人の注目を集めることになった。

　だが、注目は集めても『労働』となると、やはり鏡の推測通り冒険者のほとんどが見向きもしなかった。それもそのはずで、労働となると長い時間働いて決められた賃金しかもらえない。戦う力のある冒険者からすれば命のリスクはないとはいえ、非効率なお金の稼ぎ方だからだ。

　いくら勇者の勧誘とはいえ、労働と聞くや否や次々に皆散っていく。レックスも必死に「勇者である僕と共に、カジノでかつてない素晴らしい生活を送らないか？」と言うが、真面目に聞いているのはほとんどが村人だけだった。

「でも、その残っている村人もどうして募集に乗らないのかね。ちょっと興味あるみたいな顔するだけで、誰も声掛けて来ないし」

「それはわかりません……賃金だってそんなに悪くないはずですし、もしかしたらレックスさんの勇者の役割が逆にうさんくさかったり、高たか嶺ねの花すぎて一緒に働くのは恐れ多いとか？」

「じゃあ俺が勧誘した方がいいのかな？」

「鏡さんの方がもっとうさんくさいですよ。村人で、金持ちで、レベル９９９とか……むしろうさんくささしかありません」

　ティナの厳しい言葉に鏡は少し落ち込みながら、どうして募集に乗らないのかを考えるために治安管理ギルドで作った募集のビラに目を向ける。

　募集人数は合計百人。男性五十名、女性五十名の募集。労働時間は八時間。仕事はカジノのディーラー、バーテンダー、清掃員、作業員等々。賃金は一月５００シルバーでタカコちゃんが営業しているクラブで働くよりも50シルバー高く、能力に応じて昇給もある。毎日つきっきりで働く雇われの使用人やメイドの給料が一月１０００シルバーと言われているこの世界で、経歴や能力無視で研修含めて５００シルバーはなかなかの高賃金なのに誰も集まろうとしない。

「なぜだ……能ある役割の人は優遇しますって書いてるし、村人でも能力が伴えば昇給するって書いてるのに……なぜ？　やっぱりアイドルか？　アイドルじゃないと駄目なのか？」

「アイドルでも同じですよ。むしろなんでアイドルしか選択肢でてこないんですか……意外とレックスさんのカリスマ性が低い……とか？　５００シルバーはヴァルマンの街内での労働条件としては悪くない方ですし」

「ティナティナお前さりげなく酷いこと言うな。仮にもあいつ勇者だぞ」

「『底なしの沼』とか変な歌でデビューさせようとしているあなたに言われたくありません」

　そう言い合っている間にも、演説を行うレックスの周りからはどんどん人がいなくなっていく。中には、「あの勇者様、もう魔王討伐諦めて店なんか経営してやがる。役割が泣いてるぜ」とか、「でもよ、あの突然できたでけえカジノってあの勇者様が建てたんだな。手伝いはしたくねえけど楽しみだぜ」と、幻滅と期待を抱きながら去っていく者もいる。

「アリス……なんか名案くれ」

　突然、視線も合わさずに吐き出された鏡の無茶ぶりに、ティナは思わず、「……うわぁー」と失望したかのような視線を鏡に向ける。

「なんか……ボク、あの村人の人たちの気持ちがわかる気がするな」

　すると意外にも、アリスは鏡の無茶ぶりに困った様子を見せず、広場の中央に集まるレックスと村人を視界に入れてつぶやいた。予想外にもまともな意見が返ってきたことに鏡は驚きながらも、アリスへと耳を傾ける。

「と？　言いますと？」

「ボクだったら怖いもん。知らない場所に足を踏み入れるのって……勇気がいるから。ボクも鏡さんと最初にこの街に来る時ちょっとだけ怖かったんだよ？」

　その言葉に鏡は、「……なるほど」と相あい槌づちをうつ。確かに、カジノはこの世界でも数えるほどしか存在しない。そんな中でカジノの営業といわれても、どんな仕事をするのかを的確に思い浮かべるのは難しい。自分が仕事場でしっかりと活躍できているイメージを思い浮かべられなければ、現状の仕事を維持して働いた方が、楽かもしれないと考えるのはむしろ普通だ。

　人付き合いもそうだ。もし、ブラックな職場で毎日鬼のようなストレスを与えられ続ければ心だって荒すさむ。たとえ賃金が良くても身体と精神が持たないかもしれないと不安で不安で仕方がなくなるのは人間の摂理でもある。

「天才だ……アリス！　やっぱりお前は最高だ。こんな簡単なことに気付けないなんて！」

　誰かに雇われて働いた経験のない鏡は、労働者の心理的な問題を見落としていたことに気付き、アリスを褒めちぎった後、これでもかというくらい頭を撫なでる。そして、そうと決まればすぐ行動と言わんばかりに、鏡はベンチから立ち上がった。

「どうするんですか？」

　そこでティナは、具体的な解決策を鏡に尋ねた。

「とりあえず今の労働条件を書いたビラを回収して作り直す」

「どんな風にですか？」

「今の労働条件に加えてそこは安心して働ける職場だっていう記述を増やす。そうだな……」

　どうするかを思案しながら鏡たちは再び治安管理ギルドの受付にまで行くと、鏡は先ほど作った募集のビラの内容に追記する形でペンを走らせる。

『アットホームな職場です。皆優しくてとっても健康。既に七人のスタッフがカジノオープンに向けて楽しく働いています。スタッフのコメント「明るくて楽しい職場です。彼女もできました。ここに来てから毎日がデスティニーです。宝くじも当たりました」応募待ってます』

「うさんくさっ！」

　むしろ逆効果にしか見えないその内容を読んで、ティナが呆れかえりながら叫ぶ。
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「文面からうさんくささが溢れ出てますよ！　まるで鏡さんを体現したかのような募集広告です！　いったいアリスちゃんから何を学んだらこんな文章が出てくるんですか！」

「噓うそだろ？　そんな馬鹿な！　安心をコンセプトにした完璧な文面だろ!?」

　治安管理ギルドの受付前でギャーギャーと言い合う二人を見て、アリスがやれやれと溜め息を吐いた。だがすぐに、自分が夢見た世界に向けて、一歩ずつでも前に進もうと頑張ってくれているのだと思い直して微笑を浮かべる。

「随分と……嬉しそうな笑顔を浮かべるのですなぁ。まるで、天使のようだ」

　その時だった。突然、渋い声色をした四十代くらいの男性が、背後からアリスを睨みつけるように見下ろしながらそう言ってきた。

　男性は貴族の使用人が好むスーツを身にまとい、貴族でも流行のウェーブのかかったセミロングの黒髪をしており、鼻元から伸びて整っているダンディーな髭と、死んだ魚のような目をしているのが特徴的な見た目をしている。

「……誰かな？」

　あまりにも突然の声掛けに、アリスは身を強こわ張ばらせる。なぜか話し掛けて来た男性は、これでもかというほどに、アリスに憎しみすらも感じさせる鋭い視線をぶつけていた。

「申し遅れました……私、デビッド・フォーレンと申します。こう見えて、ヘキサルドリア王国の王家に仕える使用人でございます」

　デビッドはそう言うと、アリスに向かってステータスウインドウを表示させた。そこにはレベル77という数値と、商人の役割が記されてある。暫しばらくして、言い合っていた二人もアリスに接触をしようとしているデビッドの存在に気付いて視線を向けた。

　ただの使用人にしては冒険者としても活躍できるほどに実力が伴っており、鏡は少し怪訝な表情を浮かべる。

　すると、鏡の視線に気付いたデビッドはまるで鏡を知っているかのように身体を向けて礼儀正しく一礼し──、

「…………クルル様をお迎えに上がりました」

　何を考えているのかわからない不敵な笑みを浮かべながら、はっきりとそう言葉にした。

　それから十数秒間、鏡とデビッドは何も言わずに睨み合う。まるでお互いの腹を探るように、一歩も動かずに相手の出方を窺うかがい続ける。そして次の瞬間──。

「治安管理ギルドのスタッフのみなさぁぁぁぁん！　この人です！」

　鏡がデビッドを指差して叫びだす。

「今このおじさんがなめるように、そこにいるいたいけな少女を見て不敵な笑みを浮かべていました！　ついでに俺にも！　どっからどう見ても変質者です。本当にありがとうございました」

「ふへひっ!?」

　鏡の思いもよらぬ突然の言葉に、デビッドは声を裏返して焦りだす。そして周囲にいた治安管理ギルドで働くスタッフはもちろん、たまたま立ち寄っていた冒険者や、モンスター討伐を依頼するためにクエストを発行しようとしていた村人たちが一斉にデビッドへと視線を向ける。

「ち、違いますぞ。わ、私は！」

　慌てて弁解しようとするが時既に遅く、この隙にデビッドの傍を離れて鏡の元へと駆け寄ったアリスの行動がさらなる誤解を生み、少女を保護した青年と、手を出そうとしていたナイスミドルな変質者の構図が出来上がっていた。

「おいおい……木を隠すなら森の中ってか？　こんな人の多いところで犯罪行為たぁ……」

「見てあの人、目が死んでるわ。どっからどう見ても犯罪者の顔つきよ。あんな可愛かわいい女の子をたぶらかそうだなんて……いったい何を考えているのかしら？」

「変だと思ってたのよ。あの人音もなくゆっくりと入って来たと思ったら、あの女の子の後ろで立ち止まったりして。ああ……気持ち悪い」

「なるほどな、さっきでかいおならをした奴がいたが、あいつだったか」

「待てよ……じゃあ今日俺が酒場の博打ばくちで大負けしたのも、あいつの……せい？　野郎！」

「え、それじゃあ俺が今無職なのもあいつのせいってことにならねえか？」

　周囲の連中は特に見ていたわけでもないのに言いたい放題だった。

「君。ちょっとこっちに来てもらえるかな？」

「ち、違う！　私はやっていない……本当ですぞ！」

　そしてデビッドは、治安管理ギルド内で雇われで警備をしていた強面こわもての冒険者二人に両腕をがっちりと摑つかまれる。その隙を見て鏡は、「いまだ！　逃げるぞ！」と叫び、かかわればめんどくさくなるだろうと思ってその場から逃げ出そうとした。

　ティナとアリスも鏡の後を追って治安管理ギルド内から出ようとするが、実際何もしていないのに捕まり、容疑を否認し続けるデビッドを見るとアリスは立ち止まり──、

「その人を放してあげて。その人は何もやってないよ」

　そのまま逃げようとはせず、デビッドの傍に寄って雇われの冒険者二人に解放を願い出た。予想していなかった行動に、その場にいた者たちは困惑し、デビッドも意外とでも言いたげな驚きの表情を浮かべる。その傍かたわらで鏡が、「あるぇー？」と叫んで誰よりも衝撃を受けていた。

「鏡さん、クルルさんのことを考えてのとっさの行動だと思うけど、こういうのボク、良くないと思うんだ。確かに変な目で見ていたかもしれないけど、やってもいないことで罪をなすりつけるのは間違ってると思う」

「正論すぎて心が痛い。何これ」

　雇われの冒険者二人は結局何がどうなのか理解が追いついていなかったが、アリスのその証言を聞いてデビッドの腕を解放する。周囲で野次を飛ばしていたほかの者たちも、何もしていない事実を知り、そのままそれぞれ散開していった。

「いやはや……これは驚きましたな。ふむ……とにかく助かりました。御礼申し上げますぞ。正直なのですな……その若さで随分とご立派な様子」

　解放されたデビッドは、アリスの目の前に立つと頭を深く下げ、そして今度は喜んでいるのがはっきりとわかる表情でアリスに微笑んだ。それを見て、アリスもニコッと微笑み返す。

　その微笑みを見て再び予想外とでも言いたげな表情をデビッドは浮かべると、「……ほぉ」とつぶやいて思案するような難しい表情へと変化する。

「まあ、考え事は後にしまして……いったいどういうおつもりですかな？　私はクルル様に用があるとお伝え申したでしょう」

　とりあえず考えるのは後回しと言わんばかりに、思い出したかのようにデビッドはグリンッと首を曲げると、鏡に向かってそう言った。

「まあ……鏡さんはちょっと変な人なので。勇者をアイドルデビューさせようとするくらいには変な人です。私も……そんな鏡さんの言葉にホイホイ従っちゃいましたが」

　デビッドの言葉にティナが応えると、改めて頭を下げて鏡のとった行動を、自分がやったかのように謝罪する。するとデビッドは、「いえいえ、お気になさらず」と、頭を上げるように言い、和解したところでティナとアリスとデビッドは同時に怪訝な表情を鏡へと向けた。

「いやぁ……だってなんか、めんどくさそうなことに巻き込まれそうだったし……クルルに用があるならクルルに直接会いに行けばいいのに俺たちのところに来るって、絶対裏があるし……」

「ほう……なるほど。ただ何も考えずに逃げるための口実を作ったのではなかったのですな。いやはやお見事。お察しの通り、皆さま方にも用があって参上致しました。まさか変質者扱いされるとは思いもしませんでしたが」

　そう言うとデビッドは嬉しそうに笑い声をあげた。何がどういうことなのかまだ理解できていない鏡たちは、デビッドがどういう目的でここに来たのかを詳しく聞くため、一度広場に戻ってレックスと合流してから、広場近くにある喫茶店で話をすることにした。
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「まさかデビッド殿がいらっしゃるとは……ご無沙汰しております」

「お久しぶりですなレックス様、お変わりなく元気に過ごされているようで安心致しました」

　予想外にも、レックスとデビッドは顔見知りで、広場に到着すると、変わらず勧誘を続けていたレックスがデビッドの姿を見て、「どうしてここに!?」と、どこか焦った表情を浮かべながら叫んでいた。

　現在鏡たちはデビッドを対面に、向かい側に椅子を四つ並べて右から鏡、アリス、レックス、ティナの順で座っている。そんな中、レックスだけがどこか落ち着かない様子で腕を組んで渋い表情を見せていた。

「私がどうしてここに来たか……わかりますかな？」

　デビッドはコーヒーカップを片手に持つと、鋭い視線をレックスに向ける。
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「クルルを……姫を連れ戻しに来たのでしょう？　この街に滞在し始めてそれなりに時間もたっている。誰かが王都に報告をしていてもおかしくはない」

　すると、察しがついていたのか、レックスはすぐさま言葉を返した。

「お察しの通りでございます。さすがレックス様ですな、勘付きが鋭い」

　デビッドはそう言って溜め息を吐くとコーヒーカップに口をつける。再びデビッドが皿の上にコーヒーカップを戻すまでの間、レックスはばつが悪そうに顔を俯うつむけ続けた。

「いや、ちょっと勝手に二人でシリアス展開するのやめていただけませんかね？　つまり、どういうことなの？　説明と解説はよ」

　そこで、何を言っているのか全くわからんとでも言わんばかりにつまらなそうな表情で、メロンソーダをストローで吸い上げながら鏡が会話に割って入る。アリスとティナも同意見だったのか、注文したパフェを食べてクリームまみれになった顔でうんうんと頷いた。

「おっと失礼致しました。報告にあったレックス様とクルル様をたぶらかした村人というのは……あなた様ですね？」

「報告？　なんのことかはよくわからないけど、俺は鏡浩二。ご存じの通り役割は村人」

　鏡は続いて、「この隣の小さいのがアリス、奥にいるクリームだらけのどう見ても子供にしか見えないのがティナだ」と二人を紹介する。するとデビッドは、二人の存在も知っていたかのように表情をぴくりとも変えずに頭を下げた。

「存じております。部下の報告から聞いておりますので」

「いや、だからその報告ってのは何なの？　クルルを連れ戻すって言っていたけど、それも含めて全部ちゃんと説明してくれ」

「姫様……クルル様を迎えに来たというのは事実です。ただしそれは、本来の目的とは大きく逸れた行動をしていた場合の話でございます」

　デビッドの言葉に、鏡だけではなくレックスも困惑した表情を見せた。

「どういうことですかデビッド殿。部下を使って調べさせ、報告を受けているのならば、僕たちが魔王討伐のために行動をしていないということくらい知っているのでしょう？」

「先ほど、この街で暮らしているとレックス様はおっしゃいましたが、何か理由があるのではございませんか？　部下の報告では、『現在行方不明の魔王を探し出し、討伐するための旅には出てはいないが修練は怠らず、何かを目標に日々を過ごしている』と聞きました」

　それを聞いて鏡は、「ああ、なるほどね」と納得する。鏡たちはこの二ヶ月間、ヴァルマンの街に滞在していたものの、クエストをこなしてお金を集めるためにモンスターと戦い続けていた。それがカモフラージュになったのか、強くなるための努力をしているように報告した者には見えたのだろうと鏡は解釈した。

「それを確かめに私はここに来たのでございます。もしも、魔王討伐を諦めて、ただヴァルマンの街で過ごしていたのであれば、クルル様も一国の王女、陛下の大切な愛娘でございます故、連れ帰らせてもらいますが……そうでないのであれば、強引に連れ戻すことはありません。クルル様が賢者として最優先しなければならないのは魔王討伐ですからな」

　そう言うとデビッドは、再びコーヒーカップを口元へと運んだ。その瞬間、鏡はレックスに素早くアイコンタクトを送り、すぐさまステータスウインドウを目の前に表示させて、自分のレベルをデビッドに見せつける。

「その通り！　俺たちは魔王討伐をしていないように見せかけて、準備をしていたのさ！　行方不明の魔王を探すのに時間を使うより、向こうから現れるのを待って、とびっきり強くなった俺たちがぼっこぼこにする方が早いから！」

　鏡はガタッと席を立ちあがるとキリッとした真面目な表情をデビッドに向ける。

　鏡はデビッドの話を聞いて即座に「あ、これは事情を話したら色々めんどくさいやつ」と判断し、デビッドの話に合わせる行動に出た。正直なところ、ただでさえ人手が足りないのにクルルがいなくなるのは痛すぎる。そして、魔族を理解し始めてくれているクルルが手の届かない場所に行くのは今後のことも考えると困る。何より自分からこの街に戻ってきたクルル自身が、再び王都に戻るのを望まないだろうと判断しての行動だった。

「そう！　僕たちは決して魔王討伐を諦めていたのではない！　師匠の元で強くなって魔王がいつ現れてもすぐに倒せるように、修練をしていたのです！」

　レックスも、鏡の言葉に口裏を合わせてガタッと席を立ちあがる。

「聞いております。サルマリアでの出来事も既に報告を受けております故。大活躍されたそうですな、実際見てみるまで信じられないお話でしたが、まさか村人でその境地に辿り着く者がいるとは……驚きです。あなたがいれば、魔王もすぐに倒せそうなものですが、なぜこの街でカジノを経営しようとしているのです？　報告ではそのカジノでクルル様とレックス様も働かせようとしているとかで」

　まるでボロを出すのを待つかのように怪しんだ表情でデビッドは鏡に問いかける。核心をつくかのようなその問いにレックスは一瞬ウッと苦しそうな表情を見せるが、すぐさま鏡が目を強張らせると──、

「馬鹿野郎！　村人の弱さをなめんなよ！　レベル９９９でもめちゃくちゃ弱いんだよ！」

　逆切れするかのようにテーブルをダンッと叩きつけた。

「サルマリアで大活躍？　クルルとほかの冒険者たちに強化魔法を受けつつ色々サポートしてもらってようやくなんとかなったようなもんだぞ？　サルマリアで戦ったの魔王の配下だぜ？　配下であれって、魔王相手だったら絶対勝てないだろ！　だからお金を稼いで強力な装備を買う。お金があれば仲間を増やせるし装備も整う……完璧だろ？　クルルとレックスも強くしてやる代わりに手伝ってもらってるんだ」

　吐き出すかのように並べられた饒じょう舌ぜつな噓にティナは、「うわぉ」と少し驚く。鏡本人はこれでまだ疑えるなら疑ってみろと言わんばかりにドヤ顔をデビッドに見せつけていた。

　実際、この噓は理にかなっていた。

　サルマリアでの一戦は、魔王本人による襲撃という情報は漏れておらず、魔王の配下による襲撃とされている。故にその噓も通じ、魔王を倒すためにお金を稼ごうとカジノを経営するのも、魔王がいない今では効率の良いお金の稼ぎ方と解釈することができた。

「なるほど……そうでしたか。さしずめ、狙いはクエスト発行ギルドを通して購入できる１０００ゴールド以上の装備の数々でしょう？　あれらは実力が伴っていない者に渡してはならないという古くからの言い伝えで、自力で購入できた者にしか渡せない代物。それを知っているからこそ、こうしてお金を集めようとしているのですな」

　全く知らないうえに、王家の関係者であるクルルもわかっていない情報を聞いて、「さすがクルル」と改めてクルルはちょっと抜けている部分があるなと再認識する。修行していた身とはいえ、どうして父親である国王からもらえないかの理由ぐらい聞いとけよと脳内でツッコミつつ、デビッドの次なる言葉を鏡が待っていると──、

「そういうことでしたら……私もお手伝いさせていただきましょう！」

　予想外の展開に発展する。そして、「え？　この噓続行？」と、めんどくさいのが傍に入り込もうとしていることに鏡は戦慄した。

「ウワーウレシイナー。でも人手は足りているので結構です」

　鏡はすぐさま、「あなたに来られると邪魔です」と主張するかのように嫌そうな表情を浮かべる。

「おや？　先ほど、人手を募集していたように見受けましたが？」

　だが、「そう言うと思っていましたよ」と言わんばかりの表情で、デビッドは鏡が発行した募集のビラを懐から取り出してチラつかせる。言い逃れのできない証拠品を前に、鏡は苦虫を嚙かみ潰つぶしたかのような表情を浮かべた。

「どちらにしろ。お手伝いをさせていただかなくても、監視として傍にはいさせてもらうことになります。王から承った命令は、理由が不充分であれば連れ戻し、充分であったとしても暫くはそれが本当かどうか監視するようにとのことですので」

「監視付きで生活しなきゃいけないとか、ストレスやばそう」

「まあそうおっしゃらないでください。監視は私だけですし、その代わりに鏡様のお仕事をお手伝いさせてもらいますよ？　と、提案しているのです」

　正直、ほぼ噓の状態を維持しながらこれからを過ごすのは鏡としても避けたかった。故に、なんとか監視もなく帰っていただく方法はないかと考えていると、デビッドは一枚の羊皮紙を取り出してテーブルの上へと置く。

　するとそこには、鏡たちが作成したものとは違う内容の、カジノの人手を募集する文が記されてあった。それを見て、ティナはテーブルへと乗り出してその内容を読み始める。

「初心者大歓迎。カジノの仕事が初めての人でもしっかりと働ける環境を提供致します。研修期間は一ヶ月、能力に応じて昇給もあり……なんでこんなのあなたが用意してるんですか？」

「私は監視役以前にクルル様の召使いでございますので。皆様方が人員を募集しているのを見て必要になる可能性を考慮し、あらかじめご用意しておりました」

　デビッドがにっこりと微笑みながらティナに答え返すと、鏡も確認するかのように出された募集用紙を手に取って内容を読み始める。すると鏡は、自分たちが作った募集内容とそんなに変わらない文面に眉をひそめた。

「これがなんだって言うんだ？」

「これでもう一度募集をかけてみてください。きっと、わざわざ広場で演説をせずとも人が集まりますよ」

　自信満々の表情でデビッドは笑みを浮かべる。それを見た鏡は、「はは、まさか」と言いながらその紙をテーブルの上に置くが、アリスが「折角作ってくれたんだし、これで募集をかけてみようよ鏡さん」と提案したため、無理と思いつつもそのビラを持って喫茶店を出る。

　現状、鏡たちが用意した募集のビラを貼りつけても人が集まっていないのは事実のため、一応試してみるかと考えた鏡は治安管理ギルド内にてデビッドが用意した募集用紙を量産し、治安管理ギルドと街の広場にある掲示板に貼り付け、広場のベンチ付近にカジノ店員募集中という看板をたてた受付を用意し、人が来るのを待ち続けた。
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　そして二時間後。広場のベンチ前に設置された受付の前には、ヴァルマンの街に在住している村人と冒険者の行列が出来上がっていた。

　全員が全員、応募者ではなかったが、少なくとも興味を持ったらしく、デビッドが作ったビラはレックスが演説を行っていた時よりも遙はるかに効果を発揮していた。

「どーいうことなのー」

　受付を担当しているティナがせっせと次々に来る人たちの質問や、カジノ内の職種希望を聞いてどんどん人をさばいている隣で、鏡は口を開きながらポカーンとしていた。

「安心して働ける職場であるということを主張しただけですよ」

「じゃあアットホームな職場っていう考え方は間違いじゃなかったのか」

　その事実を知って鏡は思わず、同じく隣で驚いた表情で行列を眺めるアリスに、「さすがだなアリスたん」と言って背中をポスッと叩く。

「考え方はそうですな。つまりは安心して働けるかどうかが大事なのです。鏡様がご用意された募集用紙には、大雑把に仕事内容が書かれているだけで、いったいどんなことをするのかもわからず、ちゃんと働けるかも不安で仕方がありませんでした。なので研修期間を明記して、さらにカジノ内での仕事の種類を明確化して希望も承り、労働時間の希望も承るように記述致しました。それと、募集人数は伏せました。これらは我々が募集してきた人数から選定して管理すればよいだけですからな。人数制限があると、どうせ定員オーバーで働けないと思ってしまうのですよ。とまあ、これらの情報を整理するだけで、働くための不安は取り除けます」

　その説明を受けた後、鏡はデビッドへと顔を向けなおし──、

「君、採用」

　最高の笑顔でそれだけつぶやいた。その瞬間、すさまじいほどのスピードでレックスが鏡の肩を摑んでデビッドから距離を離す。何事かとアリスとデビッドは二人を凝視するが、構わずレックスは鏡の肩を摑んで内緒話をするかのように顔を耳へと近付けた。

「何を言っているんだ師匠！　どうせ監視されるとはいえ、仕事中まで顔を出されたらそれこそ常にボロが出せなくなるぞ！　仕事場でこっそり今後の話とかもできただろうに」

「逆だ逆。あのおっさん、相当抜け目ないぞ？　ああいうタイプはむしろ放置しておく方がどこで見られてるかわからなくなるから危険だ。監視できなくなるくらい忙しく使い倒した方が俺たちも楽できるって。どうせ監視されるんだったらな」

　鏡が溜め息を吐きながらそう言うと、レックスは喉を詰まらせたかのようにうぐぐと唸うなり、鏡の肩から手を離す。鏡も最初はなんとか帰ってもらおうと考えていたが、デビッドの用意周到かつ優秀な働きぶりを見て、むしろ傍でこちら側が監視しておかないと危険だと判断した。どこで見られているかわからないより、こちらが見てやった方がいいと思ったからだ。

「あらあら……鏡ちゃん。いったいどんな魔法を使ったのかしら？　広場に謎の行列ができてるって噂うわさを聞きつけて来てみたら、鏡ちゃんたちの募集じゃない」

　いつの間にかタカコが腕を組みながら二人に接近しており、突然の大女の出現にレックスと鏡は思わず身体をびくつかせる。

「凄い……こんなに人が集まるなんて！　レックスさんと鏡さんの宣伝の仕方が上手だったんですね！　どういうふうに募集をかけたんですか？」

　そして、続くようにクルルが出来上がった行列に目を輝かせてタカコの背後から姿を見せる。

「あれ？　タカコちゃんメノウは？」

「お店でお留守番してもらっているわ。ケンタ・ウロスちゃんたちだけじゃ心配だもの」

　タカコのその返答に鏡は、魔族であるメノウが自分たちがいなくても店を任せられるくらいにはこの街に慣れてくれていることに少し喜びを感じた。

「ちょっと……ティナちゃんだけに受付任せているの？　んもぉ……かわいそうじゃない。ほら、ちょっと涙目で恨めしそうな表情になってるでしょ？　……手伝ってくるわ」

　呆れ果てた様子で溜め息を吐くと、「おーいティナちゃん、私も手伝うわー」と叫んでタカコは受付の方へと駆けていく。その間際、タカコの大きな叫び声に何事かとこちらに視線を向けてきたデビッドとクルルの視線がぴったりと合った。

　予想もしていなかったのか、突然の見知った顔の出現にクルルが驚愕の表情でデビッドの名前を叫ぼうとするが、それよりも早く、デビッドは少し離れた鏡たちの元に信じられない速度で急接近し──、




「ふぁぁぁあ！　クルル様！　ご機嫌麗しゅうございます！　相変わらず荒野に咲いた一輪の花のようにお美しい……なめまわしたい！」




　嬉き々きとした表情でそう言った。

「ん？　んんんん？　んー……今なんて言ったぁー？」

　突然の、さきほどまでの紳士的な態度とはうって変わったかのような気持ちの悪い発言に、鏡は笑顔で空耳ではないかデビッドに聞き直す。

　するとデビッドは、至って真剣な表情で鏡に向き直った。

「ペロペロなめまわしたいと言ったのです。むしろこんなにお美しくて可愛いのになめまわしたくならないのですか？　男性としてそれはちょっとどうかと思いますぞ」

「んー何を言っているのかちょっとよくわからないけど、とりあえず治安管理ギルドで変態扱いされたあんたを救ってくれたアリスに謝れ。そして俺にも謝れ」

　その言葉を聞いて、クルルがげんなりとした表情で溜め息を吐いた。その様子から、デビッドが突然変異したのではなく、昔からこういう人物であったということが窺えた。紳士的で優秀な召使いだと思っていた第一印象が、鏡とアリスの中で一気に崩れ落ちる。

「デビッド殿はこういう方だ……その、少し女性に対する愛が強すぎるんだ。気持ち悪いほどに……だから僕は監視うんぬん以前に一緒に働くのが少し嫌だったんだ」

「じゃあ何でアリスとティナには反応しないんだよ」

「幼女には興味ないらしい」

「ちょっと紳士っぽいなと思っていたが、変態紳士の方でしたか。唐突に不採用にしたくなってきた。何この生物怖い」

　レックスの耳打ちに鏡はげんなりすると、悪影響を与えないためにアリスを自分の背後へと避難させる。アリスも少しだけ、突然の変態発言に警戒心を抱いたような表情を見せていた。

　それと同時に、鏡は極まった濃い連中が傍に集まりつつあることに戦慄し始めていた。平凡かつ平和に暮らしたい。そんな願いが鏡の奥底に芽生えつつある。

「デビッド……どうしてあなたがここにいるのですか」

　するとクルルは、相変わらずとでも言いたげにヤレヤレとした表情を見せる。

「クルル様が魔王討伐を放棄し、この街に滞在していると報告を受け、私が確認する任を王から承り、こちらに参りました。もっとも、既に理由はレックス様と鏡様からお伺い致しましたが。魔王を倒すために修行をし直しがてら、資金を集めているとのことですな」

　デビッドの説明を受け、クルルは鏡に視線を移す。すると鏡は、「そういうことにしておいた」というのが伝わる相槌を無言で送る。

「その通りです。鏡さんはレベル９９９の境地に辿り着いたお方……この方の元で日々を過ごせばきっと今よりも成長できると判断しての滞在です。私の目標は何ら変わりありません。お父様にはそう伝えてください」

　そして、鏡の相槌の意図を読み取ったクルルは、デビッドの言葉にすぐさま合わせた。

「それが本当であるかを確かめる任も承っております。大変恐縮ではございますが、少なくとも一ヶ月間は監視させていただきますぞ」

「あなたが……ですか？」

　デビッドのその言葉に、クルルはげんなりとした表情を見せる。

「毎朝起こしに参りますね」

「来ないでください」

「ほっほっほ、昔は毎朝私が起こしに参ったではございませんか」

「幼少の頃の話でしょう。今年で十八歳になる女性の寝室に忍び入る理由にはなりません！」

「今も昔も関係ありませんよ。私は今も昔もクルル様の召使いですからなぁ」

　言い合っているように見せかけて、二人は親しげな優しい笑みを浮かべる。はたから見ても二人が古くからの関係であるのがわかる光景に、鏡は少し怪訝な表情を浮かべた。

「どうしたんだ師匠？　怪訝な表情を浮かべて」

「ん？　ああいやちょっとな、あの二人って仲がいいんだな」

「デビッド殿はクルルが生まれた時から召使いとして仕えているらしいからな。年は倍以上離れてはいるが、ほとんど身内のように感じているとは思う」

　そのレックスの言葉を聞いて、鏡はさらに怪訝な表情を強めた。

「だから、何が気になっているんだ師匠」

　手を顎に置いて、何も言わずに悩ましげな表情を浮かべる鏡を見て、レックスが説明を求めると、鏡はレックスを連れて広場から少し離れた場所へと移動する。

「デビッドが何をしようとしているのかがわからん」

　そして放たれたその言葉に、レックスは不可解な表情を見せた。

「どういうことだ？　報告があって実際どうなのか確かめに来ただけだろう？」

「いやいやよく考えろって、そもそも滞在していたってだけで監視までされんのは変な話だろ？　しかも一ヶ月間も何を監視するんだ？　『魔王を倒すために修行し、お金を集めるために滞在していました』っていう事実を確認するのに、つきっきりの監視をする必要があるのか？　今までの旅には、ちゃんと旅をしているか監視役なんてつけていなかったのに？」

　その説明を受けて、レックスもようやく理解した様子で怪訝な表情を浮かべた。そうなると、何か裏があるような気がしてならなかったから。

　監視というのは行動通りにちゃんと動いているかを確かめるため、もしくは何かを探るための二択に分かれる。『街に滞在してレベルを上げて、お金を貯める』という目的は、別に監視せずとも週に一度確認すればちゃんとやっているかどうかなんてわかることだった。

　クルルと親しいデビッドを送り込んできた理由もいまいち謎だった。どうしてデビッドなのか？　ずっと召使いをやってきただけのデビッドが監視役に選ばれた理由。それが鏡にとって不可解だった。

「ただ、クルルの傍にいたかったからとか？」

「かもしれないけど……どうにもそうは思えないんだよな。とりあえず、きな臭い何かを感じる。注意しとけよ、特にアリスとメノウの前ではな」

『もし何か目的があるのであれば』を想定して、恐らく対象となっているであろう二人の名前を鏡は真剣な表情で口にする。そして、それがつまりどういうことなのかをすぐさま理解したレックスは同じく真剣な表情を浮かべて頷き、二人は広場へと戻っていった。
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「クルル！　サポートを頼む！」

「はい！」

　レックスの掛け声を受けて、クルルは身体能力を強化する魔法をレックスに対して付与する。その瞬間、レックスの全身に仄ほのかに青みがかった光が灯ともった。

　ヴァルマンの街から南西に向かった場所にある、かつて魔王を追い詰めたとされる伝説の勇者パーティーが修行の地として籠こもったとされるダンジョン、『試練の洞窟』内にてレックスとクルルは二人だけで、しかもレックスに至っては素手でモンスターと対峙していた。

　試練の洞窟内は四六時中、洞窟内に生える仄かに発光を行うキノコで照らされており、時間を問わずに視界が保たれている。そしてそのキノコは食用としても使えるうえ、いくらとってもまた生えてくるため、ダンジョン内は籠もって修行するのにはうってつけの場所である。

　さらに試練の洞窟内には、伝説の聖剣が眠っていた古いにしえの洞窟にいるモンスターにも劣らない強さを持つモンスターが生息する。そして今まさに、レックスとクルルが戦っている頭に被かぶったフードからこぼれ出る黄色い眼光、緑色の肌、そして三さん叉さの槍やりを持っているのが特徴のバーサクメイジも、１０３のレベルを持つ危険なモンスターだった。そんなモンスターに、レックスは素手で挑もうとしている。

「くらえ！　我が拳を！　武闘家をも凌りょう駕がするこの連撃を！」

　クルルの魔法により身体能力が上がったのを確認すると、目の前で様子を窺って待機していたバーサクメイジに向かって高らかに宣言し、レックスは目にもとまらぬ速さで飛びかかる。

「はい、やり直し」

　だが、すぐさま横から割って入ってきた鏡に背中をチョップされ、半ば強引に地べたへとレックスは這はいつくばらされる。

　襲い掛かろうとしてきた人間が、横から現れた平凡な人間にチョップで這いつくばらされたという不可解な状況に、バーサクメイジも思わず一瞬びくついて後ずさりした。

「な、なに……をする師匠」

　グググッとゆっくり身体を起こしながら、恨めしそうにレックスは鏡を睨にらむ。その背後では、どういうことなのかわかっていない様子でクルルがおろおろとうろたえていた。

「素手で戦えって言った意味をちゃんと考えろよな。身体能力を強化する魔法を使ったら何も意味ないだろ？　相手より不利な状況で戦わないと経験値入らないんだから」

「いや、しかしだな師匠。バーサクメイジのレベルは１０３。僕のレベルは今91だから別に不利な状況で戦わなくても経験値は入るぞ」

「レベル差による経験値とは別に格上との戦いによる経験値も入るんだよ。前に教えただろ？　それに、今のうちに不利な状況の戦いに慣れといた方がいいぞ。今は俺が見てるからヤバくなったら助けられるし、安心して戦えよ。早く強くなりたいんだろ？」

　そう言われて、レックスは渋々クルルに合図を送り、身体能力強化魔法の効果を解いてもらう。それを確認した後、いつも着ている煌きらびやかな装備を外したみすぼらしい旅人の服装をしたレックスが、バーサクメイジに向かって飛びかかった。

　その瞬間、バーサクメイジが三叉の槍をレックスに向かって突き出すが、レックスはそれを頰に触れるか否かの寸前のところで回避し、バーサクメイジの胴体に殴打を打ち込む。

「やったかっ!?」

　綺き麗れいな一撃がバーサクメイジに入り、レックスは嬉々とした表情で軽く吹き飛んだバーサクメイジに視線を向けるが倒せておらず、すぐに反撃で放ってきたバーサクメイジの魔法が着弾し、レックスの顔面が勢いよく燃え盛った。

「うわぁっちゃぁぁあ！　熱！　熱！」

　いつもの気取ったキャラが台無しになる勢いで暴れ苦しむレックスを見て、クルルが慌てて水球を作り出す魔法をレックスの顔面にぶちまけて消火し、すぐさま回復魔法で治療を行う。

「格上が相手なんだから一撃で倒せるわけがないだろ……油断せずに根気強くヒット＆アウェイの繰り返しで倒すんだ」

　髪の毛が燃えてチリチリになったレックスを見て、鏡はアリスから受け取ったお茶をすすりながらそうつぶやいた。

　現在、鏡たちはヴァルマンの街で発行された討伐依頼のクエストをこなすため、この試練の洞窟を訪れていた。バーサクメイジの討伐を含めて十二種のクエストを鏡は今日の早朝に受け、日が暮れ始めた現在、既にバーサクメイジの討伐以外のクエストは鏡が全て完了させている。

　バーサクメイジだけはレックスのレベルを上回っており、レベル差による経験値を得ることができるため、レックスとクルルの二人に任せていた。

　というのも、形式的にそうでもしないと、今回のクエスト達成に監視という名目で同行しているデビッドに疑念を抱かれてしまうからだ。

　折角時間をかけて面倒を見るのだからと、鏡はレックスに素手で戦ってもらい、実力差のある格上と戦うことで得られる経験値を稼がせようと指導を行っていた。

「あの……私はこうして回復魔法を掛けているだけでいいんでしょうか？」

「まあ、レベル差による経験値しかもらえないけど、クルルはまだレックスみたいに伸び悩んでいないみたいだし、それで少しずつ強くなったらいいよ」

「ですが……これだと私が王都の兵士たちに強くしてもらっていた頃と変わりありません！」

「いやーまあ、そうかもしれないんだけどさ」

　鏡は頭をポリポリと搔かくとどこか気まずそうな表情を浮かべる。その後、言葉にしていいものなのかどうかを思い悩んで一度お茶をすすると、その様子を見ていたデビッドが一歩前へと出た。

「クルル様。鏡様は恐らくですが、あなたをご心配なされているのです」

「私を……ですか？」

「クルル様はレックス様とは違い女性の身、それに賢者も前線に立つ役割ではなく、僧侶や魔法使いと同じく敵の攻撃に打たれ弱くあります。鏡様のお話を聞く限り……この格上との戦いは常に危険が伴い、強くなるにも回避できない苦しみが必ず訪れます」

「ですが、鏡さんは私よりもさらに打たれ弱い村人の役割でそのレベルに達しました」

　納得がいかないのか、しかめた顔でクルルは鏡に問い詰めると、鏡はどこかバツが悪そうな表情で、「いやでも、女の子だしな……痛い思いとか、怖い思いとか無理にさせたくないっていうか……なんていうか」とブツブツつぶやく。そして微妙に聞こえたのか、クルルは少し頰を赤くして、鏡が気遣ってくれていることを嬉しく思い、すぐさま顔を背けた。

「し……師匠、女の子だからといって、僕と、扱いが……違いすぎないか」

「お前は男の子だしな」

　バーサクメイジと殴り合ったのか、顔がところどころ腫れあがったレックスが、よろよろと鏡の肩をポンッと叩くが、鏡は、「お前は戦え」と言わんばかりの満面の笑みを浮かべる。正直なところ、鏡がクルルにあまり無理をさせたくなかったのは、女性というのもあったが、その苦しみに耐えられないと感じたからだった。

　レックスは不純な動機も少しあるが、それに耐えうるであろう覚悟と信念、そして志がある。現に今、うだうだ言いながらも、躊躇ためらうことなく立ち向かっているのがよい証拠だった。鍛えるために鏡が気遣いをしないのは、レックスを買っているからだ。

　それに、そもそもクルルのレベルはまだ45で低い。それならば無理してそんな戦いをせずとも、この段階で賢者であればまだ楽に強くなる方法があるため、それでレベルを上げればいいと感じていた。

「私がこの旅を始めた時、レベルは42でした。それがまだ……三つしか上がっていないんです！　三つだけですよ？」

「そりゃ……そんなに多く戦わずに過ごしていたならそうだろ。しかも旅を始めたのって三ヶ月前だろ？　焦る気持ちはわかるが落ち着けよ。今日はレックスの番だけど、ちゃんと強くなるための方法も考えてるからさ」

「……約束ですよ？」

「ああ、約束だ」

「ちゃんとレベルが２００になるまでは面倒見てくださいね？」

「え？　あ……う、うん。ヤクソクデスネ」

　鏡は全力で目を逸らした。その不審な行動にクルルが詰め寄り、「どうして視線を逸らすんですか」と、じーっと疑うかのような視線を向ける。

　その傍ら、回復の手が止まったせいでどんどんボコボコになっていくレックスを見て、アリスが慌ててポーションをレックスの口元へと運びに向かう。そのアリスの慌てっぷりでようやく気付いたのか、レックスの惨状にクルルは血の気を引かせるとすぐさま、「ご、ごめんなさい！」と叫んで、レックスの回復へと向かった。

「ほほ、戦いの指導は見事な手際ですが、女性を扱う術すべは心得てないようですな」

「うるせー。女好きのあんたと違って俺はあんまり女に慣れてないの。パーティー組むにしても大体いつも男とだったしな」

「若いですなあ。ですがその若さで、その強さに辿り着いたのは凄いことです。……お聞きしたかったのですが、どうしてそこまで強くなろうと思ったのですか？」

　デビッドは戦い続けるレックスに目を向け、ぴょんっと伸びた髭をいじりながら何気ない雰囲気でそう鏡に問う。

「話せば長くなるからまた今度な……まあ色々あんだよ。戦い始めたきっかけはモンスターを倒したらお金が手に入るからだったけどな」

　思案顔で話すかどうか悩んだ素振りを見せるが、すぐにそこまで話す必要はないことに気付くと鏡はぷひーっと呆ほうけ面を見せる。

「ほっほっほ、ではいつかお聞きできる日を楽しみにしております。少なくともお金のために強くなったわけじゃないのを知って安心しましたぞ。そのような方にクルル様をお任せできませんからな」

「金のためだけに強くなる村人とかいないだろ。命の危険も多いし」

「いえいえそんなことはありませんよ？　村人でレベル上げに勤いそしむ方が稀まれにいますが、モンスターを倒すことで楽にお金を稼ごうと考える方がほとんどです。レベルを上げる過程で死ぬ方も大勢いますが」

「それって強いモンスターが相手なら多くのお金が手に入るってこと？」

　するとそこで、レックスの看病を終えて戻ってきたアリスがデビッドの服の裾をくいくいっと引っ張りながらそう尋ねる。

　どうしてそれに興味を引かれたのかはわからないが、アリスは興味津々に目を輝かせながらデビッドを上目遣いで見つめていた。

「その通りでございます。稀に特別多くのお金を落とすレアなモンスターもいますが、基本的にはモンスターのレベルが高ければ高いほど大金を落とします。鏡様がこのダンジョンのように高レベルのモンスターがいる場所を選んでクエストを受けているのはそのためかと」

　実際どうなのかを確認すると、鏡は何も言わずに頷いてみせた。ヘルクロウのような大金を落とすレアなモンスターが生み出されるスポーンブロックを探し当てて倒し続けるのが効率の良いお金稼ぎの近道だが、そういったレアなモンスターが生息しているダンジョンの情報は存在しない。だからこそレアなのだが、それを狙って倒せないとなると、高レベルのモンスターを倒し続けるのが次に効率の良いお金の稼ぎ方だった。

「もしかしてアリス。ヘルクロウが生息する場所知ってるとか？」

「え？　あ、ごめんね鏡さん。さすがにそこまではボクも知らないや」

　思案顔を見せるアリスに鏡は一瞬期待するが、すぐに慌ててアリスは否定する。実際、アリスは特にモンスターに詳しいわけではなかった。

　そんなアリスの脳裏をよぎったのは、魔王城にある書庫で一度目にしたことのあるこの世界で最もレベルが高く、魔王にも劣らない力を持つとされているモンスターの存在。

『仮にその存在を倒すことができたなら、どれくらいのお金が手に入るのだろう？』と一瞬考えるが、アリスはすぐにその考えを搔き消した。その存在と対峙するのはあまりにも危険だと感じたからだ。危険を冒して稼ぐよりも、安全な方法で稼げるならそれに越したことはない。何より鏡に危険な目にあってほしくないと考えなおし、「なんでもないよ」とアリスは笑顔を鏡に向け、誤魔化すようにレックスとクルルの傍へと駆け寄った。

「まあモンスターだけでお金を稼げないからカジノなんて開くんだけどな。ていうかあんた普通にここにいるけど、頼んどいたカジノオープンのための準備は終わってるのか？　もう明後日あさってだぞ？」

「ぬかりございません。全て完了させています。今日は一日暇になったので付き添ったと言ってもよいほどでございます。無論監視も仕事の故、必須ですが」

　品のある笑いをデビッドは見せると、鏡は、「食えねえ奴」と溜め息を吐いた。

　カジノオープンまで残り二日を迎えていた。デビッドが来てからというもの、オープンまでの準備は一足飛びに順調に進んでいた。むしろ、デビッドがいなければ駄目だったかもしれないと思えるほどの手際の良さで、準備が行われていた。

　カジノで使うための用品の取り揃えと機具の作動チェック。トランプを使ったゲームルールの把握とスタッフへのルール周知。景品の取り揃えとレートの取り決め、スタッフたちが働く日程や勤務時間まで何から何までやってくれた。そうなると後は、タカコにバーや居酒屋関係の取り仕切りを任せ、教会のことはティナに任せるだけで良い。鏡が本来やっておかなければならないことのほとんどを、デビッドが肩代わりしてくれたのだ。

「正直感謝してるよ。監視とか言ってて最初やばい奴が来たと思ったけど、あんたがいなかったらやばかったと思う」

「ほっほ、私だけの力ではございませんよ。タカコ様でしたか？　あの方も随分と手際よく働いておられました。スタッフに任せっきりにせず、相手を尊重した仕事ぶりも見事です。スタッフからの信頼も厚く……あの方こそ男の中の男と言うに相応しい」

「え？　タカコちゃんは女だよ？」

「え？」

「ん？　いや、だからタカコちゃんは女性だよ？　ピンク色の道着、着てたでしょ？」

「恐れ入ります。あれは女性と呼べる代物ではございません」

「タカコちゃんがここにいたら間違いなくあんた死んでたから、早く現実受け入れてね」

　鏡から聞かされた真実が相当ショックだったのか、デビッドは驚愕の表情で額に汗を浮かばせながら絶句した。あまりにも劇的な表情の変化に鏡が少し戸惑いを見せるほどだ。

「なんで……そこまで驚いてんの？」

　今までにもタカコが女性と知って驚かれたケースはいくらでもあったが、デビッドはどちらかというと、驚いたというより恐怖を感じているかのような表情だった。

「タカコ様とお仕事をこなしている最中ですが……肩を組まれたり、腰に手を回されたり、お尻をパンッと叩いて気合を入れてもらったりされ、『いい男ね、あなたみたいなしっかり者さんが来てくれるの……ずっと待っていたの。凄く心強いわぁ』と言われたりしたのですが」

「ああ、それは求愛行動だねぇ」

「恐れ入ります。それは、ギャグで………………言っているのです…………よね？」

「いいじゃん、あんた女の子好きなんだろ？」

「鏡様はストライクゾーンというものをご存じですかな？」

　デビッドの問いかけに鏡はあからさまな態度で視線を逸らした。デビッドの表情から血の気がみるみる引いていく。すると鏡は、なんとかしてくれと言われる前にそそくさと戦っているレックスに声援を送るアリスの元へと逃げ出した。

「どうしたの鏡さん？　凄く哀れんだ表情をしてるけど……」

「いや、俺も嫁とか早く見つけた方がいいのかなって。考えなしに独り身でいると、とんでもないのにロックオンされることになるのかもってデビッドを見て思った」

　まだ放心状態に陥っているデビッドを見て、鏡は心底そう思った。ああはなりたくないと。正直なところ、タカコちゃんにロックオンされたら逃げられる気がしない。地の果てまで追いかけて来そうな気しかしない。そんなのに狙われる前にさっさと落ち着くべきなのかと一瞬だが真剣に鏡は考えてしまった。それだけ同情もしている。

「大丈夫、鏡さんにはボクがいるから」

　当然とでも言いたそうに胸にドンッと手をあて、アリスはそう言って笑顔を浮かべる。まるでもう確定しているかのような態度を見せるアリスに、鏡は思わず苦笑を浮かべると、「十年後に独り身だったらな」とつぶやく。その言葉に一瞬不満そうな表情を見せるが、嫌と断られなかっただけマシだと前向きに考え直し、アリスは再びはにかんだ笑顔を見せた。

「じゅ……十年後に独り身だったらアリスちゃんと結婚って……な、何考えてるんですか！」

　そして、聞いていたのか突如慌てふためくクルル。その傍らで再びダメージを蓄積し始めるレックス。

「クルルさーん。レックスがこのままだと死んじゃうけどダイジョブ？」

「あ、あわわ……す、すみません！」

　鏡がそう声をかけると赤面してすぐさまレックスに回復魔法を唱える。だが、回復魔法をかけた直後、クルルは鏡に顔を近付けて再び、「どういうことですか！」と詰め寄った。

「いや、だから十年後で、しかも誰もいなかったらだって。気持ちはわかるけどさ、いくら今放心状態だからってデビッドもいるんだし、あまりアリスがあれだからって否定的なことを言うのはさ……」

「鏡さんは今二十三歳ですよね？　十年後って……その時は三十代のおじ様じゃないですか！　アリスちゃんはまだ十四歳ですよ！　しかも売れ残ったら結婚なんて、そんな身勝手な歳の差結婚はアリスちゃんがかわいそうです！　許しません！」

「あ、そっち？」

　てっきりアリスが魔族だから、魔族と人間が結ばれる事態を許さないとでも言うのかと思っていた鏡は少し拍子抜けした表情になる。すぐにアリスが、「ボクは全然構わないよー」と言うと、「駄目です！　命短し恋せよ乙女という古い言葉があって……」と、若い時期を無駄にするな、早期決着がうんぬんと、どこか焦った様子でクルルによる恋愛についての解説が始まる。そしてその間ももちろん、レックスはバーサクメイジにボコボコにされていた。
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「よ……ようやく倒せた。まさかこんなに想定外なことばかり起こるとは……凄いな師匠は、僕は……心が折れそうになったよ」

「いや、お前の心が折れかけたのは大体クルルのせいだけど？」

　レックスがバーサクメイジの姿をお金へと変化させ、勝利の雄お叫たけびを上げたのはデビッドが放心し始めてから十数分後のことだった。本当に心が折れかけているのか、レックスの瞳が少しだけ虚うつろで、それを見たクルルが申し訳なさそうにしゅんとした表情を浮かべる。

「ボクが回復魔法使えたらいいんだけど……ごめんねレックスさん」

　その隣で同じように、フェイスラインに沿って編み込まれたおさげをぷらぷらと垂れ下げながら、アリスもしゅんと落ち込んでみせる。

「気にするな。お前はちゃんとポーションを僕の口元に運んでくれただろう？」

「でもいざという時に誰かを守ってあげられないのって……ちょっと辛つらいな」

　ポーションをレックスの口元に運んでいたアリスだが、ポーションによる治癒効果は徐々に薄まり、最終的には回復魔法以外の治癒を受け付けない状態となった。その時、何もしてあげられない自分に不甲斐なさを感じていた。

「その気遣いだけで僕は充分だ。何なら僕は師匠とクルルに放置されていたんだからな……充分助かったよ。ありがとう」

「……うん」

「ところでデビッド殿はどうしたんだ？　さっきからちっとも動かんが」

　ちなみにデビッドは既に心が折れたのか、目が虚ろになって完全に固まっていた。

「デビッドは新たな試練に立ち向かおうとしてるんだ。邪魔すんなよ？」

　それを聞いてレックスは困惑した表情でデビッドに視線を向けたが、タカコちゃんに狙われていることを教えられると、すぐさま憐あわれみの表情へと切り替えた。

「それで、どうだ？　どれくらい経験値が入ったんだ？」

　鏡がそう言うと、レックスはすぐさま自分のステータスウインドウを目の前に展開する。レベルは、ステータスウインドウに表示されている経験値の量を表示するゲージが満タンになることで上昇する。レックスがバーサクメイジと戦う寸前に確認した経験値のゲージは一割も溜まっていなかったが、先ほどの戦闘で三割ほどまでゲージが上昇していた。それを見て、レックスが目を見開いて絶句する。

　レベル差による経験値だけでレベルを上げようと思えば、相手と自分のレベル差にもよるが、レックスとバーサクメイジのレベル差だと三十体は倒さなければゲージは満タンにならない。クルルと経験値を分けたにもかかわらず、たった一体だけでゲージの三割を埋めるほどの経験値を手に入れたことに、レックスは驚愕するしかなかった。

「こんなにも……経験値が？」

「結構入ったな。まあ、毎回半端じゃないほど苦しい思いをしないといけないけど」

「だが早い。なるほど……師匠がその若さでそのレベルに辿り着けるわけだ」

「俺は自動で回復するスキルがあったからな。今はクルルがいるからいいけど、そのうちクルルを連れて歩けなくなるくらい強い相手と戦わないといけないから、今ほどスピード出せなくなるぞ？　死んだら元も子もないしな」

　その言葉にレックスは少し悩んだ表情を見せる。ポーションなどの薬品による回復は、その効果を発揮する使用回数が限られているため、死を前提とした戦いにおいてはあまり有用ではない。となると、あまりにも力の差がある相手と対峙しようと思えば、鏡のように継続的に一定量回復し続ける手段がないと厳しかった。

　自分のレベルが上がれば、経験値を積むためにより強い相手と戦う必要がある。そうなれば、連れて歩くパートナーもそれ相手に死なないくらい強い者でないとならない。もしくは自分で回復手段を覚えるかだ。

「師匠は……その自動で回復するスキルをどの段階で手に入れたんだ？」

「一番最初に覚えたから１００だな」

「１００か……僕も回復系統のスキルを覚えられたらいいが」

「無理そう。あの魔族のエステラーとかいうおっさんも言ってたけど、超レアケースみたいだし、しかも村人ってほかとは違う変なスキルしか覚えないみたいだしな」

　それを聞いてレックスは溜め息を吐いた。だがすぐさま、何か思いついたかのように真顔になり、鏡に視線を向ける。すると──、

「師匠のスキルはその自動回復と、以前僕たちに見せてくれた力の限界を一時的に超えるスキルと、成長の限界を超えるスキル……ほかにどんなのがあるんだ？　残り七つあるんだろ？」

　ふと思った疑問を鏡に問いかけた。

「まあ今更隠すつもりもないけど……一応スキルって普通はさらすもんじゃないぞ？　手の内を見せるようなもんだし」

「それはわかっているが、やはり気になる」

　レックスがそう言うと、賛同するかのようにアリスとクルルがコクコクと首を縦に振る。それを見て鏡は、「本当にわかってんのか……？」と溜め息を吐きながら、近くに転がっていた石ころを拾いあげてその場に寝転がった。

「……何をしてるんだ師匠？」

「いや、見せてやった方が理解も早いかなって思ってさ。まあモンスターが出てくるのを待ってろって…………お、きたきた」

　暫くして、再びバーサクメイジが三体徒党を組んで鏡たちの前へと現れた。バーサクメイジは鏡たちの姿を見るや否やすぐさま雄叫びをあげて三叉の槍を鏡へと向ける。対する鏡は寝転がった状態のまま、バーサクメイジが雄叫びをあげると同時に拾い上げていた石ころを指でピンッと弾はじきだした。

「ぎぃいいいいいいいいい…………？　ぎ？　ぎぎぃ!?」

　鏡が弾いた石ころは目にもとまらぬ速さで一直線に飛んで、中央にいたバーサクメイジの額に触れると一瞬のうちにその姿をお金へと変化させ、その背後に立っていたバーサクメイジもついでにお金へと変化させた。

　一瞬のうちに消し飛んだ仲間を見て、生き残ったバーサクメイジは思わず雄叫びを途絶えさせてうろたえ始める。

「はい、今のが残り七つのうちの五つのスキルです」

　終わりと言わんばかりに鏡は立ち上がって服についた土を払う。だが一同には一連の動作の何がスキルなのか全く理解できていなかった。

「鏡さん……今の動作のどこに五つのスキルの要素があったんですか？」

「わからねえか？　よし、じゃあヒントをやろう」

　すると鏡は再び落ちていた石ころを拾いあげる。そして今度は指で弾くのではなく、大きく勢いをつけて生き残ったバーサクメイジに向けて投げつける。

　石ころは先ほどと同じく目にもとまらぬ速さでバーサクメイジの足元に命中する。そして有無を言わさずその姿をお金へと変化させた。

「いやわからん」

　先ほどとの違いがわからずレックスは正直にそう告げる。すると鏡は、「ちゃんと見とけよー」と溜め息を吐きながらステータスウインドウを開いてみせた。

　ステータスウインドウには鏡が持つスキル名称の一覧が表示されている。

「スーパー……フィンガー……？　ハイパーフィンガー……ねえ鏡さん」

「どうした？」

「フィンガーってつくスキル多くない？」

　そして表示されたスキルの名称を見たアリスは、ポケーッとした表情でレックスとクルルも思ったことを口にした。鏡のステータスウインドウには最初に覚えたであろう自動で回復するスキル、『オートリバイブ』が一番上に表示され、その次にレベル２００で覚えたであろう、『スーパーフィンガー』という名称のスキルが表示されている。

　その次に、『ハイパーフィンガー』、『ウルトラフィンガー』、『ミラクルフィンガー』、『パーフェクトフィンガー』、『エクゾチックフルバーストＡｃｔ５』、『リバース』、『制限解除』、『神へ挑みし者』と、名称の表記が並んでいた。

「『オートリバイブ』と『制限解除』と『神へ挑みし者』は前に教えてもらって知っているけど……このフィンガー系のスキルと、エクゾチックフルバースト……？　この凄そうなの何？」

「慌てんなよ。一個ずつ見せてやるから。先に言っとくが、俺が既に教えた三つのスキルみたいな凄い効果を期待すんなよ？　めちゃくちゃクソスキルだから」

　やけに念を押す鏡にアリスとクルルとレックスは困惑した表情を見せる。だがすぐに表情を切り替えてステータスウインドウに表示された『スーパーフィンガー』の効果説明を注視した。

　スキル……スーパーフィンガー

　効果……指で弾く力が強くなる。

　その効果を見て、アリスとレックスとクルルはなんとも言い難い気持ちになる。

「これって……どれくらい指で弾く力が強くなるんですか？」

「指一本で、指二本で弾くのと同じくらいの威力を出せるようになる」

　そしてその回答にクルルは、「なんと微妙な……」と憐れんだ表情を浮かべた。

　そのまま連続で、フィンガーと名の付くスキルを順に、鏡はステータスウインドウを切り替えて三人に見せていく。

　スキル……ハイパーフィンガー

　効果……指で弾く力がさらに強くなる。

　スキル……ウルトラフィンガー

　効果……指で弾く力がさらに強くなる。

　スキル……ミラクルフィンガー

　効果……指を弾いた時、指を痛めなくなる。

　スキル……パーフェクトフィンガー

　効果……どんな状況下で指を弾いても狙いが精確になる。

「わかるかお前ら？　レベル６００になるまでこの使えなさすぎるスキルを習得し続けた俺の当時の気持ち？　鼻糞を弾いてスライムを倒せるようになっただけ」

　そこまで見て、鏡が先ほどどうして寝転がって指を弾いたのかを三人は理解する。単純にどんな体勢から弾いても狙いが精確だというのを鏡は主張したかったのだろう。

　思えば先ほど鏡が直接投げつけた時よりも、弾いていた方が飛ぶ速度が速かった気もするし、狙いも頭部ではなく足元に当たっていたのを考えると狙いが精確ではなかったのだろう。

　そして、村人というそもそも不遇な存在で、こうもどうでもいいスキルが連続した時の絶望感が容易に想像できてレックスとクルルは苦い表情を浮かべた。同時に、鏡がどうして限界を超える特殊なスキルを手に入れることができたのか、少しだけわかったような気がした。本当に、最初の自動回復がなければ、今の鏡は存在しなかっただろう。

「で、でも！　レベル……７００かな？　そこからフィンガーとは別のスキル覚えてるじゃない。諦めずに努力したからきっと開花したんだね！　スキル名称もなんだか凄そうだし」

　二人のいたたまれない表情を見てなんとかしないといけないと思ったのか、アリスは作ったのがもろわかりの笑顔を浮かべてとっさにフォローする。だが、鏡は返事することなく、ステータスウインドウを切り替えて、『エクゾチックフルバーストＡｃｔ５』の詳細を表示させた。

　スキル……エクゾチックフルバーストＡｃｔ５

　効果……名称がカッコイイ。

「俺が一番絶望して、神をぶっ飛ばそうと思ったのがこのスキルを覚えた時だった」

　真顔でそう言ってくる鏡に、アリスは何も答えられなかった。その時覚えたであろう絶望と苦しみとか悲しみとか、そういう当時の感情がその真顔から痛いほど伝わってきたから。

　残った最後のスキルが凄いスキルである可能性を一切捨て去ったレックスとクルルとアリスは、ここまでクソなスキルをレベル７００まで頑張って揃えた鏡を褒め称たたえて抱きしめてあげたい気持ちで既にいっぱいだった。それでも一応残った最後のスキルの詳細に視線を向ける。

　スキル……リバース

　効果……レベルが低ければ低いほど、強力な技や魔法をコストなしで使用できる。だが、レベルが上がれば上がるほど、強力な技や魔法を使える幅が狭くなる。

「あれ？　このスキルってもしかして……鏡さんがチャージブロウしか使わなかったり、魔法が使えないのって……」

　何も期待せずに見たはずだったが、その効果を見てクルルが驚愕の表情を浮かべておそるおそる尋ねる。すると鏡は、再びどこか疲れた雰囲気のある真顔で──、

「このスキルを覚えたのは……レベル８００の時だった」

　哀愁の漂う背中から放たれたその一言で、クルルは全てを理解した。

　弱くなるスキルの効果があるとは、さすがにクルルもレックスも思ってもいなかった。強くなればなるほど、使える技と魔法の幅が狭くなる。神を恨むのも仕方がないと納得せざるを得ないほどに哀れとしか言いようがないスキルだった。

「まあ、元々俺は魔力がほとんどないから魔法が使えないのはいいんだけど……なんかさ」

「い……いや、指を弾いて鼻糞でスライムを倒せるのは凄いと思うぞ師匠。ほかにも何かしら使えそうだし……そう嫌悪する必要もないような」

　レックスがそうフォローすると、鏡は頭をボリボリと搔いて溜め息を吐いた。

「確かに使えないわけじゃないけど、普通のスキルに比べるとって話だ。何が嬉しくて指だけ強化されないといけないのか」

「使えるだけいいじゃないか、僕なんてまだ一つも覚えてないんだぞ」

「いやいや、そっちの方が夢あっていいじゃん！　俺なんかもう覚えることだってできないんだぞ？　レックスが覚えるスキルも、工夫しないと使えないスキルじゃなければいいな。工夫しようのないスキルだったら……まあ好きな飯奢おごってやるよ……ふへへ」

　自分と同じような目にあってほしいのか、鏡は舌なめずりしながら邪悪な笑みを浮かべた。

　それを見てレックスとクルルはほぼ同時に、『エクゾチックフルバーストＡｃｔ５』を脳裏によぎらせ、憐れんだ表情を浮かべる。

　そんな中、アリスだけが『工夫』という言葉を聞いて思案顔を浮かべていた。

「いたいた！　鏡ちゃーん！　んもぉ……このダンジョン広いから随分探したわよ？」

　だが突如、奥の方から慌ただしく、一瞬モンスターと見間違うほどのタカコという名の巨体が出現する。きっと鏡のことだから使えないスキルも工夫で使える手段を編み出しているに違いないと考えていたが、タカコの登場で、「まあ聞くほどのことでもないよね」と引っ込め、アリスはタカコの元へと駆け寄った。

「びっくりした、新手のモンスターかと思ったらタカコちゃんだった」

「んもぉー鏡ちゃんったら…………お仕置きするわよ？」

「すみませんでした」

　いつものタカコの優しい笑みが一瞬棘とげのように鋭く変化し、鏡は反射的に土下座する。

「それで、どうしたのタカコさん？　ここまでわざわざ来るってことは緊急の用件？」

　アリスの質問にタカコは、「ちょっとトラブルがあってね」と返すと、困った表情でキョロキョロと辺りを見渡し始める。そして、視線が未いまだに固まった状態のデビッドで止まると、タカコは満面の笑みを浮かべて身体をくねらせながらデビッドの元へと駆けて行った。その光景を見て土下座していた鏡は、「こりゃもう駄目かもわからんね」と憐れむ。

「デビッドさん聞いて頂戴。困ったことがあって……デビッドさん？」

「……ほへひ!?　タ、タカコ様ですか？　ど、どうされましたか？　こんなところにまで」

「ちょっとトラブルなのよ。カジノのバーや酒場で取り扱う予定のお酒は搬入されたんだけど……カジノにいらっしゃったお客様にお出しするサービスドリンク用のお酒と、カジノの商品として扱うお酒を注文し忘れていて……私のバーから持ってくるにしても数が足りないし」

　突然目の前に現れたタカコに慌てふためいた表情を浮かべていたが、それを聞いてデビッドはすぐさま真剣に一考する。暫くしてその様子に鏡は自分も参加するべき話だと判断し、二人の傍へと駆け寄った。

「行商人から買ったらいいんじゃないか？」

「サービスドリンク用のは少し値が張るけどそれで代用できるわ。でも、商品として扱うものは最高級のお酒の予定だったから、行商人から買うにしても数が足りないの。銘柄も揃えなくちゃなんないし」

　思わぬトラブルに鏡も少し頭を抱えて困った表情を見せる。ヴァルマンの街にも酒蔵はあり、酒造しているが、元々予定していたものよりも安価で、カジノで扱う商品にするには足りない。というのも、相手にする客が貴族階級の人たちを予定しているからでもある。目の肥えた貴族たちに、安酒を商品として扱うのはカジノの品位を疑われる可能性があるため、最高級のものを用意するべきというのがデビッドの提案だった。

「私の確認漏れよ……ごめんなさい鏡ちゃん」

「いいっていいって。タカコちゃんはよくやってくれてるよ。次の搬入待ってたら一週間後だし……自分から取りに行ったとしても三日はかかるだろうしな。諦めて今ある商品だけでなんとかしよう。オープンに間に合わなくても後で取り揃えればいいし」

「お待ちください。まだなんとかなるかもしれません」

　だがその時、ずっと考え込んでいたデビッドがつぶやく。

「恐らくですが……ここから少し離れた森を抜けた街道に、王都で取り扱っております酒蔵の酒を、サルマリアへと運ぶ荷馬車が通るはずです。彼らに交渉を持ち掛ければあるいは……遠出せずとも、売れるとなれば向こうも願ってもないことのはずでしょうし」

　デビッドの言葉に鏡は表情を強張らせた。王都は貴族が多く集まる地でもあるため、品質の高い高級な酒蔵の酒が多く、競争率も激しい。そのため、全ての酒が売れるわけもなく、遠征して各地へと売り込みに行くのはよくある話だ。だが、その酒売りが通る経路や、その日程までを知っているのはあまりにも不自然だった。

　普通それは、その酒を取り扱っている店と、取引をよくしているであろう現地の者でなければ知り得ぬ情報だ。なのに、特に関係もなさそうなデビッドがそれを知っている。

「なーんでそんなこと知ってるんだ？」

「いえいえ。こんなこともあるだろうと、事前に調べておいたのですよ。実際ちゃんと通ってくださるかは、まだわかりませんが」

　デビッドは誤魔化すように、「ほっほっほ」と軽やかな笑い声をあげる。

　カジノの手伝いをしてもらっているなかで、既にこのようなトラブルが何度かあったが、デビッドはどこから仕入れたのかわからない情報を駆使していつもこうやって解決していた。

　そこから鏡は、デビッドが召使いというのは表向きの職種で、本当は情報を集めるための諜ちょう報ほう員なのではないかと危惧し始める。

　知らなければ何も始まらない。それ故に情報は商売道具にもなる。実際、街で情報を高値で取引している者もいるくらいだ。普通なら知り得ない情報、それもその者にとって不必要な情報を多く知っているのであれば、そう考えるのは妥当だった。

　そうであれば、ただの召使いであるデビッドが監視役として国王に任命されたのにも納得がいく。だが、そうであったとしてもデビッドの考えがわからない。監視するにしても姿を見せなくてもよいはずだからだ。むしろ、何かを探るなら姿を見せずに隠れていた方が警戒されずに済んで探りやすい。なのに、監視と言ってもいつも見てるだけで何かつっかかったりもしなければ、探っている様子もない。そればかりか仕事まで手伝って本当に傍にいるだけだった。

「暫くは……様子見だな」

　だがそうだとしても今はどうしようもない。クルルの話のこともあるため、無下に追い返すこともできない。何を考えているのかはわからなかったが、尻尾を摑んでいない状態でとやかく言うこともできないため、暫くはこの優秀なスタッフを抱え込むことに鏡は腹を決めた。

「よし、最後のクエストも達成したしそろそろ帰る……か？」

　気持ちを切り替えて背伸びをしながらタカコに視線を向けると鏡は言葉を失う。あまりにも仕事ができるからか、凄すさまじいほどにときめきうっとりとした乙女の表情をデビッドに向けていたからだ。デビッドの今後を考えると、たとえ何かを探っていたとしても相当なリスクを背負って頑張っているなと応援したくなってしまうほどに、タカコが何よりも危険に思えた。
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「「「ヴァルマンの街の新名物、カジノへようこそ！」」」

　バニースーツに身を包んだ女性スタッフ数人がカジノの入り口で声を張り上げる。空にはポンッポンと、色のついた煙玉が打ち上げられ、海岸にあるカジノにまで敷かれた街道を多くの住民、冒険者や傭兵団、貴族たちが歩いていた。

　オープン当日。いつもであればクエストを受注して片っ端から一日中こなしている鏡も、今日だけは受注せずに、オープンしたばかりのカジノの様子を探るべく足を運んでいる。

「か……鏡さん、この服装……動きにくい。それとちょっと恥ずかしいよ……可愛いけど」

「そうか？　似合ってると思うぞ？　そのぬいぐるみとか特に」

「馬鹿にしてるのかな？」

　適当に褒めようとする鏡に、アリスは少しだけ不機嫌そうにする。

　カジノといえば正装が基本であるとタカコとクルルに指摘を受け、二人にもみくちゃにされながら着せ替え人形のように着替えさせられたのが今から丁度二時間ほど前のことだ。

　現在、アリスはクルルがチョイスしたひらひらのついた可愛らしいドレスに身を包み、タカコが選んだ髪飾りを着け、鏡に渡されたぬいぐるみを持たされていた。

「というより……どうして鏡さんだけいつもの服装なのさ」

「単純に着飾った服装をするのが嫌いってのもあるが、俺はオーナーだからな。カジノに気軽に様子見しにいくのにわざわざ着替えるのも面倒だし、これでいいんだよ」

　そう言うと、アリスは少し不服そうに「むぅ……」と頰を膨らませる。

「それにしても凄い数のお客さんだね」

「始まりは上々って感じだな」

　カジノへと向かう人々を見て、鏡は満足そうに「うんうん」と頷いてみせる。

「鏡さんと二人っきりなのって、何だか久しぶりだね」

「ん？　ああ……まあそうだな」

　だがアリスにそう言われて、鏡は思い出したかのように少しげんなりとした表情を浮かべた。最近、どこに行くにしても必ずアリスとクルルとレックスが付きまとっていたからだ。

　レックスは出掛ける時以外は一緒にいないことも多かったが、アリスとクルルは別だった。二人は朝から夜まで、どこに行くにしても食事をとる時にしてもずっと付きまとってくる。特に用事もなく宿屋の自室で休憩している時も、部屋に居座っているほどだ。メノウが強引に連れて帰ろうとしない限りアリスは帰らず、クルルも同じ宿屋に部屋を取っているはずなのに、個別の用事がないか、寝る時にでもならないと部屋から出て行こうとしない。

　最近はデビッドが来てくれたおかげか、夜になれば帰ってくれるようになったが、それでも朝になると、まだ眠気にとらわれているにも関わらず、毎日三人がかりで起こしてくる始末。

「俺のプライベートっていつなくなったんだっけ」

　とはいえ、今後カジノの運営が始まるため、三人がかりで起こしに来るようなアグレッシブな毎日は訪れないだろうと、鏡はようやく手にした解放感を堪能する。そして、気分よく背筋を伸ばしてゆったりと歩きながら、カジノへと向かう人々の流れに交じってカジノの入り口であるゲートをくぐった。

「おおーやっぱ雰囲気出てるな！　高かったけどジェネレーターを買って正解だったな」

　カジノ内は外の光が届かないため薄暗いはずにもかかわらず、どこか雰囲気のある心地の良い灯りで全体が照らされていた。

　周囲には油を燃料にしたランプや蠟ろう燭そくは一切なく、代わりにヴァルマンの街にあるゲームセンターでも使われている光を放つ照明器具が所々に設置されていた。

　カジノは二十四時間体制で営業していくことになるため、ランプや蠟燭では清掃や油の交換の手間が頻繁に起こるだろうと考えた鏡は、夜になっても目立つ光を放ち続けているゲームセンターに目を付けたのだ。

　ゲームセンター内の遊具は消費エネルギーの高さの都合上、一回遊ぶのに10シルバーという大金を払わされる。というのも、エネルギーを発生させるジェネレーターが世界に数えるほどしかなく、非常に高価なため、その価格設定になっているのだが、そのジェネレーターは治安管理ギルドで２００ゴールドという大枚を支払えば購入することが可能だった。

　今までは購入したところでゲームセンターに置いてある遊具まで手に入れることができるわけではなかったため、使い道のなさから見向きもしてこなかった鏡だが、長期的な手間暇と収益を見越して今回購入に踏み切ったのだ。

「鏡さんってカジノの内装とかの確認はしてなかったの？」

「確認はしてたけど、ほら、やっぱり実際に運営が始まって客がいるのといないのとでは光景も違うだろ？　客がいてこそのカジノってのがよくわかる」

　カジノのエントランスには、特に施設を回ってきたわけではないにもかかわらず、既にその雰囲気を気に入ったのか、笑顔で立ち止まり会話を楽しむ客もちらほらと点在していた。

　そんな客たちを見て鏡は満足そうに笑みを浮かべると、「中の様子も見に行こう」と楽しげな様子でアリスの手を引き、メインホールへと移動する。

　カジノのメインホールを取り仕切るまとめ役はメノウにやらせていた。というのも、手先が異常なほどに器用、かつ記憶力も人並み外れて高いせいか、カジノディーラーとしての適性が高かったからだ。最初に誰が一番ディーラーとして適任かを決めるために、トランプやルーレットなどのディーラー業務を初期メンバー全員にやらせてみたが、メノウとデビッド以外まともに務められなかったのも、メノウがメインホールを任せられるようになった要因でもある。

　デビッドはいずれ王都に戻ることになるからと辞退したため、メインホールでディーラーをやることになる他のスタッフの管理と教育を含め、ホールの管理を全てメノウが担当していた。

「メノウ……どこにいるのかな？　あ……いたいた！」

　メインホールに数多く置かれたゲームテーブルには、それぞれ一人ずつカジノディーラーが配備されており、各ゲームの進行を管理している。そんな中、メノウがカジノディーラーを務めるテーブルを探していると、ほんの数秒かからず、魔族の角を隠すために被っているシルクハットが特徴的な煌きらびやかな銀色の長髪の男性を発見する。

「遠目からでも目立つなあいつ……ルックスもいいしなぁ」と、鏡が少し羨ましそうにぼやきながらメノウへと近付くが──、

「休みが……欲しい。癒しが……欲し……い。休み……癒し……やす……いや……」

　そこにいたのはいつもの華やかなイケメンではなく、一体のゾンビだった。

「メノウ……大丈夫か？　お客がドン引きしてるからか、このテーブルだけ人がいないぞ」

　メノウはここ最近、ほとんど寝ずに働き詰めていた。というのも、そうでもしなければオープンに間に合わなかったからだ。

　スタッフのほとんどがカジノディーラーの未経験者であったため、一週間という短い期間でディーラーとして、スタッフとしての研修をメノウが寝る間も惜しんで施していた。

　最初は１万ゴールドを一秒でも早く稼いで魔王を取り戻すためという理由と、アリスの生活費を稼ぐという名目でせっせと働いていたが、どうやら限界を迎えたらしい。

　現在、ゾンビのように「うぅ……ぁああ」と唸りながら、目を惹くほどの華麗な手捌きでトランプをシャッフルしており、どこか近寄りがたい雰囲気が出ていた。

「こ……これは？　か、鏡殿？　となれば、あ、アリス様がすぐ傍に！」

　そう言ってメノウは気合を入れ直すが、明らかに顔がヤバかった。目の焦点が合っておらず、涎よだれも微妙に垂らしており、鏡風の言葉で表すなら「完全に逝っちゃってる人」の顔だった。

「メノウ……目が怖い」

「ぐはっ！」

　少し引きつった顔でアリスに鏡の背後へと逃げられたのが堪えたのか、メノウは胸を押さえて苦しそうな表情を見せる。

「メノウ指導教官！　配備されてから四時間が経過したため休憩に入ります！」

「メノウ指導教官！　メインホールにあるドリンクカウンターの清掃が終わりました！　この後のご指示をお願い致します！」

　すると、そんな逝っちゃってる人物の傍に、まるで訓練された王国兵団の騎士のような規律正しい佇たたずまいで、カジノの正装に身を包んだ二人の女性スタッフが駆け寄り、報告してきた。

「こ、これはオーナー殿！　気付かなかったとはいえ、とんだご無礼を！」

　そして、鏡の姿を見るや否や、スタッフの二人はその場に跪ひざまずいて頭を下げてきた。

　それはまるで、王に仕える訓練し尽くされた騎士そのものの動きであり、それを見ていた周囲の客は更にメノウのいるテーブルから距離を離す。

「…………メノウ。お前一体、何の教育してたの？」

「無論、カジノディーラーとしての作法、そして主あるじに仕えるのに必要不可欠な作法と礼儀、主の盾になるための戦い方や、万が一カジノが襲われた時に備えて規律を保った立ち回り等をひととおりだ。我ながら一週間でよくここまで育てあげたと感心する」

「そうか、お前実はアホだったんだな」

　その後、鏡は関係者と思われるのが嫌すぎたため、「アリス様!?　アリス様ぁぁぁぁあ！　私に癒しをぉおおお！」と叫ぶヤバい人物を背に、メインホールを一度出てタカコが管理することになっているバーが並ぶエリアの通路へと足を運んだ。

　アルコールを扱っているドリンクカウンターはメインホール内にも存在するが、それは簡易的なものでしかなく、本格的なバーの雰囲気と、もっと高価な酒を希望するのであれば、このエリアに足を運ぶ必要がある。通路に並ぶ数多くのバーは、どんな客層が来ても満足できるように、多種多様な雰囲気と装いで分かれている。

「タカコさんいないね、どこに行ったのかな？」

　店に入る度にスタッフたちから「オーナー！　お疲れ様です！」や「お気をつけて！　お嬢様！」と言われて頭を下げられる行動にどこかむず痒さを感じながら、二人はタカコを探す。

「まあ別にいなくてもいいか。なんかタカコちゃんが教育したスタッフの完璧な仕上がりを見てたら、タカコちゃんの働きぶりをいちいち見なくても大丈夫な気がしてきた」

　実際、タカコがいなくても教育の賜たま物ものか、スタッフたちは問題なく営業していた。

「そうだね……さっきスタッフさんたちも数十分くらい前からタカコさんの姿を見てないって言ってたから、もしかしたら今いないのかも……ってあれ？　ねえ、鏡さん？」

「どした？」

「あれ……何？」

　バーのエリアから移動しようとしたその瞬間、アリスの視界に異様な看板が入り、アリスは恐る恐る指を差して位置を示す。追って鏡が視線を向けると、バーが並んでいる通路の外れに、鏡すらも把握していなかった異様な看板をぶら下げた店が存在した。外装は他と同じくバーのようだったが、その看板には「タカコの部屋」という不可思議な文字が書かれていた。

　危険な香りをプンプン感じ取りつつも、鏡は恐る恐るその扉を開ける。

　そして、バーの中で激しい謎のダンスを舞いながら、三人のブーメランパンツとタンクトップを身に着けた筋肉の塊が「うわぁぁあお！　フィーバァァァタァァァイム！」と奇声を上げているのを視界にチラッと映した瞬間、鏡はアリスの視界をすぐさま遮り、扉をそっと閉じた。

「ちょ、え？　鏡さん？　なんか今さっき凄い盛り上がり……」

「俺たちは何も見なかった。いいな？」

　そして鏡は、何も見なかったことにしてバーの並ぶ通路とは反対の位置にある酒場が並ぶエリアへと向かう。

　酒場の管理はデビッドに任せていた。タカコとデビッド以外はほぼ営業の経験がないに等しかったため、タカコがバーエリアを担う以上、デビッド以外には任せられなかったからだ。

「あれ？　クルルいないのか？」

　デビッドと一緒に酒場で働くことになったのはレックスとクルルだった。というのも、まず王女であるクルルは、カジノで働いているという噂が広まればまずいため、酒場の裏方で料理を作る以外の仕事はさせたくないとデビッドが配慮したからである。

「クルルとデビッド殿なら先に休憩所に向かったぞ、師匠」

「あーなるほどね。そりゃこんだけ大盛況なら交代で休憩するしかないもんな」

「ああそうだ。オープン初日で大忙しなんだ……だから話は後にしてくれないか、師匠？」

　オーダー用紙を片手に、酒場のスタッフ専用の正装に身を包んだレックスは、少し困った表情を浮かべながらそう言った。レックスは元々貴族からも受けがいいほどの容姿を持ち合わせているため、折角だからと酒場でオーダーを取るボーイとして働いていた。

「おいおい、俺たちはお客様だぜ？　そんな態度でいいのかなぁ……なぁチクビ君よぉ」

「新手の輩か！　師匠も今がどれほど忙しいかくらいわかるだろ！　何故普通に客に混じって座っている」

「お腹が減ったからに決まってるだろ。なあアリス？」

「レックスさん！　ボク……チョコレートパフェね！」

　テーブルに座り、目を輝かせながらメニューを見ていたアリスのオーダーを聞いて、レックスは「っつ！　また手間のかかるメニューを……！」とぼやきながらも、その目の輝きを失わせまいと渋々オーダー用紙にそれを書き添える。

「じゃあ俺は豚肉のピッツァソース煮 ～真心と愛と勇気と絶望を添えて～ で頼む」

「そんなメニューはない」

　鏡の冗談を軽く流しながらも、レックスはそれに近しいメニューをオーダーに書き添えて厨房へと注文を通す。その後、一応お客として扱うことにしたのかグラスに入れた水をテーブルへと運んできた。

「どうだ調子は？」

「ご覧の通り盛況だ……とはいえ、実のところ見た目ほど忙しくはないのだがな」

「なんでだ？」

「デビッド殿が前日のうちに、料理などの下ごしらえを予定していた人数分以上にしておいてくれたからだ。本当に抜け目のない……恐ろしい方だよ。女性愛の一面を含めて」

「一人でやったのか？」

　その問いにレックスは頷いて答える。むしろ一体どういう時間の使い方をすれば一人で終わらせられるのかと鏡は困惑し、確かにこれだけ仕事ができるならあのタカコが惚れるのも仕方がないと納得する。だが同時に、デビッドという存在の謎がさらに深まったことに、鏡は少し焦りを感じた。焦りを感じたが、そのデビッドが下ごしらえをした料理の数々に舌した鼓つづみを打ちまくり、お腹いっぱいになる頃には全部どうでもよくなっていた。

　そして、腹ごしらえを終えた二人は最後にメインホールの中央奥、酒場が並ぶ通路と、バーが並ぶ通路の間に挟まれた場所にある礼拝堂へと足を運ぶ。

「あ、鏡さん！　アリスちゃん！」

　礼拝堂では客が特に訪れていないのか、ティナが暇そうに祭壇の清掃を行っており、二人に気付くとパッと明るい表情を見せて傍へと駆け寄る。

「だーれもいないな」

「そりゃそうですよ。ここに来るくらいなら街の教会に行くでしょうし」

「なんかアイデア捻ってカジノの利益になることしてくれればいいのに。ティナがいるだけでもそれっぽさ出てるのに、もったいないぜ？」

「むしろ礼拝堂作ったあなたがどうして無計画なんですか」

「ティナがなんとかしてくれると思って」

「そういうのは作る前に私に一言声をかけてからにしてください」

　鏡の言葉にティナは頰を膨らませてジト目を向けるが、瞬時に視線を逸らされ、ヤレヤレと溜め息を吐く。

「さっきも言いましたが、この街にはちゃんとした教会もありますし、孤児を引き取ったり、ここで生活する必要もないので基本的に雑務は清掃だけです。あとは鏡さんが押し付けてきた商品を販売する以外にすることがなくて非常に暇です。なんとかしてください」

「あれ、説教とかはしないのか？　あのよく一日何回か人を集めて神の教えを説く的なの」

「カジノなんかで神の教えを説いたらバチが当たりますよ。ただでさえバチ当たりなのに。それにもしカジノで惨敗した人たちが私に鬱うっ憤ぷんをぶつけてきたらどうするんですか」

　ティナはあくまでこの礼拝堂はカジノ内にあるというだけで、街の教会とは無関係であるという体を守ろうとしていた。それに勘付いたのか鏡も、ここで神がどうたらと教えを説くのは色々とまずいのかもと考え直し、「なるほど」と納得する。

「えーでも、じゃあ礼拝堂作った意味あんまりないじゃん。ほら、教会っぽいことしようよ。懺悔室も一応用意してるし、懺悔を聞くとかさ」

「懺悔は神父様がやるものであって、女性である私はしないですよ！　そもそも修行中の身ですし」

「いや、そこは新たな宗教を作って、ティナが懺悔を聞くルールにしよう」

「嫌です」

　鏡の提案にティナは顔をしかめて即答する。

　折角作ったのだからどうしても上手うまく活用したい鏡は頭を抱えながら、それっぽくて、かつカジノにプラスに働く礼拝堂の活用方法を模索する。

「あ……そうだ。相談室とかどうだ？　神に許しを乞うんじゃなくて、単純に相談って形で大敗した人たちの心を癒してやってくれよ。どんだけ負けてもまた来ようって思えるようにさ」

「相談だったら私じゃなくてもいいじゃないですか」

「いや、二ヵ月くらい一緒に過ごしたけど、ティナが一番相手の話を聞くのが上手いと思うぞ。俺的にはタカコちゃんよりも話しやすいと思う。些さ細さいな話でも過敏に反応してくれるし」

　鏡が指を立てながらそう言うと、ティナは「……うっ」と照れ臭そうに頰を紅潮させて否定せずに押し黙る。その傍らで、アリスが不服そうに鏡に視線を送っていた。

「鏡さん……ボクってそんなに話を聞くのが下手かな？」

「いや下手ってわけじゃないけど……アリスは話を聞くよりも聞いてくる方が多いしな」

　鏡の特に誤魔化した様子もない率直な言葉にアリスは「うっ」と言葉を詰まらせる。

「そんなに気にするなよな。それぞれいいところはあるんだ。大事なのは相手のいいところを知ることからだぜ？　ほら、試しに俺が今から相談するからティナの話術をとくと見るんだ」

「何勝手にやる前提で懺悔室入ってるんですか！　んもぉ……一回だけですよぉ」

　問答無用で懺悔室へと入っていった鏡の後に続いて、ヤレヤレと溜め息を吐きながらティナも鏡が入った部屋とは反対側の部屋へと入室する。

　二人が中に入ったのを見て、アリスもトテテッとドレスの裾を踏まないように駆け寄り、懺悔室に耳を近付けて聞き耳をたてる。

「それで、鏡さんの相談したいことってなんですか？　悩みなんてなさそうですけど」

「まあまあ折角だから本番形式でやろうぜ。ちょっとティナも聖人っぽい喋り方してさ」

　中では、鏡の謎のこだわりによるそんな会話が繰り広げられていた。ティナはあからさまに嫌そうな声で「えー……」とつぶやくが、どうせ一回だけだと渋々承諾すると、一度咳せき込んで「あーあー」と喉の調子を確認した後、真剣な声色で言葉を連ねた。

「迷える子羊よ。あなたが抱える悩みを打ち明けなさい」

　予想外にも雰囲気のあるティナの物言いに、アリスは「おおーっ」と目を見開いて驚く。対する鏡も、ティナが真剣に取り組んでくれているのがわかったからか、丁重な物言いで話し始める。

「俺は……自分で作ったカジノなのに、その管理のほとんどを別の者に任せてしまいました。その結果、カジノ内に『タカコの部屋』っていうヤバさしか感じられない謎の店が作られてたんですけど……俺はどうすればいいですか？」

「…………強く、生きてください」

　ティナにはそれしか言えなかった。
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「お、いたいた」

　レックスの情報を頼りに二人はカジノの裏にあるスタッフ専用休憩室へと足を運ぶ。スタッフ専用の通路奥にある休憩室の扉を開けて中に入ると、ほのぼのとくつろいだ様子でタカコとクルルとデビッドがお茶をすすっていた。

「あら、鏡ちゃんじゃない。さすがにオープン初日くらいは顔出すことにしたのね」

「まあ一応責任者だしな。金を稼ぐのに一日も惜しいところだけど……初日くらいはな。っていうかタカコちゃん、バーにいないと思ったらここにいたのか」

　扉の入り口で会話を交わしていると、その間にデビッドがお茶の入った湯吞を三人が座るテーブルに用意する。それを見た鏡は「お、悪いね」と言いながらテーブルへと移動するが、鏡が扉の前から移動した瞬間、タカコとクルルの二人が突然席を立ち、眼を輝かせる。

「いやぁぁぁああ！　やっぱりアリスちゃん似合ってるわ、そのドレス！」

「全くです！　お仕事が始まるので途中でドレス選びを中断しましたが……やっぱりアリスちゃんには素質があります！　可愛すぎです……誰ですかぬいぐるみを持たせたの」

　誰が持たせたか検討のついていたクルルは鏡に視線を向ける。視線を向けられた鏡も、無言でグッドサインを見せると、クルルも「グッジョブです……！」と言わんばかりにグッドサインを返した。

　対するアリスは、手をわきわきと動かしながら目をぎらつかせて接近してくる二人があまりに恐ろしく、怯えながらデビッドに視線を向けて助けを懇こん願がんする。

「しかしアリス様が折角いらっしゃったところ申し訳ありませんがクルル様、間もなく休憩して一時間が経過致します。そろそろお戻りになる時間ではないですか？」

　アリスの助けを乞う視線に気付いたデビッドは、一歩足を前へと進めてクルルの肩をポンッと軽く叩くと助け舟を出す。その助け舟に、アリスは表情をパッと明るくするが──、

「お願いデビッド。あともうちょっとだけ！」

「ほっほっほ！　仕方ありませんな！」

　上目遣いで懇願するクルルを見て、デビッドは嬉しそうな笑みを浮かべるとアリスを助けるのを諦めた。思わせぶりな行動にアリスは絶望したかのような表情になるが、すぐさま切り替えて今度は鏡に「鏡さん……助けてぇ……」と目で訴える。が、鏡は見向きもしなかった。

「実は私……アリスちゃんにまだ着けて欲しいものがあって……！」

「あらクルルちゃん奇遇ね私もよ。実はこんなこともあろうかと着替え持ってきてるのよ」

「く、クルルさん？　タカコさん？　ちょ、目が怖い！」

　そう言って接近してくる二人を見て、アリスは今朝、二人にもみくちゃにされながら着替えさせられたことを思い出し、その場でガタガタと震え上がった。

「しかしクルル様、随分と雰囲気が変わられましたな。昔は何かに縛られるように他の物事に興味を示しませんでしたのに、今はむしろ自分から興味を抱いて接していらっしゃる」

　デビッドのその言葉にクルルは目をぱちくりとさせると、「そ、そうですか？」と、自分の変化に気付いていないのか、困惑した表情を見せる。

「アリスちゃんが特別魅力的だからでしょう。私は変わっていませんよ」

「いえいえ、勿論アリス様は魅力的ですが、私はそれだけとは思っておりません。ここ暫く様子を見させていただきましたが、鏡様も含め……色々な方との出会いが、クルル様を変えたのでしょうな」

　そう言うと、デビッドはどこか遠い昔を思い出すかのように寂しげな表情を浮かべた。

　対するクルルも、「出会い」という言葉を聞いて、確かにそうなのかもしれないと、胸に手を当てて遠慮がちな微笑を浮かべていた。

「ボクもそう思う。喋り方や性格が変わったってわけじゃないけど……なんていうか、問答無用じゃなくなったっていうか、その……ボクの眼を見てくれるようになった。ボク、今ではクルルさんをとっても大切な人だって思ってるし、信頼もしてるよ！　……ボクが言えたことじゃないかもしれないけど」

　すると、アリスがデビッドの言葉に賛同するように、気恥ずかしそうに身振り手振りをしながら、言葉通り変わったということを一生懸命伝えようとする。

　そして、クルルはその言葉に面食らいながらも、胸に募る温かな何かを感じ取り、ようやく実感したのかアリスの頭に手を置いて嬉しそうに微笑んだ。

「いいえ、あなたにそう言ってもらえるのが何より嬉しいです。……自覚はありませんでしたが、確かに今の私のこの生活は、昔の私では想像もできなかった。想像したら……駄目だと思っていました」

　そう言いながらクルルは、初めてアリスと出会った時のことを思い出す。問答無用で魔族だからという理由で殺そうとしていた相手が、今では「大切な人」と言ってくれる。傍にいる。そして、今は守ってあげようと思えるほどに親しく感じている。

　むしろ、どうしてあそこまで耳を傾けずに殺そうとしていたのかが不思議に思うほどに、今と昔を比べて、自分の変化を実感した。殺さなきゃいけないと思っていた。それが当然で、そうしなければいけなくて、そう教えられてきて、世界の仕組みがそうだったから。

　自分で考えないようにしてきた。考えたこともあったが、すぐにそれはいけないことだと感じて考えるのを放棄してきた。そしてそれは、レックスがクルルを迎えに来て、パルナとティナが仲間に加わってからも同じだった。

　もしも変わったと誰かが言うのであれば、その原因は明白だった。とんでもない村人との出会い。鏡との出会いが全ての始まりだと、はっきりとクルルはそう思えた。

　最初は困惑した。魔族に味方をする敵かと思った。何かを知って寂しそうな表情を浮かべる変な人という印象だった。でも、優しい人だというのはすぐにわかった。ヴァルマンの街に魔王軍が襲撃してきた時、迂う闊かつな行動で民を傷つけようとしていた自分の行動を防ぎ、そして厳しく[image: ]ってくれたからだ。初めてだった。王女である自分の判断にすぐさま異をとなえ、チョップしてきた他人は。その時から興味を抱いたのかもしれない。

　そしていつしか、考えなきゃ駄目だと思うようになっていた。鏡がいつだって全力だったから。全力で人も、魔族も守ろうとしていたから。どちらかを切り捨てるのが楽な道なのは明白なのに、ボロボロになっても立ち向かおうとする鏡を見て、「今の自分は本当に正しいのか？」と、問いかけるようになっていた。きっと、鏡に会う前であれば、「正しい」と即答していただろう。それだけ、鏡との出会いはクルルの中で大きな衝撃だったのだ。

「価値観なんて、経験で簡単に変わるものよ……むしろ、変わらない方がおかしいわ」

　すると、後押しするように、タカコは微笑を浮かべながらそう言った。まるで、変わることは決して悪いことではないと言い切るかのように。

「そうですな……変わらない方がおかしいのです」

　タカコのその言葉に、デビッドは何故か表情を曇らせてそう言葉を返す。

「ですが、クルル様は幼少の頃より魔王討伐という一つの信念の元に突き進んでいました。以前のクルル様であれば、お金を稼ぐのが目的とはいえ、もっと信念を突き通そうと緊迫した表情でここにいたでしょう。もしくは別の道を進んでいるかのどちらか……」

　まるで、そうでないとおかしいはずなのに、そうなっていないクルルが不思議とでも言いたげなデビッドの言葉に違和感を抱き、アリスは首を傾げる。確かに、クルルと最初に会った時も、その後も、まるで何かに追われるように生きているような感覚はアリスも抱いていたが、経験を得て変わるのが特別なことだとは別に思わなかった。

「出会いは人を変えるわ。良くも悪くもね」

　そこで、タカコがまるで悟ったかのような物言いでそうつぶやく。

「ですな……それ故、あなた方の存在……特に鏡様は凄いお方なのでしょう」

　続いて心底そう思っているのか、感慨深く目を瞑りながら言ったデビッドの言葉で、アリスもどこか納得する。自分も鏡によって変えられた一人だからこそ、鏡と出会って変わるのは特別なことではないと感じているのだと、そう解釈した。対する鏡は、折角皆がこんなに褒めちぎっているにもかかわらず、お茶を飲み終えると疲れたのか机に突っ伏して眠っていた。

「そしてデビッドさん。あなたも私と出会ったことで変わろうとしている」

「そうで……ん？　っんんんんん？」

　デビッドの隣にスススッと寄って感慨深そうにつぶやくタカコに、デビッドは笑顔を浮かべながら額から汗を垂れ流す。タカコのその口調から、相手をそう思わせるための強引モードに突入していると、かつて同じようなことを言われたアリスは感じ、「デビッドさん……頑張ってね」と、かわいそうな人を見るような視線で小さくそうつぶやいた。

「おっと失敬。私、今日届く予定の搬入物を受け取りに参らねばなりませんので一旦席を外させていただきます。それが終わりましたらまた後ほど帰って参りますので、よろしければクルル様、後で一緒にお戻りするためにここでお待ちいただけますか？」

　そこで、噓にしか聞こえないタイミングで、神回避をするデビッド。だが至って真剣な表情と丁重な物言い、そして普段の行いがそれは噓だと言えなくしていた。

　そしてデビッドはまるで逃げるかのように一瞬にして休憩所から退室する。デビッドが出て行ったあとを、屈強なその体格に似つかわしくない乙女顔で、タカコは指を咥くわえながら見送っていた。その光景を一瞬視界に映してすぐさま別の場所へと視線を移すアリスとクルル。

「それじゃあアリスちゃん……続き、しましょうか？」

　だが直後、タカコが満面の笑みを浮かべながらアリスの肩を摑み、アリスは他人の心配をしている場合じゃなかったと、瞳から生気を失わせる。

「あら……？　デビッドったら、手袋を忘れていったみたいね」

　その時、クルルが何かに気付いたのかテーブルへと近付くと、その上に置いてあった作業用の手袋を手に取ってそう言った。

「あれ、デビッドさんって手袋をいつもしていたかしら？」

「いえ……デビッドは手を覆うものは蒸れるからという理由で普段は……でも、今からやる作業は搬入物の受け取りと言っていたので、手袋がないと手を痛めてしまうかもしれません。実際、そう思って用意していたのでしょうし」

　アリスは、それを聞いて瞳に生気を取り戻し、これはデビッドが用意してくれた脱出するためのチャンスだと理解して、クルルからパシッと手袋を奪い取る。

「これがないとデビッドさん困るだろうし、ボク、届けてくるね！」

「待ってアリスちゃん！　それは私が！」

　タカコが必死の形相で叫ぶが、アリスは聞く耳を持たずに早々に休憩室から退室する。問答無用で立ち去ったアリスを大人げなく追いかけるわけにもいかず、折角巡って来たチャンスを逃したと、タカコはハンカチを口に咥えて全力で悔しさをそれにぶつけた。
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　十数分後、カジノ内の至る場所を探して回ったが、デビッドの姿はどこにもなかった。搬入物の受け取りを行う場所に行っても、現場にいたスタッフに、まだ搬入物は届いていないと言われ、きっと別の場所で違う仕事をしているのだろうと思い、酒場の並ぶ通路へと行くが仕事を終えて帰ろうとするスタッフ以外誰もおらず、アリスを気に入ったスタッフたちがくれたお菓子以外に得られたものはなかった。

　途中、カジノ内の通路を歩き回る中、多くの帰ろうとしていたスタッフたちがデビッドを見たという情報を提供してくれたが、見たと言っていた場所に向かっても、結局デビッドはおらず、もしかしてバーに向かっているのかもと思い向かうがやはりおらず、清掃を行っていたスタッフたちに頭を撫でられて飴あめをもらうだけで終わった。

　どこに行ったのかいよいよわからなくなり、途中で見かけた「タカコの部屋」と書かれた怪しげなお店にいないかおそるおそる確認するが、開けてから〇・五秒ですぐドアを閉め、アリスはカジノ内をさまよい歩いた。

「デビッドさん……どこにいるんだろ」

　カジノを歩き回る過程で大量にお菓子をもらったアリスは、鏡に渡されたぬいぐるみと一緒に両手いっぱいにお菓子を抱え、とぼとぼとカジノの外側にある倉庫付近を歩く。

　これだけ探しても見つからないのであれば、きっとどこかで入れ違いになって仕事を終え、もう休憩所に戻っているのかもしれないと考え始めていた。

「……では、……ことで」

　その時、聞き覚えのある声がアリスの耳に入る。ふと顔を上げて倉庫近くにある木々へと視線を向けると、デビッドが一人のスタッフらしき男性と会話しているのが視界に映った。

「見つけた……！　デビッドさーん！」

　長い間探し回ってようやく見つけたからか、感極まってアリスは叫んでデビッドに向かって手を振り、デビッドの元へと駆け出す。

　アリスの張り上げた声にデビッドはすぐに気付き、視線を向けると「おやおや」と首をすくめ、スタッフとの話を切り上げてアリスの元へと歩み寄ろうとする。

「……っあ！」

　だがその時、両手が塞ふさがっている状態で慌てて駆けたせいか、アリスは足を引っ掛けて躓つまずいてしまう。

「む……危ない！」

　足を引っ掛けたアリスを見て、即座に転ぶだろうと判断したデビッドはすぐさま駆け出し、アリスがこけてしまうよりも早く距離を詰めようとする。商人とはいえ、レベル77もあるデビッドは楽にアリスとの距離を詰めアリスの身体を支えることに成功する。だが──、

「あ……うぁ」

　支える時に勢い余って手をアリスの後ろ髪につけてあるリボンへと引っ掛け、そのままリボンごと、デビッドはアリスの右側の角につけてあった魔力を抑える布を取ってしまう。

　その瞬間、アリスの角からシュワシュワと少しずつ漂い溢れるように、魔族特有の魔力が漏れ始める。アリスは慌てて角を隠してデビッドから離れるが、溢れ出る魔力は誤魔化しようがなく、また、魔力を抑える布も、デビッドの手元にあった。

　そして、デビッドの表情は、いつものニコニコとした笑顔ではなく、まるで見定めるかのように静かで、どこか威圧さえ感じられるものへと変わっていた。その、なんとも言いようのない表情に絶望し、アリスは腰を抜かしてその場にペタンと座り込んでしまう。

　そして、ばれてしまったという事実に、アリスは瞳に涙を浮かべながら「どうしよう」と、必死にこの状況を切り抜ける方法を考えた。




「……素敵な装飾品ですな。鏡様からのプレゼントですか？」

「……え？」




　だが、予想外の言葉を向けられ、アリスは目をぱちくりとする。

　アリスの後頭部に生える右側の角は、布が解ほどかれて完全にむき出しになっていた。だが、デビッドは先ほどまで向けていた見定めるかのような表情を解いて笑顔に戻り、倒れるアリスに手を差し伸べた。

　角からは、今現在も漂うかのように魔力が漏れている。さすがに、これがブルーデビルの角であるという誤魔化しも通じようもない。なのに、デビッドは意に介していないかのように、そう言ってきた。

「う、うん。鏡さんが作ってくれたんだ」

　そして、アリスも目を泳がせながらその言葉に合わせて答えを返す。

　すると、デビッドはそれでいいとでも言わんばかりに笑顔で一度頷くと、その手に取ってしまった魔力を吸収する布を差し出してきた。

「なるほど……それは布を巻いて丁重に扱い、大切にしなければなりませんな」

　明らかに魔族とばれたはずなのにもかかわらず、角から放たれる魔力のことも、どうして今まで角から魔力が漏れていなかったのかも何も聞かずに、平然とした態度を取るデビッドに呆気にとられながら、アリスはその布を受け取る。

　受け取った後、いつ、誰が通るかもわからなかったため、アリスは慌ててその布を角に巻き付けようとするが、いつも解けた時はタカコか鏡につけてもらっていたため、上手くつけることができなかった。

「ほっほ、よろしければお手伝い致しますぞ」

　そして、慌てふためくアリスの様子がおかしかったのか、デビッドは愉快そうに笑いながらそう言って、アリスの角に布を巻くのを手伝った。

「これでばっちりですな。リボンもよくお似合いで、まるで幼少の頃のクルル様のような愛らしさでございますぞ」

「あ、ありがとう」

　何も言ってこないデビッドに対し、アリスは少し口籠もりながらも感謝を述べる。

「それでは、私はまだお仕事が残っておりますので、それが終わり次第、また休憩所の方にお戻り致します。アリス様もそろそろ鏡様の元へ戻られるといいでしょう」

　デビッドは、アリスの言葉を聞くと踵きびすを返してそう言い、この場から去ろうとする。

　ぽけーっとした表情で、デビッドの言葉を聞いていたアリスだったが、その言葉を聞くや否や思い出したかのように再びデビッドに駆け寄り──、

「あ……あの！」

　そう言って、作業用の手袋をデビッドへと手渡した。

「おお、これはこれは。わざわざ届けてくれたのですな。ありがとうございます」

　すると、そう言って普通に受け取り、「それでは」と言って、結局何も聞かないままデビッドは行こうとする。

　そんなデビッドに対し、『どうして何も聞かないのか』を問おうと、喉までその言葉が出かかるが、途中で気付いていない振りをしてくれているだけなのかもしれないと思い直し、一度口を閉じて──、

「こっちこそ、ありがとう！」

　代わりに、その言葉だけを叫んだ。

　するとデビッドは振り返り、満足したように優しい笑みを浮かべると、「お安い御用です」と言葉を返し、そのままカジノの中へと消えていく。

　対するアリスも、その笑顔を見てどこか満たされた気持ちになり、踵を返して再び鏡のいる休憩所へと、軽い足取りで向かった。
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「悠長なことを言っている場合ではないぞ鏡殿！　このまま放置するのは危険だ！」

　それから再び、アリスはカジノ内のスタッフ専用通路へと戻り、休憩所のドアノブに手をかけようとする。だがその時、休憩所の中からそんな叫び声が聞こえ、ビクッと萎縮してしまう。

　何事かと休憩所のドアをゆっくりと開いて様子を窺うように中を覗のぞくと、中ではクルルとタカコが不穏そうな表情を浮かべ、鏡が腕を組んで珍しく何かを思い悩んでおり、休憩で戻ってきたのかレックスとメノウが険しい表情を浮かべていた。

「落ち着きなさいメノウちゃん。焦る気持ちはわかるけど、だからと言ってここで逃げたり隠れたりすれば、それこそそうでしたと教えるようなものだわ」

　休憩所を出る時とはまるで別人かのような真剣な表情で、なだめるようにタカコはそう言う。

「皆、な、何があったの？」

　揉もめ事でも起きているのかと少し不安になっていたが、そうでないと知るや否やアリスは休憩所の中へと入り、おそるおそるそう尋ねる。すると、部屋の中にいた全員が視線をアリスへと向け、姿を見るやメノウが目にも止まらぬ速さでアリスへと接近して存在を確かめるように手を取ると、安堵したのか溜め息を吐いた。

「姿が見えないから心配致しましたアリス様！　よくぞご無事で！」

「さっきもデビッドさんに手袋を渡しにいっただけって言ったでしょう？　大袈裟よ」

　そして、メノウのその過敏な反応を見て、タカコがやれやれと首を振る。

「さあアリス様！　私と共にここから遠く離れた地へと行きましょう！　なに、あとのことは鏡殿がやってくれるはずです！」

「え……嫌だよ。ボク、鏡さんの元から離れたくないもん」

　メノウの言葉にはっきりとアリスは答え返すと、メノウはあまりにも正直な拒否に一瞬「ぐはっ！」と叫んで精神的ダメージを受ける。だがすぐに立ち直ると、「悠長なことを言っている場合ではないのです！」と、切羽詰まるように言ってきた。

「メノウちゃん落ち着いて。アリスちゃんはまだ何も知らないのよ」

　すると、タカコが抑えるようにメノウの身体を引っ張ってアリスから離れさせ、そう声をかける。すると少し落ち着いたのか「む……そうだな。すまない」と、疲れを感じさせる表情でつぶやいた。

「だが師匠。もしもメノウの話が本当なら、色々とまずいんじゃないか？　少なくとも、メノウとアリスの存在がばれれば、僕たちだってただじゃすまないはずだ」

　そこで、レックスがどうしたものかと腕を組みながら鏡に向かってそう言う。対する鏡は、「んー……」と唸るだけで、何も言葉を発しなかった。

「だから！　何があったのかボクにも教えてって！　ちょっといない間に何があったの？」

　自分を置いてけぼりにして話が進もうとしているのが不安になり、アリスはそう叫ぶ。

「メノウが、デビッドが王国の諜報員と話をしているのを見たんだと」

　すると、鏡がヤレヤレと溜め息を吐きながらそう言った。

「王国の……諜報員？　デビッドさんが？」

　鏡の言葉を聞いて、信じられないのかアリスは表情を歪ませる。

「疲労の限界からあとのことはスタッフに任せ、着替えを終えて宿屋へ帰ろうとしていた時のことです。デビッド殿が妙に周囲を警戒して、デビッド殿が担当している酒場でも、搬入口でもないところに向かっていたのを不自然に思い、あとをつけたのです。すると……このカジノのスタッフの正装に擬装した諜報員が倉庫付近に」

　そしてメノウの言葉を聞いて、アリスはすぐさま脳裏に、デビッドとスタッフが倉庫の付近で何か話をしていたのを思い出す。自分も確かに見た光景だったため、メノウの見間違いである可能性がアリスの中で消えた。

「本当に……その人は諜報員だったの？　本当に擬装？」

「間違いありません。確かにこの耳で聞き取りました。『こちら、王にお伝えするべき報告内容となります。現状、連中、そしてレックス様、クルル様共に不審な行動は見当たりません』と、何か書類を渡していたのを確かに見ました。途中、うろたえてしまい、聞き耳をたてているのを勘付かれそうになり逃げてきましたが……間違いありません」

　そして、深刻そうに言葉を吐くメノウから、それがどれだけよくない出来事なのかを、アリスはどういう影響が起きるかを理解しないままなんとなくで感じ取った。

「デビッドなら……ありえなくもないかもしれません。デビッドは昔から無駄なく仕事をこなすということで一目置かれていましたから」

　すると、不穏な表情を浮かべながらクルルがそうつぶやいた。そしてタカコと鏡は、瞬時にそれが何を意味するのかを理解した。そもそもあれだけ優秀な人材が、クルルの監視という仕事を持っているとはいえ、鏡の仕事の手伝いをするなどの無駄な行動をするはずがないのだ。『魔王討伐のために日々を過ごしているかの確認』であれば、常に付きまとうように監視をする必要もない。

　つまり、そうすることに理由がある。

「…………アリスの監視……か」

　そこで、鏡が困ったような表情で頭をポリポリと搔きながらつぶやいた。

　ずっと、デビッドはクルルの傍を離れないようにしていると鏡は思っていた。だが、それは実は違ってアリスが目的だったのではないかと思い直す。ここ最近、クルルとアリスが離れて行動することはほとんどなかった。勝手に鏡はクルルの監視と思い込んでいたが、もしそれが違っていて、アリスを監視していたのだとすれば？

「王国側は、何でか知らないけど……俺たちを随分疑っているようだな」

　もしそうであれば、王国側はアリスの素性を知っており、それを暴こうと動いている可能性があった。少なくとも、王国側はアリスを疑っている。疑えるほどには、何かの情報を得ている。問題は、その情報がいったいどこから漏れたかだった。

　サルマリアの戦いで、魔王とエステラーとの会話を聞いていた人物がいたとは考えにくい。自分も周囲に誰もいないことは確認していたし、あの状況でもしほかに聞き耳をたてている人物がいれば、エステラーが早々に手をうっていただろうからだ。

　だが、鏡の中に一人だけ心当たりがあった。門前払いせずに話を聞くだけの価値はあるが、それが本当であるかどうかはその者一人の証言では足りないとされる人物。そしてこうしてデビッドをこちらに忍ばせていると考えれば、その人物である可能性は高かった。

「いや待て師匠。どうしてそれでアリスが監視されていることになる？」

　そこで、レックスはそう言って首を傾げる。

「メノウの話だと『連中』って言ってたわけだろ？　クルルとレックスの監視だけならまだしも、俺たちのことまで報告するのは変だろ？　しかも『不審な行動』って、不審な行動をする想定があるみたいに言ってるしさ」

　鏡の言葉でレックスも理解したのか「なるほど」とつぶやいて深刻そうな顔を見せる。

「特に隠し事のない鏡さんを監視する意味はありません。タカコさんもティナもです。でも……メノウさんとアリスちゃんは違います」

　何かを疑って行動しているのは明らかだった。そして誰よりも、そう感じていたのはクルルだった。というのも、ずっと傍にデビッドがいながらも、ここ最近、変に視線を感じるようなことがなかったからだ。

　自分とは違う何かに視線を向けていた。それがアリスであろうことは、デビッドが自分とレックス以外の者のことを王国側に報告している事実を考えれば、明白だった。

「でもボク……デビッドさんが陰でボクの行動を探っていて、王国側にそれを報告しているようには思えないよ。普通に……クルルさんの行動を監視しているだけじゃないかな」

　そこでアリスが、思い当たる節がありそうな表情でそうつぶやく。

「どうしてそう思うんだ？」

　そんなアリスの表情を見て、何か確信があって言葉にしているのだろうと鏡がそう問う。

「デビッドさんに……角を見られたんだ。でも、魔族だなんて一言も言わなかった。まるで、ボクが魔族だってことを元々知っていて、黙ってくれているみたいだったんだ」

　アリスから放たれたその言葉を聞いて、全員が面喰らった表情を見せる。そんな中、メノウだけがワナワナと震えながらアリスの肩をガシッと摑み──、

「やはり今すぐここから逃げましょう！」

　そう言って迫るが、すぐにタカコが再びアリスからメノウを引き剝はがして落ち着ける。

「えぇい！　放してくれタカコ殿！」

「慌てる気持ちはわかるけど落ち着いてメノウちゃん。さっきも言ったけど、ここで二人だけがいなくなると逆に怪しまれることになるのよ？」

　タカコがそう言って、鏡に「ね？」と聞くと、鏡は「まあそうだな」とつぶやきながら思案するように頷く。先ほどまで、デビッドはこのまま放置するのは危険な存在だと鏡は考えていたが、アリスが角を見られたという話を聞いて、少し考え直していた。

「メノウは……デビッドが『不審な行動は見当たりません』って言ってたのを聞いたんだろ？　アリスが魔族って知っているのにそう言うのは変じゃないか？」

「それは、その時だけ平然とした態度を演じていて、実は魔族という確信を得たのはそれが初めてだった可能性もあるだろう。次の報告では、アリス様が魔族だったと言うに違いない」

　演じている可能性は確かにあったが、鏡はアリスの不安げな表情を見て、どうにもそうは思えなかった。アリスが「そんなことするようには思えないよ」と表情で訴えているように見えたからだ。

「一応、アリスを庇かばってくれている可能性もある。その場合だと、二人にいなくなられるとデビッドも庇いきれなくなって困るかもしれないだろ」

「庇う理由がデビッド殿にはないだろう。我々の何を調査しているのかはわからないが、わざわざ王国からこうして仕事として来ているのだ。庇うために来たわけではあるまい」

　鏡のもしもの可能性を、メノウは即答で否定する。だが、メノウの言葉はもっともだった。庇う理由がない。無駄なく仕事をこなすというクルルの言葉からも、その可能性は低かった。

　その時、鏡はふとアリスに視線を向け、「どうする？」と問うように首を傾げる。その視線に気付いたアリスは、少し悩んだ素振りを見せたあと、決心したかのような表情で鏡に頷き返す。それを見て鏡は「よし」と意気込むと──。

「監視されてるなら、逆にこっちが監視してやろう。もし次の報告でアリスが魔族だったって報告した時にまた考えようぜ。今はデビッドを信じてみよう」

　そう言って、「さって、カジノの様子も見られたし、そろそろ俺もクエストをこなしに行くかな」と、先ほどまでの深刻そうな雰囲気はなかったかのように、鏡は背伸びをしながらつぶやいた。

　アリスがデビッドは大丈夫だと信じようと思ったのであれば、鏡はそれを全力でサポートする。それが必ず、魔族と人間の共存の道への前進になる。それ故の行動だった。

　その言葉にメノウは一瞬困ったような表情を見せたが、鏡のその言葉を聞いて嬉しそうな表情を浮かべるアリスを見ると「了解した」とつぶやき、仕方がないとでも言いたげな表情でやれやれと溜め息を吐いた。

　監視はタカコがやると頰を紅潮させながら名乗り出た。もともとカジノ内でのやりとりで接触する機会が多いのと、タカコの身のこなしの良さなら気付かれずに尾行することも可能だろうということで、満場一致でタカコに任せることになった。

　鏡はタカコの名乗り出に、別の意図が含まれているような気がしてならなかったが、そうだったとしても自分は困らないしまあいいかと流した。




　それから一週間。デビッドが王国の諜報員にアリスが魔族だと伝えることは一度たりともなく、全て『不審な行動は見当たりません』と報告するだけだった。
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「圧倒的に…………売り上げが足りない」

　カジノのオープンから一週間が経過した日の昼下がり、鏡は事前に昼休憩を取るタイミングを合わせるように促し、鏡を含めタカコ、クルル、レックス、ティナ、メノウ、アリス、デビッドの八人で、タカコが住宅街の傍らで開いているバーに集まっていた。

　各おの々おのがテーブルに座り、タカコが作った料理を口に運ぶ中、鏡だけが週間の売り上げ表を見て頭を抱えていた。

「来場者数が一日八百人くらいで……総売り上げと稼ぎから人件費と消費物を引いて……純利益が一週間でたったの15ゴールドとか」

　それでも大きな黒字を出せているので稼げているのは間違いなかったが、現状の売り上げのままでは、目標である１万ゴールドを年内に達成するのはどう考えても不可能だった。

　滑り出しは好調だった。カジノオープン後もデビッドに手配してもらい、毎日のように街中でビラ配りを行い、ほかの街に頻繁に行き来するギルドにも依頼し、カジノオープンを国内全体に知らせて集客を図った。その甲斐あってか、この一週間は想定していたよりも大忙しで、猫の手も借りたい状態にまでなった。にもかかわらず、想定していた売り上げとはかけ離れた結果となっている。

「カジノなのに……賭け事での売り上げがそんなに伸びてないのはどういうことなの」

「仕方ないわよ……お客さんと言っても、集まってるのは主に貴族でもなんでもないただの一般市民や冒険者たちがほとんどだもの。貴族が集まったのは初日だけね」

　来場者数は確かに多かった。だが、そのほとんどが冒険者や街の市民で、酒場やバーで飲み食いをするか、カジノ内にある大浴場で湯に浸つかるか、低レートな賭け事で少し遊ぶ程度だった。

　本来そこにお金を落とすべき貴族のような上流階級の者たちはこぞって、「冒険者や一般市民と同じ空間で過ごすなんて……耐えられないわ！」や「くさいなぁ……豚の臭いがするぞ？　こんな下げ賤せんな輩やからが入り浸るカジノに留とどまる理由なんて一つもないなぁ」等と口走り、早々に撤退していった。

「それに賭け事なんだから売り上げに偏りが出るのは仕方がないわよ。お客さんが大きく勝ってしまう日だってもちろんあるんだから」

　タカコの言葉通り、低レートに加えてお客側に勝利の女神が肩入れする日もあり、賭け事での売り上げはバーや酒場と礼拝堂でのグッズ販売を合わせた売り上げに負けていた。

「利益が出てるだけ良かったって考えるべきね。正直私は大赤字を覚悟していたから、むしろよくこれだけ稼げたって思うべきよ。デビッドさんに感謝しなさいよ鏡ちゃん？」

「でもこれってカジノじゃなくてもよかった系ですよね？」

　タカコとティナに言われたくなかった痛いところを突かれ、「うっ！」と鏡は苦しそうな表情を見せる。

「そうだ……福引券。今度は福引券を作ろう！　カジノ施設をご利用の方に配ってカジノのチップを一定枚数プレゼントするっていう発想」

「それって場合によっては大きくマイナスが出るわよ？」

　売り上げが伸び悩んでいるせいか、目に見えて冷静さを失っている鏡を見て、「自分がお店を始めたばかりの頃もこんな感じだったのかしら」と昔を思い出し、タカコは溜め息を吐いた。

「やはりこれ以上の売り上げを望むのであれば、貴族たちをお客として招き入れるほかに方法はありませんな。予想はしていましたがこの手の営業は初めてなもので、まさかここまで貴族が一般市民を嫌うとは思っておりませんでした……私の想定不足です」

　全ての責任は自分にあるとでも言いたげな態度でデビッドは鏡に頭を下げる。

　それを見た鏡は、誰かの責任にするつもりはなかったのにデビッドを追い詰めてしまったような感じがして、「あ……いや、別に、お、俺が悪いし」と、ばつの悪そうな表情を見せた。

「いやでも、あそこまで貴族連中が俺たちを汚物扱いするとはな……ＶＩＰルームみたいなの作るしかないのかな」

「あの方たちは……何かを果たそうと自分から動いているわけでもないのにプライドだけは高いですからね」

　鏡が何気なくつぶやいた言葉で、クルルは過去を思い出すように嫌悪の表情を浮かべた。

「クルルみたいなお姫様でも貴族連中にそういう顔するんだな」

「と、当然です！　民あっての国なのにそれを下賤な輩だなんて……考えられません！　常に民を思っている私たちと一緒にしないでください！」

　考えなしとでも思っていたのかと、クルルは頰を膨らませて鏡に詰め寄る。するとその光景を目の当たりにして、デビッドがどこか満足そうに笑みを浮かべた。

「あー悪い。そういうつもりで言ったんじゃなくてな。それはわかった上で、貴族の連中を良く思わずにはっきりとそう言えるんだなって感心したんだ」

「そ、そうだったんですか？　す、すみません取り乱して」

　鏡も言葉が悪かったと申し訳なさそうな顔をすると、クルルはすぐさま頰を紅潮させ、頭を慌てて下げる。その行動を見て、今度はデビッドがどこか不満そうに表情を歪ゆがませた。

「デビッドさん、さっきから表情が面白すぎるんですが……どうしたんです？」

　すると、その表情を先ほどからジト目でじーっと見ていたティナがすかさず指摘する。

「いえいえ、仮にＶＩＰルームを作った時の問題点などを考えて表情が変わっていただけですよ。決して鏡様に嫉妬しての表情変化ではございません」

　正直なところ、鏡とクルルが仲良さげにしているところを見て、どこか大切な孫娘を奪われたような複雑な気持ちになっていたのだが、デビッドはそう言って上手く誤魔化した。

「でもまあ、ＶＩＰルームを作ったとしてもどれだけ売り上げが伸びるかわからないし……どうすっかな。とにかく想定通りに稼げてない分、俺がモンスターを倒してクエストをこなしまくって足しにしないと。万が一を考えて今以上に稼ぎたいし……となるといったいどこで稼ぐかだが、サルマリアに遠征にでも行った方がいいのかねぇ……」

　治安管理ギルドの依頼は無限にあるわけでもなく、ほかの冒険者たちも受注するため数には限りがある。クエストは主にモンスターが増えすぎた時に発行されるが、かと言って魔族と同じ魔力を周囲に放つブルーデビルの角や、メノウのような魔族を伴って行ってモンスターを大量発生させたところで、すぐにクエストが発行されるわけでもなく、その危険性が認められた場合……つまり、実際にそれによる被害が起きない限りはクエストが発行されることはない。

　メノウやアリスの力を借りて、継続的にモンスターを生み出してクエストを無理やり発行することはできるが、そうなると大もとである魔族の討伐依頼が出される可能性もあり、なにより鏡自身が誰かに被害の起きる状態を作り出したくなかった。

「メノウちゃんにお願いして、ヘルクロウを大量に生産してもらったらいいんじゃない？　あの鳥ってお金が凄くもらえるんじゃなかったかしら？」

　そこでタカコが、以前メノウがヴァルマンの街を襲撃した時に連れていたヘルクロウを思い出し、デビッドに聞こえないように鏡に近付いて耳打ちで提案する。

　だが、既にその考えをした後だったのか、鏡は暗い表情で首を振った。

「それは俺も考えたけど無理らしい。ヘルクロウのスポーンブロックがどこにあるかがわからないんだと。レアモンスターだしなぁ……」

「どういうこと？」

「魔族の放つ魔力ってなくならずに漂うだろ？　それでどこかにあるヘルクロウのスポーンブロックに吸収されて魔王城に集まったのを使ってたらしいんだよ」

　それだけ聞くと、納得したのかタカコは軽く肩をすくめる。

「じゃあもう、何でもいいからモンスターを大量生産してもらって片っ端から倒すとか？」

「それはできるけど……結構非効率なんだよ」

「あらどうして？　無限湧きするんじゃないの？」

「ほら、スポーンブロックって役割終えると砕け散って、ダンジョン内のどっかに新しく生成されるじゃん？　でも、新たにモンスターを生成できるようになるのに一日はかかるらしいんだよ。しかもスポーンブロックがモンスターを生成するためには、それに応じた魔力を吸収しないといけないから、アリスとメノウがいても一体生み出すのに時間がかかる」

　そうだったとしても、現状一番効率良くお金を稼ぐ方法は、メノウとアリスを連れてダンジョンに潜ることだった。だが、そうしたとしても年内に１万ゴールドを稼ぐのは難しい。

「鏡さん、鏡さん」

　そこで、八方塞がりと言わんばかりに困った表情を浮かべる鏡に、アリスが服の袖をくいくいと引っ張りながら声をかける。

「どうしたアリス、タカコちゃん特製のお子様ランチが冷めるぞ？」

「お子様ランチじゃなくてオムライスだよ！　そうじゃなくて……！」

　アリスは茶化そうとする鏡をキッと睨むと、なぜかしょんぼりとした表情になって言おうか言わないか迷った素振りを見せる。何の用なのかと尋ねようかと思ったが、ぱっちりとした特徴的な瞳が数秒ごとに変化する様が面白かったため、鏡は黙ってその様を見届けた。

　暫くしてようやく決心したのか、鏡に耳を貸すように手振りする。すると鏡は、「別に隠すような話でもないんだろう」と溜め息を吐き、仕方がなさそうにアリスの口元へと耳を近付けた。

「ダークドラゴンって……知ってる？」

　そしてアリスの口から放たれた予想外な存在の名に、鏡は目を見開いた。

『ダークドラゴン』。魔王と同等、もしくはそれ以上の力を持つとされている最強のモンスター。この世界のどこかに存在しているといわれている幻の存在。無論、それが本当に存在するかどうかは定かではない。だが、過去に存在し、その目で見たという記録が一部の書物には残っている。

「知ってるけど……それがどうしたんだ？」

　脳内に残る古い記憶を呼び起こしながら、鏡は首を傾げる。

　鏡がその存在を知っていたのは単なる偶然だった。『この世界にはどんなモンスターが存在するのか？』。かつて強くなるための相手を探すのに、モンスターの情報をひたすら集めていた時期があり、その時、行商人が売っていた古い書物に、その名が記されていたのだ。

「もしダークドラゴンを倒せたら……どれくらいのお金になるのかな？」

「知らんがな。まあ……もらえるお金は敵の強さに比例して増えるから、ヘルクロウみたいな特殊なモンスターでなくても最強と謳うたわれるくらいだし、相当な金になるんじゃない？」

　鏡がそう伝えるとアリスは、「むむむ……」っと、顎に手を置いて珍しく思案顔を見せる。

「……それに会えるとしたら……鏡さんはどうする？」

　噓をついている様子もないアリスの表情を見て鏡も真剣な顔つきになり、座っていた椅子から降りて腰を屈かがめ、アリスに視線を合わせる。

「場所……知ってるのか？」

　その問いに、アリスは小さく頷く。

　真面目な表情で確認したのも、魔族を統すべる王の娘であるアリスがその情報を知っていてもおかしくないと思えたからだ。

「地図を出してくれれば、どの辺にいるのかはわかるよ。メノウなら……もっと詳しく知っているんじゃないかな？」

　それを聞いて鏡はメノウに視線を向ける。

「さあ食うがよい。貴様のような下等生物にはもったいない餌だ」

　タカコが作った料理を、メノウの座るテーブルへと雑に運び、汚物でも見るかのような視線を浴びせながらケンタ・ウロスはそう吐き捨てる。対するメノウはもう慣れたのか、最早何も言い返すことなく感情を殺したような涼しい表情を浮かべ、タカコの作った料理を口に運んでいた。

　すっかりケンタ・ウロスになめられているメノウを憐れに思いながらも鏡は、「ちょっとトイレ行こうぜ」とメノウの肩を摑み、バーの外へと連れ出す。

「ダークドラゴンって知ってる？」

　バーを出るや否やすぐさまバーの裏側へと移動し、周囲に人の気配がないのを確認してメノウにそう問いただす。すると、突然呼び出されたことで困惑顔になっていたメノウの顔つきが一瞬にして思案顔となった。

「知ってはいるし……どこにいるとされているかもわかるが、本当にいるかどうかは怪しいぞ」

　メノウはまるで知らない方が身のためとでも言わんばかりに大きく溜め息を吐いた。

「どういうことだ？　見たことないのか？」

「ない。あれに関しては不可解な点が多いのだ。私も魔王城にある書庫で存在を知り、魔王様から軽く教えてもらっただけだが……まず我々魔族も近付いてはならないとされている」

「どうしてだ？」

「その意図を私も明確には知らんのだ。その場所は王都に限りなく近い場所にある故、私は我らの身を案じて魔王様が近付くなと言っていたと考えていたが……とにかく、そこにいるのは知っているが、実際にいることを確かめた者はいない」

　そこまで聞いて鏡は怪け訝げんな表情を浮かべた。王都に近い場所に存在するのであれば、既に誰かがその場所を見つけていてもいいはずだからだ。実際、精確にどの場所をさしているのかはわからないが、鏡も王都周辺なら知り尽くしている。だが、ダークドラゴンのような強力なモンスターが潜むダンジョンは、王都周辺には現存しない。

「それで？　どうしてそんなことを聞いてきたのだ？」

「いや、アリスが場所を知っているって教えてくれてな。倒したらお金になりそうだから倒しに行こうかと」

「やめておいた方がいい。魔王城の書庫にある書物にはダークドラゴンのレベルは５００と書かれていた。だが、それはモンスターとしての基準的な強さがレベル５００相当というだけで、ダークドラゴンという存在の性質や特性によって、その強さは大きく変化する」

「わかってるよそれくらい」

「わかっていないだろう……鏡殿！　ダークドラゴンの強さは……恐らく魔王様に匹敵する。魔王様自身がそうおっしゃっていたのだ」

　その言葉の意味が理解できない鏡ではなかった。実際、魔王と本気で殺し合うとなれば、使えば短い間だけだが基本ステータスが二倍になり、そのあと瀕ひん死し状態に陥る制限解除のスキルを使わなければ鏡でも魔王を倒すことはできない。逆に言えば、それを使えば確実に魔王を倒すことができるが、それは魔王だったらの話だ。

　中には、一度倒すとより強力になって復活するモンスターも存在する。倒せば、周囲に大量の別のモンスターを発生させるモンスターも存在する。もしダークドラゴンがその類であった場合、鏡は間違いなく死ぬ。

　魔王を倒せるのは、鏡が魔王を知っているからだ。でも鏡はダークドラゴンを知らない。いったいどんな特性を持って、どんな攻撃をしてくるのかすら知らない鏡がダークドラゴンに挑むのは、一か八かの可能性で命をかけているようなものだった。

「やめておけ鏡殿……さすがに相手が悪すぎる」

　メノウはよく考えてくれていた。まだ誰にも見つかっていない場所なら、それは見つけられないほどに隠れたところにあるダンジョンである可能性が高い。ダンジョンであれば、ダークドラゴンを倒したとしても、制限解除で動けないところをほかのモンスターに倒される可能性も高い。となれば、ダークドラゴンに挑戦するのは命を失うリスクが高すぎる。

　他人ひと事ごととはいえ、命を失う可能性を一瞬で考慮してくれたメノウに、鏡は少なからず自分のことを大切に思ってくれているのだと感動を覚えた。

「ところが行くんだなぁ」

　でも、結局行くことにした。そう、感動しただけ。

「魔王様を救うためとはいえ、それで鏡殿が死んでしまったら元も子もないであろう！　そうまでして魔王様を救おうとしてくれる気持ちはありがたいが、鏡殿に死なれるのも問題だ！」

　予想外の言葉に鏡は面食らう。てっきり、どんな手段を使ってでも魔王を助けたいと言うと思っていたのに、そうじゃなかったからだ。本当に心配してくれているのがわかるほどに、引きつった顔でメノウは真っ直ぐ視線を向けて鏡を見ている。

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、現状、俺たちが目指すべき魔族と人間の共存の世界を望むなら、金がなければ話にならないだろ？　１万ゴールドがなければ魔王は助からないし、また戦争だって始まっちまう。そうなれば終わりだ」

「しかし……まだほかに方法があるかもしれないだろう」

「かもな、でも恐らく一番金を稼げるのはそこに行くことだ。今回の件で思い直したけど、やっぱり金がなければ何もできないんだ。こういう事態にも対処できない。思い知ったよ、俺たちが目指すべき世界も結局、金がなければどうにもならないんだって」

　メノウには何も言い返せなかった。実際そうだったから。

　この世界において八割が金で何とかできるというのは、元々民衆の間でも言われていたことで、メノウ自身も人間社会の仕組みからそれを察していた。そこで、今回のように金がないとどうしようもない事態が発生したのだ。魔王のために金をなんとしてでも集めようとしてくれている鏡に対して、それを否定する言葉がメノウからは出てこなかった。

「だから、今後のことも考えて金は多く集めておくに越したことないだろ？　きっと今回のこと以外にも金で解決できることは今後絶対増えてくる。王様を説得するにしても、民衆を味方にするにしても、金で強引に解決できるかもしれない。それくらい金の力は絶大なんだ」

　そう言うと、鏡はどこか寂しげな表情を見せた。その言葉で、金がないために用心棒を雇えず、両親を失ったという事実を認めてしまったような気がしたから。

「それに、お金は度外視したとしても、幻って言われてる存在に興味はあるからさ、単純に会ってみたいんだよね」

「……鏡殿、わかった。ならば、このメノウもお供致そう」

「え？　お前もアリスも置いていくけど？」

　本当に連れていくつもりがないのか、まるで、「何を言っているんだお前は？」とでも言いたげな表情を鏡は浮かべる。

「この状況下で急に二人を連れてったら怪しまれるじゃない。監視はデビッドだけじゃないかもしれないんだぜ」

「いや、そうかもしれないが、私がいなければ精確な場所がわからんだろう？　さすがに両方ともなれば怪しまれるかもしれんが、片方だけが鏡殿にお供するのは変なことでもあるまい」

　そう言われて鏡も、「確かにそうか」と納得し、一考する。

「じゃあアリスを連れていこう」

「どれだけ私が嫌なんだ！　絶対にアリス様は連れていかせんぞ！　たとえ魔族だとしても、何があるかわかったものではないからな」

「わかってるよ。冗談だ冗談。まあ……絶対についてくるって言うだろうけどな」

　考えるまでもなくアリスが言うであろう台詞せりふを容易に想像できてしまい、メノウは困った表情を浮かべた。かと言って伝えないままいなくなるわけにもいかず、さてどうするかと二人は頭を抱えながら、タカコのバーへと足を運ぶ。

　バーに戻ると、二人だけで内緒話をしていたのがずっと気になっていたのか、ケンタ・ウロスを除くバーの中にいた全員が鏡とメノウを注視した。

　当然とも言えるその反応を見て、鏡もヤレヤレと溜め息を吐く。

「さっきもちらっと言っていたけど、圧倒的に資金が足りない。このままじゃ目標の年内に１万ゴールドを集めるなんて夢のまた夢だ。一応デビッドに新しくＶＩＰ専用のカジノルームは建造してもらうようにするけど……それでもそれが上手くいく保証もない」

「どうするつもりなんですか？」

「ダンジョンに籠もって金を稼いでくる。行くのは俺とメノウの二人だけな」

　ティナの問いに、鏡はダークドラゴンのことを伏せて話す。デビッドにどうしてダークドラゴンのいる場所を知っているのかを聞かれれば、答えられなかったからだ。

「異議ありだ。僕も行く。勇者として修行もかねてな」

　すると納得いかないと言わんばかりに、レックスが人差し指を鏡に突き付けて異論を唱える。

「ボ、ボクも！　ボクも行くからね鏡さん！」

　続いてアリスも心外だったのか、トテテッと慌ただしく鏡の元へと駆け寄るとピョンピョンと跳ねて同じく異論を唱える。

「わ、私も行きます！　強くなるための修行もつけてもらう……そういう条件ですから！」

　最後にクルルが二人を押しのけ、煌きらびやかな藍色の髪を揺らしながら鏡の目の前に詰め寄った。

　想像していた通りの言葉が三人から放たれ、苦虫を嚙み潰したような表情を鏡は見せる。

　それから、そこが危険なダンジョンであり、とてもじゃないがレベル１００にも満たない連中を連れていけないという事情を話し、実はメノウのレベルが１７６だったという事実も相まって強引に納得してもらう。最後の最後までアリスだけは食い下がったが、「何があるかもわからないし、アリスはカジノの手伝いを頑張ってほしい」という鏡の一言で、アリスはどこか寂しげな表情を浮かべながらも渋々と承諾し、三日後に鏡とメノウの二人でダークドラゴンの元へと出立するのが決まった。
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「鏡さん……歯ブラシは持ちましたか？　回復アイテムはちゃんと昨日のうちに補充しましたか？　干し肉は？　保存のきく食材はしっかりストックしましたか？」

「持った持った。ていうか全部デビッドが用意してくれた」

「本当に忘れ物はないですか？　長旅ですから……確認するなら今のうちですよ？」

　普段であれば行商人が出入りする時以外、管理を行っている門兵しかいないヴァルマンの街の東側の門が、その日は珍しく活気づいていた。

「メノウさんは何か武器を持たなくていいんですか？　鏡さんはいらないでしょうけど」

「私も魔法があるから必要ない。ナイフは果物を切るのに使うので予備も含めて持っていくが、それ以外に武器となりそうなものは持ち運ぶのも不便だし不要だ」

　どこかの良い出自のお嬢様がアメニティグッズを両手に、村人にしか見えない青年にまとわりつき、その傍らには見守るかのように佇たたずむ執事らしき中年の男性。貴族っぽい見た目の金髪の冒険者に、聖職者っぽい妙に色気のある女の子、筋肉ムキムキのごつすぎる武闘家、愛あい嬌きょうのある赤髪の少女とそれに片膝をつく王家の貴族かとも思えるような銀髪の美青年。

　さらには二体のケンタ・ウロスまでもがその環わの中に交じっており、異色すぎるその集まりに門兵が思わず困惑した表情を浮かべる。

「皆大袈裟なんだよ。ここから王都まで歩いて行っても一、二週間だし、往復することを考えても一ヶ月の間いなくなるだけだぞ？　ダンジョンに籠もりっぱなしになるかもしれないけど、頃合いみてちゃんと戻ってくるって」

「何を言っているのよ。私たちのリーダーが旅立とうとしているんだから。こうして見送りに来るのは当然のことじゃない？」

　タカコはそう言いながら女性らしい手ぬぐいに包んだ弁当箱を二つ鏡へと渡す。

　受け取ると鏡は、「リーダーって柄でもないけどな」と、照れくさそうに苦笑いを浮かべた。

「鏡殿、出発の前にどのルートを通って行くかだけは先に決めておこう。昨日は何だかんだ決めている時間がなかったからな」

「そうだな……でもこっから王都付近にまで行くルートなんて数ルートしかないけどな」

　二人はそう言いながら、ティナが旅に出ていた時に使っていたリュックサックよりも一回り大きめのものを背負い、鏡が服のポケットから取り出した地図を覗のぞきこむ。

　本来ならば前日に打ち合わせた上で出発するべきだが、暫くの間カジノを留守にすることになるため、いなくなっても任せられるようにギリギリまで引き継ぎ作業を行っていたせいでその時間が取れなかった。

　メノウは自分がいなくなってもしっかりとカジノの仕事をこなすようにスタッフにあらかじめ指示を出しておくのに時間を使い、元々統括でとくに担当場所のなかった鏡は、カジノに何かあった場合に判断を下すのをタカコとデビッドに任せて、ヴァルマンの街近隣のモンスターを討伐するクエストを片っ端からこなすいつも通りの一日を過ごしていた。

「俺がいなくなってもカジノに一切影響なくて笑うんだけど。これがリーダーって」

「責任者なんてそんなものよ。経営方針やアイデア出しとか、いざという時の判断をするのが大事なんだから。今回だってそうでしょう？」

　何だかんだで、誰よりも真剣に１万ゴールドを集めようと取り組んでいるのは鏡だった。今回のこともそれが一番良いと判断したからの行動だと、タカコは何も言わずとも理解している。

　だから鏡が今回の提案をした時も反対はしなかったし、できることであればサポートしようと鏡が留守の間のカジノの運営も快く引き受けた。

　クルルやレックスも結局はそういう答えにいきついた。普段は何だかんだでクエストをこなす時は同行を許可していたのに、今回はしなかった。そのことから、自分たちを大事に思ってくれての判断なのだと、少し異論は唱えたがすぐに諦めをつけた。

　アリスも同じだ。１万ゴールドを集めるという最終目標のために鏡は頑張ろうとしてくれている。魔族であるため危険はないだろうが、それでも置いていくと判断した鏡に逆らって、旅に同行するのは自分の我わが儘ままでしかないと考え直し、最終的には納得した。

　だが、それでもアリスは鏡の傍で何かの役に立ちたかった。もとをただせば、年内に１万ゴールドを集めなければならなくなったのは鏡のせいではなく、自分がそういう世界を望んだからだ。なのに、ずっと鏡に頼りっぱなしで、ろくに役にも立てずに自分の願いをずっと叶かなえてもらっている現状が、アリスには我慢ならなかった。

「鏡さん……本当に鏡さんがいない間、ボクにやっておいて欲しいことはないの？」

「んー……ないかな。あ、健康でいることかな？　戻ってきた時メノウがうるさそうだから」

　あっけらかんとした表情でそう言う鏡に、アリスは不満げな表情を浮かべる。

「そうふてくされるなよな」

「……だって」

「冗談で言ってるわけじゃないぞ？　今の俺がいるのはアリスのおかげだ。アリスがいるから俺は頑張れるんだ。そんなお前に何かあってみろ、俺のやる気ゼロになっちゃうって」

　鏡はポスッとアリスの頭に手を置くと、なだめるように優しく撫でた。

　だが、いつもであれば明るい笑顔を見せるアリスが珍しく暗い表情のままなのを見て、「仕方ないな」と苦笑いを浮かべると、メノウが背負うリュックサックの中にアメニティグッズを強引に詰め込むクルルを見てニヤニヤとした表情を浮かべるデビッドに視線を向けた。

「どうされましたか？」

　その視線に気付くと、いやらしい顔つきを切り替えてデビッドも鏡へと向き直る。

「タカコちゃんにも昨日頼んだんだけどさ。念のためにあんたにも言っておこうと思ってな」

「ほう？　どんな御用でしょうか？」

「留守の間……アリスのことを頼むわ」

　その言葉にどういう意図が含まれているのかはデビッドにもわからなかった。だが、苦笑いを浮かべたままそう言ってきた鏡の様子から、それは鏡にとって一番優先してほしいお願いであるとデビッドは察する。

　そう、頼みじゃなく願い。何かに遠慮をして、それでもと鏡は自分に願い出ている。それは、親しい者にお願いするのとはまた違う別の意図が含まれている。だが、それでもデビッドならやってくれるという信用があるからこそ放てる言葉だった。それが伝わり、デビッドは思わず「っふ」と、軽く噴き出すようにその場で笑ってしまう。

「わかりました。その願い、我が誇りにかけてお受け致しましょう」

「良かったよ。タカコちゃんだけじゃなくて、あんたにもそう言ってもらえるなら何も心配いらないな。本当に……頼んだぜ？」

　快く引き受けてくれたデビッドの言葉で思わず安あん堵どしたような笑みを浮かべると、鏡はすぐさま踵を返して東門の門兵の元に足を運び、門を開けてもらうように頼んだ。

　それを見て、リュックサックがパンパンではちきれそうになるまでアメニティグッズと回復アイテムの数々をクルルとティナに詰め込まれていたメノウも慌てて後を追う。

「それじゃあ……行ってくる！」

　門兵の手によって開門されると、鏡とメノウは見送ってくれている全員に軽く手を振り、そのまま開かれた門を通って街の周辺に広がる森の中へと入っていった。

　暫くして、モンスターが万が一にも街の中に入り込まないよう、門兵は閉門し始める。

「あの二人、やっぱり歩いて行くんですね。ケンタ・ウロスか馬に乗って行けば良かったのに」

「目的がお金稼ぎだからかしら？　モンスターを倒しながら行くみたいだから、馬とかケンタ・ウロスに乗りながらだと非効率って考えたんでしょうね。いちいち止まらないといけないでしょうし」

　中に生活必需品の入った荷物を背負って森の中を歩いて行く二人の背中を閉門間際に見送りながら、ティナとタカコはそう言葉を交わす。

　二人が乗り物を使わなかったのは、道中にいるモンスターを片っ端から倒すという理由ともう一つ。単純に、二人のレベルであれば乗り物を使うよりも走って移動した方が速いからだった。二人はモンスターの多い危険地帯を通りながら目的地に向かうつもりでいたため、乗り物が突然襲われたりして逆に手間がかかる可能性を考慮しての判断だった。

「随分と……不満そうですな」

　アリスが同行した場合もそれは同じだった。単純に守るべき存在が増えるだけ、逆に足手まといになってしまう。だから不満そうな顔は浮かべても何も言わなかった。役に立つどころか、足を引っ張るのだけは避けたかったから。でも、それならせめて別の何かで役に立ちたかった。鏡がいない間に自分にできることを成し遂げて役に立とうと思った。でも、「健康でいてくれ」なんておとなしくしていろにも聞こえる言葉を吐かれたら、どうしようもない。

　鏡がそんなつもりで言っていないのはわかってはいるが、それでも、ほかの皆のように戦力として数えられていない自分を不甲斐なく思った。

「ボク……皆のように鏡さんの役に立てないのかな？」

「そんなことはありませんぞ？　先ほど、鏡様もおっしゃっていましたがアリス様の存在そのものが皆様のお力になっているのです。アリス様は太陽のように輝いておりますからな」

　デビッドは、「ホッホッホ」とあやすように笑い声をあげる。だが、アリスの表情はそれでも不満そうで、「ふむ」とデビッドは察すると、真剣な表情でアリスに向き合う。

「私はもちろん、ほかの皆様も鏡様がやろうとしていたことをサポートしているにすぎません。そして、サポートをすることだけが役に立つ方法ではありません」

「……どういうこと？」

「時には、鏡様にも気付けなかった方法を提案したり、鏡様も知らないところで成果をあげたり……そうやって、鏡様だけでは辿ることのできない道へと導くのも、一つの方法でございますよ」

　その手段は自分が知る限りでたくさんあると言わんばかりにデビッドが微笑を浮かべると、不満そうだったアリスの表情が思案顔へと変わる。

「たとえばそうですな……アリス様のような方に商品を買って欲しいと言われたら、ついつい私なら買ってしまいそうですなぁ」

「ボクが売り子をするの？」

「ええ。折角生まれながらにして素晴らしい武器を持っているのです。その武器を最大限に活かす方法を考えればいいのですよ」

「武器って言われても……ボクわからないよ」

「はっはっは！　タカコ殿が聞いたらプッツンしてしまいそうな言葉ですなぁ！　わからないのであれば、実際にやってみればいいのです。成果をあげれば、おのずと見えてくるでしょう。僭せん越えつながら、そのサポートをさせていただけませんか？」

　名前を呼ばれたような気がしてタカコが一瞬こちらを見るが、デビッドはすかさず視線を逸らして冷や汗を垂らす。

「それに武器を持っていなかったとしても、役に立てる方法はあります。今回のメノウ様のように、いつか横に並べるように努力することも、一つの方法です。今のレックス様やクルル様のようにです。決して……今できることだけが大切なのではないのですよ？」

「……役に立てる自分になる？」

　自分で確認するように繰り返しつぶやいて、レックスとクルルが修行していた時も、ポーションを運ぶことでしか貢献できなかったことを思い出し、アリスはハッとした表情を見せる。

　今までずっと鏡に守られっぱなしだった。今まで何かあれば、「危険だから」と戦いの場から遠ざけられていた。それは、自分に力がなかったからだ。自分に力がないからこそ、自分の力の範囲でできることだけをいつも探して行動していた。

　力がなくて役に立たないのなら、力をつければいいのだ。今できる範囲のことをやりながら、そのできることを少しずつ増やしていけばいい。鏡という大きな頼りがいのある存在と傍にいることで、見失っていた根本的な大切な何かを思い出した。

　それと同時に、これはいい機会なのかもしれないと思い直した。鏡に頼りっぱなしだった自分が、鏡がいなくても立派にやれて、成長して、鏡に見直してもらうチャンスだと。

「ありがとう。デビッドさん」

　それに気付いて、不満そうな表情を浮かべていたアリスの顔に、いつもの太陽のような明るい笑顔が戻り、それを見て、デビッドは満足そうに笑顔を浮かべる。

　そして、アリスはこうしてはいられないと言わんばかりの勢いで突然駆け出すと、いまだに寂しげな表情で門を見つめるクルルの元へと一直線に向かった。

「クルルさん、クルルさん！」

「え？　は、はい？　どうしました？」

　慌ただしい様子で突然服の裾を引っ張ってきたアリスを見て、クルルは困惑した表情を見せる。アリスも、いざクルルを目の前にして少し言いにくそうに声を籠もらせるが、暫くして意を決したような表情を見せると──、

「ボクに……魔法を教えて欲しいんだ！」

　真剣な表情で、真っ直ぐに視線をクルルに合わせながらそう言った。
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「沢山本を読んで知識を蓄えることはとても大事です。そして、魔法のイメージを固められるようになって初めて門の前に立ったと言えます。アリスちゃんはもっともっと多くの知識を蓄えてください」

「うん、わかったよクルルさん」

　カジノ内の休憩所の傍にある会議室内の黒板に書かれた、「魔法とは？」という文字と共に描かれた図式にパチンッと指示棒が当てられる。

　得意げな表情で指示棒を持つクルルの前で、レックスとアリスが会議用の机に本を置いてクルルの話に耳を傾けていた。会議室の傍らにはデビッドが見守るようにして立っている。

　鏡が旅に出てから、十日が経過した。

　カジノの経営は、１万ゴールドの目標を達成させるほどの勢いではないとはいえ、順調に成果を伸ばしていた。デビッドとタカコによる集客施策のおかげで、既に鏡が旅立つ前より倍以上の来訪者がカジノを訪れている。二人が行った集客施策はたったの二つ。招待状による優待券を各地に配ることと、この街のあらゆる施設と提携を組むことだった。

　カジノを訪れるということは、ヴァルマンの街を訪れるということに等しい。それはつまり街全体に有益なことであり、訪れた客が自分の店へと足を運ぶとなれば、それは街に店を構える者たちにとっても願ってもないことだった。そこに目をつけてデビッドは街のあらゆる施設や店に協力を要請し、街ぐるみで人が訪れるように施策をうった。

　街の各宿泊施設にはカジノ内の大浴場を半額で利用できる優待券を配ってもらい、逆に大浴場を利用した客には各宿泊施設で使える優待券を配布した。

　それだけではなく本来ならライバル店として扱われるはずの街の各酒場やバーには、利用すればカジノ内の酒場とバーで割引を受けられる優待券を配ってもらうように促し、逆にカジノ側の施設を利用すれば、街の酒場やバーで使える優待券を配布した。

　その成果あってか、カジノはもちろん、街にある酒場やバーも循環するように人で溢れ、ほぼ全ての宿屋が埋まり、寝床を確保できなかった来訪者たちが教会に押し入るほどにまでなった。

　さらにはその現状に目をつけたタカコが、元々空いていたヴァルマンの街の土地をカジノの売上金の一部を使って次々に購入し、そこに宿屋を建設してさらなる利益をあげようと試みている。

　しかしそれでもヴァルマンの街の土地の広さには限界がある。このままではいずれどこかで人を受け入れきれなくなって伸び悩むだろうと考えたデビッドは、ヴァルマンの街を管理している街長の元へと足を運び、冒険者を雇って護衛をさせつつ、建設業を営んでいる職人たちを雇ってヴァルマンの街の土地を広げようとあらゆる場所で工事を行っている。

　鏡から決定権を譲られて、見事な手腕を見せる二人に対し、思わずティナが、「鏡さんの存在意義とは」と嘲笑してしまうほどに順調だった。

「ところで……どうして今日はレックスさんまでいるんですか？」

「元々僕も魔法は覚えたかったのさ。身体を強くすることばかりに時間を割いてまともに書物を読んでこなかったんでな。折角勇者として生まれて、魔力を多く持っていたとしても、使えなくては意味がない。魔力を応用した剣技なら一つ使えるが」

　それを聞いてクルルとアリスは別に叫ばなくても使える例の必殺技を脳裏に思い浮かべる。

　成果だけを聞くと忙しく慌ただしい状況のように聞こえるがそんなことはなく、人員を上手く扱うことで一同は以前と変わらない日々を送っていた。こうして、仕事が始まる前の時間を使ってアリスに向けた魔法の授業を行えるほどには余裕もあった。

　というのもデビッドが、「人員を上手く扱えてこそ経営者というものです。ホッホッホ」と、鏡が聞いたら引き籠もってしまいそうな言葉で余裕の笑みを浮かべ、労働力にかけるコストを惜しまず、巧みに管理しているが故だった。

「魔法のイメージか……クルルがよく使っていた氷の刃を飛ばす魔法は、どんなふうにイメージして使っているんだ？」

「そうですね……冷気の粒をイメージして、後は鋭利になるように体内の魔力の流れを操作してそれをどんどん重ねていって形成します。慣れれば簡単ですよ？」

　何食わぬ顔で難しいことを言うクルルを見てレックスは、「そ、そうか」と理解していない様子で薦められた魔導書に視線を移し、先の長い道のりだと表情を歪ませた。

　同じくアリスも自分には到底できそうにないと感じたからか、魔導書を両手に持ちながら机に突っ伏して溜め息を吐く。

「魔法は魔力を消費して扱える力です。魔力があるなら後は努力次第でいつか必ず使えるはずですよ？　鏡さんのように……スキルで強引に力を封じられてなかったらですけど」

　クルルは得意げにそう言うが、二人にはいまいちピンとこなかった。

　クルルの言葉は裏を返せば、魔力を多く持っていたとしても、それを扱うための知識と技量がなければ宝の持ち腐れということになる。実際、魔族のアリスも勇者のレックスも魔力はほかの冒険者に比べて多く所持しているが、ほとんど使えていない。

　レックスが使う『聖せい雷らい・剛ごう烈れつ波は斬ざん』も魔力を使用するが、どちらかというとあれは魔力よりも体力の消費が激しいため、魔力を上手く扱っているとは言い難かった。

　アリスもこの十日間、クルルの指示通りに沢山の魔導書を読んでいたが、いまいち魔力の操作の仕方がわからず、なんの成果もあげられずにいた。

　魔族の魔力と人間の魔力は質の違う別物だから？　という疑念もあったが、タカコが言うに、魔族の魔力はスポーンブロックからモンスターを生成させる追加要素があるだけで、そんなに本質は変わらないとのことだった。

　魔力を使用して魔法を発動する原理は人間も魔族も同じだ。魔力はただの燃料にすぎず、メノウの魔法から魔族の魔力を感じ取れないのもそのためだ。魔法になる頃には魔力は消費されているからである。要はクルルの言う通り魔力を扱う知識と技量があるかどうかだった。

「ボク……才能ないのかな」

「そんなことはありません。クルル様がおっしゃった通り、魔力があるのであれば必ずアリス様にも使えるようになるはずです」

　机に突っ伏すアリスを見て、デビッドが諭すように声をかける。

「でも、もう十日もたつのに何もできてないんだよ？」

「魔法はそんな簡単に使える力ではありません。ですが、少なくとも知識はしっかりとアリス様の中に蓄積されているはずです。めげずに続けることが大切なのですよ」

「そっか……そうだよね」

　諦めないように声援を送ってくれるデビッドに対し、アリスは「うん、頑張ってみるよ！」と元気に返事をすると、再びクルルに渡された魔導書へと目を向けた。

　その様子を見て、デビッドは満足そうに笑顔を浮かべる。

「では一つアドバイスを致しましょう。まず一つだけ使いたい魔法を覚えるのです。そこから魔法の扱い方のコツを摑めば、きっと道が広がるでしょう」

「使いたい……魔法？」

「はい。アリス様は最初に、どんな魔法を使えるようになりたいのですかな？」

　アリスの中でその答えは既に決まっていたのか、デビッドのその問いを聞いてすぐアリスは言うのが照れ臭いのか誤魔化すように笑顔を浮かべた。

　メノウのように戦いのサポートができる攻撃魔法も覚えたかったが、サルマリアでの一戦の時に感じた辛さ、レックスとクルルが修行していた時のことを思い出して、一番優先して覚えたい魔法がすぐに脳裏をよぎる。

「ボク、回復魔法を使えるようになりたい。皆が苦しんでいたら……助けてあげたいんだ！」

　大切な人に何かあった時、少しでもその辛さを和らげてあげたいと思えたからこその答えだった。そしてなぜかその答えに、デビッドは面喰らったような顔を一瞬見せるが、すぐに表情を和らげると、「……それは素晴らしい選択ですな」とつぶやいて再び笑みを浮かべる。

「おっと？　そろそろ業務開始の時間ですな。レックス様、クルル様、アリス様もそろそろ準備をなさってください」

「む……もうそんな時間か、真しん・剛ごう天てん地ち白はく雷らい砲ほうはまた今度だな」

「……何ですかなレックス様？　その真・剛なんたらとは」

「僕の新しい必殺技の名称だ。次は剣技ではなく魔法のな」

　完成形をイメージして思わず笑みを浮かべるレックスを見て、デビッドは、「あ、さようですか」と言って会議室を出る。それに続く形でクルルとアリスもかわいそうな人を見てしまったかのような表情を浮かべながら、会議室をあとにした。
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「き……来たぁ！　来たぞ！　アリスちゃんだぁぁぁ！」

「勝利の女神がいらっしゃったぞ！　勝てる……今黒に全部入れれば勝てるはずだ！」

「あ、アリスたんは……ぼ、ボキを勝利に導くために来たんだな……はふ、はふはひ、でゅふでゅふぃぬるこぽぉおおおお！」

　太陽が真上に昇ると同時に、遊技場内は昼食を取るために人が一時的に少なくなる。そんな人の少ない静けさの漂っていた空間に、一瞬にして賑にぎわいと活気が戻った。

「アリスちゃん！　この開運グッズをくれ！」

「はい！　二つで８７０ブロンズです」

「アリスちゃん、俺はコーヒー頼む。いやぁーアリスちゃん見ると負けてても気分晴れるわ」

「そう言ってくれると嬉しいな！　すぐにコーヒー入れるね」

　アリスはデビッドの提案で、カジノのイメージマスコットとしてだけではなく、売り子として働くようになっていた。元々、マスコットとしての集客効果を望まれていたが、どうせならということでティナに押し付けられていた開運グッズの販売や、ドリンクを提供するサービス等をしている。

　結果、通常の客はもちろん、リピーターとなっている来訪者がこぞって毎回お金を落としていくようになった。魔族とはいえ、アリスが端麗な容姿をしている美少女であるのと、元から持ち合わせていた愛想の良さが男女問わず客の人気を集めていた。

　何事にも一生懸命に取り組もうとする姿勢が好印象なようで、変なファンもできつつ、貴族を含む様々な来訪者から気に入られている。

　全く嫌そうな表情をせず、むしろ嬉しそうに来訪者に向けたフリードリンクを提供することから、遊技場内にあるドリンクカウンターで注文をせずにわざわざアリスに頼む客もいるほどだ。

「アリスたん……はぁはぁ……ぼ、ボキは、ボキは……き、君のその……ふひ、ふひひひ、な、なにするの？　え？　あ、あぁぁぁアリスたあぁぁぁん！」

　その時、息を荒くしながら手をわきわき動かし、アリスに近付こうとしていた太めの男性がその付近にいた力自慢のスタッフ二人の手によって外へと連行された。

　基本的にアリスの売り歩きは遊技場内に限らず、カジノ内の各場所で行っている。「まだ幼いアリスが一人で出歩くのは危険ではないか？」というレックスの懸念もあったが、変な輩がアリスに付きまとおうとすると、現地にいる各スタッフがすかさず守ってくれていた。

「アリスちゃん……愛嬌を振りまくのはいいですけど、もう少し身を固めてくださいね？」

「そうだぜアリ公。お前、ただでさえ変なファンが増えてんだからな」

「う、うん。ありがとう二人共」

　そう言って、アリスは心配して駆け寄ってくれたディーラーを務める女性スタッフと男性スタッフにお日様のような笑顔を向ける。

　その顔を見て、二人のスタッフは思わず頰を緩ませた。

　アリスは来訪者だけでなく、スタッフからも気に入られている。重い荷物を運ぼうとしていれば代わりに運ぼうとし、顔を見かければほとんどのスタッフが声をかけてくるほどだ。

　そのおかげで、アリスも安心してカジノで売り上げ貢献の手伝いができていた。

　魔族であるアリスが、人間に支えられて働く姿に、タカコはどこか満足げな表情を浮かべて見守り、アリス自身も、夢へと着実に近付いているのを実感できる仕事にやりがいを感じていた。

　だが同時に怖くもあった。

　今、自分を快く思ってくれているのは周囲が自分を人間と認識しているからだ。「もし、魔族だとばれた時……どんな掌てのひら返しを受けるのか？」と不安を抱き、鏡に買ってもらった角を隠すためのリボンをきつく締めなおす。

　そして考えれば考えるほどに、自分が魔族であることをハッキリと目にしたデビッドが、以前と変わらない態度で接してくれることがアリスは気になっていた。

「やっておりますなアリス様」

「あ、デビッドさん！」

　カジノの酒場エリアの外側にある通路を、売り歩き用の荷車を押してアリスが歩いていると、たまたま通りかかったデビッドと出くわした。

「ホッホッホ、目もく論ろ見み通り順調のようですな。ファンらしき人物から送られた手紙のようなものもお持ちのようですし」

「うん。この街の人かな？　いつも来てくれている人たちが渡してくれたんだ！　帰ってから読むのが楽しみだよ」

　そう言って、アリスは嬉しそうに笑みを浮かべる。

「ところでデビッドさんはどうしたの？」

「こちら側でいくつか切らしてしまった品がありましてな。もしかしたら搬入品がタカコ様の方に偏って納品されていないかを確認しに行くところでございます」

「そっか。お客さんたくさん来てるから消費も激しいんだね……レックスさんたちは？」

「レックス様とクルル様は厨房で大活躍してらっしゃいますよ。酒場で暴れる冒険者がいればレックス様が制止し、怪我けがをしたスタッフがいればクルル様が治療したりと」

　想像して、思っていた以上に壮絶な現場になっているのだなと、売り子をしている自分はそこそこ幸せな立場にあるのだなと改めて実感し、アリスは苦笑する。

「それもこれもタカコ様のアイデアのおかげです」

「アイデア？」

「仮面をつけて顔を隠すというアイデアですよ。レックス様とクルル様は人前に顔を出すには少し有名すぎますからな。おかげで人目を気にせずに働けています」

　そのアイデアを聞いて、アリスは以前、うっかり間違えてタカコが経営するバーではなく、クラブＧＡＣＨＩ★ＭＵＣＨＩの方に入ってしまい、そこにいたとんでもない人たちが全員仮面をつけていたのを思い出した。直後、ぶんぶんっと頭かぶりを振ってすぐさま記憶を抹消する。

「ソ、ソウナンダー。あ、そういえばティナさんは？　酒場を手伝うって言ってたけど」

「ティナ様にはこのカジノ全域の医療班として働いてもらってます。色々な人が集まりますからどこで怪我をされているかわかりませんので。少々お皿を割りすぎるとか、そういう理由で別の働きをしてもらっているのではないのですよ？」

　それを聞いてアリスは再び苦笑する。

「そうだ！　タカコさんのところに搬入物を取りに行くのならボクも手伝うよ。この売り歩き用の荷車に載せれば簡単に運べるし」

「おやおや、これは助かります。ちょうど人手が足りなくて困っていたところです。それでは、早速参りましょうか」

「うん！」

　アリスの返事を聞くと、デビッドはタカコのいるバーのエリアへと移動を始める。

　それを見てアリスは売り歩き用の荷車を押して、歩幅の違うデビッドの背後をトコトコと懸命についていくが、すぐにデビッドがその様子に気付くと、歩幅をアリスに合わせてニコッと柔らかい笑みを浮かべた。

　そんなデビッドの行動を見て、アリスは少しだけ不安げな表情を見せる。

「ねぇデビッドさん……一つだけ教えて欲しいことがあるんだ」

「おや？　なんでしょうか？」

「どうして……黙ってくれているの？」

　そして、不安な気持ちを抑えながらも、アリスはずっと気になってはいたものの深くは聞かずにいたことを言葉にした。単純に、アリスがデビッドとはこれからも正直に向き合って接していきたいと、思えたが故の行動だった。

「はて……なんのことでございましょうか？」

　だが、デビッドは歩を止めることなく、何食わぬ表情で言葉を返す。

「誤魔化さないで欲しいんだ。デビッドさんは気付いているんでしょう？　ボクが……その、普通とは違う存在ってこと」

　周囲にちらほらと滞在する来訪者を置き去りに、緊迫した空気をまとわせながら、二人はバーのエリアに続く通路を歩き続ける。

「不安……なのですかな？」

　アリスの問いに、無表情のまま暫く何も答え返そうとはしなかったが、そこでようやくデビッドは顔を向けずにそうつぶやく。

「不安だよ……本当ならボクは倒さなければならない敵のはずだから」

「確かにそうかもしれません。私も、最初に知った時は倒すべき敵と思っておりましたから」

「……今は？」

　アリスがおそるおそるデビッドの顔を窺うと、デビッドはようやくアリスに向き合って立ち止まり、柔らかい笑みを浮かべる。

「アリス様は魔族という一言で片付けるにはあまりにも惜しい人格者だ。少なくとも私は、ここ暫くの時間を共に過ごさせていただき……そう思いました。私がアリス様を軽蔑しているのではと不安に思っているのなら、それは違うと先にはっきり申しあげておきましょう」

「……デビッドさん」

「何より、あなたはクルル様が認めたクルル様の大切なご友人です。そして、私から見てもアリス様は素晴らしい方であると思っております。軽蔑どころか尊敬するほどに……あなたは優しく、誰よりも真っ直ぐだ……私が知る多くの人間よりもです」

　本当はどこか快く思っていないのではないかと不安になっていた心の棘が剝がれ落ち、アリスは頰を緩ませる。自然と足取りも軽くなったように感じた。

「あなたが何者なのかなど、関係ないのですよ。アリス様はアリス様なのですから」

「うん、ありがとうデビッドさん！　でも、一つだけ間違ってることがあるよ」

「ほ？　何ですかな？」

「クルルさんだけじゃなくて、デビッドさんもボクの大切な友人だよ」

「ほ！　これは嬉しい限りですなぁ……！　力が湧いてくるようです！」

　本当に真剣に悩んで不安に思っていたのだろう。それがわかってしまうほどに、先ほどまで浮かべていた笑顔とは比較にならないほどに嬉しそうな満面の笑顔を見せるアリスに、デビッドは昔、クルルに初めて笑顔を向けられた時のことを、少しだけ思い出した。
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「大変だメノウ！　俺、凄いことに気付いちゃった！」

「どうしたんだ鏡殿？　いきなり血相をかえて」

「お前との旅、全然楽しくない」

「なるほど……それは辛いな。主に言われた私が」

　目的地であった王都周辺の地。王都から南側に真っ直ぐ向かった場所にある小さな森の奥深くで、鏡が今更すぎることを驚きょう愕がくの表情を浮かべながら叫ぶ。

　ヴァルマンの街を離れてから十日が経過し、鏡とメノウの二人はようやく目的地に辿り着いていた。通称、『聖の森』。王都周辺に広がる平原を彷徨さまようモンスターたちが、隠れ家にしているスポットの一つで、レベル５から20付近の比較的弱いモンスターが集う場所である。

　そして遙か昔、鏡も強くなるために何度も足を運んだ場所でもあった。

「この十日間必要最小限の会話しかしてないぞ俺たち。『モンスターが出たぞ！』とか『そろそろ休憩しよう』とか『私に任せろ！』とか『こっちだ』とかしかメノウ喋ってないからね？　休憩の時とか俺が話し掛けても、『ああ』とか『そうだな』しか言わねえし！」

「いやしかし……特に喋ることもなかったのでな。今更聞きたいこともないし」

「もっと話せることあるだろ！　メノウの昔のこととか！　アリスだったらもっとこう……『ねぇねぇ鏡さん？　あれ何あれ何？』とか『鏡さん！　ボクねボクね！』ってな感じで楽しそうに何でも話すというのに。メノウの達観ぶりに俺はとてもがっかりだよ。０点」

「す……すまない」

　別に会話がなくても全然気になっていなかったどころか、楽しいとさえ思っていたメノウは少ししょんぼりとした表情を見せる。

　その反応を少し面白く感じた鏡は微笑を浮かべ、「ま、でもそれがメノウらしいってことなのかもな」と溜め息を吐くと、近くにあった手頃なサイズの岩の上に座る。

「それより……目的地に着いたっぽいけど、本当にこの森の中にあるのか？」

「ああ、魔王城の書庫にあった書物に記された場所はこの地点のはずだ。王都の南側に広がる小さな森の中央。そこがダンジョンの入り口になっているはずだが」

　聖の森に到着したのは今朝のことだった。ようやく着いたと二人は気を楽にするが、半日たった今でも、この森のどこかにあるはずのダンジョンの入り口を見つけられていない。

　何度かモンスターに襲われながらも、二人はこの森の中をほぼ隅々まで探し回った。だが、ダンジョンの入り口と思おぼしき場所は見当たらなかったのだ。

「よっぽど入り口が小さいか……そもそも、その情報が間違っているかだな」

「馬鹿な……魔王城に古くから伝わる書物だぞ？　噓の情報が記述されていたというのか？」

「だってな……ここ、聖の森だぜ？　王都付近にいるモンスターが隠れ家にしているスポットの中でも、特に弱いモンスターが集まり、その数も少ない場所だ。俺も昔、足を運んでいた時期があったけど、そんな凄いダンジョンがあるような場所じゃないぜ？　見たことも聞いたこともない。出現するモンスターが弱いことから、腕を上げるために訪れる冒険者も少なくないしな」

　言われて、メノウは困惑した表情を見せた。

　メノウの記憶では確かに、王都から南側に存在する小さな森の中央に、バツ印が描かれていた。魔王本人にも確認し、あのエステラーさえもその存在を認めた場所だった。

　だが、一日かけてその場所を鏡と探し歩いたが、見当たらない。見当たらないどころかモンスターとさえ一、二回ほどしか遭遇しなかった。

　ただただ、道中で得たお金が肩にのしかかって重いだけだ。何度か街に寄って、治安管理ギルドの銀行に預けたりしているはずなのに、それでもモンスターと遭遇するだけ増えるため、歩く度にジャラジャラと金貨同士がこすれる音が響き渡る。

「どうする？　ここから一番近い街に戻るか？　さすがに王都は万が一私が魔族であることがばれた場合を考えて勘弁願いたいが」

「んー……あともうちょっとだけ探してみるか。どっか見落としているかもしんないしさ」

　調べていなかった木の陰や、草を搔き分けて念入りに調べてみようと鏡は行動を開始する。

　それから三時間、鏡とメノウの二人は徹底的に聖の森を調べたが、やはりダンジョンらしき入り口は見当たらず、それらしき怪しい場所の情報も得ることができなかった。







[image: ]







　日が落ちて周囲はすっかり暗くなり、月と星が暗闇を照らす空間の中、鏡とメノウは岩の上に腰を掛けてげんなりとしていた。

「こんだけ探し回って何も見つからないとか……すぐ戻るつもりが時間かけすぎたな」

「むぅ……どうする鏡殿？　今から戻れば深夜になってしまうが、一度街に向かってまた明日にでも来るか？　野宿をするつもりなら見張りをやるが」

「王都ならともかく、街の方になると結構距離あるしな……今日探し回って成果のなかった場所に時間かけてまた来るのもなんかな」

「なら野宿だな。明日の朝にでもまた探すとしよう。……こう時間をかけてしまっているのは私の情報が曖昧だったせいだ。モンスターに襲われないよう見張りをするのは任せて欲しい」

「いや、仲間なんだしこういうのは一いち蓮れん托たく生しょうだろ？　三時間交代で休憩しよう。メノウも疲れてるだろうしそんなの気にすんなよな」

　鏡は背負っていた荷物を降ろし、こういうことがあった時のためにと、あらかじめタカコに持たされていた寝袋を取り出して野営の準備を行う。

「すまない鏡殿。ならば、お言葉に甘えさせていただく」

「いいっていいって。それより、もっと小粋なトークができるようになってくれ」

「ああ……努力しよう」

　何も気にしていないのか用意した寝袋にすぐにくるまって笑顔を浮かべる鏡を見て、メノウも柔らかい笑みを返す。そんなメノウの表情を見て満足したのか、鏡もリラックスした様子で寝転がりながら、夜空へと視線を向けた。

「しかし……本当にこの森にいるのかねえ？　メノウが見たって書物がでたらめって可能性もあるんだろ？　噓が書かれてたんならどうしようもなくないか？」

「いや……この周辺にダークドラゴンが存在するダンジョンがあるのは間違いないはずだ」

「なんでそう言いきれるんだ？」

「書物に記された場所を魔王様に確認した時のことだ。魔王様自身、そのダンジョンに足を運んだことはないと言っていたが……ある地点にとてつもない何かがいるとおっしゃっていた。それはちょうど、書物に記された場所辺りであると言っていた」

　その時のことを思い出してか、メノウは表情を曇らせる。

「何を感知して言ってるんだそれ？」

「わからん……私にも何を感じ取って言っているのかわからないのだ。エステラーもそれに気付いている様子だった。魔王様やエステラーほどの強力な力を持つ存在でないと感じ取れない何かなのかもしれない」

　それを聞いて鏡は、力がなくて感知できないのであれば、自分に感知できないのはおかしいと苦笑する。

「どっちにしたって俺たちには感知できないわけだし、どうしようもないな。どっかにそりゃいるんだろうけど、その場所に行けないんじゃいたとしても意味ないし」

「私が感知できればその場所の入り口を探し当てられたのだろうが……すまない」

「書物には、この森にあるって以外に、明確な場所は記されてなかったのか？」

「この森の中央に印がついているだけだった。だが書物にはそこにダークドラゴンがいるとハッキリと書かれていた」

「聖の森の中央に印ねぇ……」

　鏡は夜空に目を向けながら思案顔を浮かべる。

　確実にいると記述されているのに、おおまかに聖の森に印がついているだけという事実にどうにも鏡は引っ掛かった。

　王都の書庫にも、どのモンスターがどこに生息し、どのダンジョンにいるかを記した書物はあるが、普通、そういった書物は地図上だけではなく、どこにそのダンジョンの入り口があるかなども詳細に記載される。

　元々、聖の森にダンジョンがあるという情報を人間は知らないため、魔族が作る書物は人間が作った書物のようにそこまで詳細に情報を記さないだけかもしれなかったが、それでも入り口の目安くらいは書いてもよいはずだった。

「手抜きか？　いや……待てよ？」

　だがすぐに、脳内で微妙に引っ掛かっていたものに気付き、鏡は跳ねるように寝袋から身体を起こした。

「突然どうした鏡殿？　そんな血相を変えて」

「もしかしてだよ？　もしかしてなんだけど……」

　よく考えれば、この二つの情報は変に辻つじ褄つまが合っていた。そもそも、よく出入りする人間がこの聖の森にダンジョンはないと認識しているという情報。そして、精確な場所はわからないが、この聖の森にダンジョンが存在し、ダークドラゴンがいるとされている情報。相反しているように見せかけて、この二つの情報は重ね合わせられる。

「そもそもダークドラゴンがいるダンジョンへの入り口が……ないんじゃないか？」

「どういうことだ？」

「いや、ダークドラゴンが幻とされてるのって、最初に見つけたって人以外、誰にも見つけられてないからじゃん？　実際、この聖の森に来る連中がダンジョンを見つけた情報なんてないしさ」

「それはそうなのだろうが……それがどうしてダンジョンの入り口がないことに繫がるのだ？」

「ダンジョンが見つけられないのはそもそも入り口がないからだ。そんでメノウが読んだって書物にダークドラゴンがいるダンジョンへの入り口が大雑把にこの森って記してあるのも、そもそも入り口がないからこの森だってこと以外に書きようがなかったからじゃないか？」

「馬鹿な……入り口のないダンジョンなどありえるのか？　なら、ダークドラゴンを最初に見つけたという者はいったいどうやってそのダンジョンに？」

　そう言われて鏡は、「うーん」と唸って考える。そもそも入り口がないのであれば、そのダンジョンの存在に気付くことはできない。だが、魔王とエステラーがここにいると言っていた事実と、書物にこの森であると記された情報が偽りであるとも思えない。

「特殊な方法で行ける場所なのか……それか見えてないだけなのか」

「特殊な方法か、そうであればお手上げだな。見えてないだけであれば……まさかとは思うが地中の奥深くにダンジョンが隠れている……とか？」

「それだ！　地下深くにあるダンジョンなのかもしれないぞ？　まだ寝るにはちょっと早いし、掘ってみようぜ」

　鏡は試す価値はあると判断し、腕をぐるぐると回すと地面へと手を当てる。

「ま、待て鏡殿。そんな当てずっぽうに地面を掘って意味があるのか？」

「一応ここ、聖の森の中心あたりだし……掘るならここでいいだろ。どこにありそうかなんて目星つけられそうにないし」

「むぅ……そうだな。しかしどうやって掘るのだ？」

「……素手？」

「鏡殿はなぜかそれでいけそうな気はするが、私は素手だとなかなかきついのだが？」

　だが特に穴を掘るための道具を持ち合わせていなかったため、ティナに手当て用に詰めこまれて持たされていた布を手に巻き付けて二人は手で地面を掘ることにした。

　鏡はほぼ力業でモグラのように地面を掘り進め、メノウの番になると時折爆破魔法を使って地面を掘り進める。そして二人は掘っている途中でモンスターに襲われないよう、交代で見張りをしながら数十分かけて地面を掘り続けた。

「……これは」

　そして、８メートルほどの深さを掘り進んだところで、順番で地面を掘っていたメノウの手が止まる。

「鏡殿！　下りて来てくれ！」

「どうしたんだ？　さっき交代したばかりだろ？」

「いいから下りて来てくれ！」

　血相を変えて叫ぶメノウの様子を異常に思い、鏡は８メートルほどの深さのある円形に掘った穴の中へと飛び降りる。

「これを見てくれ」

　鏡が穴の中へと飛び降りてすぐ、メノウは驚愕した表情を浮かべて足元に爆破魔法を放ち、ザックリと地面を掘り下げた。

「……まじかよ」

　すると、何事かと困惑した表情を浮かべていた鏡もすぐに驚愕した表情へと変化する。

　爆破魔法によって掘り下げられて開いた穴が、まるで再生するかのように周囲から土塊が溢れて盛り上がり、これ以上は進ませないと言わんばかりに穴が塞がったからだ。

「どういうことなんだ……これ？」

　目の前で起きた謎の現象を目の当たりにした瞬間、鏡は妙な違和感を抱いた。鏡は知っていた。まるでそうなるように仕組まれたかのようなこの感覚を。

「わからん。掘っても掘っても再生する。まるで……これ以上は進むなと言われているかのようだ」

「そりゃ見たらわかるけどさ。これどういう仕組みでこんなふうになってんの？」

「私に聞かれてもわかるわけがなかろう。我々には理解できない魔法……もしくはその類の何かであろうな」

「魔法……ねえ」

　だが、地面が盛り上がる瞬間に魔法の発動時に感じられるはずの魔力は感じられなかった。しかし、それ以外に解釈のしようもない。鏡にはそれがまるで、ステータスウインドウの存在と同じように、「そういうものだから」と無理やり納得させようとしているようにも見えて、少し気分が悪くなった。

「土が売れたら金持ちにもなれるんだろうけどな……使い道ないし」

「……しかしこれは、どこで穴を掘っても、この深さにまでくればこうなるのだろうか？」

「いや、ならない。昔、自分よりも高レベルのでかいモンスターを倒すために、今よりも深い落とし穴を掘って倒したことがあるから。効率悪すぎて二度とやらねえってなったけど」

「敵を倒すために落とし穴……それだけレベル差があったのか？」

「いや、一つしか変わらなかったけどさ、相手のレベルが上なら経験値入るし……その頃はまだレベルも低かったから。一人だったし、何より村人だし」

　嫌な何かを思い出したのか、鏡の表情が少しずつ暗くなるのを見てメノウは顔を逸らす。

　だが、鏡の吐いた言葉は、裏を返せばここだけ特別な仕組みでこうなっているということにもなった。それ故に、「この先には何かがある」と二人は確信する。

「だが、進めないのでは意味がないな……恐らく、こうして侵入を拒むということは、何か別の方法で中へと入る手段があるのだろう」

「それ以外の方法で、ダンジョン内に足を踏み入れるのは許さないということか……」

　何かがあるとわかったとしても、結局そこに行く方法がないのであれば意味がなく、二人は無駄な労力を払ってしまったと溜め息を吐く。

　それでも、無駄とはわかっているが鏡は何か突破口はないものかと、先ほどメノウが掘った場所とは違うところを軽く手で掘る。だが、意味はなく、じわじわと掘った部分の土が盛り上がって塞がり、元通りになっていく。

「……おろ？」

　だが、鏡はその無駄な一連の動作をやめようとはしなかった。

　無駄とわかっていながらも、鏡は次々に再生する地面をザクザクと掘り返そうとする。

「無駄だ鏡殿……諦めて一度街に戻……鏡殿？」

　メノウが諦めきった表情でそうつぶやくが、鏡はまるで何かに気付いたかのように諦めず、地面を掘り進めた。暫くして、無限に生成される土が自分の足元を覆い尽くすほどにまで達してようやくメノウも変化に気付く。

　鏡が地面を掘る速度に、地面が元通りに再生しようとする速度が追い付いていなかったのだ。徐々にだが、鏡はさらに地下深くへと掘り進んでいく。

「うは駄目だ、これずっと続けるのはきっつい！」

　鏡が手を止めると、掘った土は瞬く間に盛り返されて元通りになる。

「……どうするのだ？　鏡殿であれば少しずつ掘り進められるようだが……休憩なしでいくとなると辛かろう」

「いやーでも、ここまで来てそのまま帰るってのもあれだしな。この先にあるものも気になるし……ちょっと無茶して掘り進んでみようかと」

「無茶？　……何をするつもりだ鏡殿？」

「辿り着いた先にやばいのがいたらメノウが守ってくれ、頼むぜ」

「っちょ」

　鏡がメノウに笑顔を向けた次の瞬間、メノウに有無を言わさず鏡の身体から白いオーラが噴き出すように溢れ出す。仮に、辿り着いた先が高レベルのモンスターしかいない、とんでもないダンジョンだった場合を想定しつつも、鏡は本来自分の意志では30％程度しか出せない力を、三分間だけ一時的に70％まで解放するスキル、『制限解除』を発動させた。

　このスキルを使えば、三分後には丸一日は動けなくなってしまう。この先に何があるかわからない状態で、このスキルを使うのはアホとしか言いようがなかったが、それを承知の上で鏡はスキルを発動させる。この先に存在する何かを知りたいという純粋な興味が、そうさせた。

「行くぞメノウ……俺から離れるなよ！　ちゃんとついてこいよ！」

「お、おい！　鏡殿ちょっと待ぁっ！」

「限界を超えた一撃オーバーブレイク！」

　スキルを発動させてしまった鏡を見て、もうどうしようもないと慌ててメノウが鏡の腰につかまる。その直後、鏡は地面に向かって全力の殴打を放った。

　鏡の拳が地に触れた瞬間、爆発かとも思える衝撃がその場で発生し、鏡たちの周囲にあった土塊も巻き込んで殴りつけた部分から土塊が吹き飛ばされる。

「いく……ぞおらぁぁああああああ！」

　その衝撃によって足元にあった土塊が１メートルほど吹き飛んだのを確認して、鏡は目にもとまらぬ速さで手を動かし、足元の土塊を先ほどまでとは比べ物にならない速度で掘り進んでいく。

「お……おぇ、め、目が回る」

　まるで土の中を泳いでいるかのような速度で地面を掘り進み、盛り上がろうとする土塊を片っ端から上空に舞い上げ、下へ下へと進んでいく。そんな状況に変化が訪れたのは、掘り進んで二分が経過した頃だった。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　……っろ？」

「か、鏡殿!?　こ、これは、お、おちぃいいいい！」

　さらに８メートルほどの深さを掘り進んだところで突然地面が、「ボコッ」と音をたてて崩れ落ち、二人は浮遊感に包まれた。だが、その感覚は数秒もしないうちに消え去り、二人は地面へと衝突する。

「いってて……メノウと俺ってよく一緒になって落ちるな」

「鏡殿……お、重いのだが？」

「あ、わるい。どうりでそんなに痛くないと思ったら」

　そんなに高さがなかったからか、二人は地面に衝突した後すぐさま立ち上がって周囲を見渡す。

　光が届いていないはずにもかかわらず、その空間は神々しく、全体が仄かな青緑色の光で照らされていた。ダンジョンなのかどうかもはっきりとわからないほどに、円形に広がる異質な空間。

　通路はなく青緑色に発光する土塊に包まれたその空間の中央には、さらに下へと続くであろう、同じく青緑色に発光する石のような物質で作られた螺ら旋せん状の階段が存在した。

「この部屋……何？」

　鏡が疑問に思いながらも落下してきた場所を見上げると、掘り進んできた穴は既になくなり、完全に塞がっていた。

「うげ……塞がっちった」

「やはり……聖の森にダンジョンはあったのだな。とすればここにダークドラゴンが？」

「そうっぽいな。まさかこんな特殊な場所にダンジョンがあるなんてな」

「戻ろうにも穴は塞がってしまったし……別の脱出口がこの先にあるかもしれん。何があるかはわからないが先に進もう鏡殿。慎重に……充分気を付けてな」

　深刻な表情で周囲を警戒するメノウに鏡も、「ああ」と答え返して部屋の中央にある螺旋状の階段に視線を向ける。

『制限解除』のスキルの効果が切れて、鏡が地面に這いつくばったのはそれから三秒後のことだった。
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「できた……できたぁ！」

　街の外で怪我を負った冒険者や行商人が集う教会内に、そんな歓喜の声が響き渡る。

　何事かと視線が注がれた先には、嬉しさのあまりガッツポーズを見せるアリスと、同じく嬉しそうな表情でそんなアリスを見守るティナとデビッドとクルルの姿があった。

「ほっほっほ！　この五日間、頑張った甲斐がありましたな。私も自分のことのように嬉しく思います」

「ありがとうデビッドさん！」

　アリスが回復魔法を覚えたいと決意してから五日が経過していた。

　この五日間、アリスは仕事を終えると教会へと向かい、ティナとクルルの指導のもとで魔法の勉強と特訓を行っていた。

　今のように月と星が輝く夜更けにもかかわらず、ヴァルマンの街は四六時中活気づいている。それは北側の住宅街の先にある教会内も例外でなく、昼夜問わずにこうして怪我を負った冒険者たちが押しかける。教会であれば傷の手当てを手伝いがてら、回復魔法のお手本を見ながら指導も受けやすいと考えたデビッドの案からここで特訓を行うようになっていた。

　教会内には元々街の住民も勉強できる小さな図書施設もあり、実践以外でも学習するのにはうってつけで、アリスも暇ができればここを訪れるようになっていた。

　そしてアリスは先ほど、傷を負って訪れた冒険者に協力を申し出て、この五日間で教えられたことを活用し、回復魔法で見事に負傷者の傷を治してみせた。

「攻撃魔法はすぐに覚えたので、回復魔法もすぐに覚えると思っていましたが……そこそこ時間かかりましたね。この感覚を忘れないようにしてください」

「うん、おかげでコツを摑めたよ。ティナさんのおかげだね！」

　心の底から喜んで笑顔を見せるアリスを見て、照れ臭そうにアリスの頭を撫でながら「まあ……いつでもまた教えますよ？　……私も修行中の身ですけど」と、一番親身になって回復魔法の指導を行っていたティナは表情を緩ませる。

「仕事終わりで疲れてたはずなのに……ティナさんも、クルルさんも、デビッドさんも本当にありがとう」

「いいんですよ。私がしたくてそうしたんです。鏡さんもいなくて、暫く修行はお預けでしたし……久しぶりにちゃんと魔法の勉強もし直せましたしね」

「クルル様と同意見です。それに、いつも鏡様と一緒におられるアリス様が強くなれば、巡り巡って皆様全員のお力になるでしょうしな」

「うん、おかげさまで少しは鏡さんの役に立てるようになるよ」

　アリスはこの五日間で三つの系統の魔法を覚えていた。一つは炎を発生させる魔法。もう一つはメノウが得意な爆発を発生させる魔法。もう一つは先ほど完成した回復魔法だ。

　魔族の多くは、回復魔法は使えず攻撃魔法を得意とする者が多い。それは恐らく人間の役割でいう僧侶や魔法使いの違いと同じように、それに対しての素養があるからだ。そしてその読み通り、アリスに攻撃魔法を教えるとすぐにコツを摑み、使えるようになった。

　だがそれでも、この短期間で三つの魔法を覚えるというのは異例の速さだった。素養がないはずの回復魔法も、初歩とはいえ五日間で身につけてしまい、「これも、魔族だからこそなせる芸当なのだろうか？」と、ティナとクルルは少し脅威を感じたほどだ。

　このまま、今のように指導をし続ければ、本来素養がないはずの魔法も使いこなし、とんでもない大魔法使いになって、人類の脅威になってしまうのではないのかとも考えたが、それでもクルルとティナは迷うことなく魔法を教えた。

　たとえ魔族でもアリスなら大丈夫だと思えたからだ。それだけ、二人は魔族であるアリスを信用していた。魔族だからとか人間だからとかではなく、一人のアリスという人格を認めていたのだ。

「レックスさんも才能があるって褒めていましたよ。『どうして僕には……できないんだ！』とかも言ってました。そりゃ何でもかんでも剣技とあわせて発動させようとしても使えませんよね」

「そういえば、今日はレックスさん来てないね？　どうしたんだろう」

「何か用事があるみたいでしたよ？　『先に行っててくれ』って、何か慌てた様子だったのでよっぽど急ぎの用事なんでしょう」

　その時の光景を思い浮かべたのか、ティナはやれやれと溜め息を吐いた。

「それじゃあ、折角摑んだコツを忘れないうちに、まだたくさんいる負傷者の皆さんの治療をしましょうか」

「え、ボクがやっていいの？　今回だけ特別にやらせてもらえたのかと思ったよ」

「いえいえ、なんなら今後も教会を訪れた負傷者の方々で回復魔法の練習をしてくれていいんですよ？　そうすれば私が楽……教会のためにも冒険者の方々のためにもなりますから」

　それを聞いてアリスは表情をパッと明るくする。

　どの街でも、教会で働くシスターは大勢いるが、そのうちのほとんどの者の役割は村人である。神を崇拝し、心から仕えようと志す者であればどんな役割であろうと教会が受け入れているからだ。必ずしも、僧侶として生まれた者だけが教会で働く権利を持っているわけではない。

　というのも、僧侶の役割を持つ者の多くが教会に所属しようとせず、冒険者になったり、回復魔法を活かした商売をしようとするからでもある。

　そのため回復魔法を扱える者が教会内でも限られており、負傷者の治療を無償で行っている教会はいつも人手が足りていない状況だ。

　実際、今も教会内の簡易ベッドに横たわる負傷者に対して治療者の数が不足しており、シスターたちは忙しそうに慌ただしく動き回っていた。

　カジノの手伝いをしているティナも、こうして仕事を終えて戻れば教会内で負傷者の治療に専念している。冒険者としても活躍できるティナが教会のために働く必要性はほとんどないが、かつて孤児として教会にお世話になったティナは、恩返しの意味もこめてシスターたちの手伝いをしていた。

「では、私も回復魔法は使えませんが、僭越ながらお手伝いをさせていただきましょう」

　回復魔法で負傷者の傷を癒そうとするアリスを見て、デビッドも負傷して簡易ベッドに横たわる筋肉隆々の戦士の上体を軽々と起こしあげ、治療を行える者の元へと運び出す。

　続くようにしてクルルも、「私もお手伝いします」と、忙しそうに動き回るシスターに混じって負傷者たちの治療に向かった。

「よっし、それじゃあちゃちゃっと治療して、今日は早めに休みましょうか！」

　ティナのその掛け声を合図に、アリスとクルルとティナの三人はパタパタと動き回って、手当たり次第に訪れた負傷者たちの治療を開始した。
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「さあさあ皆さま、お腹なかがお空きでしょう？　この場は私が持ちます故、お好きなだけご注文ください」

「デビッドさん！　ぼ、ボク！　ハンバーグ頼んでいいかな!?」

「ええ、もちろんです」

　食事の品目が並ぶメニューを両手に、アリスは目をキラキラとさせる。

　教会内でアリスたちが怪我人の治療を開始してから一時間後、怪我を負って待機していた冒険者たちの列は落ち着きを取り戻し、後は教会内にいる者たちだけで対処できると、こうして少し遅い夕食を取るために、街の中央広場付近にある酒場へと四人は足を運んでいた。

　現在、酒場の奥側にある円形のテーブルを囲むようにして四人は座っている。

「おやおや？　クルル様とティナ様は何も頼まれないのですかな」

　アリスがまじまじとメニューに書かれた品目を眺めている隣で、クルルとティナは気難しい表情でメニューを、「むむ……」と悩んだ様子で凝視していた。

「えっと……もう夜遅いし、就寝する前の食事は……」

「クルルさんに同じくです。最近、街での生活が長かったので少し食べ過ぎてて……その」

　ティナはすすすっと腹部に視線を落とし、こっそりと自分のお腹をつまんで溜め息を吐く。

「何も変わらないように見えますが……まあ気持ちはお察しします。ですが、健康の基本は食事から。明日に響きますので、軽くでもいいですから何か口にしてください」

「じゃ、じゃあサラダだけ」

「私もそれで！　……あと、ミルクお願いします」

　実際、二人の見た目は何も変わっていなかったが、旅をやめて生活環境が変わり、二人は不安になっていた。

「夜にご飯を食べると何かいけないことでもあるの？」

「むぐぐぐ……凄く羨うらやましい発言ですね」

　二人が何を遠慮しているのかさっぱり理解できず、アリスは首を傾げる。その様子をデビッドは微笑ましげな表情を浮かべて眺めていた。

「しかし……あと少しで皆さまとお別れしなければならないとは、寂しくなりますなぁ」

「え、デビッドさんどこかに行っちゃうの？」

「私は元々、クルル様とレックス様の監視を命じられてここにいたわけですからな。もう暫くもすれば任も解かれ、再び王都に戻って別の仕事を命じられるでしょう」

「そう……なんだ」

　ようやく仲良くなれたと思った直後の別れの宣言に、アリスは表情を曇らせる。それを見て、デビッドはどこか嬉しくなり、笑みをこぼした。

「ほっほっほ、そんな顔をなさらないでください。死んでいなくなるわけではないのです。会おうと思えばいつでも会うことができますよ」

「そうですが……それでもデビッドがいないと少し寂しくなりますね」

　クルルも口惜しそうに顔を俯かせる。

「私もです。クルル様の傍にいられたこの期間、昔、クルル様をお世話した時のことを思い出し、とても懐なつかしく思いましたぞ。……本当にあの頃とお変わりなく、嬉しい限りです」

　どこか違和感のある物言いにティナは首を傾げる。少なくとも、クルルが旅に出て城からいなくなったのは数ヶ月前のことで、それまでクルルと顔を合わせなかったとは考えにくいが、きっとデビッドも忙しかったのだろうとティナは気にしないことにした。

「デビッドさんバリバリ働いてましたし、デビッドさんがいなくなったら鏡さんが発狂しそうです。というより、あの人に経営を任せるのが不安です！　デビッドさんがいなくなった後を考えると怖すぎます！　また教祖をやれとか言い出しそうです！」

　その時のことを想像してか、ティナはコツンと顎をテーブルに置いてげんなりとした表情を浮かべた。共に過ごした時間は短かったが、こうしていなくなるのを惜しんでくれる三人を見て、デビッドも少しだけだが寂しくなる。

「そんな顔なさらないでください、また暇ができましたらお手伝いしに参上致します」

　明らかに落ち込んだ様子のアリスを見て、デビッドは励ますようにそう声をかける。

　するとアリスはデビッドも同じように辛そうな顔で作り笑いを浮かべているのに気付き、これ以上落ち込んでいてもデビッドを困らせるだけだと思い、「……うん、約束だよ」と下手くそな作り笑いを浮かべるとデビッドと小指を合わせた。その時──、

「お前たち……こんなところにいたのか！　教会に行ってもいないから随分探し回ったぞ！」

　かなり探し回っていたのか、デビッドの背後から息を荒くして肩で呼吸をするレックスが姿を現す。いつもとは違う血相を変えた様子に、四人は何事かと困惑してしまう。

　だが事情を説明されるよりも早く、レックスは強引にクルルとアリスの手を引くと、椅子から立ち上がらせて店を出ようと引っ張り出す。

「ちょ、ちょっとレックスさん!?」

「どうしたんですかそんな血相を変えて……？　そもそもどこに行ってらしたんですか？　てっきり用事を終えたら戻ってくると思っていましたが」

　状況が摑めないながらも、二人はレックスに手を引かれるがままにずかずかと酒場の入り口に向かって移動する。

「アリス……それとクルル、今すぐこの街から離れるんだ」

「お待ちくださいレックス様、どういうことです？」

　その言葉を聞いてすぐさま席から立ち上がり、デビッドがレックスの肩を摑んで説明をするように促す。デビッドの表情はなぜか何事かと困惑したものではなく、どこか追い詰められたかのように焦りを感じている様子だった。

「説明は後だ、いいから早く逃げるぞ！　時間が惜しい！」

　それでもレックスは、デビッドの制止を振り切って酒場の出入り口へと向かおうとする。




「そんなに声を荒らげなくてもいいじゃないレックス。こんな夜遅くまで働いて、やっとの休息なんだし……ゆっくりさせてあげなさいよ」




　だがその時、酒場の出入り口の前に、折れ曲がった三角帽子を被り、露出の多い魔導士の服とスカートを身に着け、はたから見てもスタイルの良さがわかる妖艶な色気を放った紫色の髪をした女性が立ち塞がった。

「…………パルナさん？」

　確認するかのようにクルルがパルナの顔を覗き込むと、パルナは三角帽子をくいっとあげ、「はーい」と、嬉しそうに手を軽く振る。ほんの少し前、レックスたちがまだ魔王を倒すために旅に出ていた時の仲間、パルナ・ビオーレの姿がそこにはあった。
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「おおーパルナさん！　お久しぶりです！」

　立ち塞がるパルナを見て、ティナがピョンピョンと軽快な足取りでツインテールを揺らしながらパルナの元へと近付く。だが、久しぶりの再会を喜ぶクルルとティナの表情に相反して、デビッドとレックスの表情は強張っていた。

「なぜ……あなたがここに？」

「なぜか……ですって？　それはあなたが一番よく理解しているんじゃないかしら？」

「私に……任せるはずでは？」

「馬鹿ね。私はあんたが虚偽の報告をしているってわかるんだから、手を打つに決まってるじゃない？」

　パルナの言葉にデビッドはうろたえる。パルナがここに来る理由があるとすれば、それは一つしかなかった。そして、そんなにも自信満々の表情をしながらこのタイミングで姿を現すのはデビッドにとっても想定外のことだった。

「いるんですね？」

「さあ？　どうかしら？」

　パルナは今、出入り口を遮るようにして立っている。扉で外がどうなっているのかはわからないが、扉を隔てたその先に、何かが待ち構えていると直感的にデビッドは悟った。

「パルナさん！　久しぶりだね」

「そうね……」

　そんなデビッドの警戒心を知らず、アリスは親しい友人に話し掛けるかのようにパタパタと煌びやかな赤い髪とリボンを揺らしながら、パルナの元へと笑顔で駆け寄る。

「アリス様！　近付いてはなりません！」

「……え？」

　すぐさまデビッドが制止しようとするが、ほんの一瞬遅く──、

「ど、どうして……パルナ……さん？」

　パルナは近付いてきたアリスの身体を抱きしめるようにして押さえつけると、アリスの後頭部にくくりつけられたリボンを外し、その下に隠れる二本の角の右側に巻きつけられた魔族の魔力を抑える特殊な布を強引に解いて宙へと舞わせた。

　直後、さらけ出されたアリスの角から、魔族特有の魔力が溢れるように周囲へと放出される。

　すると、一連の流れを気にせず馬鹿騒ぎしながら酒を吞んでいた、たまたま居合わせた冒険者たちも、突然放出された魔族の魔力を感じ取り、一斉に何事かとアリスに視線を向けた。

「ま、魔族!?　どうしてこんなところに魔族がいやがるんだ！」

「噓だろ……おい、あれってカジノで売り子してる女の子じゃねえか？」

　あまりにも突然の出来事に、酒場内にどよめきが巻き起こる。そして、酒場内の変化を合図にしていたのか、酒場の外から重厚な鎧を身にまとった兵士たちが一斉に中へと押し入った。

「「「全員動くな！」」」

　抵抗する余裕も与えられず瞬く間にレックスたちは十数人の兵士たちに囲まれる。

　強引に抜け出そうにも、酒場の外にはまだ多くの兵士が控えているのが遠目からでもわかり、即座にそれは無謀だとデビッドは判断する。何より、王都にいる兵士の多くが能ある役割を持ったレベル50を超える実力者という事実が抵抗の意志を阻害した。

「なるほど……やはりそうでしたか、これは言い逃れできませんよデビッド殿？」

　兵士たちに囲まれてから暫くして、酒場の外から兵士たちを押しのけて一人の明らかに位の高い身分であるのが窺える男性が姿を現す。祭司かと見間違えるほどに白く煌びやかな貴族の服を身にまとい、茶髪をオールバックにしてまとめた細身で濃い髭を生やした男性は、ゆっくりと酒場内を移動すると、デビッドのすぐ目の前で立ち止まった。

「なぜあなたがここに……？」

　予想外の人物の登場に、デビッドは面食らう。

　その男性は、王都の政権を握る貴族の中で最も強い権力を持ち、一声で多くの貴族と兵士を動かせるほどに大きな影響力を持った公爵、ミリタリア・リモートだった。

　王都で暮らす人間であれば誰もが知っているその人物の顔を見間違えるわけもなく、デビッドは額に冷や汗を浮かべて突然の登場にうろたえる。

「たかだか、勇者一行に加わっていただけの魔法使いの戯ざれ言ごとを、公爵である私が聞き入れるはずもない……そう考えていましたかデビッド？」

　ミリタリアはデビッドに顔を近付けると、威圧するように微笑を浮かべる。

「あなたがどういうつもりなのかは存じませんが……パルナの予想通り、あなたは肩入れしていたようですね。そこの少女が魔族ではないと王に虚偽の報告をし、誤魔化しきろうとするとは……これは、大罪ですよ？」

「どういうことです……デビッド？」

　不可解な一連の流れに、王女の立場からか兵士の束縛を唯一受けていなかったクルルは慌てた様子でデビッドに詰め寄った。すると、デビッドは観念したかのように溜め息を吐き、変わらず焦りを感じさせる表情のまま──、

「レックス様とクルル様の監視を命じられ、ここに来たというのは……噓です」

　そう言った。

「噓……？　ならデビッド、あなたはどうしてここに？」

「そこにいる魔法使いの御仁、パルナ様より……王を含め我々は、クルル様とレックス様が魔族と手を取り合い、このヴァルマンの街で生活をしているという報告を受けました。無論、魔王討伐を志していたお二方が魔族と手を取り合おうとするなど噓だと、王は思われました。ですが、調べる必要はあると、王は調査に向かわせることにしたのです」

　その言葉を受けて、レックスもクルルも困惑した表情を見せた。もし、それが本当のことであるならば、とっくの昔に自分たちは連れていかれているはずだったから。

「デビッドの任務は、本当にクルル様たちが魔族と共にいるのかを確かめること。そこにいる魔族の少女がつけていた布が魔力を抑えるというのはパルナから聞いていました。魔族であるかどうかを確かめるのに、あなたほどの人材であればここまで時間はかからないはずでしょうに……どういうことか説明してくださいますか？　デビッド？」

「私は、『現状、魔族と思われる存在との接触なし。監視を続ける』と報告していたはずです。なのに……どうしてあなたがここに？　私の報告が信じられなかったのですか？」

「いいえ、あなたは優秀です。クルル様の召使いとして働いたことがあるあなたが監視役として立候補してきた時、過去に何度も諜報員として活躍してきた経歴を見込んで万が一のことはないだろうと許可したのは私ですからね。まさか……本当に情が移って庇っているとは思いませんでしたが」

「ならばなぜ!?」

「今回の件をパルナ以外の誰かが報告してきたのであれば、私も王の育てし姫君がそんなことをするはずがないと判断していたでしょう」

「パルナ様とあなたに何か関係が？」

「ええ、私とパルナは昔からの知人でしてね、彼女の言葉は最初から全て信用していたのです。確認結果を王にお伝えする必要はあったので調べさせましたが……まさか虚偽の報告をするとは。おかげでわざわざ私がここまで出張るはめになってしまいましたよ」

　やれやれと溜め息を吐くミリタリアを見て、パルナは苦い表情を浮かべた。ミリタリアは、パルナが敬愛し、尊敬していた師匠の父君だった。

　もう二度と関わることはあるまいと思っていたが、まさかこんなことでまた力を借りることになるとは思っておらず、パルナは思い出を穢けがしてしまったかのような気分に陥っていた。だがそれよりも、パルナは魔族と人間が手を取り合おうとするこの現状に納得がいかなかったのだ。

　魔族殲せん滅めつのために、もう二度と関わらないと思っていた相手の力さえも借りる。それがパルナなりの覚悟だった。

「もっとも、敬愛する王のご息女を迎えに来たと考えれば何の苦でもありませんが……チェックメイトです。もう逃げ場はありませんし、誤魔化すこともできません。観念してどういうつもりだったのかお話しなさい。理由に納得がいけば、少しは罪が軽くなるよう私が王にとりもって差し上げましょう」

「その前に……これから、クルル様とレックス様、そしてアリス様をどうするおつもりですか？」

「クルル様とレックス様は一度王都にお戻りいただき、王に判断をお伺いすることになるでしょう。魔族によって……洗脳されてこうなってしまわれた可能性がありますからね」

　どこか裏のありそうな不敵な笑みと共に吐かれたその言葉を聞いて、デビッドはギリッと歯を嚙みしめ「やはりっ……！」といきり立ち、ミリタリアを強く睨みつける。

「そこの魔族の少女は、もう一人の魔族をおびきだした後、二人まとめて死んでもらいます」

　そして、はっきりと告げられた残酷な結末に、いまだパルナに身体を押さえつけられた状態のアリスは目を見開いて表情を曇らせた。

「それにしてもレックス様、随分とてこずらされましたよ？　こちらも魔族であると判断できない状況では行動できませんからね。……なのに、魔族の少女を捕らえる協力を申し出た途端に逃げ出されるとは、あなたほどの方が魔族に毒されているとは悲しい限りでした」

　失望したと言わんばかりの視線をミリタリアに向けられたレックスは、苦虫を嚙み潰したかのような怒りのこもった表情でパルナを睨みつける。

「なぜだパルナ……お前も師匠の話を聞いていたはずだ。魔族も人間も関係ない……なら、ただ魔王を殺すのではなく、別の方法……せめて１万ゴールドを集めるまでは待っていてよかったはずじゃないのか？」

「師匠……？　ああ、あの村人のこと？　そういえば姿が見えないわね……まあどちらにしても、どれだけ強かろうが王国が相手ならもう終わりだけど。犯罪者の烙らく印いんを押されたまま生活しようなんてさすがに思わないでしょうし……これで諦めてくれると助かるわ」

「……質問に答えろパルナ！」

「私がそれを望んでないからよ」

　そしてパルナはそう言いきると、どこか憎しみを感じられる眼差しをレックスへと向けた。

「ど、どうしてですかパルナさん！　少なくとも、アリスちゃんとメノウさんは、この街の人たちに溶け込んでちゃんと生活できていましたよ！　私たちと何も……変わらなかったです！」

　ティナは両手をわたわたと動かして必死にパルナを説得しようとするが、諦めが悪いと言わんばかりにパルナはやれやれと首を左右に振る。

「その考えが甘いのよティナ。魔族と私たちは決して相あい容いれない。そうやって親しくしたとしても、いつか絶対に裏切られるわ……騙だまされて、大切な人を失うことになる。仮にアリスが良い魔族だったとしても、他の魔族がそうとは限らないじゃない？　だから、誰かが哀しみを背負う前に……私が終わらせるのよ！」

　そう言い終えると、パルナはアリスの身柄を背後にいる兵士に預け、兵士に持たせていた杖つえを受け取るとそれをレックスたちに向けて構えた。それに呼応するように他の兵士たちも武器を構える。

「これは、どうしようもありませんね」

　突然の出来事に酒場のスタッフもほかの冒険者たちも騒然とする中、クルルは諦めたかのように目を瞑ると、両手をあげて抵抗の意志はないことを示した。

　それに続いて、デビッドもレックスもティナも同じく両手をあげる。

　抗あらがう術すべがなかった。武器は各々自室に置きっぱなしでどうしようもなく、高レベルであろう能ある役割を持った兵士たちを前にして、抵抗するだけ無駄だった。

「利口です。さすがは姫様だ……全員捕らえろ！」

　四人に抵抗の意志がないのを確認すると、兵士たちは縄を持ってデビッドたちの元へと駆け寄った。四人は抗いもせず、不穏な表情を浮かべながら縄で両腕を縛られるのを見届ける。

「デビッド……連れていかれる前に教えて。あなたはどうして虚偽の報告を？　お父様とミリタリアの命に逆らったのは……どうして？」

　その時、顔を動かさずに真っ直ぐ前を見据えたまま、クルルはデビッドに問いかけた。突然のその問いに対し、デビッドは少し悲しげな表情を浮かべる。結局、その行動も無駄に終わってしまったから。

「あなた様が……また、昔のように笑うようになったから」

　その言葉にクルルは目を見開くと、何かを思い出したかのように悲しげな表情を浮かべ、「そう……でしたか」とだけつぶやくと、それ以降何も言わなくなった。

　だが、その直後──、

「デビッドちゃん！」

　そんな叫び声と共に、酒場の出入り口とは正反対の位置にあるカウンター側の壁が大きな音をたてて突如崩れ落ちる。

　何事かとその場にいた全員が視線を向けると、そこには外側から素手で壁を破壊したのか、拳を前に突き出した状態で土煙に紛れるタカコの姿があった。

　その瞬間、タカコの元に一番近かったティナは両腕を縛っている兵士に全身でタックルをして、体勢を崩した隙にすぐさま兵士たちをかいくぐってタカコの元へと走り出す。同じようにしてデビッドも、周囲にいた兵士たちを瞬く間に蹴り飛ばすとパルナの方へ向かって走り出した。

「アリス様！　伏せてください！」

　兵士たちをかいくぐり、直線上にアリスの身体を拘束する兵士たちの姿を捉えた瞬間、デビッドは服の裾に隠し持っていた針を手に取り出して素早く真っ直ぐに投げつける。

　突然の攻撃に対応しきれなかった兵士はその針を避よけきれず、手元に受けると痛みで思わずアリスの拘束を解いてしまう。

「タカコ様！」

　デビッドはその一瞬の隙をついてアリスとの間合いを詰めると、アリスの服をがっしりと摑み、タカコのいる位置にめがけて全力で放り投げた。

　放り投げられたアリスは兵士たちの頭上を通ってタカコの元へと飛び、最後にタカコが衝撃のないように優しく受け止める。

　その直後、デビッドは周囲の兵士たちに取り押さえられる前に素早く横転して酒場の出入り口から離れて距離を取った。

「っ……一人忘れていたわ。まさかこんな無茶してくるなんて」

「鏡ちゃんと一緒にいればこれくらい普通になるわよ。まあちゃんと、後で修繕費は払うけどね」

　余裕そうにタカコは笑みを浮かべるが、内心は穏やかではなかった。絶体絶命の状況には変わりがなかったから。

「レックスちゃんの様子がおかしかったから、ずっとこっそりつけてたけど、まさかこんなことになっているなんてね。逃げるわよ、デビッドさん、アリスちゃん、ティナちゃん！」

「でもそれじゃあレックスさんとクルルさんが！」

「あの二人は無理よ……助けられる状況じゃないわ。ここは一旦引きましょう。このままじゃ私たちも危ないわ」

　するとタカコが逃げ出そうとするよりも早く、酒場内に入り込んでいた兵士たちが一斉にタカコの元へ向かって走り出す。だが、それを見たデビッドがすかさず隠し持っていた針を兵士たちの足元に投げ飛ばして制止をかけた。

「お逃げくださいアリス様……せめてあなただけでも！」

「な……デビッドさんはどうするつもりなの!?」

「私はあなたが逃げるまでの時間を稼ぎます！　クルル様とレックス様なら大丈夫です……ですがアリス様は別、捕まれば殺されてしまいます！　……っつ！」

　悠長に会話する暇も与えられず、デビッドの元に再び兵士たちが迫る。すぐさま兵士たちがまとう鎧の上半身部分に素早く蹴りを放ち、体勢を崩したところで足払いをかけて兵士を地面に這いつくばらせた。だが、一人倒しても次々に兵士たちはデビッドに迫りかかる。

「デビッドさん！　私も加勢するわ！　一緒に逃げるのよ！」

　どう考えても一人ではどうしようもない状況に、タカコは受け止めたアリスを床に降ろしてデビッドの元へと駆けつけようとする。だが、タカコは自分の身体に妙な違和感があるのに気付き、すぐに踏みとどまった。

「何なの……これ？」

「無駄ですタカコ様……兵士たちに加えて相手にはミリタリア様がいらっしゃいます！　あの人の前ではどんな強者も……早く逃げてください！」

　いつもであれば今自分がいる位置からデビッドの元まで間合いを詰めるのは造作もないことだった。なのに、まるで自分の身体ではないかのように、行動しようとする意志に反して身体がついてこなかった。身体が重く、今兵士たちの元に飛び込めば成す術なく捕まるのが容易に想像できてしまうほどに。

　恐らく、デビッドも同じ状態のはずだった。それでもデビッドがギリギリのところで捕まらずに戦えていたのは、身体能力を超越した技量があったからだ。その証拠に、デビッドは兵士たちと直接組み合うことなく、相手の力を利用した重心崩しなどで応対している。だがそれも長くは続かないのは目に見えてわかった。足止めができているだけで、兵士たちにダメージが与えられているわけではないからだ。

「無駄です。私のスキルの前ではどんな存在も赤子に等しい。抵抗せずに大人しく捕まりなさい！」

　仄かに光の灯った手をこちらに向け、追い詰めるかのようにミリタリアはゆっくりと近付く。

　すると、デビッドは血相を変えて勢いよくタカコの方へと振り返り──、

「ティナ様、タカコ様！　アリス様をお願い致します。鏡様とメノウ様の元へ……早く！」

　冷静さを失ったかのように叫び散らし、逃げるように促した。

　デビッドの信念の籠もった眼差しから覚悟が伝わり、タカコは意を決するとすぐさまアリスとティナを拾い上げて両腕で抱え、自分が破壊した壁から酒場の外へと駆けた。

　酒場の外へと足を踏み出すと、ミリタリアのスキルによる影響から解放されたからか力を取り戻し、そこから一気にタカコは酒場から離れる。

　そしてタカコが行ったのを見届けた後。デビッドは追おうとする兵士たちに向き合い、かつてないほどに殺気立った表情を浮かべて構えをとった。
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「っつ!?」

　全体が仄ほのかな青緑色の光で照らされている異質な場所。分岐はなく、真っ直ぐに続くだけの通路の途中で、鏡は何かを感じとったのか、突然歩を止めて深刻そうな表情を浮かべた。

「ど、どうしたのだ鏡殿？」

「いや、屁が出そうで出なかっただけ」

「そうか」

　そして二人は、何事もなかったかのように再び歩き始める。

　二人が聖の森の地下に存在するダンジョンに到着してから、既に六日が経過していた。

　ダークドラゴンとモンスターを討伐してお金を稼ぐという当初の予定通り、二人は既に幾多に及ぶモンスターとの戦闘をこのダンジョンで繰り返しているが、どうにも腑ふに落ちなかった。

　というのも、このダンジョンが異質すぎるからである。

「む……鏡殿、出番のようだぞ」

「ほい」

　このダンジョン内でモンスターが出現する時は必ず、通路上に魔法陣が浮かび上がる。今回魔法陣の中からのっそりと現れたのは、紫色の肌をしている以外は人間と見た目の変わらない悪魔のような、鏡でさえ知らないモンスターだった。

　すると鏡は、出現したモンスターたちが行動を起こすよりも早く一瞬で間合いを詰め、真ん中に立っていたモンスターの腹部に殴打を打ち込んで吹き飛ばす。

　すぐさま傍にまで接近してきた鏡に残り二体のモンスターが摑みかかろうとするが、鏡は軽々とそれを避けると、逆にモンスター二体の後頭部をそれぞれの手で摑み取り、モンスター同士の頭を強く打ちつけて、通路の壁へとそれぞれ叩きつける。

「……しぶといなあ」

　多くのモンスターが鏡の攻撃に耐えきれず、この時点で姿をお金へと変えただろう。だが、悪魔のような見た目のモンスターたちは、鏡の攻撃を受けても平然とした様子で体勢を戻し、嬉しそうに笑みを浮かべて再び鏡へと襲い掛かる。だが直後、鏡の拳に仄かな橙だいだい色の光が灯り、チャージブロウがモンスターたちの頭部に打ち込まれた。そこでようやく、モンスターたちは姿をお金へと変える。

「見事だ。鏡殿」

「メノウも見てないで手伝ってくれよな」

「私はいざという時のために温存しておいた方がいいだろう？　それに、あのモンスターたちは、私の力では倒すのに時間がかかりすぎる」

「まあそうだけどさ……。でも、さっきのモンスター、レベルどれくらいなんだろうな？」

　鏡の問いにメノウは肩をすくめて、「少なくとも、私のレベルに近くはあるだろうな」と答える。治安管理ギルドが販売しているモンスターのステータスを暴くアイテムがあれば、それもわかったことだが、あいにく二人は持ち合わせていなかった。

　このダンジョンには、鏡の知らないモンスターしか出現しなかった。ほとんどのモンスターと戦ったことのある鏡でさえ見たことのない強力なモンスター。それも魔族であり、レベル１７６の実力を兼ね備えたメノウが苦戦する力を持っている。

「しかし、めちゃくちゃお金落とすな……一体２０００シルバーって、ここに来てもう２８４ゴールドは稼いでるぞ？　六日で２８４ゴールドってやばすぎだろ」

「これで、無限にモンスターが湧いてくれればよいのだがな……」

　強さに比例してか、モンスターが落とすお金も相当な金額だった。今のところ、このダンジョンで遭遇したモンスターの全てが１０００シルバー以上のお金を落としていた。

　最初、ここで一月も過ごせばたやすく１０００ゴールドは稼げると、鏡とメノウは歓喜したが、現実はそう簡単ではなかった。

　このダンジョンのモンスターは、どういう理由かはわからないが自然発生しない。ある一定の地点にまで辿り着くと魔法陣と共にモンスターが出現し、それ以降、その地点からは出てこなくなるのだ。一度、メノウが魔族の魔力を抑える布を外してモンスターの出現を丸一日待ってみたが、それでも出現しなかった。

　このダンジョンに到着した時、制限解除のスキルの効果によって丸一日動けなかったにもかかわらず、モンスターに襲われることがなかったのも、このダンジョンの特殊な性質のおかげだった。

　そういう理由で、二人はひたすらダンジョンの奥へと進み続けている。二人は奥へ進む度に出現するモンスターに対し、まるで何かしらの試験を受けているかのような感覚を抱いていた。

「それにしても、このダンジョンはどこまで続いているのだろうな」

「さあ？　別にどれだけ時間かかっても、体力続く限りは死なないしいいんじゃない？」

「わかっていないな鏡殿……私は早くアリス様の元へお戻りして、あの笑顔を見たいのだ！」

「うっす」

　ダンジョン内は出現するモンスターだけではなく、内部構造も異質だった。ダンジョンなのに道が入り組んでおらず、一直線に続いているのだ。そして一直線に続く道の終わりには必ず螺ら旋せん状の階段が存在し、それを下りると再び一直線の通路が続いて折り返すことになる。鏡とメノウの二人はこの繰り返しをずっと続けていた。

　いったいどこまで続くかわからないダンジョンの構造に困惑し、一度食料を調達しに帰ろうとしたが、ここで鏡はある違和感に気付いた。

　丸一日動けず、何も食べていなかったにもかかわらず、全くお腹が空いていなかったのだ。

　食料はとっくの昔に底をついていた。だが、空腹感はなかった。それだけじゃなく、どれだけ時間を経ても眠気に襲われることもなかった。故に二人は、初日とモンスターの出現を待った二日間を除き、四日の間ずっとダンジョンの奥へ奥へと進み続けている。

　必ず突き当たりに存在する螺旋階段も、二人は既に九十八回は下り進み、ダンジョンの九十九階層に辿り着いていた。

「お、突き当たりっぽいな。今ここって何階層目だっけ？」

「九十九階層目だ。次で百階層目になるな」

「ひゅー、よくちゃんと数えてるな」

「当然だ。後続の者のために何階層まで存在しているかはしっかり調べなければ……戻る時のことも考えなくてはならないしな」

　魔族の角を隠すために頭に被っているハット帽子の中からメモ帳を取り出すと、キリッとした表情でこまめに数を数えていたのが窺えるページをメノウは鏡に見せつける。鏡はどうでもよさそうに相槌をうつと、下の階層に続く直下型の巨大な穴へと顔を覗のぞかせた。

「ん？　おいメノウ。ここ螺旋階段になってないぞ」

　今までであれば、円形の穴の側面に沿うように螺旋状の階段が続いていたが、今回はその階段が存在しなかった。それだけではなく、穴の中の壁は青緑色の光で発光しておらず、真っ暗な空洞が下へ下へと続いている。

「これは……行き止まりなのか？　それとも落ちろということなのか？　どう思う鏡殿？」

「行き止まりって言われても穴はあるしな。落ちろって言われても先が全く見えないし……さすがに俺もかなり高いところからだと助からないし、どうするかな」

　とりあえず試しにと、鏡はこのダンジョンで得たお金を入れて膨れ上がった袋の中から１シルバーを取り出して穴の中へと落とす。

　聞き耳をたてて音が跳ね返ってくるのを待ったが音は反響せず、いつまでたっても静まり返ったままだった。

「よし、帰ろう鏡殿。手に入れた金もそろそろ運ぶのが大変になってきたし、何よりこの金を持って飛び降りるのは自殺行為すぎる」

「ええ!?　ここまで来てダークドラゴンに会わずに帰るの!?　絶対この下にいるって！」

「危険すぎる。それに、私は元々鏡殿がダークドラゴンと戦うのには反対しているのだ。潮時だろう？　成果はあったのだ……ここはおとなしく帰……って鏡殿？　何をしている？」

　鏡はメノウの提案を無視し、お金の入った袋を穴の中へと投げ入れると、背負っていたリュックサックの中から二本のナイフを取り出し、穴の壁面に力で強引にナイフを交互に突き刺して、ゆっくりと降下を始めた。

「メノウはここで待ってろ。俺が下に行って確認してくるから」

「んなっ!?　一人で行かせられるわけがなかろう!?　んぬぐぐ……！　たまには私の言うことを聞いてくれてもいいだろうに！」

　呆れ果てた顔を浮かべるが一人で行かせるわけにもいかず、鏡に続くようにしてメノウも背負っていたリュックサックからナイフを取り出し、穴の壁面に突き刺して降下を始める。

「ん？」

　降下を始めて間もなくして、鏡はある違和感に気付いた。

「ん？　んん？　何これ？」

　真っ暗な空間が続いているとはいえ、自分の足先はまだ見えるくらいには明るかった。なのに、足先がまるで黒い物質に包まれたかのように何も見えなくなっていたのだ。

　試しに身体をゆっくりと降ろしてみると、ある地点から、まるで光を遮断する物質があるかのように、身体が闇に吞み込まれていく。だが、見えなくてもちゃんと足先の感覚はあったため、ただ光が遮断されているだけということに鏡は気付く。

「あー……なるほど、そういうことか」

　そのままゆっくりと降下し、全身を闇の中へと包み込ませると、鏡の視界は一瞬にして青緑色の発光に包まれた。予想通り、ある地点に光を遮るフィルターのようなものが展開されており、上からだと底が見えないようになっていただけだった。

　ふと下を見てみると、鏡のいる位置からそんなに深くない先に真っ白な床が存在し、先に落としておいたお金の入った袋と、１シルバーが転がっている。

「メノウ！　普通に飛び降りても大丈夫っぽいぞ！」

　壁に張り付いた状態だった鏡も、この高さであれば飛び降りても大丈夫だと判断し、すぐさま壁に突き刺していたナイフを手放して下へと飛び降りる。数秒ほどの滞空時間があり、着地時にある程度の反動があるのを鏡は覚悟していたが、なぜかポスッと軽い音が鳴り響くだけで、一切の反動なく着地する。

　暫しばらくしてメノウも上から落下し、これまた全ての衝撃を地面が吸収したかのような軽い音を鳴り響かせた。

「上から見下ろして先の見えない真っ暗な空間に見えたのは、光を遮断する謎の物質があったからなのだな……まんまと騙された。……鏡殿？　どうしたそんな目を見開い……てっ!?」

　かつてないほどの驚愕の表情を鏡が浮かべているのを見て、メノウもその視線の先を追う。そしてその存在を視界に入れると同時に、メノウも言葉を失って驚愕の表情を浮かべた。

　今まで歩いてきた通路とは比較にならないほどに広大なドーム状の空間。真っ白に輝く床と、仄かに青緑色の光を放つダンジョンの壁面。その中央に立つ鏡たちの目の前に、この空間の五分の一はあるであろう巨大な存在がこちらを見ていたからだ。




『よくぞ……全ての試練を乗り越え、我がもとに辿り着いた』




　頭に直接語りかけているかのような声が二人の脳裏に響く。

　二人が眼前にしたのは、一体の巨大なドラゴンだった。まるで鋼鉄のように鈍く輝く黒い鱗うろこ。血の塊かのようにどす黒く、見るだけで寒気がするほどに鋭利で巨大な爪。思わず魅入ってしまうほどに美しく、クリスタルかのような紫色の輝きを放つ背びれ。そして、全てを嚙み砕いてしまえるのではと思えるほどに巨大で強きょう靭じんな顎と、一睨みされれば竦すくんでしまいそうなほどに禍まが々まがしい紫色に怪しく光る瞳。名乗られずとも、それがダークドラゴンであると二人は瞬時に理解した。

『進む先が一つしかないのであれば、たとえ先の見えぬ道であっても勇気を出して進む以外にない。よくぞ勇気を振り絞って穴の中へと飛び込んだ……お前こそ、真に強き者だ』

「え？　いや、俺たち……あの、普通にナイフ突き刺しながら下りてきたん……ですけど？」

『なん……だと？』

　驚愕の表情を浮かべつつも、鏡は馬鹿正直に手を挙げてそう言い切る。

　すると、ダークドラゴンはその恐ろしい風貌を変化させることなく、気の抜けるような間抜けた声を脳内に直接響き渡らせた。

『馬鹿な……なぜナイフが？　いや、なぜリュックサックを背負っている？　……そういうこともあるのか？　……前例はないが』

「あの、すみません。何を言っているのか全くわからないんですけど？　とりあえずあんたって……モンスターなんだよな？」

『如何いかにも。我は、この世界の特異点の一つ……ダークドラゴン』

「特異……点？　なんだそりゃ」

　聞き慣れない言葉を受けて、鏡は顔をしかめる。

『特異点とは、この世界の全てを知る者。そして、この世界の機能を保ち続ける者のこと』

　それを聞いた瞬間、メノウはとっさに鏡へと視線を向けた。それは、鏡が探し求めていた存在である可能性が高かったからだ。

「あんたが……この世界の神様なのか？」

　すると鏡は一切躊躇ためらうことなく、単刀直入に問いかける。

『否。我はこの世界の特異点の一つにしか過ぎない。我と神は異なる存在だ』

　返ってきた言葉に鏡は、「なんだ」と目に見えて落胆して溜め息を吐く。だが、その言葉は神が存在するという事実を裏付けた。

「ほいほいそれで？　機能って何？」

『急に緊張感をなくしたな……神に何か恨みでもあるのか？　というより、我が恐ろしいとは思わないのか？』

「いやー恨みってほどでもないんだけど……まあそんな感じ？」

　元々、鏡はダークドラゴンと戦うつもりでいた。その恐ろしい風貌から身体も竦み、瞬時に今まで戦ってきたどんな相手よりも強いと感じたが、ダークドラゴンが理性を保って語りかけてきたのを見て、「あ、こいつとは戦えんわ」と、考えを改めていた。

「それと俺は、理解し合える相手とは戦わない主義なんだ。そりゃちょっとびびったけどさ」

『我と戦うつもりだったのか……？　言っておくが、我は魔王よりも強いぞ？』

「ありえぬっ！」

　それを聞いて、すぐさま反応したのはメノウだった。メノウはいきり立ってそう叫ぶと、頭の帽子を外し、角に巻きつけた魔族の魔力を吸収する布を取ってみせる。

『魔族……だと？　魔族がどうしてここに？　いや、そういうこともありえるのか？　……まこと面白き者たちよ』

「何をわけのわからぬことを言っている！　貴様が魔王様よりも強いだと？　ありえぬ！　風貌こそ恐ろしき姿をしてはいるが、貴様からは魔力を一切感じない……それで魔王様より強いはずがなかろう！」

『魔王……様だと？　慕っているのか？　……ますますおかしな者たちだな。言っておくが……我が魔力を感じないのは当然のことだ。お主たちはずっと昔から、我が放つ魔力に包まれて生きているのだ。その力を押しのけていると自覚できるほどに強大な魔力を持つ者のみにしか我の魔力は感知できぬ』

「ば、馬鹿な……!?」

　それを聞いて鏡は理解する。メノウの話で、どうして魔王とエステラーにはその存在を感知することができたのか。どうして自分たちでは感知できないのか。それと同時に鏡は畏怖した。ダークドラゴンが世界を包み込むほどの魔力を所有しているという事実に。

「それで、俺の質問が止まったままだけど？　この世界の機能ってなんだよ？」

『お主たちのような真に強き者を定期的に生み出すことだ』

「定期……的？」

　不可解な言葉に、鏡は表情を強張らせる。

『さぞ、突然ここに飛ばされ、おおいに理解に苦しんだであろう？　……すまなかった。このダンジョンは本来、武器やアイテムを使わず、お主たち、「到達者」の本来の力を知るためにあるのだが……どういうわけか、お主たちはアイテムを持ったままここに来てしまったらしい。とはいえ、二人共武器は持っていない様子……前例はないが、合格としよう』

　何を言っているのか二人にはわからなかった。ただ一つだけ、どうしてかはわからないが自分たちが来るのをダークドラゴンが待ち望んでいたということだけかろうじて二人は理解する。

『何はともあれ実力は、このダンジョンの試練を終え、ここまで辿り着いたことで証明された。よくぞ魔王を倒し、この最後の地への道を切り拓いた……お主たちこそ、真に強き者である。誇るがよい』

　二人は耳を疑った。だがすぐに鏡は、もしも、それが事実であるならこのダンジョンがどうしてこのような不可解な場所にあるのかに気付き始める。

「なあ……ここってさ、１万ゴールドを集めて、とあるアイテムを買ってもこられたのか？」

　そして鏡は、その考えが正しいかどうかを確かめようとする。

『ほう……それに気付いていたか。如何にも。あれも強さを証明するもう一つの手段。力ではなく知恵、そしてカリスマ性がなければ辿り着くことのできないもう一つの力の証明。なんだ？　まさか……お主たちはそれで辿り着いたのか？』

「いや、そうじゃないけど」

　ダークドラゴンから得た情報をきっかけに、鏡の中で不可解なまま散らばっていたピースが少しずつ繫がり始める。重要な点は二つ。

『真に強き者を定期的に生み出す存在』

『魔王を倒すか、１万ゴールドを集めることで訪れることができるダンジョン』

　鏡は、魔王を倒させようと行動を促し、戦争まで起こそうとしていた人物を知っていた。その人物は今、１万ゴールドと引き換えに魔王を返すという条件を提示している。

　今もなお、魔王を捕らえてどこかに姿を隠している存在、エステラー・ウルゴットと間違いなく何か関係がある。鏡は直感的にそう感じていた。

「いや待て、我々は魔王様を殺……むもご!?　な、何をする鏡殿！」

　真実を告げようとしたメノウに、鏡は慌てて口を塞いで誤魔化すようにジェスチャーを送る。その一連の行動にダークドラゴンは不審な視線を向けるが──、

「俺がこの手で魔王をぶっ殺しました。とどめの一撃は腹パン」

　鏡はすかさず、かつてないほどに清すが々すがしくキリッとした表情で誤魔化した。

『腹……パン？』

「ああ、魔王も予想だにしていない一撃だったのか、『うげえぇえ！』って叫びながら絶命したぜ。あと、俺の強さを認めて、『鏡さんマジイケメン』とも言っていた」

『そんなふうにやられる魔王は前代未聞なのだが……？　そういえば気になっていたが、そこにいる魔族はどうして人間であるお主に味方をしたのだ？　ここは魔王を倒したパーティーのみが訪れられる地。ここにいるということは、そこにいる魔族も戦ったのだろう？』

「俺が洗脳した」

『なん……だと？　魔族を洗脳？　聞いたことがない……いやでもありえるのか？』

「二十八時間くらい監禁して、ひたすらビンタと勧誘とスキルによる……なんか、それっぽい力で身も心も洗脳した。でも、不完全だったからか、魔王を慕いながらも魔王に攻撃を仕掛けるヤバい奴になっちゃったんだ。『魔王様のために！』って叫びながら魔王の顔面に蹴りを入れた時はさすがの俺も胸が熱くなったぜ」

　オーバーすぎるかつ、下手くそすぎる誤魔化し方に、メノウは思わず冷めた視線を鏡に向ける。だが鏡は至って真面目な顔つきで、堂々と噓を吐き続けた。

『まあ、魔王を倒したのは確かなのだろうな……魔王の魔力をここから感じ取ることができぬ。あれはここから感知できる唯一の存在だ。あれがいないとなれば……そういうことになる。しかし、ここに来るまでに随分と時間をかけたのだな。約三ヶ月か？　……まあ、二人だけならてこずるのも致し方あるまい』

　それを聞いて、どうしてダークドラゴンがこうも綺麗に勘違いしてくれているのかに鏡は気付く。三ヶ月前のサルマリアでの戦いで、エステラーがダークドラゴンでも魔力を感知できない異質な空間に魔王を隠したから。そう考えるしかなかった。

「それで、ここに呼び出したってことは……何かあるんだろ？」

『無論だ。我はただお主たちを褒め称えるために呼び出したわけではない。言葉通り、我らは真に強き者を待っていたのだ』

　そう宣言すると、ダークドラゴンはずっと微動だにしなかった身体を起こしあげる。座っていただけでも圧倒的な存在感を放っていたそれは、身体を起こすだけでさらに威圧的な空気も漂わせた。ダークドラゴンは長い首を動かして顔を鏡のすぐ目の前にまで動かすと、竦み上がってしまいそうな不気味な眼光を放つ。

『ここまで辿り着いたお主には、どんな願いでも、この世界でできることであれば一つだけ叶えてやろう』

「どんな願いでも？」

　予想もしていなかった言葉がダークドラゴンから放たれ、鏡は困惑した。『どんな願いでも』。それを実現させるための理屈が、鏡には理解できなかったからだ。少なくともそれは、ステータスウインドウや、モンスターを倒すとお金が出現する理屈と同等の不可解さだった。

『だが……お主は必ず二つの選択肢から一つを選ばなければならない』

「選択肢？　いったいどんな選択肢なんだ？」

『まず一つ。……願いを叶えたうえで、次の舞台へと赴くこと』

　不可解すぎるその一つ目の選択肢を聞いて、メノウと鏡は思わず息を吞む。

「なんだよ、その次の舞台って……？」

『それは、次の舞台に行った者にのみ知る権利が与えられる。だが一つだけ教えよう……選んだ者は、これまでよりも辛く厳しい新たな戦いへの道を歩むことになるだろう』

　それを聞いて、鏡は直感的に理解した。自分が追い求めているものがその先にあると。この世界の全てを知るとまで宣言したダークドラゴンが、その情報を出し惜しみしている。それだけで、その先にこの場では決して理解できない何かがあるというのを悟った。

『だが、ここまでの道のりで傷つき、戦いを望まぬ者もいるだろう。戦う意志を伴わない者がこれまでより厳しい戦いの地へと行ったところで無駄死にするだけだ。よって、もう一つの選択肢が存在する』

「……それは？」

『願いを叶えたあと、その力を残したまま、戦い傷ついた精神を戻すため、今まで魔王討伐のために戦ってきたという記憶のみを抹消して地上へと帰す』

「どういうこと？　つまり……今まで戦った記憶なんて一度もないのに、なんか知らないけど最初っからめちゃくちゃ強い状態で地上に戻されるってこと？」

『その通りだ。無論、お主を知る者たちも、お主が戦ってきたという記憶を失うことになる。そしてまたいつか、再びこの場所へと戻ることになるだろう。今度は……長き戦いによる精神の疲れを伴わずにな』

「いやいや……それにいったい何の意味が……？」

『言ったであろう？　我は、「強き者を定期的に生み出す」ために存在すると、そして、お主のような強き者を待ち望んでいると』

「いや……待てよ、え？　じゃあ……いや、そんな馬鹿な、いやいや」

　鏡の心臓は、かつてないほどの速度で鼓動を繰り返し始めていた。徐々に表情も青ざめ、声も若干震えている。

「か、……鏡殿？」

　確かに、衝撃の内容ではあったが、そこまで取り乱すほどの内容だったのかと、鏡の様子を見たメノウは首を傾げた。

「そんな……いやありえないだろ。さすがに……ありえちゃ駄目だ」

　ダークドラゴンが散らばせた一つ一つの言葉が、鏡の中である一つの真理へと繫がり始めていた。だがそれは、鏡が寒気を抱かずにはいられなくなるほどの世界の仕組み。

　そんな世界があってはならないと、恐れを抱くほどに。

「ていうかそれ、記憶ないんだから必ずしもここに戻ってくるとは限らないじゃん」

　だから鏡は、その疑問をはっきりさせるために、ダークドラゴンにそう問いかけた。

『その通りだ……だが、それはそれで致し方なきこと。戦う意志のない者を連れていき無駄死にさせるよりも、いつかまた強き精神を携え、ここに戻る可能性を残す方がよほど有意義だ』

「そいつが戻らなかったらどうするんだよ？」

『強き者はその者だけに限らない』

「いや、でも！　強さを証明する方法がないだろう？　戻ってくるには１万ゴールドを集めてここに来るしかないだろ？」

『なぜだ？』

「なぜって……それ以外にもうここに来る方法はないはずだ！　魔王はもういないんだから」

　鏡が焦りを見せる一方で、ダークドラゴンは淡々と問いかけに答え続ける。そして、必死になって問いかけを続ける鏡に対し、ダークドラゴンは表情一つ変えず──、

『だからこそ、その者の戦いに関する記憶を全て消し去るのだ』

「……どういうことだよ!?」




『魔王はこれより復活する。いや……リセットされると言った方が正しいか？』




「……は？」

　鏡が想定した最悪な可能性。あまりにも残酷で、無慈悲なこの世界の真理をダークドラゴンは言葉にした。

　定期的に強き者を生み出している。それはつまり、鏡以外にもこの場所に辿り着いた者がいるということ。ここに辿り着かせるための手段を用意しているということ。

　鏡は最初、魔王の子孫を新たな魔王とし、再びここを訪れるための条件を整えているのかと考えた。しかし、その考えは、魔王を倒したという前例が人類の歴史にない時点で捨てられた。仮に新たな魔王を誕生させたとしても、過去に存在した魔王を倒したという歴史は残るはずだからだ。

　そしてここをほかの誰かが訪れたことがあるのは間違いなかった。ダークドラゴンの存在が、『地上に記録として』残っているからだ。

　きっと、過去にここを訪れた者が、記憶を消された後もダークドラゴンの存在は覚えていたのだろう。いや、その情報だけがあえて残されたと考えるのが妥当だった。

　再びこの地を訪れさせるために、小さな情報の糸口として、ダークドラゴンと出会ったことがあるという記憶だけが残される。だから、ダークドラゴンを見たという者はいても、その場所や、どうやって会ったのかは誰も覚えていない。鏡はそう解釈した。

　そうなれば、この地を訪れるための手段がまた必要になる。そのためには１万ゴールドを集める手段だけではあまりにも入り口が狭い。魔王の存在は必要不可欠。つまり──、

『魔王はこれまでも、幾度となく殺され続けてきたということだ』

　鏡の考えはその結論に至った。

『今回の魔王は強すぎた。次に再配置される魔王を選べず、リセットしかできないのがこの仕組みの欠点ともいうべきだが……待った甲斐はあった。乗り越えた者が現れたのだからな』

　引き返すことを望んだ者だけが、特別に記憶を消されるわけではない。全員消される。そして、消された上で新たな世界の記憶……新たな魔王の存在の記憶が刻みこまれる。

　倒した魔王は蘇よみがえるわけじゃない。復活ではなく、リセットという言い方をしたのは恐らくそういうことなのだと、鏡は瞬時に理解した。

　そしてそれは、あまりにも辛すぎる真実だった。

　倒されるがために存在する魔王。ただ、虐しいたげられるためだけに存在する魔族。ありもしない平穏を求めて戦い続ける人間。

「リセットだと……？　馬鹿な、ならば魔王様の娘であるアリス様はどうなるのだ！　父親の存在がなかったことになれば、アリス様は誰が親だったのかすらわからなくなるではないか！」

　するとそこで、唐突に突きつけられた真実が信じられないのか、メノウは困惑と驚愕が混じったような表情を浮かべて、鏡にも同時に浮かんだ疑問をダークドラゴンへとぶつける。

『心配せずともいい。リセットによる混乱は決して起こりえない』

「何故なぜそう言いきれる。我らの記憶も都合のいいように書き換えられるとでもいうのか？」

『否』

「ならば……いったいどうなるというのだ！」

『魔王のリセットと共に、魔族もモンスターも全て再配置される。引き継いでこの世界に残されるのは……人間のみ』

　残酷な真実に、メノウは一瞬にして表情を青ざめさせ、身体を震わせた。そして遅れて、鏡がどうしてあれほどまでに取り乱していたのかに気付く。その圧倒的な理不尽を聞いた今、メノウも取り乱さずにはいられなかった。それどころか、自分の存在にすら不安を感じていた。

「それはつまり……我々魔族が、意図的に、そのリセットの仕組みによって生み出された存在ということか？　私のこの記憶も……リセットにより作られた偽物なのか？」

『そうとも限らぬ。確かに、リセット直後に存在する魔族は全てこの世界の仕組みにより作られたことになるが……リセットした後は人間と変わらず各々の生活を営む。最後にリセットが行われたのは……今から三十年も昔。それ以降に生まれたのであれば、それは世界の仕組みによって生まれたとは言えぬだろう』

　その事実に、メノウは速まる鼓動を少しだけ落ち着かせた。メノウが生まれたのは二十八年前。ギリギリ、自分の存在が誰かの意志によって生み出されたものではなかったと安堵する。

「それも……神が作った仕組みなのか？」

　その時、耳を澄まさなければ聞こえないほどの声量で、鏡はそうつぶやいた。

『そうだ』

　そして、ダークドラゴンは、それが噓偽りない真実であることを告げる。

『故に我は「お主たち」、ではなく、「お主」と言った。残念ながら願いを叶えられるのは人間のみ。次の舞台に行くことができるのもな』

　その時、鏡は無表情だった。無表情のまま俯いて、ひたすらこれまでの人生で、ずっと疑問に思い続けていたことを、この世界の真実と照らし合わせていた。

「どうしてそうまでして……お前らは強い人間を追い求めるんだ？」

『それは、次の舞台に辿り着いた者だけが知ることができる。我らの口から話されることは決してない』

「……そうかよ、じゃあ質問を変える。モンスターがこの地上に生み出された歴史って何なんだ？　それも作られた歴史なのか？」

　そして、頭の中で疑問にぶつかる度に、言葉にしてダークドラゴンへと吐き出した。

『否。それは真の歴史。だが、その性質は大きく異なる』

「言っている意味がわからないんだが？」

『わからぬか？　この世界の機能とはすなわち、強き者を生み出すこと。この世界は、それを生み出すに適した環境となっている』

　鏡には、その言葉の真意はわからなかった。だが、少なくとも、この世界でずっと疑問に思っていた、『モンスターを倒すとお金が手に入る』という仕組みと、『自分よりも強いモンスターを倒すと強くなる』仕組みに説明がついた。

　結局、想像していた通りだった。まるで、用意された道筋に従って突き進んでいるかのように、強くなるための仕組みが揃っている。そして、強くなるのが一番効率の良い生き方になっている。

　そして鏡は、約三ヶ月前にエステラーが放った言葉を思い出していた。




『そこまで上り詰めておきながら、別の手段をとるなど前例がない』




　ダークドラゴンは、ここを最後に訪れた者は三十年前だと言っていた。今にして思えば、エステラーが人類に戦争を仕掛けたのも、いつまでたっても魔王を倒す者が現れない現状から、人類を焦らせるためにとった行動だったのだろう。

　そう捉えられるような言葉を、エステラーはちらほらと言っていた。人類を滅ぼすと言っておきながら、目の前にいる自分たちを殺そうとしなかったのも、『これを畏怖するなら、出直して強くなってこい』。つまりはそういうことなのだ。

『さあ話はもう終わりにしよう。……真に強き者よ。今一度引き返し、安息を得るか……次の舞台へと進むか、選ぶがよい』

「選ばねえよ」

　ダークドラゴンの問いかけに、鏡は即答する。

『何……？　選ばないだと？』

「魔族は絶対に消させない。俺の中にある……メノウや魔王のおっさん、そしてアリスとの記憶は絶対に消させねえ」

「か……鏡殿」

　わかってはいた言葉だが、それでもメノウは心の底から安堵し、嬉しく、そして敬意を抱いた。そう思えるほどに、鏡の表情には怒りが籠もっていた。一見、無表情に見えるが、そうではないとはっきりとわかるほどに、鏡は静かに怒りを体現していた。

　自分たちのためにそうまでして怒りを示す鏡に対し、敬意を抱かずにはいられなかった。

『なぜだ……所詮、元々リセットにより毎度生まれ変わり続けてきた存在。何を躊躇う？』

「躊躇ってなんかねえよ。お前は知らねえんだよ。どうせリセットで生まれ変わるからって、ちゃんと向き合って来なかったんだろうな。……魔族もな、俺たちと同じように笑うんだぜ？」

『笑う……？　何を言っている？』

「新しいものを見つける度に、それについて知りたがって、俺たち人間なんかよりも素直で気遣いもできて……優しかったりするんだよ。徹夜で人間に交ざって、ディーラーの指導をする変な魔族だって、俺を鍛えようとした魔族だっている。俺たちと何も変わらなくて、人間以上に大切に思える奴もいるんだ」

『つまり……何が言いたい？』

　ずっと顔を俯かせたまま、結論を濁す鏡の物言いに痺しびれを切らし、ダークドラゴンは言葉で威圧する。だが直後、威圧したはずの自分が、逆にゾクッと寒気を感じるほどに威圧されていることに気付いた。

　同時に、目の前の存在がこちらに向かって、絶対的な存在であるはずの自分が思わず畏怖するほどにダダ漏れな殺気と、鋭い視線をぶつけているのに気付く。

　それは、背負っていたリュックサックを地面へと投げ捨て、再びこちらへと向くと──、

「そんな仕組み……俺がぶっ壊すってことだよ」

　はっきりと自分の考えを言い放った。

『ほう？　どうするつもりだ？』

「リセットを行えるのはお前だけなんだろ？　なら……お前を倒せば未来永えい劫ごう魔族がリセットされるなんてことはなくなるわけだ」

『我を倒すだと？　馬鹿なことを……我は魔王よりも強いと言ったはずだ。我は神よりこの世界を任されし者……我以上の存在などこの世にはいない』

　ダークドラゴンのその問いに、鏡は軽く鼻で笑って返す。その直後、鏡の姿が一瞬にしてダークドラゴンの目の前から消えさった。

『……っ!?　速……っ!?』

　鏡に顔を合わせるために頭部を地へと近付けていたのが仇あだとなった。鏡は消えた直後、ダークドラゴンの頭部のすぐ真横へと姿を現し、目にもとまらぬ速さで全力の殴打を打ち付ける。

　突然のことに反応しきれなかったダークドラゴンはその攻撃をもろに受けると、衝撃を殺しきれず殴られた勢いで大きく仰のけ反ってしまう。

『……素晴らしき力だ。なるほど、今回の魔王を倒したのも頷ける。目にもとまらぬ速さ、我が巨体をたやすく仰け反らせる力、過去にここを訪れた者たちよりも圧倒的に優れている』

　ダークドラゴンは仰け反った頭部を動かして体勢を整えると、再び鏡と向き合った。

『だが……我を倒すには足りぬ……足りなさすぎる。故に惜しい。お主には是が非でも次の舞台へと行ってもらいたい。……我が懇願するなど初めてのこと、考え直さぬか？』

「そう思うなら強制的に連れていけばいいんじゃねえの？　連れてかれたら困るけど」

『愚問だな。お主もわかっていてあえて聞いておるのだろう？　我も神によって作られた存在。神が決めたルールに背くことは決してない』

「だったら、あんたをぶっ飛ばしてその神の決めたルールをぶち壊すだけだ」

『愚かな……お主はわかっていない。我に勝つなど不可能なのだ。理解ができぬのであれば……己おのが無力さを少しばかり教えてやろう。そして、考え直すがよい』

　直後、この広大な空間を埋め尽くすほどの青白い光の球体が出現する。全方位を囲まれた鏡は、下手に動くこともできず、構えだけをとって相手の出方を窺った。

「か、鏡殿！」

「メノウ！　俺から離れてろ！　絶対に手を出すな」

　恐らく、自分から攻撃を仕掛けない限りはメノウ単体に向けて攻撃をするような真似まねはしないとふんで、鏡は周囲の球体に意識を集中させながらメノウに離れるように促す。

『これは……我が力の片へん鱗りんにしかすぎぬ』

　メノウが鏡から距離を取り、ダークドラゴンが小さくつぶやいた次の瞬間、青白い光を放つ無数の球体が一斉に光を放ち、熱線となって鏡へと撃ち込まれた。

「な……なんだこのでたらめな魔法は？」

　鏡から距離を取って、遠くからその光景を見ていたメノウはあまりにも圧倒的すぎる力を前に絶望する。雨のような熱線が鏡へと降り注いでいた。一発だけではなく、広大な空間に埋め尽くされた球体一つ一つから何度も何度も繰り返し熱線が鏡へと撃ち出されている。
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　それもただの熱線ではなく、着弾すると共に爆発が巻き起こっている。既に鏡の周囲は、爆発による煙で覆われて何も見えなくなっていた。

「いったいどれほどの魔力があればこんな芸当……？　こんなもの、すぐに魔力が尽きるぞ！」

『我の魔力が尽きることはない』

「……なんだと？」

『我は世界中にちりばめられるほどの魔力を体内に保有している。無尽蔵と言っても過言ではない』

　絶句する。その圧倒的な存在に。この光景を目の当たりにするまで、メノウはもしかしたら鏡にも倒せる可能性があるのではないかと思っていた。魔王より強いといえどレベル５００のモンスター。数値で強さが表されている以上、倒せない敵ではないはずだと考えていた。

　だが、神の使命を帯びた存在という肩書きに、レベルの数値は何の指標にもならないことを思い知った。理不尽なまでの強さを目の当たりにして、メノウはハッキリと、魔王よりも強い相手であったと認識する。そして、鏡を守るために同行したにもかかわらず、見ているだけしかできない自分を、不甲斐なく思った。

『……生きていたか、やはりお主は我が期待した通りの存在だ』

　暫くして、突然ピタリと攻撃の雨が止やむ。爆発による煙が徐々に晴れ、次第に鏡の姿をはっきりと視認できるようになっていく。

「か……鏡殿」

　そして、その惨状にメノウは目を見開いた。鏡は、エステラーが魔王を利用して生み出した存在、『メシア』と戦った時と比べても、これほどまでに傷ついてはいなかったと思えるほどに、ボロボロになって気を失っていた。

　だが、それでも鏡は立っていた。戦う意志を死の寸前まで貫き通した証が、そこに残っていた。全身から血を噴き出し、口も半開きになり、白目をむいているのに、それでも鏡は構えをとったままダークドラゴンの攻撃を耐えきった。

『これほどまでに傷つき、死の寸前にまで追いやられても気を失うその瞬間まで闘争心を失わないとは……こんな人間見たことがない。見事……っだ!?』

　その瞬間、ダークドラゴンの表情が初めて歪む。メノウも、あまりにも突然で、ありえないその行動に口を開いて驚愕した。

「誰が……気を失ったって？」

　白目をむき、身体もボロボロで、気を失っているようにしか見えなかった。それなのにもかかわらず、爆発による煙が晴れると、鏡は疾風はやてが如ごとき速さで、撃ち放たれるように前方へと飛び出し、巨大なダークドラゴンの腹部を全力でえぐるように殴りつけた。

　突然の衝撃にダークドラゴンも耐えきれず、少し後方へと身体を滑らせ、口元から少量の血を垂れ流す。

『馬鹿な……完全に気を失っていたはずだ。いや、なぜだ。なぜそんな身体で動ける!?』

「一瞬だけ……確かに気を失ってたさ。でも……一瞬だけだ。あいにく……諦めの悪さと、根性と……タフさが……俺の……売りでね」

『まだ余力を残しているだと……？　馬鹿な』

「爆発で見えなかったかもしんない……けど、結構防いでたんだぜ？　飛んで来る熱線を片っ端から殴りつけてな」

『殴りつけてだと？　馬鹿な、そんなので防げるはずは……』

　その時、ようやくダークドラゴンに焦りが垣かい間ま見えたような気がして、鏡は思わず表情をにやつかせた。そして言葉を交わしている隙に何度も呼吸を繰り返して息を整えていく。

「コツがあるんだよ。着弾したら爆発するだろ？　だから……まず左手で熱線に触れて爆発をわざと起こすんだ。熱線によるダメージを受けないように素早く引っ込めてな」

『わざと爆発を引き起こしただと？』

「そう。そして爆発が起きたら今度は右手で爆発したところを拳で振り抜く、それで爆風が俺に当たらないように逸らした。それを全力でやり続けてガードしたんだよ。さすがに全方位だったからほとんど防げずに直撃しまくってたけどな」

　めちゃくちゃだった。めちゃくちゃだったが、鏡にならできるかもしれないと、メノウは思い直す。この男は、いつも自分の中の常識を覆くつがえしてきたからだ。

　そして、それを聞いていたダークドラゴンも、あまりにも堂々とそう言い切る鏡の姿を見て、本来ならありえないはずの出来事なのに、ありえるのではないかと思ってしまっていた。

「さあ、続きをしようぜ。もう一回やってみろよ……今度はもっと上手く防いでやる」

　すると鏡は、先ほどまで瀕死状態だったとは思えないほどに余裕そうに笑みを浮かべる。

　無論、鏡が持つスキル、『オートリバイブ』の力で徐々に体力は戻り始めてはいたが、それでもまだ戦えるほどには回復していない。傍はたから見ても虚勢を張っているだけなのはハッキリとわかった。なのに、それでも戦おうとする鏡の神経がダークドラゴンにはさっぱりわからなかった。

『お主は……怖くないのか？　あの絶望的な状況で最後まで戦う意志を曲げなかった闘争心といい……恐怖を抱かないのか？　先ほどの攻撃も我が力の一片にすぎぬ。その事実を知りながらもどうしてお主はまだ戦おうとする？』

　ダークドラゴンの問いに、鏡は呆れ果てた様子で溜め息を吐いた。溜め息を吐いてくだらないと言わんばかりにダークドラゴンへと視線を向け──、

「そういう仕組みだからって諦める方が……もっと恐ろしいんだよ。何もせずに大切な友人を殺されて、一生後悔し続ける未来を想像する方が……俺は怖い」

　そう言い切り、鏡は再び拳を握りしめる。

『……誠、面白き者よ』

　まるで、感服したとでも言いたげにダークドラゴンはゆっくりと瞼まぶたを閉じる。すると次の瞬間、青白い光を放つ球体から再び熱線の雨が鏡へと降り注いだ。

『ならばその気概に応え、試させてもらおう……お主のその言葉が真実か否か、自力で未来を切り拓く力を持っているかどうか……！　さあ乗り越えられるものなら乗り越えてみせよ！』

「ば、馬鹿なのか!?　あの状況でもう一度など耐えられるわけがない！　鏡殿は強がりで言ったに決まっているだろう！　死なれてはそちらも困るのではないのか!?」

『その時はその程度であったというだけのこと。ここで死ぬのであれば、次の舞台に行ったところで、その強がりで同じように死ぬのみ』

「…………ッ！　鏡殿！　返事を……返事をしてくれ……！」

　先ほどの猛攻は、ダークドラゴンが使える力の片鱗だったと理解できるほどに、降り注がれる熱線は数を増していた。青白い光を放つ無数の球体からは絶え間なく熱線が撃ち出され、爆発による煙で視界が覆い尽くされる。

　メノウには、この攻撃で鏡が生き残れるとは思えなかった。今回はサルマリアでの戦いの時とは違い、回復をしてくれる仲間もいない。一度目の攻撃で既に瀕死状態にまで追い込まれ、まだスキルによる力でも回復しきれていない身体でどうやって耐えるというのか？

「鏡殿……か、鏡殿ぉおおおおおお！」

　熱線はいまだ降り注いでいた。ダークドラゴンも攻撃の手を止める気がないのか、鏡が立っていた場所は既に熱線と爆発により、巨大な火柱が出来上がっている。

「呼んだ？」

「かがぁみ……！　……へぁ？」

　だが数秒後、思わず気の抜けるような返事がメノウのすぐ隣で聞こえた。

　すぐさま声の聞こえた方を振り向くと、まるで打ち上げ花火を観賞するかのような落ち着いた佇まいで腕を組みながら、今も爆発が巻き起こっている先ほどまで自分がいた場所を鏡は眺めていた。

『な……んだと？』

　追って、ダークドラゴンも鏡がいつの間にか移動していることに気付き、驚愕の表情を浮かべて攻撃の手を止める。

『どうやって抜け出した？　全方位からの攻撃……逃げられるはずがない。いや、逃げようと思っても、爆発による激しい痛みがそれを阻害するはず……どうやって？』

「この魔法には欠点がある。そうだろ？」

　鏡が放ったその一言で、ダークドラゴンは押し黙る。

「どういうことだ鏡殿？　あの無慈悲な攻撃に欠点があるのか？」

「俺がここにいるのに、ダークドラゴンは気付かずにあの場所を攻撃し続けていただろ？　つまり……相手の位置を把握してから使う魔法なんだよあれ。煙に紛れて移動すれば……もう当てられない。そうだろ？」

『否……本来ならば対象から溢れ放たれる魔力から位置を把握できる。だが、対象の魔力保有量が極端に低い場合は別だ。我が作り出した媒体に隠れて感知できなくなる』

「残念だったな。俺は魔力がほとんどないんだ。全然成長しなかったからな」

『……戦士タイプの人間だったか。まさか、その欠点にこんなにも早く気付くとはな』

「試してみただけさ、こんなに煙が出てるのにちゃんと視認できてんのか？　ってな」

『そうだとしてもだ』

　するとダークドラゴンはどこか満足げに笑みを浮かべる。

『だが……そうだとしても一つだけわからぬ。あの全方位の攻撃……どうやって切り抜けた？　当たれば爆発が巻き起こる魔法の熱線……逃げたとしても一つでも当たれば爆発によりその位置がばれるはずだ』

「当たってたよ？　モリモリ当たってた」

『ならばどうやって？』

「さっきよりも爆発の範囲が大きいとは思わなかったのか？」

　言われてメノウは、煙が視界を覆い尽くすほどに広がっていたのを思い出す。

「さっきボコボコにやられた時の最後らへんで、おかしな変化が起きているのに気付いたんだよ。左手で爆発を着弾させて、右手の拳を振り抜いた衝撃で爆風を凌しのごうと思ったらさ……」

　鏡はそう言うと、左手をダークドラゴンに見えやすいように掲げてみせた。その直後、鏡の左手が、チャージブロウとは異なる仄かに青い光に包まれる。

「俺の手がこうなってたのよ」

『何だそれは？』

「俺に一発、熱線撃ってみたらわかるよ」

　その宣言を聞いた瞬間、ダークドラゴンはすかさず鏡の前方に浮遊していた青白い光を放つ球体を利用して熱線を一発だけ放つ。放たれた熱線は凄まじい速度で鏡へと接近し──、

『……っ!?』

　気付けば、ダークドラゴンの頭部へと命中し、爆発が巻き起こっていた。

『何だ？　何をした!?』

「はね返したんだよ。熱線を……俺のパンチの威力分、速度をプラスしてな」

　ダークドラゴンもその言葉を理解するのに時間がかかった。どういう原理ではね返したのかがわからなかったわけではない。そういう力を使ってはね返したくらいは簡単にわかった。

　だが、今まで使えなかったのは明らかだった。使えるならば一回目でそうしているはずだったから。つまり、この目の前の人間は、自分と戦っている間にその力を身につけたということになる。それも、それは技や魔法の類ではなく、確実にスキルによる力。

『我との戦いで成長し、レベルを上げたというのか？　この土壇場で？　それも……ちょうどレベル１００になる値に？　……なんという奇跡。なんという剛運の持ち主よ』

「何を勘違いしてるのか知らないけど、レベルなんて上がってないぞ？」

『上がっていないだと？　馬鹿な、そうでなければ突然その力が手に入るはずがない……その反則的な力は人間にのみ許された可能性の結晶。間違いなくスキルのはずだ！』

「確かにスキルだろうけど……レベルは上がってないぞ。俺、もうレベル上げられないから。だから俺もこれが急に使えるようになって超驚いた」

　鏡はそう言うと、自分のステータスウインドウをダークドラゴンに見せつけた。その瞬間、ダークドラゴンは凄まじい速度で鏡のすぐ傍へと頭部を近付け、表示されたステータスウインドウを驚愕の表情で凝視する。

『れ……レベル９９９だと？　いや、それより……む、む、村、村人だと!?』

「そんな驚くことか？」

『ありえぬ……村人は才能を持たずして生まれた存在。いや、才能を持っていないからこそ村人なのだ。その村人がレベル９９９だと？　いったいどんな修羅の道を歩めば……いや……そうだとしても強すぎる。村人がレベル９９９になろうが所詮村人のはずだ……理解不能な点が多すぎる。何だお前は？　お前はいったい何者なのだ！』

「え？　村人」

『そんなのはわかっている！　いったいどうしてそこまで強くなったのかを聞いているのだ！』

　そこで初めて、ダークドラゴンは感情的になって鏡に怒鳴り散らす。それを見て、鏡は少しだけ微笑を浮かべた。

　感情もなく、ただ使命に従って淡々と生きているだけなのかと思ったが、ダークドラゴンにも我ががちゃんとあるように見えたからだ。もしかしたら、頼み込んで話し合えばこの仕組みにも逆らってくれるかもしれない。そんな希望を抱き始めていた。

『いや待て……レベル９９９であるならば、スキルを突然覚えるなんてことはありえぬ。その力はいったいなんなのだ……？』

「俺にもよくわからん。でも俺、限界を超えて強くなれるスキルを持っているからそれのおかげとしか考えられないかな。レベル１００ごとにスキルがもらえるから……ちょうどレベル１１００くらいの経験値量が今回ので溜まったんじゃない？　てかそれしか考えられん。さっきも言ったが俺もめちゃくちゃ驚いてるからな？」

『１１００だと……？　レベルは上昇すればするほどに経験値を取得する手段が難しくなる。その分、能力の上がり方も大きくなるが……１１００となれば、途方もない量の経験値が必要になるはずだ』

「レベル９９９になったのはずっと前だしな。ずっと素手で戦ってきたし……サルマリアでの戦いもあったし、それくらいの経験値は多分稼いでると思う。まあ、今回あんたとの戦いで、ちょうどスキルを得るほどに成長したってことだろ」




　スキル……反魔の意志

　効果……魔力を反射する闘気を、己が意識した部位に一時的に発生させる。




　鏡のステータスウインドウには新しく、そのスキルの名称が追加されていた。

　扱いが難しく、鏡にはまだ自分の両手にほんの少しの時間だけ、そのスキルを発動させるのが限界だったが、それだけでもあの絶望的な状況を突破するのには充分だった。

「新しいスキルのおかげで、飛んできた熱線を片っ端からはね返せてな。飛んでくる熱線にぶつけて爆発させて、煙で周囲が見えなくなったところでさっと抜け出したってわけよ」

『こんなことがありえるのか……？　お主のような者は見たことがない。我に戦いを挑み、圧倒的な力の差を前に恐怖せず、そしてこの場を切り抜けられる力を都合よく得るだと？』

　その時、ダークドラゴンは困惑した様子でそうつぶやくと瞼を閉じ、空間に発生させていた青白い光を放つ球体を次々に消滅させた。

「何やってんだ……？　戦いはまだ終わってないだろ？」

『お主を死なせるにはあまりにも惜しい。我は初めて希望を見いだした。お主には……是が非でも次の舞台に行ってもらう』

「……希望？　どういうことだ？」

　気になる言葉がダークドラゴンから放たれるが、ダークドラゴンはそれについて話そうとはせず、鏡も「次の舞台で知れってか」と、詳しくは話そうとしない理由を悟る。

「でも、リセットはするつもりなんだろ？」

『当然だ……我はお主が次の舞台に行ったあとも、新たに強き者たちを生み出さなければならない。これだけは曲げられぬ』

「なら、戦うしかないな」

　鏡もどうしてもそれだけは譲れず、再び構えをとった。だがダークドラゴンは、戦うつもりがないのか鏡に見向きもせず、その巨体をゆっくりと動かして元いた位置へと戻る。

　まさか、絶対的存在である自分がこれほどの距離を飛ばされるとは思っておらず、ダークドラゴンは移動を終えると自分が吹き飛ぶことで削れた地面を感慨深く見つめ、溜め息を吐いた。

『なぜだ？　なぜそこまでしてリセットを拒む？　そこにいる魔族も洗脳して利用しただけではないのか？』

　そして、こうまでして抗おうとする理由が心底気になり、ダークドラゴンは鏡に問いかける。それは、今までどんな存在に対しても提示した二択だけを選ばせ続けてきたダークドラゴンが、初めて話だけでも聞く価値があると思えたからこその質問だった。




『いや、その者は噓をついている。むしろ噓だらけと言った方がいいか？』




　その時だった。ダークドラゴンとは明らかに別の、どこかで聞いたことのある声色が脳内に直接響き渡る。直後、鏡とダークドラゴンの間に割って入るように突如空間の歪ひずみが発生し、その中から一人の魔族の男がずるりと空間を裂くようにして姿を現した。

『なぜ……お主がここに？　いや、それよりも……随分と久しいな』

　突如姿を現した魔族の男は、空間の歪みを消滅させるとそのまま空中に滞在し続ける。そして、視線をダークドラゴンではなく鏡へと向けると、まるで、予想通りとでも言いたげな表情で微笑を浮かべた。

「き、貴様は……エステラー！　なぜここに!?」

　突然の登場に、わなわなと身体を震わせながらメノウが現れた魔族の男の名を叫ぶ。

『あまりにも面白すぎるショーが始まっていたのでな。一部始終見させてもらった』

　予想通り、もしくは予想以上だったからか、エステラーは満足そうに笑みを浮かべると、『くっくっく……』と笑い始める。

『いや失敬。村人……お前を笑ったわけじゃない。ダークドラゴンの反応があまりにも予想外すぎてな……ここまで感情的に取り乱しているこいつを見るのは初めてだ』

『お主……我を愚弄するためにここに来たのか？』

『いやいや、そうじゃない。ちゃんと別の用件はある。それに笑いはしたがそうなるのが普通なのだろう……私もきっとそんな感じだったろうからな。だがわかってはいてもどうにもおかしくてな、暫く隠れて見させてもらったよ』

　すると、ダークドラゴンとエステラーは親しげな様子で会話を始めた。あまりにも唐突すぎるエステラーの出現と会話内容に、鏡とメノウは呆けた顔で二人の様子を窺い続け、それと同時に、この男がやはり、『世界の機能を保ち続ける者』だったと確信を得る。

「お前……魔王はどうしたの？」

『安心するがいい。ちゃんと保護しているさ……我が空間の歪みの中でな。それよりお前こそどうした？　神をぶっ飛ばすのではなかったのか？　次の舞台こそ、神に近づくための手段であると気付けない男ではあるまい？』

　エステラーがそう問いかけると、鏡はめんどくさそうに溜め息を吐く。

「くだらねえこと聞くなよな。神に挑むために、大事なもん失ってたら意味ねえだろ？」

『ほう……？　魔族がリセットされるべき作られた存在であると知っても大事であると？』

「生まれがどうとか、リセットの度に作られる存在だとかどうでもいいよ。今、この世界で自分の意志を持ってちゃんと存在しているあいつらが俺は大事なんだ」

『やはり面白い男だ……この仕組みを知りながら、魔族の身を案ずるとはな』

　鏡の返答にエステラーは満足そうに笑みを浮かべた。その佇まいを見て、「いや、お前も魔族じゃん」と、特別な存在であるのはわかりつつも鏡はツッコむ。

「鏡殿……私は感動した！　魔王様に仕える身ではあるが、このメノウ、鏡殿に何かあれば命を賭して守ると約束しよう！」

「あ、じゃあ今後もカジノの運営よろしく」

「それのどこに命を賭す要素が？」

　すっかり戦いによる緊張が薄れ、激変した空気感にダークドラゴンは困惑した表情を浮かべる。だが、すぐに鏡の内に秘める殺気を気取り、ダークドラゴンは気を引き締めた。

『どうだダークドラゴンよ？　面白い男だとは思わないか？　場に応じて一時的に殺気を引っ込めたかと思えば、目的を果たすまでは戦う意志を消そうとしない。たとえ、自分の身がどうなろうとお構いなしにだ。こんな人間……見たことがなかろう？』

『面白いのはわかるが……先ほどからどういうことだ？　どうやら面識があるようだが……魔王を保護しているだと？　噓だらけとはどういうことだ？』

『説明がまだだったな。……この男は魔王様を倒してなどいない』

『ど、どういうことだ？　魔王の気配は感じられぬぞ？』

『説明すれば長くなるが……あまりにも到達者が現れぬため、そろそろ頃合いだと思ってな。三ヶ月ほど前にメシアを動かし、人間どもに危機感を与えて成長を促そうとした……が、この男に倒された』

『倒された……!?　メシアを村人が!?』

『お前はまだ、この男の真の実力を知らないのさ。まだ、隠し玉を残しているぞ』

　言葉を交わしながら、エステラーは鏡へと視線を向けて微笑を浮かべる。その視線を受けて鏡は「ばらすなよ」と溜め息を吐き、やはり魔王軍の襲撃はそういうことだったのかと苦笑した。

『これほどの力を持っていながらこの男はご存じの通り変わっていてな。魔王様を倒そうとしないどころか救おうとした。それ故、私は新たにルールを設けたのだ……一年間、誰にも魔王様を殺させない代わりに、一年以内に１万ゴールドを集めなければ再び魔王様を使って襲撃を開始すると。そうすれば、この男は魔王様の命惜しさに必死に金を集めると考えた。集められるだけのポテンシャルは持ち合わせていたのでな』

「え、じゃあ何？　結局、俺をここに来させるために焦らせようと噓ついてたってことか？」

『噓ではないさ、私たちもいつまでも来ない者を待ってはいられんのでな。一年が過ぎれば……予定通り私は魔王様を使い、新たな強き者が生まれるように促していたさ』

「ていうか……お前は何なの？　魔族……なのか？　それとも特異点だっけ？　それなのか？」

『もうわかっているだろうが、私もダークドラゴンと同じこの世界の機能を保つべき存在……特異点で合っている。もっとも、ダークドラゴンほどに力はないし、リセットされる度に誕生する魔王様に仕え、魔族としてその調和を保つ立場だがな。まあ……今回のようなのが良い例だ。新たな動きがいつまでたってもない時、私みたいなのがいないと困るだろう？』

　そこまで聞いて、鏡はますますわからなくなる。この世界のその機能が、どうしてそれなのかという理由が。だが、それを聞いたところで恐らく、『次の舞台に行った者のみが知れる』と言われ、はぐらかされる。それがなんとなくわかり、鏡は何も言わずに押し黙った。

『いや……なら待て。この者はこれほどの短期間で１万ゴールドを集めたというのか？』

『残念ながらそれも違う』

『ではいったいどうやってここに来たというのだ？』

『地上から穴を掘ってここに自力で辿り着いた』

『………………………………………………………………………………えっ？』

　エステラーの言葉を受けた瞬間、ダークドラゴンはその仰々しい竜の顔からでもわかるほどの呆けた表情で固まってしまう。それから数秒間一切動かず、ようやく理解できたのか、大きく息を吐くと、小さく、『ふむ』とつぶやき──、

『すまぬ。もう一回言ってくれ』

　と言って、信じられぬといった表情で再確認をした。

『私もまさか、自力でここに辿り着く者が現れるとは思っていなかった。さすがの私も驚いたよ。再生する大地を前に、再生が追いつかぬほどの速度で掘り進むとはな』

『馬鹿な……あれは神が作りし仕組みの一つ！　レベル５００を超える勇者であろうとすり抜けられるわけが……！』

『その男は、一時的にだがレベル９９９の勇者と同等、もしくはそれ以上の力を発揮できるのだ。まさか……神もレベル９９９の勇者が地面を掘ってくるとは思っていなかったのだろうな』

　さすがに予想外だったのか、ダークドラゴンは、『レベル９９９の勇者!?』と叫び散らすと猛スピードで顔を鏡へと近づけ、まるで確かめるかのように鏡をあらゆる角度から眺めた。

『仕組みの抜け穴を通るのが得意なようでな。魔族が放つ魔力を抑える布といい……見ていて退屈せんよ』

『では……この者は神が与えた次の舞台に行くための二つの条件を、どちらとも満たしていないということなのか？』

『そういうことだ。だが……これほどまでの実力だ。わざわざその道を通らせる必要もあるまい？　条件を満たしたとして扱ってもよいのではないか？』

『……いや、ならぬ。お主も我と同じく神に作られし者ならわかるであろう？　ルールには逆らえぬ。たとえこの者がどれだけ強かろうがだ』

『だがダークドラゴン、お前も先ほどの戦いで見たであろう？　この者の規格外の力を、希望を』

　エステラーの言葉の意味を理解できたのか、ダークドラゴンは思いつめた様子で押し黙った。その光景に、鏡は異様な違和感を抱く。まるで、ダークドラゴンもエステラーも、この世界の仕組みに縛られているかのような、助けを求めているかのような、そんな感覚。

　ダークドラゴンが放った希望という言葉が鏡の脳内でエコーする。そして、その度に次の舞台という存在が、気になって仕方がなくなった。

『どのスキルが与えられるかの条件は役割に関係している以外は不明で、ほとんど運で決まると言っていい……あのタイミングであのスキルを得たのは剛運だったとしか言えん。だが……運も実力のうち。たとえ運であろうと土壇場で全てを覆し、己が信念を貫き通せる者こそ、真に我らが求めている存在なのではないか？』

『……むう』

『それに、魔王様が倒されていない以上、リセットする必要性もない……その男が抗う理由もなくなり、全てが嚙み合う』

　深刻そうな表情で会話するダークドラゴンとエステラーの間に緊迫した空気が流れ、メノウは思わず息を吞む。

「あの～ちょっといい？」

　だが、そんな空気の中、いつも通りの声色で、「はいはーい」と手を挙げながら、鏡がダークドラゴンとエステラーの会話に割って入り──、

「どっちにしろ俺、今次の舞台とかに行く気ないから、地上に帰してくれない？」

　あっけらかんとした態度で、会話のそもそもの主軸をぶった切った。

『どういうことだ……？　お前は魔族がリセットされるのが嫌で次の舞台に行くのを拒んだのではないのか？　次の舞台とは、お前が目指すべき場所でもあるはずだろう？』

「俺が潰したいのはそのリセットされる仕組みだぜ？　確かに今の話の流れだと、今回はリセットされないんだろうけど……根本的な部分は何も変わらないだろ？」

　その言葉を受けて、エステラーは一考する。確かにその通りだったからだ。

『だが……そうなれば、お前は永遠に次の舞台へと行けないことになる。お前の目標はこの世界には存在しない……それでいいのか？』

「いや、次の舞台には行くよ？　でもそれは今じゃない。どうあがいてもリセットの仕組みを変えないっていうなら、そのリセットが起きないように別の手段で手を打つだけだ。だからこそ……その前に、地上に戻ってやっておきたいことができた」

『何をするつもりだ……？』

「それは見てからのお楽しみだぜ？　どうせ監視しているんだろ？　とりあえず、その用事が終わればちゃんとここにまた来るよ。今度は文句言われないように１万ゴールドを集めてな」

　鏡はそう言い終えると、地面に投げ捨てていたお金の入った袋と、リュックサックを拾いあげる。それを見届けて、ダークドラゴンは再度、『誠、面白き者よ……』と感慨深くつぶやいた。

「あ、でもその前に魔王返して？」

『……は？』

「そのやりたいことをするためにさ、どうしても魔王の存在が必要なんだよ」

『何を馬鹿なことを言っている……？　魔王様は１万ゴールドを集めた時に返す。そういう取り決めであろう？』

「それは、俺に必死になって魔王を取り返させるための担保だろ？　もう別にそんなことしなくても、俺は残りの時間で１万ゴールドを集めきる。お前もお前で、時間内に集めきれなかったら戦争でもなんでも仕掛ければいいさ。絶対にさせないけどな」

『魔王様の力は絶大だ。手元に置いて常々弱らせておかねば……従わせるのにも一苦労なのだ』

「じゃあ間に合わなかったその時は、俺が全力で弱らせて言うこと聞かせるからさ。頼む」

　何も根拠はなかった。いざ、その時になって裏切る可能性だっておおいにあった。だが、それでも至って真面目な表情で、誰もが噓と思い込むような言葉を、この世界の支配者ともいえる二つの存在に向けて堂々と言い放つ姿を見て、ダークドラゴンとエステラーは思わず噴き出して笑い始める。

『ふ……ふふ、ふはははは！　愉快だ……こんな感情を抱いたのはいったいどれほどぶりだ？　良いではないかエステラー。その時になれば我も力を貸し、その者の言葉通り魔王が弱るように手配しよう。今、魔王をその者に渡した方が……面白いことになりそうだ』

　ダークドラゴンがそう言うと、同意見なのかエステラーも頷き、鏡の目の前に空間の歪みを発生させる。するとその中から、薬か何かで弱らされているのかぐったりとした様子の、黒色で統一された礼装とサーコートに身を包んだ髭面の男性が現れ、地面へと仰向けに置かれる。

「ま……魔王様！」

　すぐさまメノウは魔王の傍へと駆け寄って身体を起こし上げる。弱ってはいるが無事なのを確認するとメノウは安堵の溜め息を吐き、鏡に向けて笑みを浮かべた。

「ありがとな、信じてくれて」

『信じたのではない。期待しただけだ。私たちの予想を超える何かをしでかしてくれるとな』

　エステラーは微笑を浮かべると、手を鏡たちへと向けてかざす。

『それでは見届けさせてもらうぞ？　お前がこの世界でやり残したという、魔王様を必要とするその何かとやらをな』

　そして、その言葉と共に、鏡たちの周囲が光に包まれると、その場に光の粒子を残してまるで弾け飛ぶように鏡たちの姿がその場から消えてなくなる。

『待っているぞ……救世主となる可能性を持ちし者よ』

　最後に、その光景を見届けたダークドラゴンは、いまだ残る高揚感に期待を抱きつつ、感慨深くそうつぶやいた。
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「お、目が覚めたか？　まさか半日も起きないとは思わなかったぜ」

　聖の森の中心部、焚たき火びによって仄かに照らされた闇夜の中、ゆっくりと瞼を開いた魔王の顔を鏡は覗き込む。対する魔王はまだぼんやりとした視界で辺りを見渡し、重く感じる身体をゆっくりと起こしあげた。

「……こ、ここは？　私は……いったい？」

　まだ相当辛いのか、魔王は頭を抱えながら立ち上がる。

　エステラーによって地上へと戻されてから半日が経過していた。鏡とメノウは魔王を連れて運ぶのも困難という判断で、魔王の目が覚めるまでは聖の森で待機することにしたのだ。

「……？　なんだ？　魔力が……？」

「勝手にだけど、アリスとメノウにもつけさせている魔力を抑える布を巻き付けさせてもらった。もしかしたら今後も魔族の仲間が増えるかもしれないと思って、三つだけだけど用意してたんだ。まさか溢れ出る魔力を抑えきれず三つともあんたに使うことになるとは思わなかったけどな。これで全快の状態じゃないってんだから、どんな化け物だって話だよ」

「……また、お前に助けられたようだな」

「感動の師弟再会だろ？　もっと喜べよ」

「馬鹿を言うな。お前が勝手にそう呼んでいるだけだろう」

　微笑を浮かべる魔王の言葉に、鏡は「そうだっけ？」ととぼけた言葉を返すと、用意しておいた薪たきぎを焚火の中へとくべた。

「ま、魔王様！　お目覚めになりましたか！」

　その時、薪を集めるために森の中を歩き回っていたメノウが戻り、拾い集めた薪を地面へと撒まき散らして魔王の元へと駆け寄る。

「メノウか……心配をかけたな」

「ご気分は悪くありませんか？　喉は渇いておられませんか？　お疲れでしょう？　今すぐ食事の用意を……いやしかし食料が！　今すぐ何か採って参ります！」

「よい。お前は相変わらず極度の世話焼きだな。どんな時でも落ち着きを持つようにいつも言っているであろう」

「す……すみません」

　メノウは魔王の言葉を真に受けて落ち込んだ様子を見せる。

　その光景を見て、恐らくこんなやり取りを見られる人間は世界で自分だけだろうなと、鏡は思わず噴き出すように笑いだした。

「確かにメノウは自分の心情が直接表情にも出るしな。焦ってるときなんかもろばれだぜ？　最初に会った時とかも、うろたえまくってたしな」

「んなっ！　突然上空に人間が飛んできたら誰でもうろたえるだろう！　しかも私の攻撃が一切効かないのであればなおさらだ！」

「あーあの爆破魔法三連発な。あれ実は結構痛かったんだぜ？　服も燃やされたし」

「ならちょっとくらい痛がる素振りを見せてくれてもよいだろう！　鏡殿はむしろ動じなさすぎなのだ！」

「……っぷ！　ふははははは！」

　すると今度は、二人のやりとりを見て魔王が噴き出すように笑い始める。

　まさか、人間は倒すべき敵であると思い込んでいた自分の配下が、これほどまでに人間と打ち解けているとは思っておらず、なぜかおかしくなって耐えられなくなった。

「どうやら私だけが特別なわけではなかったようだな。村人……やはりお前は惹きつける何かを持っている。全く……不思議な奴だ。お前のような者は見たことがない」

「それはちょっと違うな」

「どういうことだ？」

「確かに俺は変わってるかもしんないけど、こうやって俺とメノウとあんたが話してる状況は別に特別なことじゃない。これが普通なんだ。普通で、本当なら誰でもこうやってわかりあえるはずなんだよ」

「つまり……何がおかしいと言いたい？」

「この世界の在り方……かな。だから、あんたに協力して欲しいことがある。昔みたいにな」

　魔王は、そう言って目の前に差し出された手を見て鼻で軽く笑ってしまう。

「私はお前に協力したことなど一度もない。お前が勝手に挑んできて、勝手に強くなっただけだ。……だから、協力するのは、これが初めてになる」

　そして、「ここまでされて断るわけがあるまい」と付け足すと、魔王は鏡の手を取った。

「それで？　何をするつもりだ？」

「ああ……とりあえずだな……おっ？」

　質問をしてきたにもかかわらず、魔王の視線が自分でもメノウでもない場所に向けられているのに気付き、鏡は言葉を途絶えさせてその視線の先を追う。

「か、鏡さん？　お、…………お父さん？」

　するとそこには、状況を把握できないのか困惑した表情を浮かべながらも、嬉しさのあまり目元に涙を溜めて立ち止まるアリスの姿があった。

　その背後には、同じようにして困惑した表情を浮かべて立ち止まるティナと、木に手を置いて探し回ったと言わんばかりに大きく溜め息を吐くタカコの姿もある。

「え……え？　え、どうし……え……？　お、お父さん？」

「……随分と久しぶりに思えるな。息災だったか？」

「……お父さん！」

　脳内で整理がつくよりも早く、横たわりつつもこちらに視線を送る魔王に向かってアリスは駆け出し、飛びつくとその存在を確かめるように抱きしめた。

「……少し、背が伸びたか？」

「多分……少しだけ」

　魔王も、アリスの身を案じていたのか、飛びついてきたアリスの頭を優しく撫でると、安堵したかのような優しい表情を浮かべる。そして、その光景を満足したような表情で見届けると、鏡は小さな声で、「だよな」と、自分の考えは間違っていないと改めて確かめた。

「こ、こ、これはどういうことですか？　どうして魔王がこんなところで鏡さんたちと？　ええ？　１万ゴールド集めたんですか？　いやいやいや！　ありえないでしょう！」

　魔王とアリスが抱き合っている姿を見届けてようやく、おどおどとした様子でティナがタカコと一緒に鏡の元へと駆け寄る。

「こんな短期間で集められるわけがないだろ……結構お金も手に入ったけどな」

「じゃあどうして魔王がここにいるんです？　もう１万ゴールド集めなくていいんですか？」

「それはまだ集めなきゃいけないけど……それよりもそっちの説明が先だろ？　どうしてここにいるんだ？　カジノの運営はどうしたんだよ？」

　鏡が問いかけると、ティナは表情を曇らせた。するとそのまま、徐々に瞳に涙を浮かべ始めたため、鏡は少し表情を強張らせる。

「王国の連中が来たのよ……そして、王国の連中の前で、アリスちゃんが魔族であるということがもろばれしたわ。目の前で角を見せちゃってね」

「ア、アリス様が魔族であるとばれただと？　なぜだ？　ま、まさか……デビッド殿が!?」

「違うわ。デビッドさんは私たちを庇ってくれたのよ？　アリスちゃんが魔族だってわかっていながらね。私たちがここまで逃げてこられたのもデビッドさんのおかげよ」

「そうであったか……」

　事情を知り、デビッドは危険な存在であると思ってしまっていた自分を悔い、メノウは拳を地面へと打ちつける。

「じゃあ、どうしてばれたんだ？　ていうか、デビッドが味方してくれてたなら、どうして王国の連中が来たんだよ？」

「パルナ……あの子の仕業よ」

「あらら、なるほどな……そういえば結構悩んでたみたいだったしな」

　鏡はそう言うと軽く溜め息を吐いた。まるで、「そうなるのも仕方ない」、「そうなると思っていた」とでも言っているかのように落ち着いた様子に、タカコとティナは首を傾げる。

「……クルルとレックスは？」

「王国の連中に捕まったわ……私たちも逃げるので精いっぱいで、助けられなかった。立場が立場だから……ひどい目にあってないとは思うけど。心配だわ」

「なるほどな……じゃあ今頃、レックスとクルルはお城にいるわけね」

「さすがに、今回ばかりはお手上げだわ。魔族と一緒に過ごしていることもばれちゃったし、クルルちゃんとレックスちゃんに会いに行こうにも王都だし……って、どこ行くの鏡ちゃん？」

　珍しく、表情を曇らせるタカコをよそに、鏡はそんなことどうでもいいと言わんばかりにスタスタと荷物を持って歩き始める。

「え？　いや、今から王都に行くんだけど？　お前らもとっとと行くぞ」

　そして、タカコの呼びかけに反応して振り返ると、あっけらかんとした表情で鏡はそう言い切った。

「ちょ、ちょっと鏡さん！　タカコさんの話聞いていたんですか!?　今回の相手はモンスターじゃないんですよ！　王都に行っても私たちは魔族に寝返った犯罪者として……って！　あぁぁあああああああ！」

「おおー、気付かなかった。ステータスウインドウに犯罪者の烙らく印いん押されてるじゃん」

　ティナの言葉に反応して鏡がステータスウインドウを開くと、役割を表示している部分の隣に、犯罪者の烙印であるドクロのマークが記されてあった。ティナも気付いていなかったのか、すぐさま自分のステータスウインドウを開き、自分の役割の隣にもその烙印が記されてあるのを見てたまらず絶叫する。

「……どうするつもりなの鏡ちゃん？」

　あれほどまでに犯罪者の烙印を押されるのを拒んでいた鏡が、あっけらかんとした態度でそう言い切ったのが気になり、タカコは鏡の肩を摑んでどういうことなのかを問いただそうとする。

「どうするも何も、元々俺は王都に用があるんだよ」

「何をするつもりなの？　ティナちゃんも言ったけど、相手はモンスターじゃないのよ？」

「相手が誰だとか、関係ねえよ」

　鏡はタカコの手を振り払うと、再び王都の方向へと身体を向ける。

「サルマリアの時はモンスターが俺の前に立ち塞がったから戦った。今回は、王国が立ち塞がったってだけだ。俺は自分の目標のために行動するだけだぜ？」

「そうだけど……今回は相手が悪すぎるわ！」

「シンプルに考えようぜ？　タカコちゃんはクルルとレックスを助けたくないのか？」

　その言葉を聞くと、タカコは押し黙った。むしろ、助けたいという感情しかない。だが、王国が相手であればどうしようもないという現実が、タカコの行動を遮っていた。

　すると、そんなタカコを見て鏡は苦笑する。

「わかるよ。俺も……ついさっきまでそんな感じだったから。でもさ、気付いたんだよ。それじゃ駄目なんだって。それがこの世界のルールだからって何もせずに耐えるだけじゃ、何も始まらないってさ」

　今まで、それがそういうものだから仕方がないと鏡は思っていた。理解を得られないから、多分無理だからと行動せずにいた。でも、それは逃げていただけだと気付いた。

　それと同時に、鏡は自分の信条を思い出した。

　それは、１００％無理でないのであれば、逃げずに戦うということ。

　そしてそれは、無理だと思い込んでいただけで、決してゼロではないはずの可能性だった。

「行こうぜ王都。自分の思いをシンプルにぶつけに……レックスとクルルを助けにな！」

　無理と思い込んで、何もしなければ何も始まらない。そんな、鏡の意志がなんとなく伝わったからか、タカコとティナは表情を切り替えて頷くと、鏡が行く先を追いかけた。
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「次の舞台……ね。鏡ちゃんはそこに何があると考えてるの？」

「わかるわけないだろ。けど少なくとも……強くないと生きていけない場所だろうな」

「まあそうよね……でも、驚きだわ。まさかそんな場所にダークドラゴンがいたなんて。いえ……それよりも、私たち人類が掲げる大目標、魔王討伐が終わることのない仕組まれた戦いだったなんて。頭がパンクしそうだわ」

　王都付近に広がる大地、ヘキサルドリア平原を歩きながらタカコと鏡は言葉を交わす。その背後をついていくようにして、ティナとアリス、魔王と、魔王に肩を貸しながら歩くメノウの姿があった。

　タカコの言葉を聞いて、魔族であるアリスとメノウは表情を曇らせる。魔王ですらも、表情こそ変わりはしないが、どこか重たい雰囲気を醸し出していた。

「ほら、そんなしょげた顔するなよな。……俺が絶対に守ってやるから」

「う、うん！　第三の軍だよね！　……ありがとう。鏡さん」

　そして、そんな三人の重たい空気を感じ取ると、鏡はすぐさまメノウの背中をバンッと叩き、次にアリスの頭を優しく撫でて笑顔を浮かべた。

　するとその様子を見て、魔王が思わず笑みを浮かべる。

「アリス。出会ったのがこの村人でよかったな……これも、運命というやつか？　不自由ない生活をさせてもらっていたのだろう？」

「うん！　鏡さんに出会って本当によかったって思ってる。……まだお互いちゃんと知らないのに、魔族であるボクを危険から守ってくれた……大切な人なんだ」

　はっきりと言われ、鏡は少し頰を搔いて照れくさそうに上を向く。

　対して当時アリスを魔族だからと倒そうとしていた一人でもあったティナは、「ふ……なかなか耳が痛いですねぇ」と苦笑を浮かべていた。

「私にとってもすっかり特別な存在になった。……大昔に会った時は、ここまで巨大な力を持つ存在になるとは想像もできなかったが……立派になったものだ。よくぞ村人の身でそこまでの力を得たものだ」

「むしろ、村人だったからかもしれないぜ？」

「……そうなのかもしれんな」

　聖の森から王都に向かい始めてから、途中で休憩を挟むなどして半日が経過していた。

　現在六人は、魔族であることや犯罪者であることなど全く気にせず、多くの行商人が利用する、王都とほかの街を繫ぐ街道を堂々と歩いている。

　途中何度か王都からほかの街へ移動しようとする冒険者や行商人に出会ったが、特に怪しまれることもなく、適当に挨拶を交わしてやり過ごしていた。

「まさか奴らも、普通のおっさんにしか見えないこれが魔王だとは思うまい」

「どうやら、犯罪者の烙印は押されたみたいだけど、まだ全然知れ渡ってないみたいね。ステータスウインドウさえ開かなければ、なんとかやり過ごせそう」

　そう言って、タカコはチラッと背後を歩く魔族三人の様子を窺う。まさか、魔王のいるパーティーに自分が参加することになるなんて人生何があるかわかったもんじゃないと、タカコは感慨深く溜め息を吐いた。後ろを歩く三人が、冒険者や行商人が疑わないほどに自分たちと変わらない人間にしか見えなかったのも、溜め息を吐いた要因の一つだった。

　かつては、彼らと戦おうとしていたのだ。そう考えると、この世界の仕組みのおかしさに鏡が気付けたことに、偉大さを感じてならなかった。

「っつ……」

「大丈夫か魔王？　あんたに死なれたら俺はめちゃくちゃ困るからな？」

「無理させようとしておいてよく言えたものだ。まあ……私も、その世界の仕組みを聞いてしまった以上、我が配下、そして我が娘のためにも死ぬわけにはいかなくなったのだがな」

　言葉では強がってみせてはいるが、魔王はメノウから素直に肩を借りるほどに衰弱していた。だが、この状態でも充分にメノウよりも強く、制限解除を使っていない鏡と互角に戦う力を持っている。それ故に、こんな状態の魔王に対しても、鏡は頼もしさを感じていた。

「呪い系の衰弱状態みたいだから回復魔法も効かないし……精霊の加護薬持ってきてたらよかったけど、あんな高価なもん持ち歩くものでもないしな」

「よい……この状態でも充分に戦える。お前ほどではないにしてもな」

「別にあんたに戦ってもらうつもりなんてないって。話し合いに行くだけだし」

「話し合い……だと？　そういえば話が途中だったな。私に何をさせるつもりだ？」

「あんたと王様で、停戦協定を結んでもらう」

　ごく自然に吐かれた言葉に、その場にいた全員が声を裏返して、「はぁ!?」と声をあげる。

「そ、そんなの無理に決まってるじゃないですか！　今までずっと敵同士だったんですよ？」

「無理……かもな。でもやらなきゃ始まらないだろ？　ティナだって最初は敵視してたけど今はしてないじゃん？」

「そうですけど……さすがに国に理解してくれっていうのは無理でしょう！　今までの行動全てを否定することになるんですよ！」

「それは魔族も同じだろ？　だからトップ同士の話し合いが必要なんだよ。それに、それで話し合いが成立すれば、クルルもレックスも解放されるだろ？」

　それを聞いて、ティナは呆ぼう然ぜんとした表情を見せる。そして、「この人……アホなのかな」と、思わずつぶやいた。その言葉に同意見なのか、タカコもヤレヤレと頷く。

「そもそも、相手が聞く耳持たずに戦いを仕掛けてきたらどうするつもりなの？」

「あー……まあその時は話し合ってくれるまで戦うしかないね」

　鏡の返答に対し、ティナは思わず「結局戦うんじゃないですか！」とツッコミを入れる。

「戦うって言っても、魔王に戦ってもらうつもりはないさ。それだと喧けん嘩かふっかけてるのと同じだからな。戦うのは俺だけさ」

「戦った時点で終わりだと思うけど？」

「でも、かと言って何もしないで引き下がるわけにはいかないだろ？　俺さ……どうしても伝えたいことがあるんだ。今回で停戦協定が結べなくてもいい。でも、停戦協定を結ぶ意志が魔王にあるって国王にわかってもらいたい。無謀な交渉だってのは俺にもわかってる。ただ……今までずっと言えないでいたことを、国王に伝えられるだけでいいんだ。だから多少強引になったとしても俺は国王に会いに行く」

　鏡がそう言い切ると、アリスは突然トテテと歩を速め、鏡の隣に並んではにかむような笑顔を向ける。

「……どしたの？」

「ボク、やっぱり鏡さんが大好きだよ」

　面と向かって言われ、鏡は思わず照れ隠しに視線を逸らす。

　単純に、自分たちのために無謀と思えるような行動をしようとしているのが嬉しくてたまらなくなっての行動だった。アリスは、その道の難しさを知っているが故にわかっていた。それだけの無茶をしなければ、世界は変えられないことを。

　そしてそれには、人間の協力が必要不可欠であり、その行動を起こそうとした人間が大きな損害を被こうむるかもしれないのもわかっていた。それを鏡は、自分から望んでやろうとしている。嬉しくならないわけがなかった。




「残念ながら、その協定が結ばれる可能性は限りなく低いかと思われます」




　だがその時、アリスの思いを遮るような言葉が一同の背後から聞こえる。

　感じ取れなかった気配が突然現れ、一同は一瞬にして表情を強張らせると戦闘態勢をとって背後を振り返った。

「で、デビッドさん!?」

　するとそこに、肩で息をするほどに疲弊し、全身が傷だらけで今にも倒れそうなほどにボロボロになった状態のデビッドが立っており、思わず血相を変えてタカコは駆け寄る。

「待っててください！　今すぐ回復魔法を！」

「ぼ、ボクも手伝うよ！」

　危険な状態にあるのにすぐ気付き、ティナとアリスもデビッドの元へと駆け寄ると、すぐに二人は手元に温かみのある仄かな光を灯し、デビッドの傷を癒し始めた。

「あれ？　アリスたん、回復魔法覚えたの？」

「うん。いざという時に鏡さんの役に立ちたくて……クルルさんと、ティナさんと、デビッドさんに協力してもらって覚えたんだ」

　暫く見ない間に成長を遂げていたアリスを見て、鏡は思わず微笑を浮かべる。

「ほっほっほ……何か役に立ちたいと一生懸命頑張っておられましたからなぁ。鏡様にその時の頑張りをお見せしたかったほどです」

　覇気のない声色でデビッドがそうつぶやくと、鏡は「見なくてもわかるよ」と、満足そうに笑顔を見せる。鏡は、魔族の特性をよく知っている。身体能力も攻撃魔法も、人間と比べて段違いに強い代わりに、回復魔法を使える適性が低いこともだ。

　適性が低い魔法を覚えようと思えば、相当な努力と、使いたいという意志がなければ覚えることはできない。それを考えれば、アリスがどれだけ頑張ったのかは一目瞭然だった。

「それよりデビッドさん。どうしてここに？　あの後どうなったの？」

「すみませんタカコ様……レックス様とクルル様をお助けすることはかなわず……逃げて参りました。捕まれば完全に身動きが取れなくなってしまう。それだけは避けたかったのです」

「いえ……よく無事で。とても心配したのよ？」

　タカコはそう言うと、潤んだ瞳でデビッドの手を取った。対するデビッドは治療中にもかかわらず、ダメージを負っているかのように額に汗を浮かべる。

「……私が逃げられたのは恐らく、私に用がなかったからです」

「どういうこと？」

「元々、王国の連中はアリス様が魔族であるということをダシに、レックス様とクルル様を連れ戻すのが一番の目的だった……可能性があります」

　それを聞いて、一同は困惑した表情を浮かべた。レックスとクルルを連れ戻す理由はわかるが、二人を連れ戻せさえすれば、デビッドやほかを見逃してもよいとする理由がわからなかったからだ。

「それで……教えてくれ、どうして協定を結ぶことができないんだ？」

　そこで、鏡は一から話を整理しようと、デビッドへそう問いただす。

「それは……王自身に問題があるからです」

「国王が？」

「はい、王は……魔族を滅ぼすことに固執しております。まるで、それが使命とでも言いたいかのように、魔族を……魔王を倒すことに全てを捧げておられるのです」

「そんなの、敵対した関係が続いてるんだから当然だろう？　仮にも人間を代表する王だし」

「鏡様はわかっておりません。あの方の魔族を……魔王を倒そうとする執念は異常なのです」

「どうしてそう言い切れるんだ？」

「……クルル様です」

　そこまで聞いて、鏡とタカコは納得した表情で各々、「……なるほどな」と勘付いた。

　そんな二人を見て、まだよくわかっていないティナがタカコと鏡の顔を交互に、「えっ？　えっ？」とおろおろ見回しながらツインテールを左右に揺らす。

「た、タカコさんと鏡さんは今ので何を納得したんですか？　どういうことなんですか？」

「いや、クルルって王女だろ？　いくら賢者に生まれたからって、魔王と戦わせるために育てたりしないだろ普通。結構世間知らずだったし、最初会ったとき……妙にアリスが魔族であるかどうか口うるさく聞いてきたし」

　それを聞いて、ティナは思い当たるふしがあるのか、「……あ」とつぶやいて納得した表情を見せた。少なくともクルルは最初、魔王を倒すことを目標にしすぎて、不要な馴なれ合いを避けようとしていた。今のクルルからは想像できないほどに。

　鏡という存在と出会い、昔に比べて積極的に自分よりも周囲を気遣う優しさを見せるようになってすっかり忘れていたが、クルルは最初、どこか冷たい印象があった。

「鏡様のおっしゃる通りでございます。王は……魔王を倒すという目的のためならば、ご息女すらも戦わせようとするほどに……魔族を敵視しておられるのです」

　その言葉で、メノウとアリスは表情を曇らせる。

「……我々がいったい、何をしたというのだ？」

「……お父さん」

　そんな二人の暗い表情を見て、魔王は少し悲しくなった。

「全部……このクソみたいな仕組みが悪いんだ」

　鏡はそう言うと王都へと視線を向けた。仕組みが悪いならば壊せばいい。そう考えて。

「お願いします……鏡様。王との協定は先ほども申した通り、恐らく失敗するでしょう。ですが、クルル様だけは……クルル様だけはお救いして欲しい」

　その時、執しつ拗ように焦った表情でそう懇願するデビッドを変に思い、鏡は顔を歪ませる。

「どうしてだ？　殺されるわけじゃないんだろう？」

「きっとクルル様はまた、笑わなくなるでしょう」

「笑わなくなる？」

「昔の話です。私がまだクルル様にお仕えして間もない頃、クルル様はよく笑うお方でした。自分よりも他人を優先して気遣える……ちょうど今のアリス様のようにお優しい方でした」

　デビッドはそう言うとアリスを見つめた。まるで、昔のクルルを見ているかのような無む垢くな笑顔に、どれだけ安心させられただろうか。だからこそデビッドは、魔族であろうと関係ないということに気付けたのかもしれない。

　そしてそれと同時に、その笑顔がもう二度と見られなくなるかもしれないという危機に、デビッドは恐怖していた。

「だが王は、クルル様を魔王討伐のために強く育てようと、まだ幼いにもかかわらず、辛く厳しい訓練を毎日のように受けさせたのです。まだ、戦いに不慣れであるにもかかわらず……護衛がいるとはいえ、自分よりも遙かにレベルの高いモンスターの目の前に立たせて」

　デビッドは、その頃の記憶を今でも鮮明に思い出すことができた。護衛の一人として戦いに参加した時、クルルは恐怖のあまり、ぴくりとも動こうとはしなかった。レベルの高い相手であれば、特別クルルだけが恐怖で動けなくなるわけではないが、クルルは、たとえ相手が最弱と呼ばれているグリーンスライムであっても、みずから戦う意志を示そうとはしなかった。

「わかりますか？　その日々が、どれほど恐ろしく、辛いか……？」

　クルルは心優しすぎた。たとえモンスターが相手であったとしても、命を奪うという行動に恐怖を抱き、また、自分の命が奪われるかもしれないということにも恐怖を抱いていた。

「私にはわかる……クルル様は毎日のように泣いておられた。来る日も来る日も恐怖で震えきった表情を浮かべ、外に出ようとすれば、また戦いの場へと連れていかれると悲鳴をあげられ……それでも王は、クルル様を強く育て上げるのをやめようとはしませんでした」

　そして、いつしかモンスターだけではなく、戦いの場へ連れていこうとする自分自身に対しても恐怖し、絶望した表情を浮かべていたのをデビッドは今でも覚えている。

「そんな日々を繰り返していたある日……クルル様は笑わなくなりました。そして、それが宿命とでも言わんばかりに、戦いを受け入れて日々を過ごすようになりました。精神が……壊れたのです」

　デビッドのその言葉に、タカコとティナは表情を歪める。

「おかしいわね。少なくとも、私たちが出会ったときは精神が壊れてるとは思わなかったけど」

「そ、そうですよ。確かに魔王討伐をすごく重要視されてましたが、精神が壊れていたとはとてもじゃないですが……！」

　少なくとも、出会った当初のクルルは普通だった。魔王討伐を目指し、世界を平和に導くために、民のために戦おうとする誠実な人物であった。

　だが、デビッドは二人のその言葉を聞くと、まるで何もわかっていないとでも言うかのように、顔を左右に振った。

「それが……王の力なのです。王は、精神が壊れたクルル様を見て、王族でありながら社交性に欠けるのを問題視し、クルル様の心を修復致しました。いや……心を痛めないようにした、と言うべきでしょうか？」

「どういうことだ？　というより、元々クルルも魔王討伐を目指していたんだろ？　ならそれなりに戦いに対する覚悟があったはずだ。それで……精神が壊れるなんて思えないけど」

「クルル様は、魔王討伐をご自分から望んだことは一度もありません。戦うことを……ずっと嫌がっておられました」

「……は？　ならどうして？」

　言葉の矛盾に、鏡は困惑した表情を見せる。クルルは、魔王討伐を目標にこれまで強くなるための特訓を受けてきたと言っていた。だがそれは、戦いが嫌で精神が壊れたという事実と矛盾している。

「王は、他者を洗脳する力を持っています。そういうスキルを……持っておられるのです」

　無感情。精神が壊れたクルルは最終的に、何に対しても反応を示すことなく、ただ、操られた人形のように行動するようになった。だがそれは、王の目的を達成してはいても、王の意図通りではなかった。

「クルル様は……壊れた精神を修復するために洗脳をかけられ、元より自分から望んで魔王討伐を目指していたと思うようにされました。そして、今のクルル様になったのです」

　いくら魔王討伐を受け入れたとはいえ、表情も言葉も発しない社交性に欠ける存在であっては王族として困る。その理由から、王は洗脳によるクルルの精神のリセットを試みた。

　その結果が、今のクルルという存在だった。

「王は……クルル様だけではなく、これまでも、魔王討伐の意志のない優秀な冒険者を見つけては洗脳し、魔王討伐がそもそもの目的であったと思わせるように仕向けてきました」

　自分の本来の意志とは異なる意志を植え付けられ、まるでそれが、本来の自分であるかのように行動させられる。そんな非人道的な行為を、王が行っていたという事実に、その場にいた全員が戦慄する。

「そんな……そんなことって許されるの!?」

　たまらず、アリスは悲痛な表情でそう叫ぶ。

　それを見て、デビッドは視線を逸らし、辛そうな表情を浮かべた。許されるはずがない。だが、魔族は倒さなければならない存在という常識に逆らえず、デビッドは王のその行動に目を瞑ってきた。魔王を倒し、平和な世界を一刻も早く取り戻すべきであると。

「私は王に命じられ鏡様の元を訪れた時、王の洗脳の呪縛を解き放ち、魔王討伐を望まず……またかつてのように笑うようになっていたクルル様を見て驚きました。いや、予想通りだったと言うべきでしょうか？　私は賭けていたのです……パルナ様の話を聞き、クルル様が王都に一度戻ったにもかかわらず再びヴァルマンの街に戻った事実から、王の洗脳の呪縛を解き放ち、別の道を歩もうとしているのではないかと。だから私は……たとえパルナ様の報告が真実であっても、そうであればクルル様のために虚偽の報告をしようと監視役に立候補しました」

　元々、デビッドは感じていた。こんなのは、間違っていると。いくら魔王を倒すためとはいえ、人の心を操るような真似をしてはいけないと。

「私の考えは当たっていた。皆様という存在がクルル様を変えてくれたのだとすぐに気付きました。それから私はたとえ王の意志に背くことになったとしても、クルル様が大切にしていらっしゃるこの環境を必ず守ると誓いました。なのに……私は守ることができなかった」

　そして暫くして、魔族が倒すべき存在であるという認識も、間違っていたのだと気付いた。

「お願いです……鏡様。このままではクルル様はきっと……魔族を、アリス様を味方とは思わず敵とみなす、魔族と戦うだけの存在にされてしまう。そうなればきっと……今のような優しい笑みを浮かべなくなる。浮かべたとしてもそれはきっと……また別の……！」

　その時、デビッドはぐしゃぐしゃに歪んだ必死な形相で鏡に懇願した。結局何も守ることができず、遅すぎた気付きと行動を激しく後悔しながら、それでも諦めきれない大切な者のために。

「どうするの鏡さん……このままじゃ！」

　不安そうな表情でそうつぶやいたアリスを見て、鏡は手をアリスの頭にポンッと置く。

「そんなの決まってるだろ。不安そうな顔するなって」

　そして、すぐさま意を決すると、次にデビッドの肩をポンッと叩き──、




「頼まれなくても助けるさ。あいつらはもう俺たちの良き理解者。……仲間なんだよ」




　そう、掠かすれるほどに小さな声でつぶやいた。

　その瞬間、デビッドは背筋が凍るような感覚を抱いた。

　肩を叩いた鏡が今までに見たことがないほどに冷たく、怒りに溢れた形相をしていたからだ。

　身体の全細胞が、「この者に関わってはならない」と警報を鳴らしている。それはデビッドにとって初めての感覚だった。どんな者が相手であったとしても、引かず、弱音を吐かずに立ち振る舞ってきた。それがたとえ王であったとしても、間違っていると感じれば今回のように逆らってきた。だが、そこにあったのは逆らう気力も失うほどの威圧。

『もしもこれが敵だったら？』。そう考えた瞬間、抑えていた全身の震えをデビッドは止められなくなった。

「……だったらなおさら、停戦協定は結ばないとな」

「ど、どういうことです？」

　たった今、王の考えを話したばかりにもかかわらず、曲がらない鏡の意志にデビッドは困惑する。すると、鏡はその場で振り返り──、




「この世界の仕組みがそうさせてるんだ。だからそれを潰さないと何度でも同じことは起きる……だから」




　そして鏡は自分が背負っていた荷物をデビッドに放り投げるように渡す。その直後、思わずよろついてしまうほどの突風がその場で巻き起こり、あまりにも突然の風に全員が思わず瞼を閉じる。そして暫くしてから瞼を開けると、そこに鏡の姿はなくなっていた。

「……私たちも追うわよ！　あのアホは……また一人で！」

「絶対鏡さん後先のこと考えてないですよ！　クルルさんを早く助けないとって気持ちで暴走してる可能性大です！」

「……鏡さん」

　また一人で無茶するのではないか？　そんな不安をタカコとティナとアリスは抱えながら、恐らく鏡が向かったであろう王都へと足を急がせた。
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　かつて東京と呼ばれた土地の中心部にある、王城を中心として円形に構成されたヘキサルドリア王国内でもっとも活気がある都市、王都ヘキサルドリア。

　中央に存在する王都の三分の一は占めるであろう王城。その周囲を囲うようにして巨大な外壁を隔てて存在する城下町。全体の敷地は要塞都市とまで呼ばれるサルマリアよりも広大で、居住する人口もヘキサルドリア王国一である。

　円形の外壁に包まれたその場所は、東西南北それぞれに出入りが可能な凱がい旋せん門が存在する。そこではモンスターが侵入しないように門番が見張りをしているくらいで、特に人の出入りはチェックされておらず、犯罪者から貴族にいたるまであらゆる人物が行き交いする。

　とはいえ、チェックがないのは城下町だけであり、王城の敷地内にある貴族街で暮らしている住民に危害が及ばないよう、王城の敷地内を囲う外壁の東西南北に存在する壁門では、厳しい取り調べが行われる。

「なんだか特に騒ぎがあった様子はないですね」

「至って普通ね。ずっと前に私が王都の城下町に来たときと何も変わらないわ」

　そして、先に王都へと向かった鏡のあとを追ってきたタカコやメノウたちも、特に怪しまれる様子もなく、凱旋門をくぐって城下町の中にまで到着していた。

　中に入れたとはいえお尋ね者には変わりなく、あまり目立たないように服を覆うマントを最初に購入し、現在それを全員が着用して城下町を歩いている真っ最中である。

　幸い、城下町の貧民街と呼ばれている裏通りは犯罪者も少なくなく、一般人や冒険者たちはよりつかないため、そこを歩きながら怪しまれることなく移動できていた。

「わぁあ……わぁあああ！　すごーい！　サルマリアも凄かったけど……王都も凄いんだね！」

　そんな中、ときたま裏通りからちらっと見える表通りの活気にアリスは歓喜の声をあげる。王都の城下町は、ヴァルマンやサルマリアとはまた違った活気があり、アリスは浮足立っていた。

「まさか……私がここに足を踏み入れることになるとは。生きていれば、何があるかわからぬものだな。……ここ最近、色々ありすぎて最も早はや驚く気もせんが」

「魔王様……私も同意見です」

　初めて人間が住む街の中に入ったにもかかわらず、タカコやデビッドと同じように達観した様子で魔王はそうつぶやく。メノウも人里に慣れてはいたが、王都のあまりの規模に、いつどこから何があってもいいように、周囲に警戒を張り巡らせていた。

「どうやらまだ鏡ちゃんもおっぱじめてないみたいね。鏡ちゃんが何かやらかす前に探して合流しましょう。いったい……どこにいるのかしら」

「もしかしたら……既に王城の中にこっそり潜入してるとか？」

　ティナは顎に手を置いて、「あの人ならやりかねません」と付け足してそうつぶやく。

「確かにそれが一番賢い方法だけど……現実的に考えて無理だわ。王城へは、城下町との間にある10メートルはある外壁を越えなくちゃいけないし、その先はお城の兵士の見張りでびっしりだもの。魔法で姿を隠したり音を消したりできれば話は変わるけど……鏡ちゃんは魔法を使えないし」

「じゃあ、あの人何をしてるんですかね？　道に迷ってるとか？」

「いや、鏡殿は別に方向音痴というわけでもなかろう」

　鏡の行動パターンから、タカコとティナとメノウは必死にどこにいるかの見当をつけようとするが、正直なところ、いつも予想外の行動しかしないため、全く見当がつかなかった。

「……先に王城の前へと向かい、待っていればよい。そこで待っていれば、いやでも何か起きるか、あの村人が姿を現すだろう」

　そこで、このままではらちがあかないと、もっとも遭遇する可能性が高いであろう場所に行くよう、魔王が提案する。

「……そうですな。それが現実的なようです。行きましょう。どちらにしろ時間は刻一刻と迫っております。こうしている間にもクルル様が……！」

　そしてそれを聞いて、一同は深刻そうな表情を浮かべる。悠長に構えている時間は、もうほとんど残されていなかった。犯罪者の烙印が押されたのが一日前であると考えると、少なくともその頃にはクルルやレックスたちは、パルナとミリタリアの手によって王城内へと連れ戻されている可能性が高かったからだ。

「最悪、私たちだけでどうにかしないといけないわね」

　タカコはそうつぶやくと、それがどれほどの困難であるかを想像し、改めて鏡という存在が如何いかに自分たちにとっても大きいのかを再認識した。
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　魔王の指示通り、一同は王城と城下町を隔てる外壁の南側の門を訪れた。王城を守る屈強そうな門番が二人ほど待機しており、一同は近くにある家屋の物陰に隠れてその様子を窺っている。

　二人の門番が退屈そうに欠伸あくびを漏らしているのを見て、まだ王城内部で表立った騒ぎは起きていないようだと悟った。

「やっぱりまだ到着してないみたいね。何してるのかしら……先に行ったはずなのに」

「どうする？　そのクルルという者を助けるのであれば手を貸すが」

「……魔王の台詞とは思えないわね。人間一人を助けるのに自らの身を危険にさらそうだなんて」

「私もその人間の一人に助けられた。その人間が救おうとしている相手を助けるのは当然のことであろう？」

「まあ……そうよね」

「だが、あの村人がいないのであれば本当に救うだけだ。その後のことは知らん……少なくとも、お前たちは今後辛い生活を送ることになるだろうな……私たちも、元通りだ」

　それは、ある意味別の終わりを示唆していた。一時的に戦いは終わる。クルルは洗脳されずに済み、魔王たちも元の生活へと戻る。そう、一方は犯罪者としての逃亡生活を送り、一方は倒すべき宿敵として再び人類の前に立ち塞がる……結局何も変わらない終わり。

　それは、一番避けるべきであるはずの終わりだった。

　それを考えると、タカコはクルルのことを諦めてしまった方がよいのではないのかとも思ってしまう。だが、その結末を鏡が想定していないわけがない。

　しかし、鏡は一向に姿を現さない。鏡を信じている反面、その事実に少し不安を感じていた。

「あ、あそこ！」

　だがその不安は杞き憂ゆうに終わる。

　アリスがそう言って指差した先に、何食わぬ顔でスタスタと門へ向かって歩く、鏡の姿があったからだ。

「か……鏡様？　いったいどちらで何をされていたのでしょうか？」

「わからないわ……何か準備でもしていたのかしら？　でも、何も持っていないし」

　鏡は、デビッドにリュックサックを預けた時の状態と何も変わらず、手ぶらだった。手ぶらで、身軽な格好のまま、少しずつ門へと近付くと、門番の前で立ち止まる。

　対する門番は、突然現れて向かってきた鏡を、怪しすぎると言わんばかりの表情で睨みつけていた。

「なんだ貴様？　ここがどこだかわかっていないのか？　ここは王都の中心部、国王であるヘキサルドリア様の王城であるぞ？」

「見た目からして村人……か？　どこから来たかはわからないが立ち去るがいい！　ここは貴様のような下げ賤せんな輩やからが近付いてよい場所ではない！」

　二人の門番は各々そう叫ぶと、所持していた槍を鏡へと突きつける。

「……用事ならあるさ」

　だが鏡は、突きつけられた二本の槍をそれぞれの手で鷲わし摑づかみ、引っこ抜くように奪い取ると、そのまま背後へと投げ捨てて気にせず門のすぐ傍へ近付こうと再び歩き始める。

「……っへ？」

　門番は何をされたのかわからないのか、目をぱちくりとさせながら先ほどまで槍を握っていた手に視線を送り、すぐさま目の前に迫る男の危険性を悟って一歩後ずさった。

「な、なんだお前は……!?　いったい何者だ？」

　そして、門番は恐怖を抱いた。この場所でこれほどまでに大胆な行動に出たという事実。そして、自分たちがそこそこ腕もたち、レベルも50を超えているにもかかわらず、目の前の平凡そうな男にいともたやすく武器を奪われたその事実に。

「こいつ……本当に村人か？　だ、だれか……！」

　そして、青ざめた表情で敷地内にいる兵士たちに助けを求めようと、門番の一人が連絡用の窓口へと顔を近付ける。だが、その瞬間──、




「レックス……クルル！　二人まとめて俺が……攫さらいに来たぜ！」




　鏡はそう、耳を塞ぎたくなるほどの声量で高らかに宣戦布告すると、30センチはあるであろう分厚い門を開けるのではなく、素手で殴り飛ばして破壊した。

　殴打の衝撃により爆風が発生し、破壊された門の破片が周囲へと次々に撒き散らされていく。

「あの人！　絶対後先のこと何も考えてませんよ！」

　そしてその鏡の行動を見て、すぐさまティナがアホを見るような悲痛な表情で叫んだ。

　実際、言われるのも仕方がないほどに、鏡の行動は馬鹿げていた。正面突破。逃げも隠れもせずに正面から戦いを挑んだ。絶対になんとかできるという確信と意志がなければ、到底できる行為ではない。

「な、何事だ……!?」

「いやぁぁあああああ賊よ！　あなたたち……早くなんとかしなさい！」

「落ち着け！　見ろ！　相手はたった一人だ！　身の程知らずが…………！」

「な、何だあれは……村人？　いや、そんなのはどうだっていい！　敷地内にいる兵を呼び集めろ！　王城で待機している兵もだ！　侵入者だ！」

「馬鹿な……王城に侵入してくる奴など、見たことがないぞ！　命が惜しくないのか？」

　突然破壊された壁門に、敷地内にいた兵士、貴族たちは各々阿あ鼻び叫きょう喚かんの様子で門を破壊してきたその存在へと視線を向けていた。

　しかし一瞬気後れはしたものの、侵入してきた脅威を排除するべく、敷地内にいた十数人の兵士たちは一斉に鏡の元へと接近し、捕らえようと行動を開始する。

「……命が惜しい？　そりゃ逆だぜ」

　だが、接近しようとしていた兵士たちは、目の前の存在が放つ、目が眩くらむほどの威圧感と殺気に思わず立ち止まってしまう。その男は壁を破壊した後、ポケットに手をつっこみながら敷地内へと侵入し、平凡な顔のはずなのに、どこか人とは思えないほどに冷め切った悪魔のような見透かした表情で、堂々と道を歩く。

「命が惜しいなら……手を出さずに黙って見過ごせ」

　ハッタリじゃなかった。それが直感的に真実であると、兵士たちは感じ取った。だが、それでも己が使命を果たす義務と意志により、兵士たちは強く槍を握り直す。

「ひ、ひるむな！　捕らえようなどと考えるな！　殺せ！　この男を王城へと一歩も近づけるな！」

　そして、再び一斉に兵士たちが鏡へと襲い掛かる。だがその瞬間、応対しようと身構えた鏡のすぐ目の前に、上空から一人の巨体が降ってきた。

「な……なんだこの巨漢は？」

「な、仲間か!?　ひるむな！」

　そして、突然現れたそれは、瞬時に兵士たちの背後へと回ると、当て身をくらわせて近付こうとしていた複数の兵士の気を失わせる。

「おー、随分遅かったじゃんかタカコちゃん」

「ったく、一人で勝手におっぱじめないの！」

　兵士の気を失わせた後、タカコはずかずかと鏡の目の前へと接近して[image: ]しっ咤たする。

「鏡さん！」

　先に敷地内へと侵入したタカコに続き、アリスやメノウたちも鏡が破壊した門から侵入し、鏡の傍へと駆け寄った。

「だーアホですか！　あなたはアホですか！　大事なので二回言いました！　もうこれで後戻りできませんよ!?」

「後戻りするつもりなんて元々ないからいいよ」

「そうだとしても、もっと上手く侵入できる方法があったでしょうに！　こっちには王都に詳しいデビッドさんだっているんですよ？」

「でも、もう時間ないだろ？　だったら、変に小細工せずに正面突破するのが一番早い」

　すると鏡は、ここから少し離れた貴族街を抜けた先にある王城へと視線を向けた。

　実際、こそこそとばれないように移動すれば侵入する手立てがないわけではなかった。だが、それをすればかなりの時間がかかり、そうこうしている間に全てが手遅れになってしまうかもしれない。今、一番重要視しなければいけないのは見つからずに王の元に辿り着くことではなく、一刻も早くクルルの身の安全を確保すること。そう判断しての行動だった。

「だがそれなら、どうして鏡殿はもっと早くに行動を起こさなかったのだ？　後から来た我々に追い付かれてしまっているが……？」

「いや、そりゃ俺も何も考えなしに特攻しているわけじゃないからな。先に王都に来て準備してたんだよ」

　メノウの質問に、鏡はあっけらかんとした態度でそう答える。

　その時、困惑した表情を浮かべる一同を前に、鏡は突然表情を強張らせると、ボンッと爆風をその場に発生させて消え去る。

「侵入者だ！　絶対にこれ以上進ませるな！　全員、訓練の成果を見せ……つけぇ……？」

　その直後、敷地内の至るところから集まってきた十数人の兵士が一斉にタカコたちへと襲い掛かろうとするが、鈍い打撃音を発生させると、その場にいた全ての兵士が一瞬にして力が抜けたかのように気を失った。

「ほら、急がないと兵士が集まってくるし、さっさと行こうぜ！」

　あまりにも一瞬の出来事に、そして頼もしさに、一同は思わず苦笑いを浮かべる。

「こうまで圧倒的だと、我々の力は必要ないのではないかと思えてくるな」

「いやいや、そんなことないぞメノウ？　俺も力加減が難しいからさ、兵士たちを気絶させるのに気を逸らしてもらったりしないと俺一人じゃ辛い」

　まるで、そうするのが当たり前とでも言うかのように鏡はそう言い切った。

「向こうは私たちの命を確実に狙ってくる……そんな相手に情けをかけるのか？　お前はこの世界の仕組みを変えたいのではないのか？」

　予想外の言葉を吐いた鏡に対し、魔王は一歩近づくとそう問いただす。

　すると、鏡はまるで、「アホなの？」とでも言いたいかのように表情を歪ませると──、

「命を奪って、力や恐怖で無理やり従わせても、何も意味ないだろ。お互い納得しあった状態で、その仕組みが変わらないと意味がないんだ。だから……必要最小限の身を守るための力だけでこの場を乗り切って、王様の元へ辿り着く。じゃないと俺たちの大義名分を失うだろ？」

　そう言い切ると、「ていうかそれくらい魔王なんだし、実力差で乗り切ってくれよ」と溜め息を吐く。こんなくだらない世界の仕組みを正す戦いのために誰かが命を落とす必要はない。そう考えての鏡の選択だった。それがわかり、魔王は思わず微笑を浮かべる。

「……不殺を試みるか。ならば村人、お前にお手本を見せてやろう。不殺の真髄とは、逆らう気力も湧きあがらないほどに……圧倒的な力の差を見せつけることだ」

　すると、魔王は頭に巻きつけられた魔力を抑える布を王都の中心部であるにもかかわらず取り外した。

「お……おい！　魔力がダダ漏れだぞ」

「気にする必要もなかろう？　外そうが外すまいが我らは敵として扱われる。それに……魔族と人間が手を組んで王城へと乗り込んできたという噂がたつ方が、都合がよい」

　付け足して、「魔族は倒すべき存在であるという仕組みを、これから壊すのだからな」とつぶやくと、魔王は、いつの間にか騒ぎを聞きつけて集まった数十人にも及ぶ兵士たちと向き合う。

　それを聞いて、鏡は思わず顔をにやつかせると、同じく兵士たちに向き合った。

「な……ま、魔族!?」

「待て……なんだ？　なんだよこの馬鹿げた魔力。あいつ……ただの魔族じゃないぞ？」

「そ、その隣にいる村人っぽい奴もだ！　さっき……あいつが瞬時にほかの兵士たちをやったのを俺は見たぞ！」

「魔族と手を組んでる人間……こいつら、噂になってるクルル様を騙していた連中じゃ!?」

「じゃああの村人は……サルマリアで一万の軍勢と戦ったっていうあの……!?」

　時間がたつと共に次々に兵士たちが集まり、王城へと続く大通りは既に多くの兵士たちで埋め尽くされていた。だが、その圧倒的な数をもってしても、たった数人相手に誰も攻撃を仕掛けようとはしない。いや、仕掛けられなかった。

　そして、いつまでたってもこちらに攻撃を仕掛けない兵士たちを見て、「そういうことか」と、魔王が言っていた『お手本』の意味を理解する。

　戦えば、絶対に殺されると思えるほどの圧倒的な魔力を目の前の魔族は放っている。近付けば瞬時に殺すとでもいうような威圧感と殺気を、目の前の人間は放っている。

　そう、今この場には、史上最強の魔王と、史上最強の人間が二人揃っている。

　そんな相手を前に、兵士たちは命を無駄にするような真似ができるわけがなかったのだ。

　味方であるはずのメノウ、タカコ、ティナ、デビッドですら、近くに立っているだけでその気当たりに吞まれそうになるほどである。ただ一人、ずっとこの光景を夢に見ていたアリスだけが、いつもの見守るかのような表情を浮かべ、「二人とも……頑張って」と小さくつぶやいた。

「向こうから来ないからいつまでたっても進めないな……俺も相手の背後に立てないと当て身で気絶させられないから、この状況が続くのはまずいぜ？」

　鏡はそう言いながら手をひらひらと揺り動かす。すると魔王は、「お前がそんな調子でどうする……」と溜め息を吐きながら、手元に魔力を込めて、緑色に輝く風の渦を発生させた。

「なんだそれ？」

「絶対的な威力を持ちながら、殺傷能力の低い魔法もあるということだ。仮にも王都を守る兵士だ……死にはしないだろう。さあ準備はいいか？　……開幕だ！」

　そう宣言した直後、魔王は前方に向かってその魔法を撃ち放つ。

　その瞬間、思わず顔を伏せてしまうような突風が鏡たちを襲い、思わず身を屈めてしまう。

　対する目の前にいた兵士たちは、押し飛ばされるほどに重圧ある風に襲われ、次々にその身を宙へと舞わせていた。これほどの威力を持ちながら、いまだ本調子ではないという事実にデビッドとティナとタカコは思わず戦せん慄りつしてしまう。

「いまだ！　走れ！」

　そして魔王の掛け声を合図に、一同は一斉に王城へ向かって駆け出した。

　それとほぼ同時に、魔王が放った魔法を耐え凌しのいだ兵士たちが一斉に鏡たちに襲い掛かる。

「デビッドはアリスを頼む！　タカコちゃんはティナを援護してやってくれ！」

　鏡はそう叫ぶと、進路を遮ろうとする兵士たちの背後を目にもとまらぬ速さで駆け抜けて移動し、次々に首筋に当て身をくらわせて気絶させては前へと突き進んでいく。

「とても頑丈そうな鎧ね……でも、私の前では意味がないわよ！」

　横から囲もうと近付く兵士には、主にタカコとデビッドが応戦し、培つちかってきた体術を駆使して気絶させていく。鏡はその光景を横目で見ながら、防御力を無視するスキル『浸透する破壊の衝撃』により、どれだけ重厚な鎧を着用していても、関係なしに破壊して気絶させるタカコは向こうからすれば絶対に恐ろしいのだろうなと同情した。

　そして、背後から迫りくる兵士たちにはメノウが対応し、魔王ほどの威力ではないが風を操る魔法を使って近付けさせないように吹き飛ばしていく。

「もらったぁあああ！　……っぁ？」

　さらにそこから漏れた兵士による攻撃を受けないように魔王が全体を見渡し、今、アリスが襲われかけたように何か危険が迫れば魔法で援護を行う。

「大丈夫かアリス？」

「うん、大丈夫。ありがとうお父さん！　……あ、メノウ危ない！」

　完璧な布陣に見えるが、それでも膨大な数の兵士たちの前に全ての攻撃を防ぎきれるわけではなく、魔法のような遠距離攻撃はもろにくらってしまうこともあり、一同は着実にダメージを蓄積させていった。

「メノウさん、傷を癒します！　走りながら！」

　だがその傷をティナが癒してくれるため、一同は傷つくことを恐れずに先へ先へと進み続ける。それを繰り返していくうちに、次第に襲い掛かろうとする兵士たちはその数を減らしていった。それほどまでに力の差がありすぎたからだ。

　どこから攻めようが、どれだけダメージを与えようがお構いなし。近付けばもれなく気絶させられ、止まることがない。

「ひ、ひるむな！」

「絶対にここから先は行かせん……我が誇りにかけて！」

　しかしそれでも、国王のためにと戦う意志を曲げない者はいた。それらが接近する度に苦戦を強いられてしまう。

　向こうは殺すつもりなのに対し、こちらは不殺。それは大きなハンデでもあったからだ。

「ティナ！　生きてるか!?」

「まだ大丈夫です！　鏡さんこそ、へばってませんか？」

「大丈夫だ！　でも……このままだとまずい、魔王！　もっとあの風を起こす魔法を連発できないのか？」

「連発は無理だ、魔力を込める手間が必要だからな。力加減も難しい」

　それを聞いて、鏡は思わず表情を歪める。

　このままではジリ貧だった。国王の元に辿り着く前に、こちらが疲弊してしまう。せめて魔王が全快の状態であればと考えるが、ないものにすがっても仕方がない。

　だが希望も見えていた。王城まで、あと半分と言える距離にまで近づけていたからである。

「よし……ここからならぎりぎり届くかもしれない。作戦Ｂで行くぞ！」

「……なんだそれは？」

「説明している暇はない！　魔王！　お前が向こう側に先に行って皆を受け止めてくれ！」

「……なるほど」

「受け止めてくれ」という言葉で、魔王は鏡がいったい何をしようとしているのかを瞬時に悟る。すると、鏡は魔王の身体をガッチリと固定して摑み──、

「そぉい！」

　全力で、王城に向けて投げ飛ばした。

「ええ!?　な、何やってるの鏡さん！　お父さんが！」

「アリスも行ってこぉおおおい！」

「え？　ちょ？　えええええええええぇぇ……！」

　続いて、鏡はアリスを優しく抱き上げると、魔王と同じようにして王城にめがけて投げ飛ばす。

　そして、投げ飛ばされた二人は兵士たちに邪魔されることなく、綺麗に放物線を描きながら飛行すると、あっという間に王城へと辿り着いた。

「ちょぉおおお！　魔王さんは別にいいですけど、アリスちゃんは投げちゃダメでしょ！　怪我をしたらどうするつもりなんですか！」

「次は君が飛ぶんだよ？」

「っへ？　え？」

「これが作戦Ｂだから」

「え？　ちょ！　作戦Ｂってなんですかぁぁぁぁぁぁ…………！」

　次に、鏡はティナの背負っている大きなリュックサックをガッチリと摑むと、優しい笑顔を浮かべながらティナごと王城へと投げ飛ばす。

「ぶ、ぶつかるぶつかぁぁぁあああ！」

　ティナは悲鳴を上げながら、同じく綺麗な放物線を描いて王城へと到達する。

　ティナは投げられた勢いでそのまま王城の壁に激突してしまうのではないかと肝を冷やしたが、王城に辿り着くと同時に風のような黄緑色の輝きがクッションとなり、壁にぶつかることなくゆっくりと降ろされた。

「だ、大丈夫ティナさん？」

「し、死ぬかと思いました。あの人……いつか絶対殴ります」

　鏡が魔王を最初に投げたのは、魔王が使っていた風の魔法を駆使すれば受け止められると判断したからだった。魔王ほどの存在であれば力のコントロールができないはずもない。実際、その考えは当たっており、魔王は最初に風を操る魔法を駆使して着地すると、そのまま同じ原理でアリスとティナを受け止めた。

「あ……また飛んできました」

　暫くして、ティナとアリスが飛ばされた位置とほぼ同じ場所にデビッドとメノウが飛来してきたため、魔王は同じようにして魔法で受け止める。

　そして最後にタカコが飛来したが、なぜかタカコだけ自分たちとは違う王城の壁へと飛んでおり、そのまま城壁へドガァッ！　と大きな音をたてて激突する。

「あれ……絶対鏡さんわざとですよ」

「多分そうであろうな。ヴァルマンの街でタカコ殿に見当違いな場所に投げられたのを相当怒っていたからな。さすが鏡殿……こんな状況で復讐とは」

　遠い目をしながらティナとメノウはそうつぶやく。

　実際、鏡はタカコを投げ飛ばす瞬間、「タカコちゃんさようなら！」と、いつぞやタカコに言われた言葉を言い返していた。

　あまりにも唐突なことに魔王も風を操る魔法で受け止められなかったが、城壁に激突したタカコはダメージを一切受けていないかのようにピンピンした様子で這い出ると、すぐさま魔王たちと合流する。

「いやー……すまんすまん。手元がくるった」

　そして全員を投げ飛ばし、一人になった鏡は、その圧倒的な身体能力を駆使して兵士たちを蹴散らして進み、すぐさま王城の前に待機する魔王たちと合流して何食わぬ表情でそう言った。

「んふふ……いいのよ？　手が滑っちゃったなら、仕方がないわよね？」

　対するタカコは笑顔だった。それを見て、一同は直感的にこの醜い争いは今後も続くのであろうとなんとなく予感する。
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　そのまま一同は城内へと突入した。城内では、騒ぎを聞きつけてあらかじめ来るのを予測していたのか、多くの兵士たちが既に待ち構えていた。

　要塞のような広大な城の中をあてもなく探していれば、いずれ自分たちが危機に陥ると危惧した鏡は、特に城内に詳しいデビッドに、クルルとレックスがいる可能性のある場所へと案内してもらっていた。

　既にクルルとレックスがいる可能性のあった牢ろう屋やや私室には向かったが誰もおらず、ほかに可能性があるとすればこの城の最上階、王の間しかないということで、現在、外での状況とほとんど変わらず逃げながら王の間へと向かっている真っ最中である。

「はぁはぁ……ヘキサルドリア王国の初代王は絶対アホです……こんな馬鹿みたいに長い階段を使って王の間に謁見しにいかせるとか……アホです。アホとしか言いようがありません。普通謁見しやすいように一階に作るでしょう」

　王の間は、城の最上階に存在しており、各階層全てに繫がる円形に渦巻く螺ら旋せん状の階段を上る以外に辿り着く方法はない。螺旋階段の中央は昇降路で移動するための大きな穴が開いており、一階から最上階までを見渡すことができるが、あまりにも果てしなく長いその階段を見て、体力に自信のないティナが青ざめた表情を浮かべたのがちょうど今から数分前の出来事である。

「普段であれば、魔力さえ持ち合わせていれば螺旋階段の中央部分にある昇降路で移動できるのですが……やはりこの状況、昇降路そのものの機能が停止させられていましたからな。ここは根気よく上っていくしかありません」

「くぅ……昇降路を止めた奴を殴りたいです……！」

　ティナは既に体力の限界が近付いていた。ただでさえ普通に上るのにも根気が必要な道のりにもかかわらず、王の間に近付けば近付くほどに、敵対することになる兵士たちの実力も上がっていたからだ。今では、平均レベルが80を超える能ある役割を持つ兵士たちが大量に立ち塞がり、鏡たちは苦戦を強いられていた。

「うぇぇ……まだ来るか」

　げんなりした表情で鏡はそうつぶやく。

　足場の悪い螺旋階段の上では、身体能力の高い鏡も身動きがとりにくかった。というのも、階段の進む道を遮るように兵士たちが配置されているため、背後に回って当て身で気絶させるという手段が使いにくいからである。

「鏡殿！　前方から大量に押し寄せて来ているぞ！」

「鏡様。下からも大人数が押し寄せて来ています！　どうされますか!?」

　そして、一度引こうにも背後からも敵が押し寄せて来ていたため、さらに戦いにくい状態となっていた。

「このままじゃ挟み撃ちだよ！　どうするの鏡さん！」

　タカコの背に隠れて守られながら移動していたアリスも、さすがにこの状況がまずいと思ったからか、取り乱してそう声をあげる。

　さすがにこの状況で誰も殺さずに押し通るのは難しい。そう判断した鏡も、気難しそうな表情で瞼まぶたを閉じると、立ち止まって一考し始める。

「……タカコちゃんはいけるとして、メノウ、デビッド、魔王！　この螺旋階段、ショートカットしながら進むことはできるか？」

　するとすぐに鏡は何か思いついたのか、目を見開きながら叫んだ。

　ティナとアリスには、鏡が何を言っているのか理解できなかったが、メノウとデビッドと魔王はその意図を理解したのか、即座に真剣な表情を浮かべると軽く頷いた。

「よし……それじゃあタカコバズーカだ！　いや、俺が投げるから鏡バズーカだな」

　そして思いついたのは作戦Ｂだった。

「ちょっと待ってください。それ誰が飛ばされるんです？」

「ティナティナとアリスたん」

「お断り致します。大体にしてこの螺旋階段のどこに投げるんですか」

「階段の柵から身体を出して、垂直に真上に投げ飛ばす予定。ティナとアリスたん以外は自力でショートカットして突き進むからこの状況でも手早く移動できる」

　ティナとアリスは思わず、「この人何言ってるんだ」と言いたげな歪んだ表情で絶句する。

「いや、それ、私死にません？　上手く着地できなかったらどうするんですか？　地面に激突するじゃないですか」

「大丈夫だ。なぜなら俺が以前大丈夫だったから」

「それは鏡さんだから……ってえ？　ちょ？　な、ええー……？　これセクハ……ってまたですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………!?」

　悠長に会話をしている余裕もなく、すぐ近くにまで兵士たちが接近しているのを見て、鏡は強引にティナのリュックサックを摑むと、螺旋階段から飛び出して螺旋の中央ふきぬけへと移動してすぐさま真上へと投げ飛ばした。

　投げ飛ばされたティナは凄まじい速度で螺旋階段の頂上付近にギリギリ届くか届かないかくらいの場所にまで飛び上がると、螺旋階段の柵部分にかつてないほどに必死な形相で手を引っ掛けさせ、ぜぇはぁと息を乱しながら再び階段へと足をつける。

「な、何すんですかああああ！　殺す気ですか!?」

　そして半泣きになりながら激怒しつつ、螺旋階段の柵から顔を出してそう叫んだ。

「おー、意外とピンピンしてるな。よし、次は……」

「え、ぼ、ボクはその、ちょっと」

　すぐさま次の行動に出ようと鏡はアリスに視線を向ける。だが、さすがに酷だと感じたタカコがアリスの身体を担ぐと、「アリスちゃん、しっかりつかまってて」と告げ、軽快な身のこなしで螺旋階段のふきぬけから跳び上がるように垂直に駆け上り、一気にティナの元へと向かう。

　残された鏡たちもそれに続いて、兵士たちに挟み撃ちされる前に同じようにして駆け上がった。

「ちょっ！　どうしてアリスちゃんだけタカコさんが担いでるんですか！　私も担いでくれればよかったじゃないですかぁ！」

「ティナちゃんはその……リュックサックとか色々身動きとりにくいもの身につけてるし、あと鏡ちゃんもなんか生き生きしてたから……まあ無事だったんだからよかったじゃない」

「よかないですよ！　死ぬとこでしたよ！」

　ひとまず危機を乗り越え、安全な領域を確保した一同は一息ついてぎゃーぎゃーと言い合いを始める。

「なんともまあ……はちゃめちゃな連中だ。だが、その行動の甲か斐いはあったようだな」

　魔王が呆れた様子でそう言うと、すぐさま一同は表情を真剣なものに切り替え、ある一点に視線を向ける。そこには、王の間へと続く最後の通路に入る扉があった。

　一同はすぐさま扉を開けてその広大な通路へと出ると、目前に迫った王の間を前に息を吞んだ。

「……ここは私に任せて先に行きなさい」

　するとそこで、タカコが開けた扉を閉めながらそう言った。

「私もお供致します。お一人では苦戦するはずです……仮にも相手は王宮の兵士」

　続いてデビッドもそう言うと、タカコの横に並んで閉めた扉を力強くタカコと二人で開かぬように押さえつけた。

「ここを押さえておかないと、お城の兵士たちがじゃんじゃん入ってくるでしょ？　王様とゆっくり話したいなら……ここを通させるわけにはいかない。そうでしょう？」

「……わかった。二人とも、無事でいろよ」

　そう言って鏡は通路の奥へと走り出そうとする。だがすぐに「お待ちください鏡様」と声を張り上げてデビッドが引き止める。

「……もしもミリタリア様がいらっしゃった場合、充分にご注意ください」

「誰だそれ？」

「パルナ様と手を組み、クルル様とレックス様を連れ去った……ヘキサルドリア王国内でも有力な権限を持った貴族の一人です」

　それを聞いて、鏡は怪け訝げんな表情を浮かべる。

「そいつがいたら何を注意するんだ？」

「ミリタリア様は……スキルを持っております。詳細はわかりませんが……あの方の前で敵対すれば、魔力の保有量以外の基本的なステータスが極端に弱まるのです。鏡様相手にどれほど通用するかは不明ですが……」

　そのスキルの内容に、鏡は一瞬表情を歪ませるが、すぐに切り替えると「大丈夫大丈夫」と、余裕のある笑みを浮かべた。

「確かにそれが本当なら、魔法も何も使えない俺はやばいかもしれないけどさ。こっちには頼れる仲間がいっぱいいる。それに魔王だっているんだ。心配せずともちゃんと話し合えるはずだ」

　そして、鏡はそう言うと、グッドサインを自分の仲間たちに向けて送る。それを見て一同は、任せろと言わんばかりの自信満々な表情で頷いた。

「いらぬ心配でしたか。どうかご無事で……！　クルル様とレックス様をお助けください！」

　最後にデビッドの激励を受けると鏡は通路の奥へと再び走り出す。途中背後から「初めての共同作業ね……」と、微妙に喜びの混じったタカコの声が聞こえてきたが、気にせず鏡は王の間へと向かった。

　そして、金の装飾が施された、天井にも届くであろう巨大な扉に手をかけ、鏡たちは王の間の中へと突入する。

「ここが王の間か……広いな」

「壁ないですよこれ、落ちたら死ぬんじゃないですか？　冬とか寒そうですし」

　王の間に入って、すぐさまキョロキョロと周囲を見渡した鏡とティナがそうつぶやく。

　王の間は、その一つ手前にあった通路と同じくらいには広さがあった。だが、明らかに内装が豪華に装飾されており、赤く煌びやかな絨じゅう毯たんが中央に敷かれ、その最奥に王が座るものであるのが一目でわかる大きな玉座が設置されている。

　王の間の側面に壁はなく、王の間を支える柱だけが設置されており、そこから外を眺めれば王都全体を見渡すことができるほどの景色が広がっている。

　そしてその玉座には、まるでここに来るのが予定通りとでも言いたいのか、不自然に落ち着いた様子で座る、威厳のある凜々しい顔立ちをした初老の男性、国王シモンの姿があった。

　その傍らには、その国王を守るようにして、ミリタリアとパルナ、それと、どこか虚ろな瞳でただこちらを何も言わずに黙って見つめるレックスの姿がある。

「随分遅かったじゃない？　あなたほどの力があれば……もっと早く来られたはずでしょ？　まさか……殺さずに来たから遅くなったなんて言うつもりはないわよね？　魔族と手を組んだ人類の裏切り者のくせに……っ！」

「まるで待ってたみたいな言い方だな」

「半分正解ね。王様が……あなたに興味があるみたいよ？　とはいっても、ここに辿り着けなかったならその興味も失うせていたみたいだけど」

　話し合いをするつもりなのか、特にシモンから攻撃を仕掛ける素振りは見受けられず、鏡たちは警戒しながらも話のしやすい位置まで移動する。

「あら？　もう魔族の角は隠さないのかしらアリスちゃん？」

「ボクたちはもう隠れて生きるつもりはないよ。それを伝えに来たんだ」

　意志のこもった眼差しでアリスがそう告げると、パルナは小さく舌打ちし、嫌悪するような表情を浮かべた。

「魔族と……人間が手を組んで王の間を訪れたのは初めてのことだ」

　すると、シモンはおもむろにそう言った。まるで、それはとるに足らないこととでも言いたげに動じた様子もなく、玉座から見下ろすように視線を送りながら。

「……ワシの城にいる兵たちはどうした？　全員……殺したのか？」

「誰も殺してねえよ。気絶させるか逃げるかしてここまで来たんだ。一つ前の通路で、俺の仲間が今頃、兵士たちが追ってこないようにくい止めてるさ」

　鏡がそう告げると、シモンは感心したように、「……ほう」とつぶやく。

「レックス？　おいレックス！」

　そこで、近付いても一向に反応を示すことなく、表情を変えずに鏡を見つめるレックスを変に思い、鏡はそう言葉をかける。

「デビッドとやらが言っていた……洗脳か？　洗脳というより……」

「安心するがよい……洗脳ではない」

　そして、メノウが憶測を立てるよりも早く、シモンはそう言って立ち上がった。

「暴れられても困るのでな、軽く催眠をかけて大人しくさせているだけだ。ワシの力は一人ずつにしか使えないのでな……まずは一人、しっかりと洗脳を施してから次にこの者だ。勇者という職種は稀き少しょうなのでな。魔王を討伐してもらわねば困るのだ」

　それを聞いて、この場にいるはずの存在が一人いないことに鏡とアリスとティナは不安を抱く。

「クルルは……どこだ？」

「クルルならば、ここから別塔の最上階……あそこにいる」

　そう言ってシモンが指差した先には、小さく細長い塔があった。その頂上部分はこの王の間よりも少し高い位置にあり、そこに行こうと思えば、一度地上に降りて再びその別塔を上るか、この王の間から飛び移って、頂上部分に見えている小さな出窓から侵入する以外にない。

「なんであんな場所に……？」

「クルルは試練を受けている途中だ。ワシの洗礼を受けるためのな」

「どういう意味だ？」

「あの娘は恵まれた素質を持っているにもかかわらず、その力を活かせるだけの器量と志がまるでない。一度洗脳をかけた故、大丈夫だと思っていたが……まさか、再び魔王討伐という大目標に不要な考えを抱くとはな。パルナから聞いた話だけでは信じられなかったが……なんとも嘆かわしいことだ」

「だから……どういう意味だって聞いてんだよ。魔王討伐を考えなかったらなんだってんだ」

「今度はその意志が解けぬよう、根の深い部分にまで洗脳を施すということだ」

　まるで、それが当たり前かのように表情を一切変化させず、シモンは言い放った。

「ワシのスキルは、一度かければ洗脳が完了するまで自力で抗う術はない。ほかの干渉がない限りはワシの洗脳は続く……それ故に、クルルは隔離させてもらった。邪魔が入らぬようにな」

　その瞬間、鏡は今すぐにクルルをシモンの洗脳から解放しようと王の間の側面から見える別塔に向けて走り出し、飛び移ろうと強く地を蹴りつけた。

「っづぁ!?　なんだ!?」

　だが、飛び上がった瞬間、鏡は見えない何かにぶつかり、それによって後方へと勢いよく弾き飛ばされる。

「無駄だ。お主たちはもうこの王の間から出られぬ。それと……無理にそれを壊そうと思わぬことだ。強引に突破されぬよう、そのバリアは与えた衝撃が反動で跳ね返るようになっている。古いにしえの魔導士が生み出した、外敵からこの王城を守るための特別製のバリアだ……破れんよ。もっとも、内側にいる者を外に出さぬように使うのはこれが初めてだがな」

　シモンが宣言すると同時に、アリスはそれならば自分たちが来た道を戻ろうと、王の間の扉へと駆け出す。だが扉に触れようとしたその瞬間、鏡を弾いたものと全く同じバリアによって手を弾かれてしまう。

　追ってメノウがすぐさま王の間の壁に手あたり次第触れ「どうやら、そのバリアとやらで閉じ込められたみたいだな」と、してやられたと言わんばかりの表情を浮かべる。

「ボクたちをここから出して！　じゃないと……クルルさんが！　クルルさんが！」

「落ち着けアリス。干渉さえできれば洗脳は解けるんだ。ここから大声で言葉をかけてやればいい」

　鏡はそう言うと、大きく息を吸い込み、「クルル！　助けに来たぞ！　目を覚ませぇええええ！」と、叫び散らすように声を張り上げた。

　だが、その行動を不ぶ様ざまとでもいいたいかのように、シモンは鏡を嘲あざ笑わらう。

「無駄だ。そのバリアは音さえも遮る。それに、クルルがいるあの塔の周囲にも、この王の間ほどの強度ではないが……同じバリアを展開している。お主たちの声は届かんよ」

　八方塞がり。その状況に追い込まれ、鏡は少し表情を歪ませシモンを睨みつけた。

「案ずるな。まずは話し合いだ……お主たちは何か話したくてここに来たのだろう？」

　だが予想外にも吐かれたその言葉に、アリスと鏡は困惑した表情を見せる。

「話を聞いてくれるのか？」

「主張は聞こう。話してみるがよい」

　実際、話を聞くつもりだったのか、攻撃を仕掛けるような素振りはなく、パルナとミリタリアも武器を構えずに待機していた。

　そして、その言葉を信じて鏡は気を取り直し、堂々とした姿勢でシモンに向き合う。

「魔族と人間で、停戦協定を結んでほしい。もう争いはやめようぜ？　俺たちは何も変わらない……ただモンスターを生み出すか生み出さないか、それだけの違いしかないはずだ！　その証拠に、俺たちはこうやって今一緒にここにいる」

「ほう……確かに、難なく共存しているように思えるな」

　すると、シモンは物色するようにアリスとメノウを見つめた。

「だがそれは、無理な話だ」

　だが、当然のようにシモンはそう言い切る。

「どうしてだ？　魔族がモンスターを生み出すからか？　……魔族はモンスターを生み出すだけでそれ以外は何も俺たちと変わらない！　モンスターが悪いって言うなら、そのモンスターをなんとかする方法を魔族と一緒に考えていけばいいだろ！」

「魔族と一緒にか……おもしろいことを言う。大体にして、ワシは誰とその協定を結べばいいのだ？　そこの魔族にか？　それとも人間であるお主にか？　代表は誰になるのだ？」

「代表なら……ここに魔王がいる」

　その言葉に、シモンは瞬時に視線を魔王へと向けた。異常な魔力の量から、もし魔王がいるとするのであればその者以外ありえなかったからだ。だが、眼前に魔王が迫っているという状況にもかかわらず、シモンの表情が歪むことはなかった。

「魔王も……人間と手を取り合うことに賛成してる！　この世界の現状がおかしいって気付いてる！　あとは国王！　あんたがそれを認めるだけで世界が変わるんだ！」

　すると鏡は精いっぱい、シモンの心に響くように声を張り上げて訴えた。

「あんたは知ってるか？　俺たちはな……魔王を倒せばリセットされるんだ。魔王を倒したという記憶を失って、また新たな魔王が誕生する。魔族と人間が争っていてもその輪りん廻ねを繰り返すだけなんだ！」

　鏡は、ダークドラゴンとエステラーにより与えられたこの世界の真実をシモンへと告げる。

「どういうことなの？」

　その言葉を聞いて、パルナは困惑した表情を浮かべるが、あまりにも突拍子もない言葉に理解が及ばなかったのか、シモンとミリタリアは眉を少し動かすだけで、動揺した素振りは一切見せなかった。

「その話は……いったいどこで？」

　暫くして、シモンは鏡の言葉に対し、それだけ問う。

「エステラー……それとダークドラゴン。この世界の仕組みを知る二人から聞いた」

　その返答を聞くと、王は思わず微笑を浮かべた。そして次第に大きく、「ふっふっふっふ……ふははは！」と笑いだした。

「そう！　まさにそれが重要な点だ」

　次に放たれたその言葉を聞いて、あまりの不可解さに鏡たちだけではなく、魔王すらも表情を歪めて困惑する。まるで、こちらが何も知らない愚か者とでも言いたいかのような口ぶりに、鏡たちは息を吞んでシモンの次の言葉を待った。すると──、

「ワシは、それを知っていて、そのリセットを起こすために強い者を魔王討伐へと向かわせているのだ」

　何食わぬ表情で、シモンはそう告げた。

「……どういうことだ？」

「どうやって接触したかは知らぬが、エステラーとダークドラゴンから聞いたのであろう？　ならば思わなかったのか？　魔族とモンスターに世界の機能を管理する存在がいるのであれば、人間側にも……その世界の機能を保つための存在がいると」

　それを聞いて、鏡は思わず目を見開いた。

　同時に、自分の考えが如何に浅かったかを思い知り、怒りにも似たあらゆる感情が押し寄せた。

　つまり自分たちはそういう仕組みのもと、初めからずっと気付かずに踊らされて生きてきたということになったから。

「話は終わりだ……」

　すると、本当にもう話し合う気がないのかシモンはそう言って、何もない空間から手元にシンプルな作りの大剣を取り出す。それに呼応するようにして、パルナとミリタリアとレックスも各々武器を構えた。

「どうしましたパルナ？　この世界の真実を知って戸惑っているのですか？」

　その時、武器を構えながらも戸惑いの表情を見せるパルナが気になり、ミリタリアはそう声をかける。

「あなたは……知っていたのですか？」

「ええ知っていましたよ。ですが、私が王に味方をするのに変わりはありませんでした。なぜならいくら存在がリセットされようと、魔王が再配置されようとも所詮は魔族。魔族は魔族でしかなく…………敵なのですから」

　そして、パルナの問いにミリタリアがそう応えると、パルナの表情から迷いが消え、「そうよ……その通りだわ」と、自分を納得させるように繰り返してつぶやき、鏡へと武器を向けた。

「まずは魔王……お主からだ」

「……なに？」

　次の瞬間、その場にいたミリタリアとレックスを除く全員が驚愕の表情を浮かべた。

　シモンが剣を握り、地を蹴りつけて玉座から離れると一瞬にして、シモンは魔王のすぐ目の前へと接近したからだ。

「何をそんなに驚く？　ワシは……王だぞ？」

　その動きは、普段鏡が一瞬にして移動するそれと酷似していた。つまりそれは、シモンは少なくとも速さにおいて鏡と同等のステータスを所持していることを示していた。

「ワシの力に驚いたか？　ならば早く認識を改めることだな。王は勇者、そして賢者にも並ぶ力を持っている」

　そしてシモンはそう言いきった直後、エステラーが発生させていたものと同じような歪んだ空間を目の前に発生させると、瞬時に魔王を吞みこんだ。

「お父さん！」

　すぐさまアリスが魔王を助け出そうと駆け出すが、次の瞬間にはもう魔王の姿は歪んだ空間と共に消え去っていた。

「おい、魔王をどこに消した!?」

「この者が死んでは困るのでな……再配置には大きな力を必要とする。ダークドラゴンでさえそう連続して力を使うことはできん。本来の役割通りに死んでもらう。しかしそれは今じゃない」

　聞いて、鏡は表情を強張らせた。そして、かつてないほどに心を怒りの感情で満たした。誰よりも魔王を殺すことを望んでいたシモンが、自分ではなく、他人に殺させようとしてきたその事実に。そう、まるで茶番だったから。

「お主たちは……そうだな。そこの魔族二人は不要だ。そこの村人……そして僧侶。お前たちの力には価値がある。ワシが洗脳を施してやろう」

「ふざけんな、俺たちはお前たちの戦いの道具じゃねえ！」

　シモンの発言に激怒した鏡は、地を蹴って王の背後へと回り「俺は洗脳されるほど弱くねえ！」と殴り飛ばそうとする。だが──、

「確かにお前たちは戦いの道具ではない」

「なっ……？」

「だが、戦ってもらわねば困るのだ。特にお前のような優秀な存在にはな」

　背後に回ったはずが、鏡は王に背後をとられていた。

　そして次の瞬間には、背を強く蹴られて吹き飛び、側面に展開されていたバリアへと打ちつけられる。

「ガハッ!?」

　バリアは与えた力の反動をそのまま返す。それ故に、打ちつけられたダメージと打ちつけた威力がそのまま跳ね返り、普通に壁に激突するよりも遙かに重いダメージが鏡へと圧のし掛かった。

「あんたが戦っているのはモンスターじゃないのよ？　あなたと同じ人間。モンスターと戦ってきたみたいに、簡単にいくと思ったのかしら？」

　すると、小馬鹿にするような笑い声をあげながらパルナがそう言った。

「どういう……ことだ？」

「私の力であなたの身体能力を低下させていただきました。パルナから聞きましたが、あなたは身体能力が高いだけで、それ以外に特筆すべき点はないそうですね」

「っ……」

　そう言ってきたミリタリアの手元に視線を向けると、手元から紫色に輝く仄かな光が放たれており、そのままそれが自分へと繫がっていることに気付く。

　同時に、これがデビッドの言っていたミリタリアのスキルであると悟った。

　気付けば、鉛の鎖を巻き付けられたように身体が重く、いつも自分が無意識で動かしている身体が全然ついてこなかった。思い通りの力を発揮できないというのが、脳内での考えと実際とでここまで差が生じるとは思わず、鏡は冷や汗を浮かべる。

「だったら……あんたから倒せば！」

「無駄だ」

　負ったダメージをティナに癒してもらうと、鏡は即座にミリタリアの元へと向かって地を蹴りつける。だが、下げられた身体能力のせいで思うように身体を動かせない鏡は、虚ろな瞳を向けるレックスに進行を妨げられると、立ち止まった隙にシモンの大剣で斬り飛ばされる。

「か……鏡さん！」

「真しん……剛ごう天てん地ち白はく雷らい砲ほう」

　次の瞬間、鏡に悪寒が走った。仄かに魔力が感じられる巨大なエネルギーの塊が自分へと接近している。それを本能的に感じ取って鏡は斬りつけられてダメージを負った身体を無理やり転がし、飛んできたそれを回避する。

　直後、白い雷を周囲に放ちながら接近してきた巨大な斬撃は、鏡のいた位置にまで飛ぶと大爆発を巻き起こし、バリアこそ破壊することはなかったが、地面の石ブロックを大きく削り取って消失する。

「レックスの野郎……とんでもない技を隠し持ってやがったな」

「あれ……鏡さんがいない間に頑張ってレックスさんが覚えたんだと思います。まさか完成しているとは……！」

「なる……ほどね。あいつも努力してんだな」

　斬りつけられ、胴体から血を噴き出させて横たわる鏡に、ティナが慌てて駆け寄り治療を施しながら言う。

　そして鏡は、レックスが努力していたという事実を知れば知るほどに、怒りがこみ上げてきた。努力を利用しようとするシモンが、許せなかったから。

「回復する暇を与えるとでも思ったか？」

　鏡が憤りを感じて歯を嚙みしめたその時、回復魔法を唱えていたティナの背後に一瞬にしてシモンが接近する。

「悪いが僧侶。お前がいてはいつまでも戦いが終わらん」

「……っ!?」

　あまりにも一瞬のことに、治療を受けていた鏡は何も反応できず、シモンはそう吐き捨ててティナの首筋に当て身を与えて気を失わせる。

「安心しろ。殺してはいない……先ほども言ったが利用価値があるのでな」

　すると鏡は、ティナの身を守るよりも優先して王から距離をとった。そうしないと次は自分がやられる。そう判断したから。

「っ……メノウ！　援護してくれ！」

「……わかってはいるが私も同じだ。身体が重い……この力、普通じゃないぞ！」

　メノウが苦しそうに歪めた表情を見て、とっさに鏡はアリスに視線を向ける。するとアリスも同じように苦しそうな表情を浮かべていた。

「私のスキルはそういうものですので……申し訳ありません」

　すると、余裕があるのか本当に困ったような表情を浮かべながら、ミリタリアはそう言った。

　だが、余裕を保てるのも仕方がないと思えるほどに力の差があり、鏡とメノウは額に汗を浮かべる。頼みの綱であった魔王が消され、回復役のティナまでこの短時間で倒された。負けるかもしれない状況は何度も経験したことがある。だが、逃げられない状況は今まで一度もなかった。

　今回は勝つか負けるか、凌ぐか全てを失うかの二択しかない。そんな状況で、明らかに劣勢な現状にメノウと鏡は焦りを感じていた。

「さあ……どこまで抗えるか試させてもらおう！」

　その焦りの表情を鏡から垣間見て、それが見たかったと言わんばかりにシモンは笑みを浮かべると、高らかに叫び声をあげて大剣を構えた。

「っへ……やっぱりここに来る前に準備してきて正解だったな」

「鏡殿？」

　すると鏡は、シモンの行動に応対するように、羽織っていたジャケットの裏に隠し持っていた二本のショートソードを取り出し、鞘さやを地面へと投げ捨てる。

「鏡殿……それはいったい？」

「俺は武器の性能に頼りたくないから普段は使わないんだが……万が一のことを考えて用意しておいたんだ。さすがに武器を持った相手にこの状態で素手はキツイ」

　サルマリアで戦ったメシアのような巨大な敵であれば、一撃の威力が望める武器がよいが、対人戦であれば、小回りの利く装備の方が鏡には扱いやすかった。普段素手で応戦する鏡が、普段の動きをイメージしながら戦えるようにショートソードを選んだのはそのためだ。

「武器を持ったからといって、大きく変わるとは思えんが？」

　だがその直後、シモンは大剣を既に振りかざした体勢で鏡の背後へと一瞬にして詰め寄る。次の瞬間にはシモンの持つ大剣は鏡へと振り下ろされるが、鏡はすんでのところで二本のショートソードを駆使し、大剣を受け止めていた。

「どうかな……少なくとも、あんたらの武器を恐れずに済むぜ？」

「ほう……面白い」
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　それから三十分間、鏡とメノウは不利な状況にもかかわらず、なんとかアリスを守りつつ戦い続けた。ミリタリアによって下げられた身体能力、レックスとシモンから放たれる剣による連撃、パルナから降り注ぐ魔法をその身に何度も受けながら、ギリギリのところで全て耐え凌いでいた。

　だがそれも、もう限界に近かった。

　これ以上はもう、アリスを守りながら戦うのは難しかった。むしろ、これほどまでにボロボロになりながらよく守り抜いたと称賛してよいほどに、鏡とメノウは体力の限界ギリギリまで戦っていた。

「そろそろ諦めたらどうだ？　そこの魔族の娘を見捨てれば……まだ戦えるかもしれんぞ？」

「俺は……諦めない」

「そうか……ならばもう終わらせてやろう！」

　シモンはそう叫ぶと、一瞬にしてアリスの目の前へと移動する。そして、持っていた大剣を上へと掲げると、手加減を感じられないほどの勢いで真っ直ぐにそれを振り下ろした。

　明らかに今までと力の込め方が違った。そしてそれは恐らく、アリスが魔族で死んでもよい存在だとシモンが思っているからだと、鏡は直感的に理解する。

　その直後、シモンの行動に一つ遅れて鏡もアリスの目の前へと瞬時に移動する。だが、その時には振り下ろされた大剣は鏡の目の前にまで接近していた。身体能力が低下しているが故の感覚のずれ。本調子であれば、振り下ろされた大剣を防げたはずの鏡にとっても、それは想定外の遅れだった。

　制限解除も間に合わない危機的な状況。鏡はすぐさま防ぎようがないと判断すると、自分の身を守るよりもアリスを庇うように抱きしめてその背をシモンへと向ける。

　そして、終わりの時は訪れた。

「か……鏡殿！」

　鏡の背中から、大量の血が噴水のように噴き上がる。誰がどう見てもそれが致命傷と思えるほどに、シモンの大剣は鏡の背中に深く斬り下ろされた。

「か……鏡さん？」

　アリスは鏡に抱きしめられながら、背中から血を噴き出させ虚ろな瞳を向ける鏡と共にドサッと倒れ込む。すぐさまアリスは起き上がり、鏡の身体を揺すって安否を確認しようとする。

「……鏡さん！　起きて、ねえ起きてよ！」

　そして、耳を塞ぎたくなるほど悲痛な叫びが王の間に響き渡った。

　鏡は虚ろな瞳を浮かべたまま、ぴくりとも動かなくなった。

「愚かな……魔族を庇って絶命するなど。いや……すぐに反応して止められなかったワシにも責任はある……か」

　やってしまったとでも言わんばかりに、シモンは恨めしそうに自分の手に視線を向ける。

「何を言っている……殺したのは貴様だろう！」

「ワシはこの者を殺すつもりはなかった。ワシも……強い者が必要だからな。まさかここまでしてこの魔族の娘を庇おうとするとは思わなかったのだ」

　そう言うと、シモンは握っていた大剣を手放し、何もない歪んだ空間の中へと消し去った。

「……どういうつもりだ？」

「その村人の行動に敬意を示し、せめてもの情けだ……ワシはもうこれより手出しはせん」

「逃がしてくれるわけではないのだな」

「それは無理な相談だ。そこに……お前たち魔族に恨みを抱く者がいるのでな」

　するとシモンはパルナへと視線を向ける。対するパルナは少し悲しげな表情を浮かべながら、倒れる鏡と必死に呼びかけ続けるアリスの姿を見ていた。

「どうしましたパルナ？」

「え……ええ。何も問題ないわ」

　様子のおかしいパルナに対し、ミリタリアはそう声をかける。すると、パルナは気を取り直すように顔を左右に振り、アリスの元へと近付いた。

「どきなさい。あなたがそこにいると、そいつの遺体を傷つけることになるわ」

　そしてパルナはアリスの背後に立つと、魔力のこもった手をアリスへとかざす。

「ぱ、パルナ……貴様！　いったい何をするつもりだ！」

「……殺すのよ。あんたが大事にしているアリスちゃんをね。もちろん……あんたも殺すわ」

「ふざけるな！　私がさせると……っ！　な、何をする!?」

　殺すと宣言したパルナを止めようと、メノウが一歩足を踏み出そうとしたその瞬間、瞬時に接近してきた目が虚ろな状態のレックスがメノウの身体を押さえつけた。

「お主がワシに求めた願いだ。好きなようにやるがいい。邪魔は入らせぬ」

「き、貴様ぁあああああああああ！」

　シモンはそう言うと、既に興が削そがれたのか、パルナに背を向けた。

　パルナは邪魔が入らなくなったのを確認すると醜悪な笑みを浮かべ、いまだこちらに背を向けて鏡にしがみつき続けるアリスへと手を向ける。

「さあ、とっとと離れなさい」

「……嫌だ。どうせ死ぬならボクは鏡さんの傍を離れない。ボクたちのために戦ってくれた鏡さんと一緒に……ボクは逝く」

　その言葉にパルナは面食らう。てっきり泣いて命乞いをすると思っていたが、予想外にも強がった姿勢を見せるアリスに対し、パルナは不愉快そうに表情を歪めた。

「随分と強気じゃない……でもね、あんたがそのつもりならそれでもいいのよ？　遺体をいたぶるような真似はしたくなかったけど……あんたがそういうつもりなら仕方がないわね」

　するとパルナは手に込めた魔力をさらに強め、至近距離で爆破魔法をアリスに向かって放った。その瞬間、アリスの背に小さな爆発が巻き起こり、周囲は爆発による煙に包まれる。

「……どうして力を弱めたの？　ボクはまだ……生きてるよ」

　だがアリスは、鏡の身体を爆破魔法から守るように先ほどと変わらず毅き然ぜんとした態度で、パルナに背を向け続けていた。

「試したのよ……耐えられるかどうか。でもさすがだわ。やっぱり子供とはいえ魔族ね」

　その言葉を言い終えると同時に、パルナは表情を険しくする。アリスが、パルナに視線を合わせることなく、相手にしてないかのように微動だにしない様子で鏡に向き合っていたからだ。

　まるで、「お前なんかに負けない」と、鏡のように強くあろうとするかのように。

「……いいわ、どこまで耐えられるか試させてもらうから」

　そしてパルナは、それから何度も何度もアリスに向かって極限にまで弱めた爆破魔法を放ち続けた。一思いに殺すことも、もっと威力を強めることもできたのに、いたぶるように爆破魔法を何度も何度も撃ち続けた。

　魔族のくせに人間と一緒に居続けたい、人間のことを大事に思っているなんて、ありえるはずがない。本当はそういう自分を演じているだけで、いざとなれば泣いて命乞いをするに決まっている。そう、考えていたから。

「どうして？　どうしてボクを殺そうとしないのパルナさん？　ボクはまだ……生きてるよ！」

　だがアリスは、決してパルナに振り返ることなく、ずっと同じ姿勢で毅然とした態度を保ち続けた。

「なんでよ……なんでそこまでして！」

　きっと自分であれば、悲鳴をあげているであろうダメージを受けているはず。それにもかかわらず全く怯ひるんだ様子を見せないアリスに、パルナはたじろいでしまう。

　そんな態度を取られても一思いに殺そうとしなかったのは、パルナ自身にも自分がどうしたいのかわからなくなっていたからだった。

　パルナが殺したい魔族という存在は、平気で人を裏切り、他人の死をなんとも思わない酷く醜い存在であるはずだった。なのに目の前の小さな存在は、醜いどころか美しく、光り輝いている。裏切るどころか死をも共にしようとするほどに固い絆で結ばれている。その事実を前に、パルナは困惑していた。

「くそ！　どきなさい！　離れなさいよ！　魔族らしくしなさいよ！」

　それでも、パルナは殺そうとまではしなかったが攻撃の手を止めなかった。

　認めたくなかったのだ。自分の師匠の死は、出会いの悪さから生まれたただの不幸であったと認めたくなかった。だからパルナは痛みに耐えきれず、泣き叫んで鏡を見捨てるかのように逃げ去るアリスを期待していた。

　だがアリスは、一向に離れることはなかった。

「無駄だよ。ボクは……絶対に鏡さんから離れない」

　するとアリスは、背中越しからでもパルナの焦りを感じ取れたのか、釘くぎを刺すように突然そう告げる。そして──、

「ボクは…………鏡さんが、大好きだから」

　そう言って、少しだけ肩を震わせた。

「魔族の……魔族のくせに！」

　そして、その台詞と行動がまるで、「お前の師匠は、そう思われなかった」と言われたような気がして、パルナは押し寄せた様々な感情に耐えきれず、さらに何度も何度も爆破魔法を放ち続けた。

「魔族のくせに！　魔族のくせに……いつまでも強がってんじゃないわよ！」

　するとパルナはいつまでたっても背中を見せ続けるアリスに対し、今度は正面から爆破魔法を撃ちこんでやろうと、アリスの正面に回ろうとする。

「魔族のくせ…………に？」

　だが正面へと回った次の瞬間、パルナは言葉を失って爆破魔法を放つ手を止めた。それと同時に、パルナは自分の手が震えるほどの後悔と罪悪感に襲われる。

　ずっと毅然たる態度を見せていたアリスの変化にようやく気が付いたからだ。

「あ……んた」

　アリスの顔はぐしゃぐしゃに崩れていた。嗚お咽えつを漏らすことも、肩を震わせることもなく、涙で顔をぐしゃぐしゃにさせ、悔しそうな表情を浮かべながら、倒れる鏡にただ視線をじっと向けて、傷を負った鏡の背に回復魔法を与え続けていた。
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　アリスの背中は度重なる爆破魔法によって既にボロボロになっている。痛くないはずがない。恐らく泣き叫びたいほどの痛みに襲われているはずだった。だがアリスは、その痛みで弱みを見せることなく、周囲にばれないようにただ鏡のために回復魔法を与え続けていた。

　自分なんかよりも、目の前の人間が大切だったから。

　どれほどの辛さだったのだろう。どれほどの不安が押し寄せていたのだろう。それでも逃げずに、ただ鏡のためにこの小さな身体で耐え続けていたのだ。その事実を知って、パルナはペタンッとその場へと力なく座り込んでしまう。

「……魔族だから、なんだってのよ。馬鹿みたいじゃない……私」

　そこではっきりと思い知る。自分の考えが間違っていたということに。

　そして、そんなパルナの様子を見たアリスは、もう大丈夫であると確信し、ぐしゃぐしゃになった顔を必死に緩めてパルナに笑顔を浮かべ──、

「あとは……お願いね、パルナさん」

　その瞬間、安心して痛みに耐えきれなくなったのか、アリスは回復魔法をかける手を止めてその場で気を失う。

　その光景を見て、パルナは少し前にサルマリアで鏡に言われた言葉を思い出していた。




『殺さないで守ってやってくれ……頼むよ』




　その言葉とは、全く逆のことをやっていたという事実。そして疑い、この事態を引き起こしてしまった自分を激しく後悔し、パルナは手で自分の顔を覆い隠すと、「ごめん……ごめんね」と、何度も繰り返すようにつぶやいた。

「魔族と人間が手を取り合う世界か……かつてそれを目指した者がいたな。もっとも……ミリタリアがワシに報告なしに勝手に処理してしまったが」

　その時、あまりにも憐れな惨状に、シモンは遙か昔に起きたことを思い出して言葉を漏らす。

「懐かしいお話です。勝手ながら、王の意向を妨げる存在になるかと思い、行動させていただきました」

「まあよいが……ミリタリア。お前の息子には価値があった。それだけは惜しく感じるが」

　そして、その昔の話の対象として、ミリタリアの息子……パルナの師匠の名があがった瞬間、パルナは目を見開いてシモンとミリタリアに視線を向けた。

「な、何を言ってるの？」

「まさか我が愚息が、王の意志に逆らうような真似をするとは思っていませんでしたからね……王にお頼み申して洗脳してもよかったのですが、より良い方法がございましたので」

「それで……あれか？」

「ええ……でも仕方がないのです。あの子を崇拝して魔族との仲を保とうとする愚かな者たちが大勢いましたから。てっとり早く魔族を利用して殺させるのが、一番効率が良かったのです」

　その言葉を聞いて、パルナの脳内でその時の光景がフラッシュバックする。

　そんなことがあるはずはなかった。あの時、自分の師匠を殺したのは間違いなく交流を図っていた魔族であり、とても利用されたような様子は見当たらなかったから。

「ね、ねえ……何を言ってるの？」

　それが噓であることを懇願するように、パルナは声を震わせる。

「お前は……残酷だな」

「全ては王のためです。あの子の下で働く者たちは優秀な存在が多かったですから……魔族に恨みを持つように仕向けて、あなた様の駒としたのです。ここにいるパルナも、それによって手に入った優秀な価値ある存在の一人なのですよ？」

　そしてミリタリアはそうつぶやくと、優しげな表情を崩して醜悪な笑みを浮かべた。

「噓……噓よ。じゃあ何？　あの人を……師匠を殺すように仕向けたのは魔族の意志じゃなく、あんただったって言うの？」

「そう……なってしまいますね。もっとも、その運命を辿ってしまった我が愚息の責任でもありますが」

「あなた……いったい何をしたの？」

「交流を図ろうとした魔族の集落に赴いて、魔族を一人殺したのですよ。我が愚息の関係者であるとわかるように、愚息が作った組織の服をまとわせてね。たったそれだけです。そして、それだけで崩れる関係なのですよ……魔族と人間はね」

　それを聞いて、パルナは自分の中にある一つの言葉を思い出す。

『絶対に危害は加えない！　信じてほしい！』

　師匠は、そう言い続けていた。だが、ミリタリアの話が本当であるならば、その約束は守られていなかったことになる。むしろ、魔族からすれば最初に裏切ったのは人間。

「噓よ……噓。そんなの……だって！　あなたの息子でしょ！」

「全ては王のためですよ。なぜ私がただの人間でありながらこの世界の仕組みを知っていると思います？　それほどまでに、私が王に忠誠を誓っているからです。そう……王こそが私の全て！　王の願い、王の苦しみを理解しているからこそ自分の子であっても危険な存在であれば殺せる。それほどまでに、王のお考えは絶対であり、我々には遠く及ばないのです！」

「どうして……そんなこと今私に話したの？　黙っていれば……」

「あなたに再度洗脳を施すよう、私が王にお願いしたからですよ。あなたの復讐はこれで完了しました。それにこの世界の仕組みまで知ってしまった……もう魔王討伐の道を歩まないかもしれないでしょう？　それでは困るのですよ。あなたには……今後も戦ってもらわないと」

　全ての真相を知って、パルナは絶望した表情で身体を震わせた。結局自分も、鏡の言っていた世界の仕組みに踊らされていただけだったことを知って。

「ミ……ミリタリアぁぁああああああああ！」

　そして、全ての元凶である存在に一矢報いようと、パルナは自分の体内に残る全ての魔力を手元に集中させ、全力の爆破魔法をミリタリアへと向けて放った。

「…………おや？　おやおや……？」

　だが、その爆破魔法はミリタリアに届くことなく、瞬時に現れた何かによって遮られ、その場で大きな爆発を巻き起こす。

「あ、あんた……！」

　暫くして、爆破魔法によって生じた煙が晴れると、そこにはシモンの一撃によって倒れたはずの鏡が立っていた。体力を大きく消耗しているせいか、今にも倒れそうなほどに顔色が悪かったが、背中に負っていたはずの傷はアリスの回復魔法により完全に塞がっていた。

「おやおや……生きていたことにも驚きですが、そんな今にも倒れそうな顔色で私を庇ってくれたことにも驚きです。どういうつもりですか？」

「こんな奴を殺して、パルナが罪を犯す必要なんてない」

「ふふ……面白いことを言いますね。パルナの攻撃で死ぬ私とでも？　……しかしその様子だと全部聞いていたようですが……なぜもっと早くに行動しなかったのです？」

　ミリタリアのその言葉に鏡は「動けなかったのさ」と答え返し、気を失って倒れているアリスの元へと向かう。

「正直呼吸もできないほどだったし死ぬ寸前だった。……あと一発、小さな爆破魔法でもくらえば死ぬくらいにな。でもアリスが……諦めずに俺の傷を癒してくれたんだ。こんな小さな身体であれだけのダメージを負ってまでな」

　鏡はアリスの身体を抱き上げると、優しく頰を撫でて笑みを浮かべる。

「ありがとな……よく頑張った」

　そして、鏡はアリスを抱きかかえたまま、ゆっくりとパルナの傍へと運ぶと──、

「今度こそ、守ってやってくれ……頼むよ」

　真っ直ぐにパルナに視線を合わせ、サルマリアでお願いした時と同じように、鏡はパルナに懇願し、アリスの身体を受け取るように促した。

「あんた……私が憎くないの？　アリスをこんなふうにしたのは私なのよ？」

「確かにお前がやったことは最低だ。最低だし許せねえよ」

「だったら……！　私を殴りなさいよ！　私は敵でしょう？　ねえ？　ほらどうしたの？　私が魔族を憎んだように……あんたも私が憎いんでしょう!?」

　するとパルナは、自分に言い訳するように叫び始めた。

　パルナは、自分の過ちをとっくに認めていた。だからせめて、アリスに与えた苦しみと同じくらいの痛みを自分が負うことで許されようとしていた。

「どすこい」

「っ!?」

　だが鏡は、パルナに軽くチョップをするだけでほかには何もせず、アリスをパルナの胸元に強引に押し付けて抱きかかえさせる。対するパルナは、あまりにも突然のチョップに困惑した表情を浮かべていた。

「くだらねえよ。そういうの」

「く、くだらないって何よ！　私がいったい……いったいどんな思いで！」

「すっげえ悩んだんだろ？　悩んで悩んで行きついた答えのもとでの行動だったんだろ？」

「そうよ！　だったら何がくだらないって言うのよ！」

「理解してくれた相手に復讐するのが、くだらねえって言ってんだよ」

　そして鏡がそう言い放つと、パルナは面喰らった表情を見せた。

「過ちに気付いたんだろ？　アリスは倒すべき相手じゃないってわかったんだろ？　ならこれからの行動でその過ちを償えばいい。そして俺はそれを見届けるだけでいいんだ」

　そう言われ、パルナは気絶したアリスの顔を見つめた。人間と何ら変わりない、まだ幼い少女の寝顔がそこにあった。そしてそれを、自分が傷つけてしまったという事実に再度罪悪感を抱き、パルナは瞳を潤ませた。『酷いことをしてしまった』という感覚が、確かに自分の中に芽生えていたから。

「大事なのは過去じゃなくて、これからの未来だ」

　そして鏡はそう吐き捨てると、ミリタリアのいる方へと身体を振り向かせる。

　パルナは何も言わずに鏡の背中を見送ると、まるで存在を確かめるようにアリスをぎゅっと抱きしめ、自分のせいで傷つけてしまった背中を慣れない回復魔法で癒し始めた。

「素晴らしい。実に素晴らしい！　いやはや生きていてよかったですよ。表情に出ない方ですが王もきっと喜ばれているはずです。さあ、折角助かった命なのですから……無駄にせず、私の言う通りに行動していただけると助かります」

　そう言って、ミリタリアは威圧するように鏡を睨みつける。だが、次の瞬間──、

「……黙れ」

　その言葉が耳に入ると同時に、ミリタリアの視界は一瞬真っ暗になった。

　何が起きたのか、ミリタリアには理解できなかった。そしてすぐに気付く。今の一瞬で鏡が自分の目の前にまで接近していたことに。

「な……何をしたのです？」

「制限を……解除した」

「制限？　ああ……パルナが言っていたほんの少しの時間だけ強くなる力ですか。ですが私のスキルの前では無駄です。私のスキルは敵対する存在の全てのステータスを五割も削る。スキル『神に愛されし者』の力、さらに私自身が放つステータスダウンの魔法を重ねることによってあなたの力はレベル１００にも……満た………………な……い？」

　そこまで言葉にして、ミリタリアは鏡の異様な様子に思わず額に汗を浮かばせて言葉を途絶えさせる。

　自分のスキルの力は発動している。身体能力を下げる魔法もかけ続けている。なのに、鏡は性能が落ちたと思えないほどに威圧的な闘気を放っていた。かつて自分の力の前にこれほどの威圧的な力を全身から放つ存在がいただろうか？　いや、いない。そうはっきりと思えるほどに、すぐ目の前にいる存在は身の毛もよだつほどに怒りに満ちた表情で、全身から禍まが々まがしいほどの闘気を放ってこちらを見据えていた。

「馬鹿な……力は抑えているはずなのに！　パルナから聞いていた制限解除とは違う？　な、何をしたのです!?」

「きっちり下がってるよ。身体がだるくなってるのがひしひしと伝わってる」

「な、ならばなぜそれほどの力が!?　あなたの制限解除は本来の力を二、三倍するだけのもののはず……そもそもの力が低ければ効果はないはず……っ！」

　すると、焦りきった表情でミリタリアが言葉を吐き続けている間、真顔だった鏡はそこで不敵な笑みを浮かべ──、

「俺が……ここまで追い込まれるまで、この力を使わなかったのはなんでだと思う？」

　威圧するようにそう言った。

　対するミリタリアは思わず後方へと飛び退のいて冷や汗を浮かべた。もしも、パルナから聞いていたこの男の力から、その真意を予測するなら、答えは一つしかなかったから。

「私たちを利用して……強くなっていたですと？」

「不利による経験値はどうやら……モンスターや魔族との戦いじゃなくても入るみたいだな。かなり危なかったし、予想外に死にかけたけど……おかげでお前をぶっ飛ばせる」

　その瞬間、ミリタリアの全身から噴き出るように汗が溢れ出した。そしてそれと同時に気付く。先ほど、自分の視界が真っ暗になったのは……この男の威圧的な力の前に、気絶したのだと。

　威圧したつもりが、威圧されていた。そう素直に理解できるほど、ミリタリアは目の前の男を恐ろしく感じていた。どす黒いまでの力の渦を放ち、目を合わせられぬほどに恐ろしい形相でこちらへと一歩ずつ近付いてくる存在に、恐怖せずにはいられなかった。

「お前は一番……やっちゃいけないことをやったんだ」

　そして飛び退いたミリタリアを追い詰めるかのように一歩ずつ近付きながら、鏡はそうつぶやいた。

「大切な人の死が、どれだけその後の人生に大きな影響を与えると思ってる？　どれだけその人がいなくなったことで自分の生き方を変えようともがき苦しむか……お前は知ってるか？」

　まるで、自分が体験してきたと言わんばかりに、近付けば近付くほどに、鏡の表情はさらに険しく、さらに大きな威圧を放った。大気が震えていると錯覚するほどに。

「まだその死が、自然に成り立ったならいい。でも……パルナは違う。お前の作り上げた噓に苦しまされたんだ。わかるか？　お前はパルナの人生を狂わせたんだ」

　気付けば、ミリタリアの足元は震えていた。今すぐ逃げ出したいほどの恐怖が目の前に接近している。だが、バリアのせいで逃げ道はない。ふとシモンに助けを求めようと視線を送るが、シモンも予想外の事態なのか、額に汗を浮かばせて動けずにいた。

「う、うわああああああああ！」

　たまらず、ミリタリアは攻撃魔法を鏡に向けて連射する。だが、結局全て通用せず、鏡は立ち止まることなく魔法をくらいながらミリタリアへと近付いた。

「結局……全部。パルナが魔族を恨んでいたのも、クルルとレックスが洗脳されたのも、魔族が虐げられる世界になっているのも全部……魔王討伐に固執しているから、強い奴を次の舞台に送り出そうとすることに必死になっているからじゃねえか」

「そ、それが、全てです！　王は誰よりもこの世界を考えて……！」

「ふざけんな……たった一つの目的のために、多くの連中が悲しむようなのが全てだって？」

　そして、鏡は拳を握り締めると、ゆったりと力強く振り上げ──、

「そんなの、俺が断じて認めない」

　そう叫びながら、拳をミリタリアの顔のすぐ横に振り抜いた。

　その瞬間、ミリタリアは殴られていないにもかかわらず、その拳から発生した衝撃波により側面の壁に展開しているバリアへと身体を打ちつける。

　一瞬の出来事だった。ステータスが極端に下がっているにもかかわらず、当たってもいないただの拳圧で人が吹き飛んだ光景に、その場で見ていた者全員が驚愕の表情を浮かべた。

　そして、衝突のダメージとバリアから跳ね返ったダメージに耐えられなかったのか、ミリタリアは悲痛な叫び声をあげるとそのまま気を失って床へと倒れ込んだ。

「ミリタリアを殺さぬのか？」

「殺さねえよ。結局こいつも、この世界の仕組みのせいでこうなっちまったんだろ？　じゃあ俺が本当に倒さなきゃいけないのはこいつじゃない。まあ、お灸きゅうは据えさせてもらったけどな」

　それだけ言って鏡は軽く笑みを浮かべると、シモンは目の前に再び大剣を取り出して身構える。

　その行動を見て、鏡も再び表情を強張らせ、シモンを睨みつけた。

「別に俺はあんたを倒したいわけじゃない。クルルを解放しろ」

「っふ……優位になったから再度交渉というわけか？　ならぬ」

「じゃあ、あんたを倒してクルルを助けに行くだけだ」

　そう言うと、鏡は拳を握り締める。だがそれを見た王は、なぜか突然笑い声をあげ始めた。

「ワシを倒せばバリアも洗脳の効果も消えるとでも思ったか？　ワシを倒しても何も解決はせぬ。優位になったと勘違いさせたようで悪いが、何も現状は変わっておらぬよ」

　その言葉を聞くとほぼ同時に、鏡はシモンの目の前へと接近して摑みかかろうとする。だが、摑みかかろうとした手はそのまま空を切り、シモンは鏡の目の前から消え去り、少し離れた場所に姿を現した。

「……エステラーと同じことができるってことか？」

「そういうことだ。お主を倒すのは確かに不可能だが……お主もワシを倒すことはできん。諦めるのだな。お主では……世界を変えることなどできぬ」

　そう言われ、鏡は仕方がなさそうに軽く溜め息を吐くと、クルルがいるはずの別塔へと身体を向け、そのまま歩いて側面の柱に挟まれた場所にあるバリアの前へと移動する。

「……何をするつもりだ」

　不可解な行動を前に、シモンは思わず表情を歪めて問いただす。

「あんたが解放するつもりがないなら、俺がこのバリアをぶっ壊してクルルを助け出す」

　そして返ってきたその言葉を聞いて、シモンは呆れた表情でやれやれと溜め息を吐いた。

「無駄だ。先ほども言ったが、そのバリアは与えた力の反動をそのまま返す。破壊するよりも早く、お主の身体が壊れるだろう」

「そんなの、やってみないとわからないだろう？　停戦協定にしたってそうだ。魔族と戦わなくても強い存在を生み出す方法なんていくらでも考えられるだろ。やる前から諦めんなよ」

「くだらん……この仕組みを止められるわけがないのだ。真の英雄が現れるまで、本当の意味で全ての救いが訪れる日まで……ワシは使命を果たす。それだけだ」

「なら……俺が終わらせてやる」

「……なんだと？」

「あんたたちが今まで送り出してきた強い奴らってのが、結局その救いを与えることができなかったから次が必要なんだろ？　なら……俺で打ち止めだ」

「何が言いたい？」

「俺が……絶対に救ってやるって言ってるんだよ」

　それは、冗談で言っているような、そんな迫力ではなかった。少しばかり見える鏡の鋭い視線、そして暴力的なまでに説得力のあるその物言いに、シモンは思わず額に汗を浮かばせる。

「その保証がいったいどこにある？　笑わせるな……！　ワシが望む救いはお主が思っているよりも遙かに重い！　思い上がるな……世界を知ったつもりになっているだけの小こ童わっぱが！　世界はそう簡単に救えぬ！」

「だからやる前から諦めんなって。それにあんたは一つ勘違いしてる。俺が魔族と仲良くしてくれってのはお願いなんかじゃない。ただの……取引だ」

「取引だと？　取引とは価値があるものを提示して初めて成り立つ。お主ごときが……何を提示するというのだ？」

「今まで……レベルを上げること以外に明確な目標を作って全力で取り組んだことなんて一度も俺はなかった。適当にお金を集めて、ただ目の前の火の粉を振り払うくらいしかしてこなかった」

「何が言いたい？」

「わからねえか？　俺が、全力で、あんたたちを救うという目標に取り組んでやるって言ってんだ。神をぶっ飛ばす以外に何かに使うつもりもなかった俺という存在が、全力で味方してやる。今まで培ってきたこの力を１ミリも惜しまず、あんたたちを救うために使ってやる」

「お主に……それだけの価値があると？」

　その問いに、鏡は答えなかった。だがシモンは理解した。答えるまでもないほどに、鏡にはその自信があるのだと感じ取ったから。

「わからんな……どうしてそこまでしてこの世界の仕組みに抗おうとする？」

「そんなもん知ったからに決まってるだろ」

「知ったからだと？」

「俺も……最初は諦めてたよ。諦めてお金を集めるだけのつまらねえ生活を送ってた。いつか、どこかで神をぶっ飛ばす機会があればいいって、明確な目標もたてずにな。でもな、出会っちまったんだよ。皆とな」

「どういうことだ？」

「魔族なのに人間の傍にいようとするこいつらが、魔族って知っても人間と同じように接してくれる俺の仲間が大事で仕方がない。大好きなんだよ俺は！　でも……それを守るにはこの世界の仕組みが邪魔なんだよっ！」

　そして、鏡は高らかにそう叫びちらすと、バリアに向かって全力で拳を打ちつけた。

　その瞬間、鏡の腕がバリアの反動により大きなダメージを受け、ぶしゅっと腕のあちらこちらから血を噴出させる。あまりにも痛々しい光景に見ていたメノウとシモンは表情を歪ませた。

「ならばその意志を最後まで貫き通せるか見届けてやろう。クルルの洗脳が完了すればお主の意志も削がれるであろう。クルルの洗脳は間もなく完了する。洗脳が完了すれば、どんな言葉も響かなくなるだろう。クルルを殺さぬ限り……お主の理想は実現しなくなる」

「だったらそうなる前に、俺がクルルを助け出す」

　そう言うと、鏡はダメージを負った腕で再びバリアを殴りつけた。自分の痛みなんて一切気にした様子もなく、真剣な形相を崩さないまま、何度も何度も大きな爆音をたててバリアを殴りつける。自分の腕だけじゃなく身体全体にダメージが行き渡るほどに何度も。

「わからぬ……わからぬ！　なぜそこまでして？」

　そして、その異常すぎる目の前の男の姿に、シモンは遂に戸惑いの表情を浮かべた。

　先ほど、死にそうになったにもかかわらず、目の前の存在はそれでも死を恐れぬほどの気迫でバリアを殴りつけ、その度に全身から血を噴き出させている。異常だった。狂っていた。

　少なくとも、シモンはこんな存在を見たことは一度もなかった。

　そして鏡はその表情を見て、その顔が見たかったと言わんばかりに一瞬顔をにやつかせる。

「この世界の仕組みを崩せる唯一の方法として、１万ゴールドを集めればいいと知ったとき、俺はすっげぇ喜んだ。ようやくこの世界の仕組みを作った神をぶっ飛ばす目標に少し近付けるって、カジノなんか作って守銭奴みたいなことしてた」

　そう言いながらも鏡は強張らせた表情を崩すことなく、何度も何度もバリアに向かって拳を打ち付ける。

「でも、本当に大事なのはお金じゃないって、とある場所に行って、この世界の仕組みの一部を知って……ようやく気付けたんだ。結局それも、この世界の仕組みに従った行動をしているだけで、何も変わらないんだって。……正直、気付くのが遅すぎたよ」

　鏡には、そんな台詞を吐いている余裕なんて一つもなく、身体が耐えられるダメージの限界はとうに超えているはずだった。にもかかわらず、鏡は怯むことなく拳をバリアへと打ちつける。激しい衝突音と肉が裂けるような鈍い音を放ちながら。

「俺はどこかで勘違いしていた。この世界の仕組みを守ったうえで少しずつ変えようとしてた。でも、それじゃあ駄目だって気付いたんだ。その仕組みが間違っていると思ったなら……それに面と向かって立ち向かわないと相手には何も響かない。何も現実は変わらない。その常識を不満に思っていながら、一番それに囚とらわれて何も行動せずにいたのは……俺だったんだよ」

　その瞬間、衝撃を反動にして返すバリアにかすかにヒビが生じ始める。それが、いったいどれほどありえない異常な事態かを一番よく理解していたシモンは、恐怖にも似た驚愕の表情を浮かべた。

　ヒビが入ったといえど、まだ割れていない。既に鏡の身体は見るも無残な姿になっていた。恐らくあと数発も殴れば、確実に死んでしまうと理解できるほどに。だがそれでも立ち向かおうとする鏡の異常さに、シモンは初めて畏怖という感覚を味わった。

「逃げていても……何も始まらない」

　腕の肉は裂け、血で肌の色が変わるほどに傷ついた身体。想像するだけで絶望するほどの痛みに襲われているにもかかわらず、それでも鏡は拳をバリアへと打ちつける。

「だから俺は、もう逃げない。あんたたちに向き合って、こんなのは間違っているって伝えにきた。この世界の仕組みを……この世界のクソみたいな常識を……俺がッ！」

　そして、その言葉が放たれると同時に鏡の拳が仄かな橙色の輝きで覆われる。そして、ボロボロになった身体で、これが最後の一撃と言わんばかりに力を溜めて腰を落とすと──、

「ぶっ壊す！」

　鏡の拳から放たれた最後の一撃の反動は跳ね返ることなく、拳から発生した衝撃波がバリアの奥先にまで貫通し、思わず仰け反ってしまうほどの突風を発生させてバリアを破壊した。

「こんなことが……ありえるのか？　……だが、ここほどの強度ではないとはいえ、クルルのいる別塔にもバリアは存在する。そのボロボロの拳ではもはや破れぬであろう……凄まじい気迫と執念ではあったが、あと一歩足りなかったな」

　不可能を可能に変えた。その事実に、シモンは心臓の高鳴りを確かに感じた。だが、それでも限界は必ず訪れる。それを目の当たりにして、少し残念そうな表情を浮かべる。

　そしてそれは言葉通りだった。もはや、鏡の拳に、何かを殴りつけられるほどの強度は残されておらず、バリアによる反動をあと一発でもくらえば死んでしまうほどにふらついていた。鏡にはもう、とても別塔のバリアを破壊する力は残されていない。

　時間がたてばスキルの力で回復するだろう。だが制限解除には時間制限がある。それを待っている時間は鏡にはもう残されていなかった。

「鏡殿！　もう時間が……！」

「メノウ！　今すぐありったけの魔力を込めてお前が使える最強の魔法を俺に向かって撃て！」

「な……そんなことをすれば鏡殿が！」

　鏡の制限解除の効果が切れるまで、あと十数秒も残されていない。メノウもそれはわかっていながらも、今にも倒れそうな鏡に向けて攻撃を放つなんてことはできなかった。既に鏡は、自分が放つ攻撃を受けるだけでも、死んでしまいそうなほどに弱っていたから。

「いいから早く！　俺を……仲間を信じろ！」

　だが、かつてないほどに真剣な表情で懇願する鏡を見て、ここで魔法を放たなければ一生後悔するような予感にメノウは襲われる。だからメノウは鏡の言葉を信じ、ありったけの魔力を込めた爆破魔法を手元に込め、レックスによって押さえつけられて動けない身体をなんとか腕だけ伸ばし、鏡に向けて放った。

　すると鏡は、「それでいい」と微笑を浮かべながらつぶやき──、

「こんなボロボロな状態でもな……やれることは、まだ……残ってんだよ！」

　そう言って、メノウから放たれた爆破魔法が込められた魔力の塊を、そのボロボロの拳で打ち返すように全力で殴りつけた。

　すると、爆破魔法が込められた魔力の塊は爆発することなく、鏡の拳とぶつかる。

「な……爆発しない？」

　何が起きているのかメノウにはさっぱりわからなかった。だがすぐに、鏡の必死な形相から、飛んできた魔法を拳で打ち返そうとしているのだと気付く。

　その証拠に、メノウが放った魔力の塊は徐々に、その軌道を別塔へと変えていった。

「使えないスキルも……併せて使えば……っ！」

　鏡はそう言うと視線を別塔へと向ける。そして、かつてエステラーが言っていた『村人のスキルは使えないものが多い』という言葉を思い出しながら、鏡は残された全ての力を、その一撃へと注ぎ込んだ。




「村人のスキル……なめんなぁぁあああああああああ！」




　鏡が持つスキルの結晶。まず、『反魔の意志』により、メノウが放った魔法を自分の殴打による勢いと力をプラスして別塔へと向けて跳ね返す、さらに撃ち出す瞬間、鏡はメノウの魔法を指で弾いた。

『スーパーフィンガー』、『ハイパーフィンガー』、『ウルトラフィンガー』の力により殴打で増した勢いがさらにプラスされ、『ミラクルフィンガー』の力により手をこれ以上痛めることなく、『パーフェクトフィンガー』の力により狙いが精確になり、通り過ぎた後の空間が歪むほどの勢いでメノウの魔力の塊は別塔へと飛んだ。

　制限解除をした鏡が、他人の力を利用して指弾きをすることによってようやく放てる、村人である鏡にしか使うことのできない究極の威力を誇る遠距離攻撃。




　常識破りの一撃ソウルオブ村人




　そしてそれは、勢いを止めることなくバリアを破壊し、そのまま別塔を粉砕すると、着弾による爆発を起こさないまま、空気を切り裂くようにしてそのまま空へと消え去った。

「こんな……ことが？」

　バリアと別塔を破壊しても、着弾とみなされないほどに貫通力のあるただの魔力の塊。魔法本来の機能を果たすまでもなく吹き飛んだそれを目の当たりにして、シモンは口を開いたまま言葉を失う。

「クルル！」

　別塔が破壊されたことにより頂上部分が崩れ落ち、クルルの身体は瓦が礫れきの破片と共に宙へと投げ出される。それを目の当たりにした鏡はすぐさま王の間から飛び出し、崩れ落ちていく瓦礫の破片を足場に伝ってクルルの元へと向かう。

「か……鏡さん？」

「よう、目が覚めたか？　助けに来たぜ？」

　何が起きたのかはわからなかった。だが、自分のことを助けに来てくれたというのはわかった。薄れゆく意識の中で確かに聞こえたのだ。鏡の声が。

「私も…………頑張ったんですよ？」

　そう言って、クルルは洗脳が解けたばかりで力が入らない身体で微笑を浮かべる。

　本来なら、とっくにクルルの洗脳は完了しているはずだった。だが、その記憶だけは絶対に失わせないというクルルの強い意志が、シモンの洗脳の完了を遅らせた。

　それほどまでに、鏡と出会い、アリスと出会い、知り得た少しの間の日々がクルルにとっても大切なものになっていたのだ。

「ああ、よく頑張ったな。おかげで間に合った」

　鏡は宙に投げ出されたクルルを両腕で受け止めると、まるで苦労なんて微み塵じんもなかったと言わんばかりに、いつも通りの笑顔を浮かべる。

　だが表情はそれでも、ボロボロな姿までは隠せていなかった。全身血まみれで、傷だらけで、それでもこうやって自分のことを思って笑顔を浮かべてくれる。

　それが、クルルにはたまらなくて、思わず瞳に涙を浮かべた。

「声…………聞こえてましたよ？」

　そしてそれと同時に、王の洗脳により、徐々に薄れていく意識の中で確かに聞こえた声を思い出していた。




『レックス……クルル！　二人まとめて俺が……攫いに来たぜ！』




　その声が聞こえてから、結構な時間がたっている。きっと、自分のためにこんなふうになるまで頑張ってくれたのだろう。それがわかって、クルルは鏡に抱きかかえられながら、感情をむき出しにしてわんわん泣いた。

[image: ]

「なんで急に泣くんだよ。助かったんだから泣くなよ」

「う、嬉しくて泣いてるんです！　どうしてそんな無茶するんですか！　死んだらどうするんですか！」

「そんなの、大事な仲間を失って後悔したくないからに決まってるだろ？」

　面と向かってそう言われ、クルルは思わず目をパチクリとさせて頰を紅潮させる。

「ところでクルルたん。相談があるんだが」

「な、何ですか？」

「ここまでは何とかしたけど、俺……制限解除の効果切れちゃった」

「え？」

「……えへへ」

「いや！　えへへじゃないですよ！」

　そう怒った口調で叫び、目に涙を浮かべながらも、クルルの表情は笑顔だった。

　嬉し泣きさせられたと思ったら紅潮させられて、そして今度は青ざめさせられて慌てさせられる。この短い間にこんなにも色んな感情を引き出してくれるのは、恐らく世界でこの人だけだろう。そう感じ、鏡とこれからもずっと一緒にいたいと思いながら、クルルと鏡はなんとか上手く着地しようとぎゃーぎゃー言い合いつつそのまま落下していった。




「こんなことが……ありえるのか？」

　その一方で、鏡に抱きかかえられて落下していく自分の娘を眺めながら、シモンはブツブツとつぶやき、自分の意志や信念を疑い始めていた。自分は間違っているのか？　と。

『どうやら……ありえるらしいな。また驚かされたよ、あの村人には』

「お主は…………」

　すると、シモンの脳内に直接語りかけるかのような声が響く。何事かと周囲を見渡すと、そこには先ほどまではいなかったはずの魔族の男が立っていた。だがシモンは、その人物を知っていた。自分と同じ立ち位置に存在するものだったから。

『我々の考えは間違っていない。その仕組みに抗ってもいけない』

「ならば……やはり、ワシはあの者の言葉を受け入れるわけにはいかぬ」

『そう、受け入れなくてもいい。だが、あの者の価値は絶大であるのもまた事実だ』

　それを聞いて、シモンは押し黙る。既にシモンも、そう思えてしまっていたから。

『あの者に賭けてみてもよいのではないか？　少なくとも、あの者が失敗する……その時まではあの者の願いを聞き入れる価値はある。私はそう思った』

「……取引か。確かに……あやつの働きに賭けてみるのは悪くはない」

　そこでシモンは、鏡が言っていた言葉を思い出していた。この世界の常識を一つ覆くつがえすことで、鏡という存在が、自分たちが望む戦士となってくれる。

　そして、鏡にそれだけの価値があるかという疑問は、既に解消されていた。

　となれば、下す判断は、既にシモンの中で決まっていた。














「ティナ！　大変だ！　トイレットペーパーがないぞ！」

　とある日の昼下がりの午後、ヴァルマンの街の海岸沿いに建てられた広大なカジノ内のスタッフ専用休憩室のドアが勢いよく開く。するとカジノ内の清掃が終わってお煎せん餅べいを咥くわえながら休憩していたティナの元に、鏡が慌ただしくドカドカと入室してそう叫んだ。

「え、おかしいですね。さっき私が清掃に入った時にちゃんと補充しておいたはずですが……なかったですか？」

「俺の部屋のトイレのトイレットペーパーがないぞ！　ティナたん何やってんの！」

「なんで私が鏡さんの部屋のトイレットペーパーまで面倒見なくちゃいけないんですか！　ていうかどうして私に言うんですか！　宿屋の人に言ってくださいよ」

「他の人に聞かれて噂されると恥ずかしいじゃん」

「知りませんよ」

　至って真面目な顔でそう言ってくる鏡に対し、ティナは呆れた様子でそうつぶやいた。

「つれないなぁ……今日から暫く会えなくなるってのに」

「鏡さんがいなくなった後も仕事は続きますからね。それにちゃんと後で皆集まるじゃないですか。仕事は切り分けが大事なんですよ」

　ティナが微笑を浮かべてそう言うと鏡は、「その調子なら、いなくなった後も安心して任せられるな」と言い、休憩室に置かれているソファーの上へと飛び込んだ。

「しかし、いよいよなんですね」

「だな……ようやくなのか、もうこの日が来ちゃったって言うべきか」

　今日まで過ごした幸せな日々を思い返し、鏡は感慨深くそうつぶやく。

　王都での戦いから既に半年が経過していた。クルルを助け出し、シモンの想像を遙かに超える価値を見せつけた鏡は、制限解除の効果によって動けなくなった後で捕らえられることはなく、捕らえようとしていたのがまるで噓だったかのように丁重に王の間へと呼び戻された。

　そこから下されたシモンの決断は、鏡でさえも「それでいいのか？」と驚愕するほどに、今までの主張を覆すものだった。それは、魔王と『人間と魔族の不可侵条約』を結ぶという決断。

　長年、モンスターに悩まされ争い続けてきた相手と結ぶその条約は、今までの暮らしの定義を大きく変化させるものであり、そんな簡単に結んでよいものではない。

　だが、それを決断させてしまうほどに、シモンは鏡に価値を見いだしたという現れでもあった。

　そして同時に、そうまでしてでも救いたい『何か』の重さを鏡は自然と感じ取り、思わず額に汗を浮かべたのが今から半年前の話。

　無論、それを快く思わず、その条約の締結に猛反対する者も大勢いたが「それは長年争い続けてきたが故に深い溝が出来上がっているせいである。まずは歩み寄ることから始めるのだ」というシモンの宣言により、全ての納得は得られていないものの条約は締結された。

　最初は嫌悪感をむき出しにしていた人間と魔族も、決定したことであると腹を括り、少しずつだが渋々と歩み寄り、半年が経過した今、それなりの交流が持たれている。

　というのも、条約を結ぶ際に歩み寄るための施策として、色々なルールが取り決められていたおかげでもある。

　元々の争いの原因であるモンスターを生み出してしまう問題に関しては、たとえ自分が作り出したモンスターであっても人間と協力して駆除を行い、魔族も人間が住む街の安全のために貢献するなど、お互いが協力し合う体制がシモンと魔王との間で考案された。

　これにより、今まで身の安全のために人間から隠れて生活していた魔族たちも、隠れて暮らさなくて済むようになるのであればと、協力的な態度でそれに取り組み、半年が経過した今、このヴァルマンの街でも多くの魔族が出入りする光景を目の当たりにするようになった。

　無論、魔族と人間との間にトラブルは絶えない。魔族の中には人間を恨む者、人間の中には魔族を恨む者がいるせいである。だが、それはお互いさまであると理解している者たちが、争ったところで幸せは訪れないと、より良い未来が訪れることを信じ、手を取り合ってくれているおかげで現状を保てている。

　だが鏡は、変わったはずのその日常を目にしながらいつも口癖のように、「ようやく訪れたこの平穏は、まだ偽りだ」とつぶやいていた。

　そしてそれは、言葉通りだった。

「寂しい？　寂しいかいティナたん？　俺がいなくなって寂しい？」

「とっても寂しいですぅ」

「雑誌読みながら言うなよ。こっちに視線合わせて言えよ」

「時間がもったいないので」

「ざっつ！　日に日にティナの俺に対する扱いが雑になってる気がする」

「そりゃそうでしょう」

　条約を締結すると同時に王と鏡の間で約束が取り交わされていた。むしろ、その約束があったからこそ条約は締結された。その約束とは、エステラーとの間に交わされた約束を引き継ぎ、引き続き１万ゴールドを集めて一年以内にダークドラゴンの元へと行くことがまず一つ。

　１万ゴールドを集めずとも、エステラーの力でダークドラゴンの元に行くことができ、ダークドラゴンの理解も得られるだろうが、あえてシモンは一年以内とした。

　それは、前代未聞の力の境地へ辿り着いた鏡に対し、夢見た世界を少しだけでも見せてやろうというシモンなりの配慮でもあった。

　そしてもう一つの約束が、次の舞台に向かった後のことだった。五年。それが鏡の願いのためだけに、現在の世界を維持できる最大の日数。それを過ぎれば世界は再びリセットされ、締結した条約もなかったことにされ、人類は再び魔王を討伐するために戦い始める。全てを忘れて。

　鏡が今のこの世界が偽りであるとつぶやくのは、その制限があるからだった。鏡は五年以内に王、エステラー、ダークドラゴンが望む救いを与えなければならない。

　そして鏡は、この平穏を本物にさせるため、まずは最初の約束である１万ゴールドを集める目標を果たそうと日々を過ごしていた。

　街が発行しているクエストを次々とこなし、その裏で少しでも助力になればと鏡の仲間たちがカジノでせっせと働く日々。そんな日々を半年間続けた結果、鏡は予定していたよりも早く１万ゴールドを集めることに成功していた。

　そこまで早く１万ゴールドを集められたのも、王都での戦い以降カジノが更なる進化と発展を遂げていたからである。カジノは、増築により貴族専用のＶＩＰルーム、貴族専用の食事処から遊技施設、娯楽施設までもが作られ、さらに王直々の触れ込みにより、毎日のように貴族が押しかけるほどになっていた。

　それだけではなく、さらに集客する範囲を広げて、魔族が利用しやすい娯楽施設も増設されていた。というのも、魔族は基本的なステータスが高いため、人間よりもモンスターを倒してお金を集めることが容易であり、実は人間よりも魔族の方が金を持っているからだった。

　もとより、魔族間ではお金の使い道はほとんどなかったに等しいが、人間のためにモンスターを駆除するという取り決めを機に、魔族も通貨を使用して人間との交流を図るのが許されるようになり、ならば魔族も客層として取り入れようというデビッドの提案によるものだった。

　そのせいもあってか、この半年の間でヴァルマンの街は全体的に大きな発展を遂げた。今では、ヴァルマンの街で魔族を見かけるのはごく普通のこととなっている。

　そんな世界を目の当たりにして、鏡はこの世界が偽りのものとしてリセットされないよう、何としてでも目標を達成してみせると改めて意気込み、まだ滞在の猶予があるにもかかわらず今日次の舞台へと旅立つことを決めていたのだった。

「む……？　今日旅立ちと聞いていたが……違ったか？」

　暫くして、黒いサーコートを身にまとった髭面の中年男性がそう言いながらドアを開けて休憩室へとやってくる。

「お、まさかあんたが見送りに来てくれるとはな」

　そこに立っていたのは、この半年間姿を全く見せていなかった魔王だった。

「アリスからの手紙で知ってな。……アリスとメノウは元気にしているか？」

　人間と交流するようになった今でも、変わらず表情で気持ちを表現するのが苦手なのか、魔王はキョロキョロと周囲を見回しながらも無表情で二人の姿を探す。

「今ここにはいないのか？」

「そろそろ休憩時間のはずだから戻ってくるとは思うけど……っと、噂をすれば」

　鏡がそう言葉にするのとほぼ同じタイミングで休憩室の扉がガチャッと開き、アリスとメノウが顔を出す。すると何食わぬ表情で入ってきた二人はパッと表情をほころばせ、すぐに魔王の傍へと駆け寄った。

「魔王様！　お久しぶりでございます！　ご足労いただけるとは」

「お父さん！　もう身体は大丈夫なの？」

　魔王は、不可侵条約が結ばれた後、今まで隠れて過ごさせるだけで面倒を見てこなかったほかの魔族たちをまとめるために、一度魔王城へと戻り、この半年間雑務をこなしていた。

　ひとえに、魔族と人間が揉めずにギリギリのラインで交友が図れているのも、魔王のおかげでもある。

　その間、メノウも魔王の傍で働くことを希望したが、鏡の「あ、メノウはディーラーで必要だから頂戴」という一言によりその希望は通らず、カジノで引き続きディーラー生活を送っていた。

　アリスに関しても、今後増えることになる魔王としての激務を考えると面倒を見てあげることができそうにないからという理由で、鏡たちに任せていた。

　そのため、魔王とこうして顔を合わせるのは二人とも半年ぶりである。

「あら？　珍しいのが来てるじゃない」

　するとアリスとメノウの後に続いて、露出の多いバニースーツに身を包んだパルナが休憩室に姿を現して第一声にそうつぶやく。

「私からすれば、お前の方が珍しい……むしろ違和感を覚えるがな」

「いいのよ。そこの村人の言う通り、まずは歩み寄ることから始めようって考え直したんだから。まさか、考えを改めた相手にギャーギャー説教たれるつもり？」

　王都での戦いの一件以来、パルナは魔族に歩み寄ろうと努力していた。むしろ、今まで魔族を毛嫌いしていた分、反動で魔族と積極的に交流を図ろうとしていた。

　かつて、自分の師匠が目指した世界を実現させるため、自分の過ちを認め、今できる最善を尽くそうと、最も魔族との交流が図れるであろう鏡が経営するカジノで半年間働いていたのだ。

『……あんたにお願いがあるの。私も……きっと何かできることがある。今まで遅れてきた分を取り戻す必要がある。だから……お願い、あなたのところで働かせて。そう簡単に私のことを許せるとは思ってない……でも、だからってこのまま何もしなかったら何も変わらない。必ずあんたに……アリスにも報いる。だから……お願い！』

『じゃあ、バニーガールね』

　というパルナの必死さとは裏腹に呆気ない決定が下されたやりとりのもと、パルナはカジノでバニーガールとして、来訪者にホール内でのサービスを提供する仕事をしていた。

　来訪者は人間だけではなく魔族もいる。そして、半年たった今カジノ内に魔族が客として普通に出入りしているのも、パルナの貢献が大きかった。

　人間と魔族の客同士で差別的な揉め事が起きた時でも、パルナが積極的に間に割って入り、決して魔族だからといって差別することなく仲を取り持つ。それ以外にもまるで友人に接するかのような友好的な交流の積み重ねが、今のカジノの光景に至る結果となっている。

「パルナさんもすっかりカジノ生活に馴な染じみましたね。バニーガールとしても板についてきたって感じです」

　ティナは雑誌を両手にジト目でパルナの胸元を見ながらそうつぶやく。

「案外楽しいわよ？　毎日色んなお客も見られるしね」

　すると、パルナはあえてその胸元を主張するかのようにそう答え返し、ティナは「うぐぐ……っ」と悔しそうに表情を歪ませた。

　パルナのバニーガール姿はヴァルマンの街を訪れた観光客たちから圧倒的な支持を受けている。元々スタイルが良いのと自然に表現されるあざとさも相まって、多くの男性客がパルナのためにお金を落としていた。

　男性からも女性からもコアなファンが多いアリスとで、派閥争いが起きているほどには、人気が高い。

「あ、ほらやっぱり！　ね？　鏡ちゃん戻ってきてたでしょ？」

「本当ですな。本日はお早いお戻りだったようで……順調だったようですな」

　賑やかになってきた休憩室に、続いてタカコとデビッドが姿を見せる。

「魔王ちゃんじゃない。随分久しぶりねぇ」

「魔王……ちゃん」

　かつては倒そうと目標にしていた最も恐ろしい相手だったことを忘れたかのようにタカコはそう言うと、笑顔を浮かべながらそそくさと休憩室に用意してあったコップと水筒からお茶を用意し始める。

　そしてそれに合わせるようにしてデビッドは、「さあさあこちらへどうぞ」と紳士的な対応ですぐさま休憩室の奥に用意してあった椅子を運んで魔王を座らせる。

　デビッドとタカコの関係はこの半年間で全く進展していなかったが、謎の連携力だけは進化を遂げていた。タカコが積極的にアプローチをかけ続けてはいるが、デビッドは巧みにそれを回避し続けている。毎日のようにタカコはアプローチを回避されないように作戦を考え、デビッドはタカコが次に出る行動を予測しながら回避する方法を考え続けた結果、お互いの考えがある程度わかるようになってしまったから成り立っている連携でもあった。

「あれ？　タカコちゃんそれなんだ？」

「これ？　いつも来てくれている人たちからお手紙もらったのよ。主にアリスちゃんとパルナちゃんに宛てたものだけど」

「いわゆるファンレターというやつですな。いやはや、アリス様が受け入れられているようで私も喜ばしい限りでございます」

　アリスは、半年前の酒場での一件以来、街の人たちに魔族であることがばれて噂が広まっていた。だがそれでも今まで通り受け入れられていた。というのも、条約が結ばれた効果と、魔族であることが発覚したからといって、何かが変わるわけではないというのが来訪者にも伝わったからである。アリスが魔族であることが発覚する前の、普段のアリスを知っているからこその、受け入れの速さでもあった。

「まーたか。魔王も父親として誇らしいんじゃないか？　自分の娘が大人気で」

「ふ……当然の結果だな」

「あんたアリスのことになると表情豊かだよな」

　満足そうに笑みを浮かべた魔王に鏡が思わずツッコむ。

　実際、手紙の内容には度々、魔族という立場でも応援しているといった内容のものが含まれていたりする。

「ほら！　やっぱり帰って……ああ！　魔王さんまで！　もう……レックスさんがいつまでも動こうとしないからですよ」

　タカコとデビッドが来てから数分もしないうちに、休憩室まで走って移動してきたのか、慌ただしい様子でレックスとクルルが休憩室に姿を現す。

　二人は仕事中だったのか、普段の冒険者としての服装ではなく、バーテンダーとしての正装を身にまとっていた。

「いやはや何度見てもお二人のそのお姿はお似合いですなぁ」

　デビッドはそう言いながらクルルをなめるように見回す。

　髪の毛を後ろに括ってポニーテールにしたクルルのバーテンダー姿はどこか気品があり、男性であれば一度視界に映せば視線を外せなくなってしまうほどに可か憐れんだった。

　レックスも、元々の容姿の良さも相まって、大人の雰囲気を放つバーテンダー姿は、男性にも感じ取れるほどの異様な色気を放っている。

「抜けてきてよかったのか？　貴族連中がぎゃーぎゃーうるさいんじゃないか？」

「それよりも鏡さんの見送りの方がずっと大切ですから」

「同意だ。僕のせいで少し遅れてしまったがな」

　カジノ内に貴族専用の施設ができたことにより、その界隈に元々免疫もあり顔も知れ渡っている二人にお店を任せることになり、二人も管理者としてカジノの経営を担うようになっていた。

　社会勉強のため、王公認で働いているという噂が知れ渡っているためか、二人は貴族連中に嫌味を言われるようなことはなく、むしろ評判良く扱われていた。

　レックスは貴族の女性連中に毎日のように囲まれており、クルルに至っては、一国の姫と気軽に接することができる機会だと、王都の独身貴族の男性たちが毎日のように押しかけてアプローチをかけるほどだ。

「師匠。僕は剣の道を捨てて、一流のバーテンダーになろうかと思うのだが」

「それでいいのかお前は」

「役割なんて関係ないというのは師匠の言葉だろう？　それにこの先、剣を必要としない世界がやってくる。僕はそう確信してる……だから、バーテンダーでいいのさ」

　そう言いながらレックスは、なぜか持ってきていたドリンクシェイカーをシャカシャカと振ってみせる。

　まるで自分に酔っているかのような口ぶりに、クルルは大きく溜め息を吐いた。

「変わったな」

　そして、そんなレックスの様子を見て、鏡は軽く鼻で笑うと小さくそうつぶやいた。

　少なくとも、最初に出会った時のような凝り固まった考え方をしなくなった。そしてそれはクルルも同じだった。それだけでも鏡は、王都での戦いに意味はあったと実感できた。

　王都での戦いの後、クルルとデビッドはもう城に残っても問題ないだろうということで、そのまま城に滞在することになったが、なぜか数日後には二人共一緒に鏡の元を訪れていた。

　今まで不自由な思いをさせた分、好きに生きてよいと王から言われたらしく、クルルが鏡のところで働きたいと願い出たというのがその経緯だった。

　以前と同じようにデビッドも一緒についてきたが、べったりとくっついて監視するようなことはなく、本当にただ一緒に来ただけの保護者のような感覚で日々を過ごしている。

　クルルが鏡の元で働きたいと願い出たのは、今後訪れるであろう平穏のために少しでも助力したいという考えと、鏡が達成しなければならない１万ゴールドを集める目標を手伝いたいというのが理由だった。それと、仲間として傍にいたいという理由とあともう一つ──、

「ところで鏡さん、買ってきたんですか？」

　クルルは括ったポニーテールを揺らしながら勢いよく鏡の腕をガッチリと摑んで言う。

「もちろん。さっきクエスト達成で受け取ったお金と合わせてギルドで買ってきたぜ」

　対する鏡は特に動じた様子もなく、さも当たり前かのような表情で腰元にあった袋から一枚の紙きれを取り出した。

　だが、その一連の行動を見てアリスが少し不満そうに頰を膨らませる。

　王都での戦い以降、クルルは鏡に対してのスキンシップが異常に多くなった。それこそ、いつも付きまとっていたアリスと同じくらいに。

　鏡は、ようやく打ち解けてくれたと解釈していたが、実際クルルの中で芽生えていた感情は、アリスが抱いているものとほぼ同じだった。

　王都での戦い以降、アリスとクルルで切せっ磋さ琢たく磨ました状態が続いているが、鏡の元々の性格上それが全く伝わらず、相当にてこずっている。

「これがそのアイテムなんですね……なんかただのチケットにしか見えませんが」

　すると、ピラピラと見せびらかされたチケットをティナが奪い取り、そうつぶやく。

「まーでもダークドラゴンやエステラーの言う通りなら、これで半年前に迷い込んだあのダンジョンに行けるはずだけどな」

「こんなので……ですか」

「こんなのって言うなよ」

　クエスト発行ギルドに足を運び、１万ゴールドが詰まった大きな袋を震えながら受付に渡したのはまだ記憶に新しい。

　前代未聞の巨額を引きずりながらクエスト発行ギルドに向かった鏡の姿は、見る者も思わず緊迫した表情を浮かべるほどだった。

　そして手に入れたのが、このチケット状の小さな古びた紙きれだった。

　紙きれには、切り外す部分が存在している。恐らくそこを切り離すことで使用されると鏡は考えているが、実際どう使うかはわからない。

「よし、行くかな」

「え、もう行っちゃうんですか？」

「ああ、別にしんみりとしたお別れなんていらないだろ？　とっとと目的果たして、戻ってくるからさ」

「さすがにサバサバしているな。逆に安心したが」

　そして、いつも通りの様子に、魔王は微笑を浮かべる。

　ほかの者も同意見だったのか、別れを惜しむような素振りは見せず、ただ全員が微笑を浮かべて鏡が旅立ちやすい空気を作り上げた。

「行ってらっしゃい鏡さん」

　そう言って笑顔を見せるアリスを見て、少し名残惜しくなったのか、鏡は「ああ、行ってくる」と言いつつも、未練たらしくアリスの頭を撫でまわす。

「あの……鏡さん！　必ず……必ず戻ってきてくださいね？」

　もう行くと決めた鏡を見て、クルルは摑んだ腕を離すと真剣な表情でそう言った。

　どこか恋い焦がれる少女のような潤ませた瞳を浮かべてもらえているという事実に、羨ましさのあまりにデビッドが笑顔で唇をギリギリと嚙みしめ始める。

　そんないつもの調子を見て一安心した鏡は微笑を浮かべると──、

「それじゃあ……何があるかわかんないけど、行ってくるわ！」

　そう言って、チケットを勢いよく破り捨てる。

　その瞬間、音もなく鏡の目の前にステータスウインドウが表示された。

　ステータスウインドウには『次へと進みますか？』という問いと、『はい』、『いいえ』の選択肢が表示されており、鏡は迷わず『はい』の選択肢に手を触れることで意志を示す。

　その瞬間、鏡の全身が白く輝き始め、まるで搔き消されるかのようにその場から姿をくらませた。

「頑張れ……鏡さん」

　そして、今頃ダークドラゴンのいるダンジョンに到着したであろう鏡を思い浮かべながら、いつかまた笑って、「成し遂げた」と言いながら戻ってくることを信じ、アリスはゆっくりと瞼を閉じて祈りを捧げた。




　……それから三年間。




　鏡が再びヴァルマンの街に戻ることはなかった。











































































（前回までのあらすじ）









　前回、兄にゾンビ扱いをされてしまった子猫は『ＬＶ９９９の村人①』が発売してから数ヶ月が経過したある日、「なぜ……私はこんな謎のコーナーを作ってしまったのか」と、勢いに任せてやってしまった過去の過ちに遂に気付いてしまう。

　しかし時は既に遅く、『ＬＶ９９９の村人②』に掲載する「前回までのあらすじ」の原稿を催促される子猫。まるでとどめの一撃と言わんばかりに、「あ、このコーナーはずっと続けますよ」と告げる担当編集者。

　絶望から生まれた衝動に駆られた子猫は勢い余って未知の領域「一人テーマパーク」に挑戦する。

　一方その頃、自らの弟をゾンビ扱いする兄は、実家の子猫の部屋に盛り塩をセットし始めていた。

　そうとは知らず、結局テーマパークの年間パスを手に入れただけで行きもしなかった子猫は、絶望からの脱却を図るべく、実家の自室にいるペットのウサギに癒しを求め、兄によってトラップが仕掛けられていることも知らず実家へと向かった。

　盛り塩が配置されている自室に躊躇いなく足を踏み入れる子猫。その様子を見た兄は「ば、馬鹿なぁぁあ!?　貴様ぁ……ゾンビなのに何故浄化されない!?」と謎の発言を放った。

（盛り塩は家の運気をよくするためにセットしている）

　果たして子猫は、『ＬＶ９９９の村人②』の「前回までのあらすじ」が書けるのだろうか？












（あとがき）









　この度は『ＬＶ９９９の村人②』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　皆様のご助力のおかげで、こうして２巻を出すことができました。１巻が発売された時は、見向きもされなかったらどうしようなどと、毎日心臓が破裂するような想いをしておりましたが、多くの方に手に取っていただけたようで凄く嬉しいです！

　皆様のお時間をいただいてこうして読んでいただけているというのは、恐れ多くも、著者としてとても幸せなことだと思っております。

　さて、２巻はいかがだったでしょうか？　実は１巻が出版された段階では、まだ２巻の内容はＷＥＢ連載が終わっておらず、１巻が出版された後に執筆し、今回の出版に向けて作られたまさしくできたての本となっております。

　今回は、「力を持つだけじゃ変えられない」をテーマに執筆させていただきました。

　力を持っていても、それを正しく扱えるか、自分の力で変えたいものがあったとしても、その身に降りかかる危険と犠牲を覚悟して立ち向かう勇気があるか……。

　テーマがどういった形で今作に反映されていたか、読んで気付けていただけたなららとても嬉しく思います（もう一回読み直してもいいんですよ？　チラッチラッ）。

　そして今回も出版にあたり、多くの方のお力をお借りしました。前回に引き続き相談や制作進行など何から何まで親身になって助力してくださった清水様。想像を軽く凌駕するワクワクするイラストを描いてくださったふーみ様。本全体を幻想的な魅力あふれるデザインで彩ってくださったバルコロニー荒木様。また、学生時代、国語の点数ばかりか英語の点数までもが１０点以下だったことが最近になって発覚した私をサポートしていただき、しっかりと修正アドバイスをしてくださった校正様。この場を借りて御礼申し上げます。本当にありがとうございました！

　また、会社で色々と仕事のサポートをしてくださっている同じプロジェクトに所属する皆様には感謝してもしきれません。今度アイスを献上させていただきます。

　そして、私をいつも気遣って連絡をしてくれるお父さん、お母さん、もはや私をゾンビとしか思っていない兄上、いつもありがとうございます。

　最後に、今日まで支えてくださった読者の皆様、応援してくれている友人の皆様、本当にいつもありがとうございます！

　次巻も満足いただける物語をお届けできるように、より一層精進したいと思いますので、よろしければ今後ともお付き合いいただけると幸いです！　それではまた！





星月子猫
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